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発刊によせて

アジア・アフリカに関する言語や文化の研究成果を掲載する学術雑誌として，1968年以来
刊行を続けてきた『アジア・アフリカ言語文化研究』（以下，『ジャーナル』）に，このたび新
しく「別冊」シリーズを加えることとなった。
創立以来，多くの共同研究を展開してきたアジア・アフリカ言語文化研究所（AA研）では，
独自の出版制度を運用し，共同研究の成果を書籍の形で刊行してきた。その点数は膨大な数に
のぼり，幸いにもこれまで多くの研究者に利用されてきた。しかし近年は，オープンアクセス
化が世界的に進展し，オンラインにある論文ほど多く読まれる時代となっている。またこれと
並行して，外部の出版社を通じて，より広く読まれる形に編集し，出版する成果も増えており，
人文系の研究者の成果公刊の選択肢は多様化していると言えよう。
一方で，アジア・アフリカの言語や文化を対象とした人文系の研究の場合，挑戦的な共同研
究に取り組んでいるほど，発表する媒体や雑誌が限られているのが実情であり，それゆえに成
果の迅速な公刊がかなわない場合もある。雑誌に掲載されたとしても，一つの雑誌に共同研究
者の論文がまとまって掲載されることは難しい。

AA研ではこうした状況に対応し，共同研究の成果を，オープンアクセス誌という手に取り
やすい形で，しかも共同研究としてよりまとまった形で公刊できるよう，専用の学術雑誌を立
ち上げた。形式としては，多くの研究者に親しまれてきた『ジャーナル』に則った査読誌とし，
その「別冊」という位置づけとし，共同研究ごとに特集号を組むことができるという形をとる。
AA研で実施されている共同利用・共同研究課題の成果公刊を眼目としているが，それ以外の
共同研究の成果公刊にも利用できる。
本誌が活用され，アジア・アフリカの研究が一層発展することを願ってやまない。

 アジア・アフリカ言語文化研究所長
 星　泉
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はしがき

本論集は，東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所 2018–2020年度共同利用・共
同研究課題「イスラーム聖者廟の財産管理に関する史料学的研究：イラン・サファヴィー朝祖
廟を事例として」の成果であり，近世イラン社会の基礎を築いたサファヴィー朝（1501–1736）
の起源であるタリーカ（スーフィー教団）・サファヴィー教団の名祖シャイフ・サフィー・
アッディーン Shaykh Ṣafī al-Dīn Isḥāq Ardabīlī（1334没）の聖者廟（以下，サフィー廟）の
盛衰をめぐる政治・社会・文化史を，その財産管理システムに焦点をあて再検討することを目
指したものである。
本共同研究は，イスラーム圏における聖者廟の財政基盤の維持・管理システムに関わる史料
から，政治・社会・文化・経済の多様な歴史情報を読み解くという目標を設定し始動した。西
アジア，また広くアフリカから東アジアに至るイスラーム圏の歴史と社会における聖者（ワ
リー walī）の墓，聖者廟の役割は，重要な研究テーマの一つとされてきた。教会組織や列聖
制度を持たないイスラームにおける聖者とは，歴史的偉人やイスラーム以前の神話的人物など，
様々な経緯で聖なる存在として社会の尊崇を勝ち得た人々を指すが，8世紀末以降のスーフィ
ズム（イスラーム神秘主義）の登場とタリーカ（スーフィー教団）の発展以降はタリーカ名祖
のスーフィー聖者が，また第 4代カリフ・アリー（661没）とその直系子孫をイマーム（imām，
指導者）と仰ぐ少数派シーア派の社会では歴代イマームとその係累が特別な尊崇の対象とさ
れ，その墓廟は人々の参詣の場として社会に大きな存在感を持ってきた。このような聖者廟は
また，しばしばワクフ（寄進）により多数の財を集積したことでも知られている。聖者廟はそ
の活動を支える財をいかにして管理・保全したのか。政治権力による庇護や地域社会との関
係，様々な法・社会制度・慣行と密接に関わっていたであろう聖者廟の財産管理制度は，廟を
取りまく地域・時代の行財政・法・経済制度などの変遷を知る有効な手がかりとなるのではな
いか。これが本共同研究の出発点となる問題関心であった。
地域の歴史との密接な関わりにおける聖者廟財産管理システムの形成・発展を考察するうえ
で，注目すべき地域がイランである。16–18世紀のシーア派王朝サファヴィー朝時代，十二イ
マーム・シーア派が根付いたイランでは，東北部マシュハドの第 8代イマーム，アリー・レザー
のレザー廟をはじめ，現代シーア派教学の中心地コムのファーテメ・マアスーメ廟，首都テヘ
ランのシャー・アブドゥルアズィーム廟，シーラーズのシャー・チェラーグ廟などのイマーム
ザーデ（imāmzāda，イマームの係累の墓廟）が，信仰・文化の拠点として今日でも大きな重
要性を持つ。本論集でも紹介されていくが，これらのシーア派聖者廟が歴史の中で築いてきた
財とその管理システムは，廟に伝世されたワクフ設定文書をはじめとする財産管理関連史料に
より伝えられ，聖者廟を中心とした政治・社会・経済の多様な営みを解明する手がかりとなる
ことを，近年の研究は明らかにしつつある。
このようなイランの聖者廟のうちでも，独自の歴史的重要性と史料的価値で異彩を放つのが，
イラン北西部アルダビール（現アルダビール州州都）のサファヴィー教団名祖廟サフィー廟で
ある。13世紀末～14世紀に成立・発展し，15世紀の動乱の中でシーア派を採用して 16世紀
初にサファヴィー朝を樹立するに至ったサファヴィー教団は，イラン史の展開に大きな影響を
与えたタリーカである。その名祖シャイフ・サフィーの廟は，有力タリーカ廟として発展した
のち，サファヴィー朝王家祖廟としての繁栄を享受し，そして同朝滅亡後の政治的混乱の中，
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地方聖者廟へ衰退するという，大きな変転の歴史を経験してきた。そしてその中で，古くは
12世紀から 19世紀までの長期にわたる文書・不動産目録・財務記録などの財産関連史料を伝
世してきた。中世から近世，近代に至るイラン高原の政治・社会変容を反映し，またイランお
よび西アジア社会における聖者廟の財産管理システムの長期的な形成・発展を解明する稀有な
事例となるサフィー廟財産管理関連史料であるが，現在，その大部分（特に文書史料・財務記
録史料）はまだ広く研究者の閲覧・利用に開かれた状態にはなっておらず，研究環境を準備す
るための内外の研究者の努力が必要とされている（詳しくは本論集「解題」を参照）。サフィー
廟財産管理関連史料の研究基盤作りは，イラン史研究，またイスラーム聖者廟に着目した西ア
ジア社会・文化・経済史研究の重要な課題といえる。
本共同研究は，このような問題意識のもと，サファヴィー朝時代初期に成立した不動産目録

（ṣarīḥ al-milk）の再検討に取り組んだ。サフィー廟史料群の中でも古くから知られ，廟の財
産集積を示す史料として研究に利用されてきた不動産目録であるが，その中に廟の財産管理シ
ステムの形成・変容の歴史はどのように反映しているのか，廟の財産保全・管理制度という観
点からの分析は不十分であったといえる。そこで本共同研究では，中世から近代，サファヴィー
教団の成立からサファヴィー朝滅亡後までのイラン史・スーフィズム・文書研究・ワクフ制度
研究の専門家が共同し，16世紀に編纂されたアブディー・ベグ ‘Abdī Beg版不動産目録を再
読するとともに，サファヴィー朝勃興以前から滅亡後までのサフィー廟の財産管理の長期的な
変動を再構成する手がかりを，多様な史料に基づき多角的に探っていくことを試みた。その結
果，不動産目録とサフィー廟の財産管理制度に関する新たな研究のみならず，関連新出史料に
基づくサファヴィー教団およびサフィー廟とともに発展した都市アルダビールの歴史，さらに
はイランの他聖者廟との比較研究など，多様な研究が可能になることが明らかになった。本論
集は，その成果が結実したものである。
本論集は，中心的史料となるサフィー廟最初の不動産目録アブディー・ベグ版不動産目録と
それに基づくサフィー廟史研究の硏究史を説明する「解題」を序とし，不動産目録および聖者
廟財産管理関連史料の新たな研究可能性を追求する第１部史料研究の 5論文と，不動産目録を
一つの軸として，サフィー廟およびサファヴィー教団・サファヴィー朝の歴史に多様な視点か
ら新知見をもたらす第 2部歴史研究 5論文の，10論文からなる。
第 1部第 1論文・後藤論文は，不動産目録編者アブディー・ベグの経歴・著作活動と当時の
サファヴィー朝宮廷の文化・思想状況から，不動産目録が持つ文化史史料としての側面に光を
当てる。第 2の渡部論文は，もっぱらサフィー廟の財の蓄積の情報源として読まれてきた不動
産目録が，サファヴィー朝の廟財産管理制度の中でどのように利用・保管されてきた目録だっ
たのか，現存 3写本の作成・利用・保管の経緯を写本余白書き込みから再構成することを試み
る。財の獲得に関する不動産目録のテキストの再検討に当たったのが，第 3・高木論文である。
目録中の最古層の財である 14世紀初シャイフ・サフィーのワクフに関する記述の矛盾を文書
史料との照合により解明し，財の来歴情報が錯綜した不動産目録のテキストの複雑さを示した。
第 4・阿部論文は，サファヴィー朝滅亡後，衰退期のサフィー廟で，サファヴィー朝期不動産
目録に基づき編纂された 19世紀改訂版不動産目録の分析である。これまで本格的に研究され
てこなかった改訂版写本の検討により，サフィー廟の財とその管理の長期的な変容の実態が示
されるとともに，その中で不動産目録がどのような役割を担ったかにも光が当てられている。
第 5・杉山隆一論文は，サフィー廟と同じくサファヴィー朝期に大きな発展を遂げたイラン最
大のシーア派聖者廟，レザー廟の 18–20世紀カージャール朝時代の財産管理・運営関連史料
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の情報を整理する。その多様な財産管理史料群の形成は，聖者廟財産管理制度研究により広い
比較の視座を与えるだろう。
第 2部は，サファヴィー教団時代からサファヴィー朝期のサフィー廟に関わる歴史研究の新
たな成果を示す。第 1論文から第 3論文は，14世紀末ティムール朝時代から 15世紀トルコマー
ン王朝時代，16世紀サファヴィー朝成立期にかけてのサファヴィー教団・サファヴィー家に
関する新研究となる。第 1論文・杉山雅樹論文は，第 3代教団長ハージャ・アリーに対する
ティムールのワクフの偽文書を再検討し，アブディー・ベグ版不動産目録写本にも収録される
に至ったサファヴィー朝でのその受容の意味を論じる。第 2・矢島論文は，新出史料『ハヤー
ティー史』に基づく，サファヴィー教団の歴史的転換期である第 5代教主ジュナイド時代につ
いての新研究である。第 3・小野論文は，不動産目録写本に書き込まれたサファヴィー朝創始
者シャー・イスマーイールの勅令写しから，サファヴィー朝初期の勅令形式と王権表象の特徴
を文書形式学の研究蓄積に基づき論じる。
第 4・5論文は，サファヴィー朝時代のサフィー廟についての新研究である。近藤論文は，
これまで十分に明らかにされてこなかったサファヴィー朝期のサフィー廟ワクフ管財人の経
歴・職務の詳細な分析を通し，サフィー廟のワクフ財管理制度の形成を，他のイマーム廟・イ
マームザーデとも比較しつつ論じる。本共同研究の主題である聖者廟財産管理制度研究として
もたらされた成果である。第 5・守川論文は，サフィー廟を擁する都市アルダビールそのもの
に光を当てる。16世紀の不動産目録・『ハヤーティー史』・17世紀ヨーロッパ人旅行記に基づ
き，教団の聖者廟から王家の聖廟へと変化したサフィー廟と聖都アルダビールがサファヴィー
朝イランにおいて持った独自の地位が活写される。
このように，本論集は，イスラーム聖者廟の政治・社会・文化・経済史研究にイラン史研究
から有用な方法論・事例研究を提供するとともに，サファヴィー教団・サファヴィー朝の歴史
研究にも新たな成果をもたらした，イスラーム聖者廟研究の領域でもイラン史研究においても，
広く長い参照に耐える研究となったと考える。不動産目録と貴重なサフィー廟史料群の保管・
保護に尽力しているイラン国立博物館，国立図書館に改めて深く感謝するとともに，本論集が
サフィー廟史料研究の今後の進展のためのささやかな寄与たりえることを願っている。
本共同研究は，今後，2021年度に開始される「イスラーム聖者廟の財産管理に関する史料
学的研究（2）」において，将来のサフィー廟財産管理史料の研究基盤となる不動産目録データ
集成の編纂に取り組むとともに，サフィー廟をはじめとするイランの聖者廟の運営・財産管理
システムの研究を，他地域との比較の中でさらに発展させていく予定である。本共同研究の実
施と成果刊行の機会を与えて下さった AA研に，心より御礼申し上げたい。
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凡例

1．アラビア文字のラテン文字転写
・近世ペルシア語のアラビア文字アルファベットのラテン文字転写の方法は，International 
Journal of Middle East Studies（IJMES）転写法に一部変更を加えて用いる。
　　b, p, t, th, j, ch, ḥ, kh, d, ẕ, r, z, zh, s, sh, ṣ, ż, ṭ, ẓ, ʿ, gh, f, q, k, g, l, m, n, v, h, y, ʾ
短母音は a，i，u，長母音は ā，ī，ūで統一し，二重母音は，aw，ayで示す。
アラビア語語彙語末のター・マルブータは原則的に省略する。
・アラビア語は IJMESのアラビア語ラテン文字転写法を用いる。
・アラビア文字テュルク語（チャガタイ語・オスマン語）の転写法は，それぞれの言語の方法
を用いる（参考：日本イスラム協会監修『新イスラム事典』平凡社，2002年「転写・表記」）。

2．年号
・ヒジュラ暦と西暦の対応は，「ヒジュラ暦/西暦」で示す。
・ヒジュラ暦の月名は，『新イスラム事典』[566]に従う。
・サファヴィー朝の公式の暦となったトルコ暦（十二支暦）も，必要に応じヒジュラ暦・西暦
とともに示される。

3．固有名詞・用語のカナ表記
・アラビア語・ペルシア語用語のカナ表記は，『新イスラム事典』のカナ表記方法および日本
の学界の慣例的方法に従っている。
・サファヴィー教団教団長・サファヴィー朝歴代君主の名のラテン文字転写・在位年間は本論
集末尾の「サフィー廟年表」に示し，各論文中では必要ない限り特に示していない。
・西アジア・イスラーム史の主要王朝の君主名は，慣用的なカナ表記のみで示す。それ以外の
人名には，原則として本文中または図表中で原語ラテン文字転写を付してある。
・用語には原語ラテン文字転写を付すが，イスラーム史・西アジア史研究の基本的用語（カー
ディー，ワクフ，シャリーア文書など）は慣用的表記をそのまま用い，原語は付さない。
・地名は，日本で慣用的な表記がある場合，それを用いる（イラン，アゼルバイジャン，イス
ファハーンなど）。それ以外の地名は原語ラテン文字転写または『新イスラム事典』カナ表記
方法に則ったカナ表記で示す。ただしシャイフ・サフィー廟と深い関わりを持ったアルダビー
ル周辺・アゼルバイジャン地方の地名には，現地名との関連づけを容易にするため現代ペルシ
ア語発音を採用したものもある。なお，本論集に登場する「アゼルバイジャン」の地名は，現
在のアゼルバイジャン共和国またはイラン・イスラーム共和国の東西アーザルバーイジャーン
州ではなく，イラン北西部に広がる歴史的アゼルバイジャン地域を指す。

4．典拠の表示
・各論文中の典拠の表示は AA研ジャーナル別冊の方法に従っている。
・クルアーンの章節の引用は，（Q4-53）＝第 4章 53節　と示す。
・サフィー廟不動産目録写本
本論集ではサファヴィー朝時代にシャイフ・サフィー廟のために編纂された 2種の不動産
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目録，アブディー・ベグ版不動産目録（16世紀）とスィパーハーニー版不動産目録（17世紀）

のイラン国立図書館・イラン国立図書館に所蔵される 5写本が登場する。それぞれの略称と
フォリオ番号の表記は，以下のとおりである：
アブディー・ベグ版不動産目録（3写本）：[ʿAbdī]または [Ṣarīḥ al-Milk]
ʿAbdī I:　イラン国立博物館写本 3718
現在の写本には 3種類のナンバリングがあるが，フォリオ裏面 [verso = b]右上隅に記載さ
れたフォリオ番号を用いる。ただしナンバリング誤記があり，fol.124b（画像 134）の次，125
が無く fol. 126b（画像 135）に飛んでいる。本論集では記載された番号をそのまま用いる。ま
た乱丁で第 2部に紛れ込んでいる「施しの食事（āsh-i ḥalāl）」4フォリオは記載フォリオ番号
が確認できないため，独立して [1b-4b]と数える。
ʿAbdī II:　イラン国立博物館写本 3719
フォリオ裏面 [verso = b]右上隅にフォリオ番号があるが磨滅して極めて確認しづらいため，

フォリオ表面 [recto = a]左上隅に記載されたページ番号を用いる。
ʿAbdī III:　イラン国立図書館写本 2734
各ページの上部左右（フォリオ裏面で右，面面で左）に付されたページ番号を用いる。各ペー
ジで旧番号が抹消された上に新番号がふられているが，新番号を用いる。

スィパーハーニー版不動産目録：[Ṣipāhānī]
Ṣipāhānī I:　イラン国立博物館写本 3703
フォリオ表面左上隅にページ番号，フォリオ表裏の下角（表面＝左下隅，裏面＝右下隅）

にフォリオ番号がある。フォリオ番号を用いる。落丁がありフォリオ番号が fol.116bのあと
fol.120aに飛んでいるが，記載フォリオ番号をそのまま用いる。
Ṣipāhānī II:　イラン国立博物館写本 4324
フォリオ表面左上隅にページ番号，裏面右上隅にフォリオ番号がある。フォリオ番号を用いる。

・略号
その他，本論集で用いられる略号は以下の通りである。

EI2 = Encyclopaedia of Islam, the Second Edition
EI3 = Encyclopaedia of Islam, THREE
EIr = Encyclopaedia Iranica
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A Bibliographical Introduction to ʿAbdī Beg’s Ṣarīḥ al-Milk

WATABE, Ryoko

This paper provides a basic introduction to ʿAbdī Beg’s Ṣarīḥ al-Milk, an 
important source for historical research on the property management of the 
Shrine of Shaykh Ṣafī, focusing on its structure and method of compilation.

Located in Ardabil, a local city in the Azerbaijan region in the early 
14th century, the shrine of Sufi saint Shaykh Ṣafī al-Dīn Isḥāq Ardabīlī (d. 
1334) developed as the center of the Safavid Sufi order and then as a royal 
mausoleum after the establishment of the Safavid dynasty (1501–1736).  
Over a long period from its establishment, prosperity to decline after the fall 
of the Safavids, various historical materials have been produced concerning its 
acquisition and management of waqf endowments. Among these, Ṣarīḥ al-Milk, 
the first comprehensive inventory of the Shrine’s endowments, compiled 
by ʿAbdī Beg Shīrāzī during the reign of the second Safavid monarch 
Shāh Ṭahmāsb in the late 16th century, is the most famous source on the 
development of the Shrine’s property in the earliest period.

Ṣarīḥ al-milk is a type of legal document that contains copies of deeds 
relating to real estate widely used from the 14th century as a means of asserting 
ownership. However, among the vast number of endowments acquired by 
the Shrine from the 14th to the 16th century, there were many properties for 
which no complete legal evidence remained. Therefore, after investigating the 
legal documents stored in the Shrine, ʿAbdī Beg compiled his Ṣarīḥ al-Milk in 
a special way to claim the legal validity of the Shrine’s endowments.

ʿAbdī Beg’s Ṣarīḥ al-Milk has been valued by scholars as a historical 
source regarding the acquisition and increase of waqf endowments of the 
Shrine of Shaykh Ṣafī. However, Ṣarīḥ al-Milk, which played an important role 
in defending the legal rights of the Shrine’s properties throughout its long 
history, is expected to repay close study from a variety of perspectives.

https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/
https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/
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はじめに

本解題は，本論集の中心的史料となる，
サフィー廟の最初の総合的不動産目録アブ
ディー・ベグ版サフィー廟不動産目録（以
下，アブディー版不動産目録，または不動産
目録と呼ぶ）がいかなる史料なのかを解説す
る。史料としてのアブディー版不動産目録は，
1970年代，オバン，モートンにより本格的
に紹介・利用されて以来［Morton 1974–75; 
Aubin 1976–77］，サフィー廟史研究の主要
史料として用いられてきた。しかしどのよう
な構成・方法で編纂されたのか，その形式的
特徴が十分知られているとは言い難い。そこ
で本稿では，サフィー廟の財産管理史料群と
その硏究史の問題点，その中でのアブディー
版不動産目録の再検討の意義を示した上で，
アブディー版不動産目録の構成と不動産物件
の記述方法を検討し，そこにサフィー廟の財
の形成の歴史にも関わるどのような特徴が見
て取れるのかを示すこととしたい。

1．サフィー廟財産管理史料群とその研究

まず，サフィー廟はその歴史の中でどのよ
うな廟財産管理関連史料を生み出し，それに
基づきどのような研究が行われてきたのか，
その全体像を捉えるところから始めたい。サ
フィー廟の歴史は，サファヴィー教団名祖
シャイフ・サフィー・アッディーン Shaykh 
Ṣafī al-Dīn Isḥāq Ardabīlī（1334没）がイラ
ン北西部アゼルバイジャン地域の都市アル

ダビールに設立した修行場（zāviya）に始ま
る。ギーラーンのタリーカ，ザーヒディー教
団のシャイフ・ザーヒド Shaykh Zāhid, Tāj 
al-Dīn Ibrāhīm Sanjānī（1301没）に師事
し，その後継者となったシャイフ・サフィー
は，故郷アルダビールに自らの教団，サファ
ヴィー教団を興した。モンゴル政権イルハー
ン朝（1256–1335以後解体）支配層を含む
広範な帰依を得たサフィーは，修行場のため
に多数の不動産を獲得し，1334年に没した
後，その修行場に埋葬された。以後修行場
はサファヴィー教団の活動の核となる名祖
の聖廟となり，サフィー廟がここに成立す
る。サフィー没後，アゼルバイジャン地域は
イルハーン朝解体に伴う政治的分裂期を迎え
るが，サフィーの子の第 2代教団長サドル・
アッディーン・ムーサー Ṣadr al -Dīn Mūsā
（在位 1334–91）は，チューパーン家やジャ
ラーイル朝（ca. 1336–1411）などアゼルバ 
イジャンの覇権を握ったモンゴル系政治権
力の庇護も得て，57年の在位期間を通し教
団をさらに発展させた（本論集高木論文参
照）。購入・ワクフ・贈与などにより獲得さ
れた不動産の権利関係の法文書，政治権力者
から授与された行政文書は廟に保管され，最
終的に 12世紀～19世紀の 800点を超える
古文書史料群，アルダビール文書（Ardabīl 
documents）1）が形成されることとなる。

15世紀，サファヴィー教団は教団長位後
継問題の中でグラート（極端）的シーア派を
採用し，教団に帰依したトルコマーン遊牧集
団から組織されたキジルバシュ軍団という軍

はじめに
1．サフィー廟財産管理史料群とその研究
2． アブディー・ベグ版サフィー廟不動産目
録の構成

3． アブディー版不動産目録の不動産物件項

目記述方法
4． アブディー版不動産目録におけるシャイ
フ・サフィーのワクフ

おわりに

1）	 アルダビール文書の来歴及びその硏究史については，阿部尚史［2020: 136–137］による紹介が最
新のものである。
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事力を獲得することにより，アク・コユンル
朝（ca. 1378–1508）とも競合する政治勢力
へ変容していった（この経緯については，矢
島論文参照）。そして 1501年，アク・コユ
ンル朝を破り首都タブリーズを征服した第 8
代教団長イスマーイール（シャー・イスマー
イール）により，シーア派王朝サファヴィー
朝が樹立されたのである。
王朝祖廟となったサフィー廟は，マシュハ
ドの第 8代イマーム・レザー廟，コムのマ
アスーメ廟などイラン高原の主要なシーア
派聖廟とともに，特別な庇護・管理の対象
に位置づけられることとなった2）。シャー・
イスマーイール没後の混乱を収拾し，サ
ファヴィー朝の統治基盤を築いた第 2代
君主シャー・タフマースブは，廟に属する
不動産の総合的目録の編纂を文人官僚アブ
ディー・ベグに命じる（この編纂経緯につい
ては，後藤論文参照）。これにより成立した
のが，アブディー版不動産目録（977/1570
完成）である。その後サファヴィー朝最盛期
の第 5代君主シャー・アッバース時代にも，
当時の廟管財人シャイフ・シャリーフ・ベ
グ Sharīf Beg Ṭālish Zāhidī（在任 1616–32） 
時代に購入・ワクフされた不動産物件を
官僚スィパーハーニーMuḥammad Ṭāhir 
Iṣfahānī（Ṣipāhānī, 1701没）が目録化した
スィパーハーニー版不動産目録（1038/1628
完成）が編纂されている（2写本が現存
［Ṣipāhānī I, II］）。本論集近藤論文で詳しく
論じられるが，この 2不動産目録の収録物件
はアッバース期以降のサフィー廟ワクフ財管
理において旧部門（sarkār-i qadīmī）と称さ
れた管理部門の下に置かれることとなった不
動産であり，サファヴィー朝時代サフィー廟
に属した財の全体を伝えるものではないこと
に，留意する必要がある。

18世紀，サファヴィー朝は衰退に向かう。
1722年アフガン族の侵攻により首都イス

ファハーンが征服されると，その混乱に乗じ
オスマン朝がアゼルバイジャン地域を占領し
（1725–30），アルダビールも一時占領下に置
かれる。この時作成された 1140/1728年付
征服地租税台帳（tehrīr defteri，首相府オス
マン文書館 TD 896）は，サファヴィー朝末
期のサフィー廟ワクフ物件の状況を伝える重
要史料である［Bilgili 2009］。1736年サファ
ヴィー朝が滅亡すると，サフィー廟も衰退の
道をたどる。サファヴィー朝末期から滅亡後
のサフィー廟の財産管理については，アルダ
ビール文書とともに発見され現在イラン国立
博物館に保管されている 1101–1195/1689–
1781年の廟財務記録（fard）数千枚がある
が［Shaykh al-Ḥukamāyī 1387Kh-b］，本稿 
執筆現在まだ目録化・研究は行われておら
ず，その内容は詳になっていない。アフ
シャール朝（1736–96）からカージャール朝

（1796–1925）時代，サフィー廟は一地方の
聖者廟として存続する道を歩むこととなる。
第二次イラン=ロシア戦争期（1826–28）に
おけるロシア軍によるアルダビール占領時
（1828）には略奪に晒され，多数の写本がサ
ンクトペテルブルクへ持ち去られた。混乱と
打撃を受けながらも存続したサフィー廟で
は，1885年頃，再び不動産目録が編纂され
ている（阿部論文参照）。20世紀，ガージャー
ル朝が倒れパフラヴィー朝（1925–1979）が
成立した直後の 1926年，文化省・財務省に
よるサフィー廟の所蔵物調査が実施された
［Khalkhālī 1305Kh］。以後，サフィー廟の
聖者廟としての歴史は終わりに向かい，イラ
ンの歴史文化遺産としての新たな生を歩み始
めることとなる。
このように，中世から近代まで，イラン
高原社会の歴史の展開とともに変化してき
たサフィー廟の歴史は，廟の存続の基盤と
なる財の管理に関わる多様な史料を長期にわ
たり生み出し，イラン史の重要な転機である

2）	 サファヴィー朝期にシーア派政権による庇護政策と莫大な財の管理・運用体制が発展したイマー
ム・レザー廟については，Morikawa and Werner［2017］および本論集杉山隆一論文を参照。
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サファヴィー朝を生み出すに至ったサファ
ヴィー教団の発展の歴史を解明することを可
能にした。サフィー廟財産管理史料の本格的
な利用は，アブディー版不動産目録に基づき
サファヴィー朝初期のサフィー廟を再構成し 
たモートン［Morton 1974–75］，同じく不
動産目録とアルダビール文書により 14世紀
モンゴル支配期の教団と政治権力・地方社会
の関係を緻密に再構成し，サファヴィー教団
発展の社会経済的背景を明らかにする可能性
を示したオバン［Aubin 1976–77］により端
緒がつけられた。その後，オバンの研究を
発展させ，アブディー版不動産目録，アル
ダビール文書，そしてイブン・バッザーズ
Ibn Bazzāzによるサフィーの聖者伝 Ṣafvat 
al-Ṣafāʾ（ca. 1358）に基づきサフィー，サド
ル時代の財の獲得からサファヴィー教団の発
展の社会経済的背景および北西イランの経済
諸制度を解明したグロンケの研究［Gronke 
1993］は，聖者廟の財産管理関連史料群が
持つ政治・社会・経済史史料としての重要性
を証明したといえるだろう。また，グロンケ
が利用したアルダビール文書ファクシミリ
は，現存する貴重な最初期の古文書史料とし
て，イランの文書学研究に利用された（アル
ダビール文書の研究史についての詳細は，阿
部［2020］を参照）。サファヴィー朝期のサ
フィー廟については，サファヴィー朝支配層
女性の廟へのワクフ・庇護活動をアブディー
版，スィパーハーニー版の 2つの不動産目
録に基づき明らかにしたザッリーネバーフ
［Zarinebaf-Shahr 1998］，また建築・美術史
の視点からのサフィー廟の発展史を再構成し
たリズヴィの研究［Rizvi 2000, 2011］があ
り，また近年の研究として，サファヴィー朝
期のサフィー廟の運営制度，政治・社会・経
済的役割を包括的に論じたロトフィーの研究
［Luṭfī 1395Kh］がある。
サフィー廟の財産管理史料を利用したこれ

らの先行研究は，サファヴィー教団史，サファ
ヴィー朝史における王朝祖廟サフィー廟の重
要性，そしてイスラーム社会で聖者廟の財が
持ちえる政治・社会・経済との関係性につい
て，多くの知見をもたらした。しかし，ここ
で 2つの問題に留意する必要があるだろう。
一つは，サフィー廟の財産管理に関わる史料
には，古くからその重要性が知られる一方，
アクセスが容易ではない史料が多いことであ
る。アルダビール文書は目録化されているも
のの［Shaykh al-Ḥukamāyī 1387Kh-a］，ま
だ広く研究者の閲覧に公開される状態には
なっていない。18–19世紀の財務記録史料は
上述のようにまだ目録化されておらず，最も
利用されてきた不動産目録も，学術的に信頼
できる校訂が無いのである3）。
もう一つの問題は，財産関連史料に基づき
サフィー廟の発展の歴史を明らかにした先行
研究は，専ら廟の財の集積過程に注目し，そ
の財がどのように維持・管理されたのかとい
う問題には十分な関心が向けられてこなかっ
たということである。これは最も利用されて
きた不動産目録の情報がワクフ・不動産購入
などの財の獲得に関するものであることによ
るが，それゆえ，サフィー廟の財産管理制度
を解明する研究は，本格的になされてこな
かった。本論集近藤論文に示されるように，
サファヴィー朝期サフィー廟に関する包括的
な研究であるロトフィーの研究も，財産管
理・運営制度については十全なものとはいえ
ない。
サフィー廟の財産管理制度とその政治・社
会・経済・文化との関係を，廟の成立から王
朝祖廟としての発展，近代における衰退とい
う長期に亘る変化の中で再構成していくため
には，まだ研究が行われていない史料が利用
可能になる環境を整えるとともに，既知の史
料についてもその性格を改めて精査し，研
究可能性を再検討していく必要がある。サ

3）	 2011年，第 1部アゼルバイジャン地方ムーガーンまでの校訂が刊行されたが［‘Abdī/Hidāyatī］，
現存 3写本のどの写本を用いたのかを示しておらず，学術的校訂とは言い難く，扱いに注意を要する。
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フィー廟財産管理史料の中でも，不動産目録，
特にサフィー廟成立期からサファヴィー朝初
期までに獲得された廟の財産情報を含むアブ
ディー版不動産目録は，未研究のアルダビー
ル文書や財務記録史料の将来的な研究で参照
される基本史料として，重要な役割を持つ。
よって以下では，アブディー版不動産目録が
いかなる機能・形式を持つ目録として編纂さ
れているのかを再検討し，その史料としての
特徴を明らかにしたい。

2．アブディー・ベグ版サフィー廟 
不動産目録の構成

ここまでで「不動産目録」と呼んできた
ṣarīḥ al-milk（語義は「明白な所有権」）とは，
少なくとも 13–14世紀イルハーン朝時代に
は利用が一般化していた，売買契約文書など
財の所有権に関わる文書の要約集を指す4）。
アブディーはサフィー廟不動産目録編纂にあ
たり，サファヴィー家成員が所有した過去の
ṣarīḥ al-milkを情報源として用いたことを示
唆しているが5），これら初期の ṣarīḥ al-milk
がどのような形式・構成を持つものだったの
かは，不明である。しかし彼は序章で不動産
目録の編纂理由を「この天空を柱とする敷居
（＝サフィー廟）に属する全ての土地・不動
産（amlāk va raqabāt）の総合的な ṣarīḥ al-

milkを作成しておかねばならない，この部
門の責任者たち，この多忙な財務官たちが，
保管された記録・証書（żābiṭa va ṣukūk va 
ḥujaj）と関連づけられるように」［ʿAbdī I: 
8a］と述べており，別途保管された文書を
写しの形で参照しやすくする機能を持つもの
だったと考えられるだろう。17世紀編纂の
スィパーハーニー版不動産目録は，管財人に
より購入された物件とワクフによる物件とい
う 2部構成であるが，各物件項目には売買契
約文書またはワクフ文書本文の写しをほぼそ
のまま収録する形式をとっている。
しかし，アブディー版不動産目録は，14
世紀初のサフィー時代から 16世紀後半の
シャー・タフマースブ時代まで，約 2世紀
半にわたりサフィー廟に獲得・維持されて
きた多数の不動産の情報を編纂したもので
あった。これらの不動産は当時廟の管理部
門の台帳（daftar-i sarkār-i āstāna），およ
び中央ディーワーン（至高なるディーワー
ン dīvān-i aʿlā）に保持される支出指示書

（ṭūmār-i nasaq）6）により管理・運営されて
いたが，すべてに来歴を示す文書が追跡でき
るわけではなかった。そこでアブディーは，
序章末尾［ʿAbdī I: 9a］と終章冒頭［160b–
161a］の説明に従えば，以下のような方法で
不動産目録の編集を行った。
・廟の保管庫（khizāna）に保管された不

4）	 Qāʾim-Maqāmī 1371Kh: 130–131; 阿部 2020: 136 n.12. 14世紀の『集史』『書記典範』では私有権
を証明する証拠として証書（qabāla）同様の効力を持ち，シャリーア法廷が管轄するものとして扱
われている［Jāmi‘ al-Tavārīkh/Rawshan: II 1396, 1408–1409; Dastūr al-Kātib: II 240–241］。

5）	 アブディー版不動産目録では，サドル・アッディーンの子シハーブ・アッディーン Shihāb al-Dīn  
Maḥmūdの不動産目録［ʿAbdī I: 47b–48a］，シャー・イスマーイールの不動産目録（ṣarīḥ al-milk-i  
sarkār-i ṣāḥib-qirānī）［155b］，また所有者不明の「古い不動産目録（ṣarīḥ al-milk-i mundarisī）」
［81b, 83b, 84a, 89a］などが情報源として言及されている。またサフィーの子らに属する不動産一
覧である終章の序文で，サドル・アッディーンの子らの相続人たちは「ほとんどが自ら自身のた
めの ṣarīḥ al-milkを記している」として，シハーブ・アッディーンのほか第 4代教団長シャイフ・
イブラーヒーム，第 5代ジュナイドの ṣarīḥ al-milkに言及している［167b–168a］（本論集阿部論
文参照）。なお，本稿では特に断らない限り，アブディー版不動産目録の現存 3写本のうち，最も
古い写本 ʿAbdī Iを利用する。なお本研究で参照した不動産目録写本はイラン国立博物館，イラン
国立図書館が所蔵する写本から撮影された画像である。ここに記して謝意を示したい。

6）	 支出指示書（ṭūmār-i nasaq）は聖廟管理・運営の職員に宛て発せられる総合的な業務指示書であ
り，支出・経費はこれに基づき執行された。不動産目録では台帳（daftar）と並び廟運営に関わる
主要文書として度々言及される。レザー廟の支出指示書の実例は，Mūsavī［1394Kh］参照。
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動産の権利関連の文書・証書・冊子・法文
書（asnād va qabālāt va majallāt va ḥujaj）
の目録（fihrist）を作成し，台帳・支出指
示書および廟管財人の業務便覧（dastūr al-
ʿamal）と照合する。購入・ワクフ・贈与な
ど正当な来歴を裏付ける証拠文書がある物件
は第 1部（ḥarf）に，台帳・支出指示書にあ
るが証拠文書が確認できない物件は第 2部
に分類する。ただしワクフの形式（ṣīgha-ʾi 
vaqf）があるものは，台帳・支出指示書にな
くても第 1部に入れる。
・廟の不動産は，証拠文書で修行場（zāviya）・ 
廟（ḥaẓīra）・参詣地（mazār）・サファヴィー 
家の敷居（Āstāna-ʾi Ṣafavīya）・シャイフ・
サフィーまたはサドル・アッディーンの修行
場などの名義とされているもので，サドル・
アッディーンの私有地（amlāk）とされるも
の，その直系子孫の不動産目録に記録された
物件は廟の不動産として収録する。それ以外
のサファヴィー家成員への帰属を示す文書が
現存するが相続人が特定できない物件，そし 
てシャー・イスマーイールが設定した「慈善 
の食事（āsh-i ḥalāl）」の財源となる物件は区 
別し，「偉大なる王子たちの不動産（raqabāt-i 
shāhzāda-hā-yi ʿiẓām）」と慈善の食事の管
理部門（sarkār-i āsh-i ḥalāl）の不動産の「別
の書（risāla-ʾi ʿalā-ḥida）」を作成し，不動
産目録と合冊する。
現存写本が示す不動産目録構成は，この
アブディーの説明と対応している［資料 1］。
不動産目録本体は［1］序章，［2］証拠文書
の有無により 2部（ḥarf）に分類された不
動産目録，［3］終章（khātima）・終章附記
（radīf-i khātima）の 3部構成であり，作品
終了を示すコロフォンの後に「別の書」と予 
告された［4］シャー・イスマーイールの慈善 
の食事の目録がある。不動産目録第1部［2-1］
の収録物件は「アゼルバイジャン」と「ア
ゼルバイジャン以外」に，「アゼルバイジャ
ン」は「アルダビール」と「アルダビール以
外」に分類され，ワクフ対象であるサフィー

廟（修行場 zāviya）を中心として同心円的
な地理区分で目録が編纂されている（第 1部 
冒頭に示されるサフィー廟の建築構成につい
ての記述，および不動産物件の地理的分布に
ついては，本論集守川論文参照）。第2部［2-2］
もほぼ同じ構成をとるが，各物件項目には余
白が設けられ，文書が確認でき次第，購入の
日付や契約当事者の名，ワクフ条件，四囲な
どの情報を記入するようになっている。［3-1］
終章はサフィー廟に埋葬されたサファヴィー
家成員の不動産として文書が現存する物件の
目録であるが，これは「別の書」の「偉大な
る王子たち」の不動産目録にあたると考え
て良いだろう。終章に続いて付された［3-2］
終章附記には，サファヴィー家のためのワク
フとされているが，ワクフ設定者名と一部の
物件名が欠損で分からなくなっているワクフ
物件一覧の文書（ṭūmār）の忠実な写しが収
められている。
このようなアブディー版不動産目録の構
成・編纂方法は，物件の帰属を証明する文書
的証拠の提示という不動産目録の目的・役割
を遵守しつつ，証拠文書が確認できなくても
サフィー廟の財として管理下にある不動産を
無理なく包摂できるようになっていると理解
することができる。また，廟および過去のサ
ファヴィー家の権利に関する文書的証拠が残
る物件の情報を可能な限り網羅的に把握・収
録しておこうとする意図も見てとることがで
きるだろう。

3．アブディー版不動産目録の 
不動産物件項目記述方法

証拠文書の追跡が困難な物件も含む不動産
を目録化するための工夫は，その物件項目の
記載方法にも表れている［資料 2］。物件項
目は【Ⅰ】物件名・【Ⅱ】物件の基本情報（帰 
属する地区，四囲・物件面積など）・【Ⅲ】証
拠文書引用による来歴の説明の 3要素から
なる（時代を経た地名の変化や行政区の変動
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により文書記載の地名に異同がある場合は，
【Ⅱ】に記される）。【Ⅲ】は，文書本文をほ
ぼ全文引用をしている 17世紀のスィパー
ハーニー版とは異なり，多くの場合最低限の
情報（買い手・売り手・日付）の要約・抜粋
であるが，本文引用を含む詳細な記述がなさ
れる物件もあり，一律的ではない。大部分が
ペルシア語だが，アラビア語文書から翻訳さ
れたものも多いと考えられる7）。
例えばほぼ同時代に廟管財人により購
入・ワクフされた（a）アルダビール郡部カ
ザーン・バラーイー耕地の項目の場合，買
い手・売り手・金額と財源・認証を行った
カーディー・契約に立ち会った証人名が記さ
れ，「その内容は以下の通り（ba-mażmūn-i 
ānki）」の定型文言に続いて文書の売買契約
に関する部分がほぼそのまま引用されてい
る。サファヴィー朝の廟管財人による廟の財
を用いた不動産の蒐集を示す物件である。し
かし，時代を遡ると，証拠文書が揃っていな
い，また証拠文書の内容に矛盾があり，所有
権移転に関わる証拠に時の経過とともに矛
盾や混乱が生じている物件も存在する。（c）
ギャルムルードのスィーナーナク村8）は，そ
の 11/12がNūrin b. Jirghār Turkistānīなる
アミールにより 717/1317年サフィーの修行
場にワクフされ，ワクフ文書およびワクフ設
定者のアミールが当該村の持ち分を購入した
証書（qabāla）が引用されている。だが同時
に，そのワクフの 2年後の 719/1319年にサ
フィーが 2回にわたり当該村の 1/4，1/12の
持ち分を異なる人物から購入していることを
示す文書が存在する。後者はアミール・ヌー
リンのワクフと矛盾しないが，前者について
はアブディーも「この増えた分は何なのか」

と疑問を呈している。
このような文書的証拠に関する問題に対
し，アブディーが採った方針は，証拠文書
に矛盾・不足のある場合もそのまま示すこ
と，また，物件の証拠文書が「ワクフの形
式（ṣīgha-ʾi vaqf）」を持つことを重視する
ことである。スィーナーナク村の来歴の矛盾
を，アブディーはアミールのワクフ文書があ
り，また当該村がサフィーのワクフに含まれ
ることをもって，「アミール・ヌーリーンの
ワクフの 5ダーング半に関しては強調するも
の（taʾkīdī）があり，残りについてはワクフ
の形式（ṣīgha-ʾi vaqf）があった」［ʿAbdī I: 
120a］と是認している。
この，物件が「ワクフの形式」を持つこと
を重視する編集方針は，実はサフィー廟の主
であるサフィーのワクフの位置づけにも関
わっている。次に，不動産目録の中でのサ
フィーのワクフの扱いから，サフィー廟の初
期の財の形成に関わる独自の経緯と，不動産
目録の役割を考えてみよう。

4．アブディー版不動産目録における 
シャイフ・サフィーのワクフ

アブディー版不動産目録に収録された最初
期の不動産は，言うまでもなくサフィー時代
の物件群である。しかし，サフィーのワクフ
文書は現存しておらず，不動産目録でその典
拠とされているのは，アルダビール郡部 3番
目の物件，アルギル Alghir村（サフィーの
ワクフの 1つ）項目で詳細に説明されるサド
ル・アッディーン時代の以下の 2文書に含ま
れる 2点の物件一覧である。
（1）761年ズー・アルカーダ月/1360年 9–10

7）	 グロンケ［1982］によるアルダビール文書の 13世紀初頭までの法文書の校訂・訳注が示すよう
に，サドル・アッディーンのもとサフィー廟の不動産が多数獲得された 14世紀頃まで法文書は，
アラビア語が主流であったと考えられる。アルダビール郡部 Ibrāhīmābād村項目収録のサドル・
アッディーンの子シハーブ・アッディーンのワクフ文書写しも，アラビア語文書のペルシア語訳
（vaqfnāmcha ki ba-fārsī tarjuma shuda）であることが注記されている［ʿAbdī II: 98］。

8）	 この物件については，グロンケが詳しく考察している［Gronke 1993: 310–312］。
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月にカーディー・ファドゥル・アッラー・ウ
バイディー Fażl Allāh b. ʿAbd al-Raḥīm b. 
ʿAbd al-Raḥmān al-ʿUbaydī9）が起草・認証
した，733年シャッワール月 5日/1333年 6
月 19日，サフィーが不動産をワクフし，自
身の後継の管財人としてサドル・アッディー
ンを指名したことを，12名の証人の証言に
基づき証明する証書（qabāla）。29件のワク
フ物件一覧を含む［資料 4（A）］。
（2）アブディーが上記のワクフ物件一覧の
欠損の解読のため廟保管文書を渉猟し発見し
た，サフィー没後 3年後の 737年ズー・ア
ルヒッジャ月末日/1337年 7月 29日付の冊
子（majalla）。サフィーのワクフ地の収益
（irtifāʿāt-i raqabāt-i mawqūfa） の 4子（サ
ドル，シャラフ・アッディーン Sharaf al-
Dīn ʿĪsā，アラー・アッディーン ʿAlāʾ al-
Dīn Manṣūr，アブー・サイード Abū Saʿīd）
への分配を規定したもので，変更を禁じるサ
ドル直筆の書き込みがあるという。その中
に，サフィーが作成した 727年ラマダーン
月 18日/1327年 8月 7日付のワクフ文書草
稿（musavvada-ʾi vaqfīya）に基づくという
25件のワクフ物件一覧（B）が引用されてい
る（うち 9物件の収益が 4子へ分配されるこ
とになっている）。（B）と（A）の対応は［資
料 4］の通りであるが，20件が一致する。
かなり詳細なアブディーの解説に基づく
と，（1）はサフィーが晩年の 1333年に行っ
た（ワクフ文書が残っていない）大規模なワ
クフが真実であることを証言・認証する文書
であり，（2）はサフィーのワクフで，恐ら
くは家族ワクフとして設定された収益の分配
を，サドルが兄弟たちとともに取り決めた文
書と理解できる。アブディーはさらに，文書

（1）の約 1年後の 762年ズー・アルカーダ
月 24日/1361年 9月 25日，証書の起草者で
あるカーディー・ファドゥル・アッラーが，
サドルの証言と，前年の証人 2名の証言に関
する証人 7名による証言を踏まえ，サフィー
のワクフ設定とサドルの管財職指名を認める
判決を下したことを記録した冊子（majalla）
も引用し，物件一覧が示す不動産がサフィー
のワクフであり，かつその管財職がサドルに
継承されたことを強調している。
サフィーのワクフに関わるこのアルギル村
項目の解説について，グロンケは，これが
14世紀後半のアゼルバイジャン地域の政治
的混乱の中で行われた，サドル・アッディー
ンによる教団とその財政基盤の再建に関わっ
ていると捉えている。1357年，イルハーン
朝滅亡後のモンゴル諸集団の政治抗争を主
導したチューパーン家のアシュラフMalik 
Ashraf10）が殺害され，サドルがギーラーン
への亡命を余儀なくされた時期，サフィーの
不動産も在地有力者らの介入に晒され散逸し
かけた。アルダビールに帰還したサドルは
教団の財の再建を図り，多数の不動産をサ
フィーのワクフとして承認させる文書（1）
を作成したのである11）。ただし不動産目録と
多数の未刊行アルダビール文書を照合した
グロンケもこの文書実物を確認しておらず，
シェイホルホキャマーイーによるアルダビー
ル文書目録にも相当する情報は見当たらない
ため，この文書の現存を確かめることは少な
くとも現在のところは不可能である。文書的
証拠を正確に扱おうとするアブディーの編集
方針を踏まえれば，サフィーが晩年，4子へ
の家族ワクフを含め多数の不動産をワクフし
ていたという主張には信憑性はある。しか

9）	 このカーディーについてはGronke［1993: 299 n.8］。サドル・アッディーン時代の不動産購入の契
約にしばしば関わり，不動産目録にその名がたびたび登場する。

10）	 サドル・アッディーンと教団がマリク・アシュラフとその家臣から度々権利庇護の文書を受けてい
たことは，アルダビール文書に確認できる［Herrmann 2004: Urkunden 16, 17, 19, 21］。

11）	 ジャラーイル朝シャイフ・ウワイス Shaykh Uways（在位 1356–74）のタブリーズ征服後にサファ
ヴィー教団に授与された文書については，Šayḫ al-Ḥukamāʾī・松井・渡部［2017］参照。
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し，（A）（B）の不一致や，文書（2）がなぜ
ワクフ文書と内容が異なる草稿を用いたのか
など，不明瞭な点が残るのも否めない。実際，
サフィーのワクフ物件一覧には，来歴情報に
矛盾・混乱をはらむ物件もあったことは，本
論集高木論文に論じられている。
しかしアブディーは，以後不動産目録
中で一貫してこの 2文書を「ワクフ文書

（vaqfīya）」（文書（2）はしばしば「分配規
定 書（qismat-nāma）」） と 呼 び，（A）（B）

の物件のうちアブディーが特定不可能だった
1物件（B15）を除く 33物件の典拠として利
用している。このうち 10件が他の証拠文書
を持たないが，この「ワクフ文書」を根拠に
第 1部に収録されているのである。前節の来
歴情報に矛盾を含むスィーナーナク村が「ワ
クフの形式」があるとされたのも，このワク
フ物件一覧に入っていたためであった。「ワ
クフの形式」の重視という編集方針は，最初
期の確実な来歴の証拠がない，しかし最も権
威を認められるべき名祖サフィーのワクフの
正当性を確証するため，重要な意味を持って
いたと考えることができるだろう。

おわりに

以上，16世紀後半，サファヴィー朝確立
期に祖廟サフィー廟の総合的不動産目録とし
て編纂されたアブディー版不動産目録につい
て，その構成・物件項目記載方法が示す特徴
を検討したが，そこには 14世紀から 2世紀
以上にわたって形成されてきたサフィー廟の
財の歴史が反映されているといえる。長期に
わたり，時に政治的混乱の中で獲得・維持さ
れてきたサフィー廟の財には，その最初の基
盤を形成したサフィーのワクフを含め，来歴
が不確かな物件もあった。アブディーがその
不動産目録で採った独自の構成・編纂方法
は，その来歴に関わる文書の残存状況も多様
であった不動産を，法的証拠集としての不動
産目録に包摂するための工夫であったといえ

るだろう。これにより，不動産目録に収録さ
れた不動産は，正当なサフィー廟の財として
改めて位置づけられることになったのである。

1. に述べたように，サフィー廟の不動産
獲得に関わる多様な文書の引用を含むアブ
ディー版不動産目録は，タリーカ・聖者廟発
展の政治的・社会経済的背景に光を当てる
史料として，サファヴィー教団史，サファ
ヴィー教団時代のイラン社会経済史，サファ
ヴィー朝初期のサフィー廟史やワクフ制度の
研究に用いられてきた。しかし，その後のサ
フィー廟が歴史の変化の中でその財をどのよ
うに保持していったのかを考える時，不動産
目録の研究にはまだ様々な課題が残されてい
る。サフィー廟の財産管理とその政治・社
会・経済・文化との関わりを，その発展から
衰退に至る長期的な変化の歴史の中で，1．
に見た様々な財産管理史料に基づき，サファ
ヴィー朝以降発展するイラン高原のシーア派
聖者廟の財産管理とも比較しながら考えてい
くには，不動産目録の研究にも，その財の集
積の情報に注目するにとどまらない，新たな
視座が必要となっていくだろう。文書研究に
基づくイラン社会の聖者廟のワクフ運営研
究は近年注目すべき発展を見せており［e.g. 
Morikawa and Werner 2017; Kondo 2015］，
貴重な多数の未研究史料を擁し，成立から衰
退に至る長期的変遷の観察が可能なサフィー
廟は，阿部の研究［阿部 2020］がすでに示
している通り，聖者廟財産管理・運営制度
（およびそこに反映する社会・経済・法制度）

研究の重要な事例である。本論集では，アブ
ディー版不動産目録の多様な研究可能性を引
き出し，サフィー廟史研究の今後の更なる研
究課題を提示する，10の新研究が示される。
これらの研究が，今後のサフィー廟史・サ
ファヴィー朝史，そしてイスラーム聖者廟研
究のための史料学的基盤となることを願って
やまない。
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資料 1．アブディー・ベグ版サフィー廟不動産目録の構成
 ※写本フォリオ番号は ʿAbdī Iに依拠する。

表題・内容 folio

1 序文［サファヴィー家への賞賛／編纂動機］ 1b–9a

2-1 第 1部門（Ḥarf-i avval）：「証書・法文書が見つかった（qabālāt va ḥujaj ba-naẓar 
rasīda）もの。一部にはワクフの形式（ṣīgha-ʾi vaqf）が述べられ，それは各［物件の］
箇所で述べられる。何らかの［ワクフの］規定（sharṭī）がある場合は記録される」

9b–149a

2-1-1 アゼルバイジャン Āẕarbāyjān 9b–149a

2-1-1-1 教導の家（dār al-irshād）アルダビール 9b–72b

都市部（balda）：「修行場（zāviya）」［サフィー廟の構成］
「詳細（mufaṣṣal）」［都市部の物件］：家屋（khāna-hā），店舗・小売店（dakākin），
隊商宿（khān）・小隊商宿（tīmcha），浴場（ḥammām），屠殺場（sallākh-khāna），
粉ひき場（ṭāḥūna），製紙場（kāghaz-khāna）［空欄］，・・・（yūnjah-laq），果樹
園（bāgh），分散した地所（arāżī-i mutafarriqa）

9b–32b

村落と耕地（mavāżi‘ va mazāri‘）［郡部，53項目］／補遺（ẕayl） 33a–72b

2-1-1-2 アルダビール以外（fī ghayr Ardabīl）［アゼルバイジャン地方の他の物件］：
Urdūbād／Urūmīya／タブリーズとその周辺地域（Tabrīz va navāḥī）［都市部・郡
部（navāḥī）］／Tūmān-i Mishkīn／Chakhūr Sʿad／Khalkhāl／Sarāb／Garmrūd 
［＋補遺］／Marāgha［都市部・果樹園（bāghāt）］／Mughānāt／Hashtrūd

73a–134b

2-1-2 アゼルバイジャン以外（ghayr-i Āẕarbāyjān）：Jīlān［＋補遺］／Shīrvān／ʿIrāq-i 
ʿAjam／Fārs

135a–149a

2-2 第 2部（Ḥarf-i thānī）：「第 1部が整えられた頃は証書が見つからなかったが，神聖
なる敷居の善行の徴を持つ管理部門の台帳（daftar-i sarkār-i khayr-āthār-i āstāna）
にあり，この部門の管財人たちの占有下（dar taṣarruf）にあり，至高なるディーワー
ンで保管していた支出指示書（ṭūmār-i nasaq ki dar dīvān-i aʿlā dast dāshta-and）
に述べられているため，記載される不動産」

149b–160a

2-2-1 アゼルバイジャン：アルダビール［都市部］／アルダビール以外：Arrān va Arazbār 
／tūmān-i Mishkīn／Chakhūr Sʿad／Dizmār／Sarāb／Garmrūd／Marāgha［都
市部・耕地］／Mughānāt／Ganja

149b–154a

2-2-2 ［アゼルバイジャン以外］：Gīlān／Shīrvān／ʿIrāq-i ʿAjam［台帳・支出指示書の規
定によりどの州・地方（mamlakat va vilāyat）にあるか分かっているもの／ロルの
アタベク達（atābikān-i Lur）がワクフしたが，ワクフ文書が存在しない土地］／
故ハーン・アフマド・ベグ・サファヴィーが証書・文書を保管し，サイイド・アブ
ドゥッラーとアフマド・アーガー・ミフマーンダールをその管理（żabṭ-i ān）に派
遣していた［物件］［Kirmān／Ṭārumayn］

154a–160a

3-1 終章（khātima）：［シャイフ・サフィーの子孫に属する不動産］：アルダビール／タ
ブリーズ／Garmrūd／Gīlān／Baghdād

160b–170b

3-2 終章附記（radīf-i khātima）：［ワーキフ名が欠損したサファヴィー家のためのワク
フ（vaqf-i khāndān-i Sulṭān Shaykh Ṣafī）物件一覧に関する文書（ṭūmār）の写し］

171a–172a

4 イスマーイール 1世の慈善の食事の管理部門（sarkār-i āsh-i ḥalāl）に属する不動産 *

* ［4］は ʿAbdī Iでは乱丁によりフォリオが第 2部の途中に紛れ込んでいるが，他 2写本 ʿAbdī II，ʿAbdī 
IIIでは終章附記の後に配されており，ここが本来の位置だったと判断できる。本論集渡部論文参照。
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資料 2．アブディー・ベグ版不動産目録の物件項目記載方法の用例
売買契約/ワクフ設定日付，売り手/ワクフ対象，買い手/ワーキフ，売買/ワクフ物件，購入
金額・資金，カーディー，証人　斜体＝文書引用

（a）サファヴィー朝タフマースブ期：Qazān Balāʾī耕地（mazraʿa）［ʿAbdī I: 59b–60a; Gronke 
1993: 163］
【Ⅰ：物件名】

【Ⅱ：基本情報】地理情報（四囲 ḥudūdは「よく知られているため述べる必要はない」とさ
れる）

【Ⅲ：来歴：購入】

【文書要約】

（b）Garmrūd，Sīnānaq村［ʿAbdī I: 118b–120a; Gronke 1993: 310–312, passim］
【Ⅰ：物件名】

【Ⅱ：基本情報】地理情報（所在，四囲），文書による地名の異同
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【Ⅲ：来歴（1）：11/12＝Amīr Nūrin b. Jirghār Turkistānīによるワクフ】

【ワクフ文書引用】

【ワクフ物件の来歴＝ワーキフの購入：売買契約文書 2点の要約】

【Ⅲ：来歴（2）：1/4＝シャイフ・サフィーが購入】売り手から得た過去の売買契約文書が廟
に保管されている。

【Ⅲ：来歴（3）：1/12＝シャイフ・サフィーが購入】
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当該物件の来歴の正当性の強調：「ワクフの形式」の指摘，村落のサドル・アッディーンの私
有権（ḥaqq va milk）を認める 752年ズー・アルヒッジャ月 26日付の承認（iʿtirāf）の証書
（qabāla）の引用
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資料 3．アブディー版不動産目録におけるシャイフ・サフィーのワクフ物件一覧
　　　   （アルダビール郡部 Alghir村項目収録 2文書による）［Gronke 1993: 301–304］

（A）＝文書（1）（761/1360付証書）収録，733/1333付ワクフ物件一覧（29件）

（B）＝文書（2）（737/1337付分配規定書）収録，727/1327ワクフ文書草稿に基づく物件一覧（25件）

▼＝他に証拠文書が無い物件／　　＝アブディーが特定できなかった（物件項目がない）物件
所在地 （A）地名 （B）の対応 ʿAbdī Iの記載箇所

Ardabīl
郡部

（1）Kalkhūrān （B1） 63a–65a：サフィー生地

（2）ʿAlqābād （B3） 56b

（3）Barūr （B2） 49b–50b

（4）Alghir （B4） 39b–44a

（5）Sarkujān （B21） 54a–54b

（6）Nawdīh-i suflā （B5） 70b–71a: Nawdīh (?)

（7）Zhazhqīn 47b–48a: Jazīn

（8）Kākhchūrān▼ 62a: Kājrān

（9）Chūrāb▼ （B15）Chūrāb, Hazārāb , Tarjū

（10）Ṣadīqadīh （B17） 55a–55b

（11）Ḥamīdābād▼ 52a

（12）Gilīnahār▼ 65a

（13）Ul （B13） 33a

（B7）Janzānaq 48a–48b

（B8）Jūraq, Mājūraq* 49a: Miyān Zirʿān

Ardabīl
都市部

（B22）肉屋の市場の店舗 2軒 28a

（14）ハンマーム （B23） 14a

（15）水車 （B24） 29a: ʿAbdī編纂時痕跡なし

Dārmarz （16）Nawdīh （B5）Nawdīh 70b–71a

（17）Suhā （B6） 54b

（19）Kanjūsh （B11） 66b

Garmrūd （18）Sīnān （B9）Sīnānaq,（B25）Alfībāb 118b–121a: 併合

（20）Dizhnān▼ 117a

（21）Āq Tabaraq▼ 107a–109a: Āq Tawara

（24）zamīn-i mufarraz ///

Hashtrūd （22）Shaladurūd （B10）Qibchaqī**，Shaladurūd，Yūlqutluq庭園の取
り分（ḥiṣaṣ）と，4juftの土地

134a–134b

Khalkhāl （23）Kazaj （B16） 93b–94a

（25）Gūrānsarāy▼ （B18） 94b

（26）Vardīh▼ 95b

（27）Hindūl （B20） 95a

（28）Zīnhā▼ 92b

（29）Zivīn al-Jabal▼ 93a

（B19）Hīshī 95a–b

情報なし （B14）Ravānsar ///

* サフィーが義兄弟で養子であるShams al-Dīn b. Shaykh Zāhidに贈与した土地として比較的情報が残っている［Minorsky  
1954: 522–523］。グロンケはこの贈与が 1327–33年の間に行われたと捉えている［Gronke 1993: 302 nn. 28–32］。不動
産目録アルダビール郡部 Jūra va Mājūra村項目では，イルハーン国初期の官僚一族ジュワイニー家からの贈与地の 1つ
Jūrābと同定されている。
** Qibchaqī / Qipchaghāyについて，アブディーはギャルムルードに属することが聞き取りにより判明したとギャル
ムルードの補遺で記しており［127b］，グロンケはこれに文書による裏付け（税がMiyānaに属する）ができるとする
［Gronke 1993: 301–302］。
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サファヴィー朝前期の文人官僚アブディー・ベグとその著作
不動産目録編纂の意図

後　藤　裕加子

A Poetic Bureaucrat, ‘Abdī Beg, and his Works:
The Intention for Compiling the Ṣarīḥ al-Milk

GOTO, Yukako

The author of Ṣarīḥ al-Milk, Khvāja Zayn al-ʿĀbidīn b. ʿAbd al-Muʾmin (d. 
1580), known as ʿAbdī Beg, was a bureaucrat from a notable family of Shīrāz 
who worked in the royal chancellery of Shāh Ṭahmāsb and composed poetry 
and a history. Except for his few travels with Ṭahmāsb’s expeditions, ʿAbdī 
Beg was engaged in the administration of the capital court’s financial affairs. 
Among Ardabil documents, a decree issued by Ṭahmāsb in 973/1565 indicates 
that as a result of Ṭahmāsb’s active endowment of the shrine of Shaykh Ṣafī 
al-Dīn, administrative readjustments to previous and new financial documents 
were urgent, and despite never revealing his reluctance to be sent there, ʿAbdī 
Beg was appointed and dispatched to Ardabil for that project.

ʿAbdī Beg’s three famous works were compiled to legitimize Safavid 
rule. In the preface of his earliest work, Jannāt-i ʿAdn (965–7/1557–60), which  
celebrated the royal buildings constructed by Ṭahmāsb in his new capital, 
Qazvin, ʿAbdī Beg glorified the rule of the Safavids, giving their religious 
authority, which derived from the genealogy of the Twelve Imams, greater 
weight than their secular authority. In the preface of the Safavid chronicle, 
Takmilat al-Akhbār (978/1571), written during Ṭahmāsb’s stable later reign, 
ʿAbdī Beg praised the Shah’s secular authority more magnificently, even 
though the priority of his religious authority was maintained. In the pref-
ace of Ṣarīḥ al-Milk, which was completed one year before Takmilat al-Akhbār 
(977/1570), he avoided splendid expressions of imperial authority, especially 
considering that the work was a register of the endowment documents of the 
sacred shrine complex. Displaying his literary talent, ʿAbdī Beg wrote suitable 
prefaces with prudent concern for the Safavid’s multiple types of authority. By 
including the preface and poems in the Ṣarīḥ al-Milk, he gave it literary value.
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はじめに

アブディー・ベグ版不動産目録の編纂者ア
ブディー・ベグ・シーラージー（921/1515–
988/1580–1）は，官僚として長年にわたりサ
ファヴィー朝第 2代シャー・タフマースブ
1世（在位 1524–76）（以下，タフマースブ）

の宮廷に仕える傍ら，詩作を中心に著作活動
を行った。アブディー・ベグ本人についての
情報は，彼自身が著作中に記したもの以外に
は詩人伝などに散見されるのみで非常に限ら
れている。そのため，研究上焦点があてられ
るのはアブディー・ベグの個々の作品で，彼
の経歴についてはアブディー・ベグの著作
の刊本の編者ラヒモフやナヴァーイーによ
る解題にまとめられるにとどまる1）。『イス
ラーム百科事典』（EI）や『イラン百科事典』

（EIr）の項目［Dabīrsiyāqī & Fragner 1982; 
Losensky 2008］や，アブディー・ベグの著
作に関する各種の研究におけるアブディー・
ベグ紹介の記述も，基本的にラヒモフにもと
づいている。
アブディー・ベグ版不動産目録はサファ
ヴィー朝の社会経済史研究の重要な史料であ
るが，その編纂は実務的理由以外にサファ

ヴィー朝の王権イデオロギーの変更に関わる
宗教政策の一環としてとらえることが可能で
ある。本稿はアブディー・ベグの経歴や著作
について概観する過程でタフマースブ時代の
政治情勢のなかにこれらの著作を位置づけ，
さらに不動産目録が編纂された歴史的背景お
よび編纂の意図を考察していく。
アブディー・ベグの執筆分野は本論集の
研究対象である不動産目録のほかに詩作や
歴史書の執筆と多岐にわたるが，それぞ
れの分野でその叙述の分析が行われてい
る［Jaʿfariyān 1375Kh; Khafipour 2019; 
Losensky 2003; Rizvi 2011; Sulṭānī 2009; 
Trausch 2015］。これらの研究については本
論のなかで適宜紹介していく。

1．アブディー・ベグ・シーラージーの経歴
まずは主にアブディー・ベグの著作と同時
代史料の情報にもとづいてアブディー・ベグ
の経歴を紹介していく。
ハージャ・ザイン・アルアービディーン・
アリー・アブディー・シーラージーKhvāja 
Zain al-ʿĀbidīn ʿAlī b. ʿAbd al-Muʾmin 
ʿAbdī Shīrāzīは，921年ラジャブ月 9日 / 
1515年 8月 19日におそらくタブリーズで

はじめに
1．アブディー・ベグ・シーラージーの経歴
2．アブディー・ベグの著作
　2.1 詩の作品
　2.2 不動産目録
　2.3 『歴史増補』
3．不動産目録編纂の意図

　3.1 タフマースブの治世
　3.2 タフマースブの宗教政策
　3.3 �歴史叙述にみるサファヴィー朝王権イ

デオロギーの変化
　3.4 �アブディー・ベグ諸作品の序にみるサ

ファヴィー朝王権イデオロギー
おわりに

1） 旧ソ連で刊行された一連の詩集の編者ラヒモフは，アゼルバイジャン国立科学アカデミー所蔵の
アブディー・ベグの著作の写本を原本として使用し，特に最初に刊行されたMajnūnの序はアフ
ディー・ベグの経歴については最も包括的で詳しい。Takmilatの編者ナヴァーイーもアブディー・
ベグの経歴についてラヒモフの記述を参照している。Āl-i Dāʾūd 1995は，ʿAbbās Zaryābの遺稿
を発表したもので，イラン所蔵の写本を用い，独自の情報もみられるが，一方で内容の検証が不十
分で，錯綜が散見される。ʿAbdī/Hidāyatīの解説にも同様の問題がみられる。本稿はアブディー・
ベグの経歴の再構成にあたっては，刊本からの本文引用や別の参考文献からの引用以外，基本的に
ラヒモフにもとづき，適宜別の解説の情報を追加していくこととする。
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誕生した。アブディー ʿAbdī（またはアブ
ディー・ベグ ʿAbdī Beg），もしくはナウィー
ディー Navīdīの筆名で知られる2）。彼が
仕えたタフマースブとは 1歳違いの同世代
である。シーラーズにルーツをもつ名家出
身の財務官僚で，タフマースブの宮廷に出
入りし，詩人としても知られた文人官僚で
あった。タフマースブの弟サーム・ミール
ザー（974/1566没）が執筆した当代の詩人
伝『サームの贈り物』の第 3章（ワジールや
官僚たち）では次のように伝えられている。

シーラーズの名家の出身である。敬虔
さ，誠実さ，筆の正しさにおいて他に並ぶ
ものはいなかった。しばらく気高き役所
（daftarkhāna）に仕える栄誉に浴した。実
際，裁定の文書や個々人のひとつひとつの
収支の額を詳しく審査した。［Tuḥfa: 95］3）

アブディー・ベグはシーラージーのニス
バで知られ，『サームの贈り物』にも「シー
ラーズの名家の出身」とあるが，これはアブ
ディー・ベグ自身がシーラーズ出身であるこ
とを意味しない。サファヴィー朝にいたる
までのイスラーム世界史『歴史増補 Takmilat 
al-Akhbār』［Takmilat］のなかで，アブディー・
ベグが自身の母方の祖父について次のように
語っている。

（チャルディラーンの戦いの後）当時サ

ファヴィー家の聖なる廟のワジールであっ
た小生の母方の祖父ハージャ・ニザー
ム・アッディーン・ムハンマド・シーラー
ジーKhvāja Niẓām al-Dīn Muḥammad b. 
Khvāja ʿImād al-Dīn ʿAlī Shīrāzīは，自身 
の家族の保護のためにアルダビールから統
治の館タブリーズに来ていたが，捕虜とな
り連行された。息子たちは彼に身に何が起
きたのかを知るために，従者にその足跡を
追わせた。数年後，従者は何の知らせもも
たずに戻った。その能力と敬虔さとで知ら
れたシーア派の老人がどこに行ったのか，
いかに身罷ったのかはわからぬままだっ
た。［Takmilat: 55］

アブディー・ベグの著作に父方についての
詳しい言及がほとんどない一方4），シーラー
ジーのニスバをもつ母方の祖父ニザーム・
アッディーンについて詳しく言及している。
このことはアブディー・ベグが母方の家系を
誇り，また恐らく彼自身もそのニスバで認知
されるようになったことを示唆する5）。これ
と関連してもうひとつ注目すべき点は，この
祖父が「サファヴィー家の聖なる廟」，つま
りサフィー廟のワジールを務めた人物であっ
たことである。アブディー・ベグ版不動産目
録では祖父の名前は確認できないが，サファ
ヴィー家の始祖の廟の管理部門で実務の役職
を担ったとなれば，官僚として高位にあると
ともに，サファヴィー家や王朝の有力者とも

2） 本稿ではもっとも知られたアブディー・ベグで統一する。
3） サファヴィー朝の後期には，官庁（ディーワーン）は dār al-inshā（ʾ文書庁）と daftarkhāna（財務庁）

に分かれるが，サファヴィー朝の前期には職務による区分はまだ曖昧であった。ただアブディー・
ベグ自身の記述やアッバース1世時代に書かれた詩人伝の「書簡の文体や簿記の学（shīva-i tarassul  
va ʿilm-i siyāq）で知られた。叙述の仕事から解放されると詩作に向かった」［Iqlīm: I 236］，「長年，
役所で財務官やアワールジャの書記（sāl-hā-yi dirāz mustawfī va avārja-niwīs-i daftarkhāna būd）
であった」［Ashʿār: 353; Takmilat: pīshguftār 14; ʿAbdī/Hidāyatī: 76］という記述からも，文書作
成と財務の両方に関わる一方，より専門としたのは財務だったことがうかがえる。後世の詩人伝は
アブディー・ベグをシーラーズ出身とするが，自身は著作のなかで出身については明らかにしてい
ない。

4） 後述の『歴史増補』の引用以外に，Āl-i Dāʾūdによれば，詩集『ジャムシードの杯』（第 2章参照）

に，父を詠んだ詩がある［Āl-i Dāʾūd 1995: 123］。
5） Āl-i Dāʾūdによれば，アブディー・ベグの父親の名前は，ʿAbd al-Muʾmin b. Ṣadr al-Dīn Muḥammad  

b. Nāṣir al-Dīn Aḥmad Qavāmīである［Āl-i Dāʾūd 1995, 123］。
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深い関係にあったことであろう。なおアブ
ディー・ベグの祖父が 920/1514年のオスマ
ン軍の進軍の際にアルダビールから首都タブ
リーズに避難し，チャルディラーンの戦いの
後で同市を占領したオスマン軍の捕虜となり
行方不明となったのは，アブディー・ベグ誕
生の 1年前のことである。残された家族は首
都にとどまり，アブディー・ベグは同地で誕
生したと推測される。
アブディー・ベグ自身は 937/1530–1年に

16歳で宮廷に出仕した。

（938/1531–2 年／卯年）Chūha Sulṭān
（Takkalūのヘラート総督Ḥusayn Khān 
Shāmlū6）による殺害）の出来事の後，
Ḥusayn Khānはその妻で，ʿAbd Allāh 
Khān Ustājalūの お ば で あ っ たKhān 
Khānumを自らの妻とした。先述の女性
と親しかった小生の父は，Chūha Sulṭān
の（出来事の）後でḤusayn Khān家に関
わるようになった。小生を教育し，マド
ラサでの勤勉，神学生の交わり，Shaykh 
ʿAlī b. ʿAbd al-ʿAlī（Karakī）のもとで
の修養から引き上げ，王子のワジールの
職務のために宮廷の随員とさせた。父が
急逝し，孤独のゆえにこの僕はḤusayn 
Khānやそのワジールたちのもとに留ま
ることができなくなった。それゆえ役所
（daftarkhāna-ʾi humāyūn）に入り，文書
処理業務に従事するようになった（kitāb 
va juzva-dān bar ṭāq nihāda, ba daftar va 
awrāq pardākht）。このときからこの僕
の名は会計の徒の列に連なることになっ
た（dar siyāq-i arbāb-i ḥisāb dar āmad）。
［Takmilat: 73］7）

サファヴィー朝の王子の近くに仕えるとい
う千載一遇の機会をアブディー・ベグにもた
らしたのは，キジルバシュの有力者Ḥusayn 
Khānの妻を通じて，Ḥusayn Khānとの関
わりを得た彼の父であった。ただしこの幸運
は長くは続かなかったようで，父の急死にと
もないアブディー・ベグは財務庁に勤めるこ
とになった。詳細は不明であるが，父の死に
よってḤusayn Khānとの縁が切れたのか，
父の後を継いで一家を経済的に支える必要が
生じたなどの事情があったようである。アブ
ディー・ベグは父については詳しく語らない
が，母方の祖父のような高位にはつかなかっ
たとしても，同じく財務に通じた官僚であっ
たと思われる。
アブディー・ベグがマドラサで就学中に
シーア派ウラマーのカラキー（1533没）の
もとで学んでいたことは［cf. Āl-i Dāʾūd: 
123–4］，さらなる注目点であるが，彼の教
育と祖父の経歴については，不動産目録の編
纂の背景に関わることなので，ここでは指摘
するにとどめ，3.3であらためて取り上げる。
アブディー・ベグの財務官僚としての職歴
は，アブディー・ベグ自身が『歴史増補』に
記載したものから断片的に伝わるのみであ
る。二十歳頃の 941/1535年にオスマン朝の
スレイマン 1世（在位 1494–1566）の最初の
アゼルバイジャン遠征のときに，対抗して行
われたタフマースブのヴァンへの遠征への同
行を記している［Takmilat: 80］。ヴァン遠征
の以降の壮年期の出来事としては 2人の息子
の誕生（947/1540–1年の長男 Shams al-Dīn 
Muḥammad Muʾminおよび 957/1551–2年
の次男 Jalāl a-Dīn Sulṭān Muḥammad）8），
961/1553–4年のグルジアへの旅行［Majnūn: 

6） タフマースブ即位後に起きた第一次内乱期の有力キジルバシュ・アミールの一人で，サーム・ミー
ルザーの後見人。この頃はワキール，大アミールの地位にあった。1534–5年没［Roemer 1986: 
236–7; Newman 2006: 164; Takmilat: pīshguftār 17–9］。

7） アブディー・ベグが仕えた王子の名前は明らかではないが，タフマースブの息子とすれば年代から
975/1532年生まれの長男ムハンマド・フダーバンダと考えられる。

8） Āl-i Dāʾūdによれば，アブディー・ベグには 3人の息子があり，三男Muḥammad Maṣīḥは能書
で知られ，その手による写本が現存する［Āl-i Dāʾūd 1995: 123］。
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V–VII］が詩から読み取れるのみである9）。
次に『歴史増補』に記録があるのは晩年の
転換期の出来事である。973/1566年（丑年）

にヘラート総督Muḥammad Khān Sharaf 
al-Dīn Takkalūの息子が反乱を起こしたと
きに，アブディー・ベグは反乱の平定後に勝
利の書の草稿を作成し，文書長官（munshī 
al-mamālik）とともにこれを進奏している
［Takmilat, 124–5］。しかし同年（寅年）の 5
月にハーッサの徴税官の職を解かれ，アルダ
ビールへ異動が決まった。この異動について，
アブディー・ベグは『歴史増補』で詳細を説
明することはせず，かわりに詩を詠みこんで
いる。

シャッワール月 20日の土曜日，この弱
き僕はハーッサの税務官（istifā-yi mālī-i 
khāṣṣa-ʾi sharīfa）の職を解かれ，托鉢の
旅（darvīshī）が決められた。シャッワー
ル月 20日に私を官職から／時の巡りは気
まぐれに解任した／もしその日を知りたく
ば／それは 973年シャッワール月 20日と
知れ。［Takmilat: 127］

ときにタフマースブの遠征に同行するこ
とはあったものの，アブディー・ベグは基
本的には首都の宮廷で堅実に官僚としての
日々を送っていた。この詩は晩年になってか
らのアルダビールへの異動が彼にとって不本
意なものであったことをうかがわせる。ア
ブディー・ベグは同年の 12月に当時の首都
カズウィーンを出立し，アルダビールのサ
フィー廟に入り，翌年に遅れて家族も合流し
た［Takmilat: 127–8］。
アブディー・ベグは 7年間サフィー廟の傍
らに居住し，981/1573–4年に一旦カズウィー

ンに戻っている。2.2で後述するように，彼
が委託された事業に目処がついたことが帰還
の理由として考えられる。しかし 988/1580
年には再びアルダビールに戻り，まもなく
同地で死去している［Majnūn: VII: Rawżat: 
pīshguftār 4; Takmilat: pīshguftār 21］。当時
はタフマースブが死亡し，その後を継いだイ
スマーイール 2世（在位 1576–78），ムハン
マド・フダーバンダ（在位 1578–88）の不安
定な治世が続いていた時代である。かつて自
身の祖父が戦禍を逃れて首都に逃れた時とは
逆の進路を取ってアブディー・ベグがアルダ
ビールに向かったのは，内乱が続く首都を避
け，聖廟の傍らでの平安を求めてのことだっ
たのではないか。

2．アブディー・ベグの著作

2.1 詩の作品
この章では，アブディー・ベグの主要な著
作の概要を紹介していく。
アブディー・ベグの著作は詩，不動産目録，
歴史書の 3つの分野に分けられるが，そのう
ちの不動産目録と歴史書は晩年のアルダビー
ル時代に著わされている。アブディー・ベグ
はむしろ同時代人には詩人として知られ，彼
が生涯にわたって著作活動を続けたのも詩
作の分野である。『歴史増補』にも自身の既
存の作品から引用したり［Majnūn: IX–X］，
出来事に関連した自作の詩を詠み込んだりし
ている10）。アブディー・ベグの詠んだ詩の多
くが散逸したなかで，作品の名が知られ，か
つ一部が現存しているものは，ニザーミーの
五部作に倣って創作された 3つの五部作であ
る。これらの五部作は各々がほぼ20代，30代，
40代のときに詠まれている11）。

9） グルジアへの旅行は，タフマースブのグルジア遠征に同行したものであろう。
10） 例えば，第 1章で紹介した 973/1566年におこったヘラート総督の息子の反乱や，ワジール職にあっ

たMīr Sayyid Sharīf Bāqīの死去など。
11） 20代のときの五部作は，『秘密の具現Maẓhār al-Asrār』（948/1541–2）［Maẓhār］，『ジャムシード

の杯 Jām-i Jamshīdī』（943/1537），『マジュンーンとライラMajnūn wa Lailī』（947/1540–1），『七
つ星Haft Akhtar』（946/1539–40）［Haft］，『イスカンダルの鏡 Āyīn-i Iskandarī』（950/1543–4） ↗
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3つの五部作のうち全ての作品が現存し，
また研究上重要視されるのが『エデンの園
Jannat-i ʿAdn』である。この作品は，未年
（966–7/1559年）にタブリーズからの遷都が
完了した新都カズウィーンにタフマースブが
建設した王宮地区サアーダトアーバードを詠
う 4100句からなる詩作群で，タフマースブ
からの委託を受けて 2年半（965–7/1557–60）
をかけて完成された［cf. Rawżat: 23］12）。史
跡がほぼ現存しないサアーダトアーバードの
様子や当時の政治史を伝える史料ともなっ
ている13）。『エデンの園』はサアーダトアー
バードの一年間を季節ごとに描写する。『清
浄の園 Rawżat al-Ṣafā』はサアーダトアー
バード全体を描写し，春を詠んだ『花の大
樹 Dawḥat al-Azhār』は，貴顕の居住地を
含むジャアファルアーバード地区の構造を
説明するとともに，アブディー・ベグの宮
殿（dawlatkhāna）でのシャーへの謁見が詠
まれる［Dawḥat: 113–5］。夏を詠んだ『果
樹園 Jannat al-Athmār』は王宮庭園内にあ
る諸施設を描写し，秋を詠んだ『木の葉の
飾り Zaynat al-Aurāq』は 967/1559年秋に
あったオスマン朝スレイマン 1世の王子バヤ
ズィト（1561没）の来訪とその死を詠み込
み，冬を詠んだ『献身の書 Ṣaḥīfat al-Ikhlāṣ』
は，967/1560年冬のグルジア王族イーサー・
ハーン来訪とそのイスラーム改宗を詠んで終
わる14）。
文学研究の立場から『エデンの園』五部作

の各詩集の詩を分析したローゼンスキーによ
れば，『エデンの園』は新しい宮殿や建築プ
ロジェクトの建築者として王を讃えるとい
う，建築や都市についてのアラブ詩やペルシ
ア詩の伝統を踏襲し，タフマースブを賛辞し
た作品である。タフマースブは王朝の支配の
永続性を象徴するとともに現世における行為
者であり，宮殿は神の影である王の換喩と
して描写されているという［Losensky 2003: 
4–5］。3.3で取り上げるように，サファヴィー
朝の王権は主に宗教性と世俗性に分けられる
複合的な要素から成り立っている。ローゼン
スキーはアブディー・ベグの著作におけるサ
ファヴィー朝王権の宗教性と世俗性の区分を
明確化して分析することはなかったが，リズ
ウィーはローゼンスキーの解釈に依拠しなが
らも，この二面性を指摘し，その統合をサ
ファヴィー朝王権イデオロギーの特徴とした
［Rizvi 2011: 77, 103–7］。
タブリーズからカズウィーンへの遷都は，
タフマースブの治世が安定に向かう転換期
を象徴する出来事であった。『花の大樹』の
詩に詠まれたアブディー・ベグのタフマース
ブとの宮殿における謁見の描写は，タフマー
スブを讃えると同時に，アブディー・ベグの
シャーとの関係の親密さが誇示されている。
『エデンの園』の五部作は，王の側に仕える
官僚，詩人として最盛期にあった壮年期のア
ブディー・ベグの代表作といえる。

↗ ［Āyīn］（『ジャムシードの杯』以外は現存）。主に 30代のときの五部作は，『人の本質 Jawhar-i 
Fard』（956/1549–50）［Jawhar］，『痛みの帳面 Daftar-i Dard』（956/1549–50以後），『神秘主義者
の天国 Firdaws al-ʿĀrifīn』（961/1553–4），『神の出現の光 Anvār-i Tajallī』（961/1553–4），『神の国
の宝庫 Khazāʾin-i Malakūt』（968/1560–1）（現存するのは，『人の本質』のみ）。現存する作品はラ
ヒモフにより刊行されている。

12） カズウィーンへの遷都については，3.1を参照。
13） 『エデンの園』を史料として用いた研究には，宮殿の絵画を研究した Ishrāqī［1977, 1982, 2010］，

王宮地区の庭園の研究に利用した Sulṭānī［2009］，サファヴィー朝時代のカズウィーンないしは王
宮地区の再構築に利用した Ishrāqī［1996, 2009, 2012］，Szuppe［1996］，Yarahmadi［2018］，後
藤［2018］がある。研究史については，Losensky［2003: 2］も参照。

14） Rawżat: 23-4にはアブディー・ベグ本人による『エデンの園』五部作の構成の説明がある。ラヒモ
フは『清浄の園』と『花の大樹』は個別，夏，秋，冬の三作は一冊にまとめている［Athmār］。『エ
デンの園』の五部作を一巻にまとめたテヘラン刊本［ʿAdn］もある。
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2.2 不動産目録
詩以外の残る 2分野の著作は，アブ
ディー・ベグの晩年にアルダビールで著され
たものである。アブディー・ベグは『歴史増
補』ではアルダビールへの異動の理由につい
て詳細を説明していない。しかし，不動産
目録のなかでは，975/1567–8年にサフィー
廟の管理人に Zahīr al-Dīn Ibrāhīm Ṣafavī15）

が任命された際に，管理部門（sarkār）の整
備とサフィー廟の寄進地・所有地の不動産目
録の編纂が命じられたことが明らかにされて
いる［ʿAbdī I: 13b–15b; Fragner 1975: 198; 
Morton 1974: 34］16）。これがアブディー・ベ
グの著作の第 2の分野に属し，本書の対象と
なるアブディー・ベグ版不動産目録である。
977年シャッワール月 1日 /1570年 3月 9日
に完成した［ʿAbdī I: 170b］。
アブディー・ベグにアルダビールへの異
動命令が出たのは，不動産目録の編纂命令
に先立つ 973年シャッワール月 20日 /1566
年 5月 9日のことである。彼の異動の約 7
ケ月前の日付（973年ラビー・アルアッワル
月 13日 /1565年 10月 8日付）で，あらた
にサフィー廟の管理人に任命された Sayyid 
Khān Aḥmad Beg Ṣafavīにむけたタフマー
スブの勅令が残っている。この勅令には，「ワ
クフ文書の原本（vaqfīya-ʾi aṣl）にあった地
名がワクフ文書から削除されているので，可
能であればワクフ文書から削除されたのがど
の土地であるか，誰がそれを行なったのかを
調査し，結果を上奏すべきこと，文書（sanad）

が存在していたり，入手された場合には世界
の避難所たる宮廷に送付すべきこと」17）を元
管理人のサーム・ミールザーが連絡してきた
ことや，「丑年のはじめ（973/1565）から恩
恵の跡が授けられた監督のすべてのワクフ財
について，ワクフの各対象の使用目的は何か，
ワクフ設定者の規定はどうであったかを調査
すべし」と命じられている［Fragner 1975: 
180–3］。この勅令の実務担当として，アブ
ディー・ベグはアルダビールに派遣された可
能性が高い。
アブディー・ベグにワクフ文書調査・整理
の責任者として白羽の矢が立ったのは，彼の
財務官僚としての能力もあるだろうが，タフ
マースブと近しい関係にあったことや，サ
フィー廟のワジールであったという彼の祖父
の経歴も考慮されたものと思われる。ひるが
えって不動産目録の編纂は，上述の勅令で指
示されたワクフ文書の調査・整理の延長線上
に構想された事業だったのではないだろう
か。不動産目録編纂の歴史的な背景や意図に
ついては，第 3節で考察していく。

2.3 『歴史増補』
アブディー・ベグの生涯最後の著作となっ
た『歴史増補』は，彼の第 3の著作分野に属
する。
『歴史増補』はイスラーム世界史で，第

3部がサファヴィー朝史と同時代地方王朝
史の 2部構成になっている18）。執筆開始は
967/1559–60年と考えられている［Takmilat: 

15） 歴代の管理人については，本論集近藤論文の本文および表を参照。
16） 不動産目録そのものの詳細については，「解題」を参照。
17） 引用の文章に続けて，具体的に Shamāsī村の名とともに，その所有者の調査が指示されている。

同村について，フラグナーは ʿAbdī I: 1aの欄外に記載があるとするが［Fragner 1975: 181］，ʿAbdī 
Iの落丁のために fol. 152の後に紛れ込んだ 4フォリオの fol. 1aを指していると思われる。

18） 『歴史増補』の写本は永らくマシュハドのマレク図書館Kitābkhāna va Mūza-ʾi Millī-i Malik所蔵写
本（3890または 1393.04.03890/000）の 1点と思われており［Navāʾī: 30; 平野 2006: 63］，Navāʾī
も校訂にあたっては同写本を利用している。Āl-i Dāʾūdは上記写本およびラヒモフが利用したアゼ
ルバイジャン国立科学アカデミー所蔵の写本（48）以外に，イラン国内に議会図書館Kitābkhāna-
ʾi Majlis-i Shūrā-yi Islamīの 2写本（10，8401）とゴレスターン宮殿Kākh-i Gulistān写本（504） 
の存在を挙げている［Āl-i Dāʾūd 1995: 131–5］。ラヒモフは『歴史増補』の写本は 4点あり，バクー，
テヘラン，アフワーズにあるとするが所在などの詳細については記していない［Majnūn: XVI.  ↗
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pīshguftār 30］。『歴史増補』本文のなかに，
未年初め（978/1571）に執筆を終了したこ
とが記されているので［Takmilat: 132］，不
動産目録の編纂と並行して執筆されていたこ
とになる。タフマースブの娘パリー・ハー
ン・ハーヌム誕生（955/1548）の箇所での
言及から［Takmilat: 99］，同王女に献呈され
たと思われる。
『歴史増補』刊本の編者ナヴァーイーは
『歴史増補』とカーディー・アフマド・ガッ
ファーリー・カズウィーニーQāżī Aḥmad 
Ghaffārī Qazvīnī19）の『世界を飾る歴史』と
の類似性を指摘し，ふたつの歴史書の記述を
比較した上で，『世界を飾る歴史』の方が諸
事件の日付や記述が正確であることから，ア
ブディー・ベグが『世界を飾る歴史』に多
く依拠したと結論づけている。ガッファー
リーとアブディー・ベグは同時代に宮廷に出
仕していた官僚としてお互いに見知ってい
た可能性が高く，『歴史増補』の執筆はガッ
ファーリーがカズウィーンを去った後のこと
であるので，アブディー・ベグが何らかの理
由でガッファーリーの写本を自書の執筆に
融通したと推察される［Takmilat: pīshguftār 

23–30. Melville 2012: 212–3］。ただし，ア
ブディー・ベグ自身が目撃した出来事，例え
ばグルジア遠征や『エデンの園』にも詠まれ
ているオスマン朝の王子バヤズィトやグルジ
ア王族イーサー・ハーンの来訪などには同時
代史料として高い価値が認められている。
サファヴィー朝前期（16世紀）の歴史叙

述を分析したトラウシュは，サファヴィー朝
の歴史叙述にはティムール朝（1370–1507）
のヘラート学派の伝統を受け継ぐ学派とカ
ラ・コユンル朝やアク・コユンル朝の伝統
を受け継ぐカズウィーン学派のふたつの学
派があるとし，カズウィーン学派の歴史叙
述を分析した［Trausch 2011: 352, 360. cf. 
Fragner 2021: 323］20）。アブディー・ベグと 
ガッファーリーは後者に分類される。『歴史
増補』は，カズウィーンに首都が置かれた
時代の初期に年代記を執筆した歴史家たち
（Qazvin Iグループ）の歴史書に共通の特徴
をもち，その歴史叙述はおおむね簡素で21），
また文中に挿入されている詩は全体に少な
く，もっぱらサファヴィー朝の支配者の正統
性に関連したものに限られる。特に詩人と
しての強い自覚をもつアブディー・ベグの

↗ Āl-i Dāʾūd 1995: 135］。いずれにしても平野が指摘するように，『歴史増補』刊本はマレク写本を
さらに部分的に筆録したものを底本に利用した信頼度の低い刊本であるため，写本そのものの利用
やあらたな刊本の校訂が求められる。

19） タフマースブおよび弟のサーム・ミールザーに仕えた官僚，歴史家。イスラーム世界史の『世界
を飾る歴史』（～972/1564–5）のほかに同じくイスラーム世界史の『画室 Nigāristān』を著してい
る。『サームの贈り物』では，父親Qāżī Muḥammadとともに第 4章「詩人ではないが，ときに
詩を詠んだ貴人たち」で紹介されている［Tuḥfa: 120–1］。969/1561–2年にサーム・ミールザー
が投獄された後にメッカ巡礼に出立，そこからインドへ向かい，『世界を飾る歴史』を執筆後の
975/1567–8年に死亡した。

20） トラウシュは 16世紀の代表的な年代記作家として 8人（Ibrāhīm Amīnī Haravī, Ghiyāth al-
Dīn Khvāndamīr, Yaḥyā b. ʿAbd al-Laṭīf Qazvīnī, Amīr Maḥmūd b. Khvāndamīr, Qāżī Aḥmad 
Ghaffārī, ʿAbdī Beg, Būdāq Munshī Qazvīnī, Ḥasan Beg Rūmlū）を取り上げ，その歴史叙述を
比較分析する。このうちのIbrāhīm Amīnī Haravī, Ghiyāth al-Dīn Khvāndamīr, Amīr Maḥmūd b. 
Khvāndamīrはヘラート学派を継承する歴史家，Yaḥyā b. ʿAbd al-Laṭīf Qazvīnī，ガッファーリー
とアブディー・ベグの 3名がQazvin I，彼らの後の世代の Būdāq Munshī QazvīnīとḤasan Beg 
RūmlūはQazvin IIに分類される。Melvilleはカズウィーンの年代記作家を第二世代と位置づけ
る［Melville 2012: 212–3］。サファヴィー朝の個々の年代記や歴史家についての詳細は，平野［2006］
および後藤［2008］も参照。

21） 歴史的な出来事を言語的に確定することに自己限定するという，言語的ないしは歴史的なミニマリ
ズムが特徴で，出来事や物語に対しては非体系的にアプローチし，過度に巧妙な言い回しや華美な
言葉遣いを自制する傾向があるという［Trausch 2011: 352, 360］。
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執筆した『歴史増補』に詩の引用が少ない
ことは注目に値するという［Trausch 2011: 
363, 367–8; Melville 2012: 60］。ふたつの学
派の特徴を統合し，「帝国的な見地（imperial 
aspects）」を発展させた歴史叙述が確立され
るのはアッバース 1世の時代のことになる
［Fragner 2021: 324］。
以上，アブディー・ベグの著作の 3つの分

野の概要を紹介してきた。随所でふれてきた
各著作の特徴については，次節でさらに検討
を加えていく。

3．不動産目録編纂の意図

3.1 タフマースブの治世
不動産目録の編纂の実務的な理由を挙げる
とするならば，2.2で紹介した 973/1565年
発行の文書に書かれているように，ワクフ文
書の情報に混乱が生じるようになったため，
原本の確認と情報の再整理が企画されたこと
があろう。ワクフ文書の整理事業を提案した
サーム・ミールザーは，管財人のほとんどが
比較的短期で交替するなかで約 12年（1549– 
63）にわたって管財人職にあり，サフィー廟
の運営をめぐる問題をある程度認知する機会
があったと思われる。彼が管財人職にあった
時代は，サフィー廟にさかんにワクフが設定
されていた時代と一部重なる。タフマースブ
時代は全時代を通じてサフィー廟にワクフが
設定されているが，ワクフの設定が集中する
のは 940年代/1530年代前半–40年代前半で，
それに次ぐ 950年代/1540年代前半–50年代
前半の倍の件数にもなり，これはタフマース
ブによってサフィー廟の整備が進められた時
期にあたる22）。よってワクフ文書の整理事業

には，新旧のワクフ文書の統合という側面が
あったはずで，そこで文書整理の任務をタフ
マースブから命じられたのが，財務を専門と
する官僚のアブディー・ベグだったと考える
のが自然である。
しかし文書を整理し，あらたに目録を作成
するだけであれば，それは財務の業務範囲内
であり，君主に目録を献呈するまでもないと
もいえる。しかしサフィー廟の不動産目録
の編纂は，アブディー・ベグの言に従えば，
975/1567–8年のタフマースブの勅令によっ
て決められた事業であった。現存する 3写本
のうち最も古いイラン国立図書館写本 3718
［ʿAbdī I］は，サファヴィー朝を賛美する序
に金泥や赤・青・緑の色インクを用いた豪華
写本で，献上を目的として作成されたものと
考えられる（本論集渡部論文参照）。それで
はサフィー廟の不動産の豪華目録が作成され
た意図はどこにあったのか。この章では，王
権イデオロギーの変化に関わるタフマースブ
の宗教政策が，目録編纂に繋がったことを明
らかにしていく。これに先立ち，まずタフマー
スブの治世を概観していく。
タフマースブはサファヴィー朝の歴代
シャーのなかでも最も長く，50年を越えて君
主の座にあった（930/1524～984/1576年）。 
その統治時代は大きく分けるとタブリーズを 
首都とした前期（930/1524～950/1544年），首 
都の移行期（950/1544年～965–6/1588年）23） 

をはさみ，カズウィーンを首都とした後期
（965–6/1588～984/1576年）の3期からなる。
前期はさらに 930年代/1520年代前半–30年
代前半と 940年代/1530年代前半–40年代前
半の 2期にわけることができる。
タフマースブは父イスマーイール 1世の死

22） 詳しい分析は本論集守川論文を参照。
23） タブリーズからカズウィーンへの遷都については，後藤［2018］を参照。後述するように，カズ

ウィーン首都時代に執筆された年代記の多くはトルコ暦と呼ばれる春分始まりの太陰太陽暦にもと
づく編年体となっており，カズウィーンの王宮地区の建設の着工は辰年（950–1/1544–5年），竣
工は午年（965–6/1588–9年）。ヒジュラ暦や西暦では 2年にまたがり，正確な年月日は年代記中
の記述から確定できるものもあるが，確定できないものもある。
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去後，10歳の若さで即位した。彼の治世の
前期第 1期は，若年で実質的な統治能力のな
い新たな君主の登場によってキジルバシュの 
有力部族間の勢力争いが起こり，またこれに乗 
じて東方ではウズベクの侵攻が続いた。内乱を 
収束させて国内は安定に導いたものの，第 2期 
にはオスマン軍の侵攻が相次ぐようになった。
首都の移行期は国内外の騒乱が収束に向
かった時代である。962/1555年にオスマン
朝との間にアマスィヤ条約が締結され，オス
マン朝の侵攻に対する懸念が解消された。タ
フマースブは安全保障上の観点からオスマン
朝との国境に近いタブリーズから内陸のカズ
ウィーンへと徐々に首都機能を移していた
が，午年（965–6/1558年）には王宮地区に
新しい宮殿が完成し，カズウィーンへの遷都
が完了した。王宮地区サアーダトアーバード
はアク・コユンル朝がタブリーズに建設した
王宮地区サーヒブアーバードをモデルとし
て，宮殿を中心部にもつ王宮庭園に面して公
共空間である広場が設けられ，周辺に経済施
設である市場や宗教施設のモスクが整備され
た。カズウィーンの王宮地区の建設は，サファ
ヴィー朝のシャーによる初の本格的な都市整
備事業であること，さらにその構造はアッ
バース 1世がイスファハーンへ遷都した際
に整備した王宮地区ナクシェ・ジャハーンに
受け継がれるという点から，サファヴィー朝
の王権を考える上で重要な出来事といえよう
［後藤 2018］。
カズウィーンへの遷都以降の治世後期，タ
フマースブはカズウィーンに定住し，国内の
長距離移動をしなくなる一方，政治的には安
定期に入る。

3.2 タフマースブの宗教政策
タフマースブの生涯にわたる宗教政策を概
観した専論はないが，彼が徐々に宗教への帰
依を強め，保守化していったことは指摘され
ている24）。その端緒は対外的な危機が相次い
だ彼の治世前期にさかのぼることができる。

939/1533年の対ウズベク遠征のときに，
タフマースブはマシュハドのレザー廟を参詣
している。タフマースブの自伝によれば，こ
のときにタフマースブはムハンマドが彼に
イスラーム法に反する行為（manāhī）を避
ければ勝利できる旨を告げる夢をみたとい
う。翌晩の夢にはレザーが現れて違法行為を
止めるようにタフマースブを説得した。この
夢に従ってタフマースブは違法行為の禁止を
告げる勅令を発布，この勅令は後に各地の
モスクに刻まれた。同年にはカラキーに特
権を授与する勅令を発布している［Taẕkira: 
30; Arjomand 1988: 250–1; Arjomand 2016: 
151; Khafipour 2019: 184; Rizvi 2000: 175］。
941/1534年にオスマン軍が侵攻してきた時
にタフマースブはおそらく初めてサフィー
廟に参詣している。きっかけはやはり彼が
みた夢で，アリーがサフィー廟に参詣して
12の灯籠を寄贈すれば勝利できると告げた
という。彼が灯籠を寄贈した後に，別の夢
にサフィーがあらわれ，彼の勝利を予言し
た［Taẕkira: 37–8; Rizvi 2000: 164–6; Rizvi 
2011: 76］25）。タフマースブが自伝に記述す
る神秘的な宗教体験と軍事的な勝利は，タフ
マースブが信仰心を高め，積極的な宗教保護
政策を進める作用をもったであろう。この
後もタフマースブは繰り返し違反行為を禁
止する勅令を発布している［Newman 2006: 
31–2］26）。

24） もともとティムール朝時代に文化の中心地として栄えたヘラートで成長したタフマースブは，芸術
への造形が深く，アブディー・ベグら詩人を支援し，絵画芸術には自らも画家に師事するほど強い
関心をもったが，信仰への帰依が強くなるのと反比例して，絵画芸術への興味は失っていったとさ
れる［Losensky 2003: 2; Newman 2006: 33–5; Canby 2005: 79–86］。

25） Rizviはサフィー廟のクルアーン朗唱者の館（Dār al-ḥuffāz）に刻まれた勅令はこのときに出され
たものと推測している［Rizvi 2000: 164–6; Rizvi 2011: 95–8］。

26） Newmanはアマスィヤ条約締結後の 1555–6年，1556–7年，1563–4年，1571–2年にも勅令 ↗
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3.1の冒頭でみたようにサフィー廟へのワ
クフ設定がもっとも多かったのも，タフマー
スブが神秘的な宗教体験を経て聖廟参詣を
行った直後からの約 20年の間のことなので，
サフィー廟への支援がタフマースブの治世前
期の宗教政策の一環として行われ，それが不
動産目録編纂に繋がったと考えてよいだろう。

3.3  歴史叙述にみるサファヴィー朝王権イデ
オロギーの変化
サファヴィー朝はサファヴィー教団を母体
とし，サファヴィー家を熱狂的に信奉するキ
ジルバシュの軍事力によって世俗の支配権を
獲得したが，イスマーイール 1世は国家成
立とともに十二イマーム派を国教とすること
で，サファヴィー王権における神秘主義教団
の要素を弱め，より普遍的な領域国家への転
換をはかった。タフマースブの治世後期はそ
の十二イマーム・シーア派擁護策の結果とし
てサファヴィー朝の宗教・政治イデオロギー
が定着した時代とされている［Khafipour 
2019: 79–86］。サファヴィー朝の王権を表象
する有効な分野のひとつが文芸であり，その
多くが官僚によってサファヴィー朝の支配の
正統化を意図して書かれた歴史書も，その叙
述に取り入れられた十二イマーム派的な要素
が特に注目されてきた27）。
クインはサファヴィー朝の歴史書の序文や
初期のサファヴィー神秘主義教団に関する
記述を分析し，シャイフ・サフィー・アッ

ディーンの聖者伝に起源をもつ物語が，シャ
イフ・サフィーとその支持者たちが十二イ
マーム派のムスリムに見えるようにするため
に再生産され，著しく書き換えられたこと
を明らかにした［Quinn 2000］。メルヴィル
はイスラームの歴史家が支配の正統化のた
めに伝統的に系譜を利用してきたこと，サ
ファヴィー朝の歴史叙述の特徴のひとつに系
譜の強調を挙げた［Melville 2012］。サファ
ヴィー朝の場合は早い段階でサファヴィー家
の系譜をサイイドの系譜，具体的には十二
イマーム派の第 7代ムーサー・アルカージ
ムに結びつけるようになる。タフマースブ
も夢のお告げをうけた 1533年に最初のシャ
イフ・サフィー聖者伝『純粋の精華 Ṣafwat 
al-Ṣafā』の系譜を含む序の改訂を命じてい
る［Melville 2012: 233–4; Rizvi 2011: 76; 
cf. Newman 2006: 30］。この事実からもタフ
マースブの宗教政策推進の転換点が 1533年
にあったことは明らかであろう。メルヴィル
によれば，サファヴィー朝の歴史書は基本的
に同じ構造の系譜を採用しているが，トラウ
シュはさらに彼がヘラート学派に位置づけ
る初期の歴史家（Ibrāhīm Amīnī Haravīと
Ghiyāth al-Dīn Khvāndamīr）による年代記
と，カズウィーン学派のQazvin Iに分類す
る年代記の違いとして，サイイドの称号の有
無を挙げている28）。
サファヴィー朝の歴史叙述が本格化した
のはタフマースブ時代とされるが［Melville 

↗ を発布していたことを紹介している。これらの勅令発布行為は信仰の保護者というシャーの優れた
イメージ，宗教的正統性の強化を意図したものと考えられている。

27） ペルシア語歴史叙述研究全体の最新動向については，Quinn 2021の Introductionを参照。
28） Melvilleはシャイフ・サフィー以前の祖先の名前の前にサイイドの称号がつけられた最初の年代記

を ʿAbd al-Laṭīf Qazvīnīの『歴史概要』とする［Melville 2012: 234］。筆者が確認した限り，『歴
史概要』の新版の刊本では，サイイドの血統（nasab-i siyādat）という表現は出てくるが，系譜の
個人名にはサイイドの称号は冠されていない［Lubb II: 266, 268］。旧版では 8代前のMuḥammad
以前の祖先に全てサイイドの称号がつけられている［Lubb I: 238］。なおサファヴィー朝年代記で
アルダビールに慣用として冠される教導の都（Dār al-Irshād）という形容詞は，恐らく『歴史概要』
のイスマーイール 1世の遺体の移送の場面ではじめて用いられており［Lubb I: 237; Lubb II: 289］，
歴史叙述におけるサファヴィー王権の十二イマーム派の血統による宗教面での正統化がタフマース
ブ時代に進行したことは間違いないであろう。サファヴィー朝年代記内のサファヴィー家の系譜は
Melvilleの当該ページを参照。
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2012: 212］，アブディー・ベグを含めてカズ
ウィーン学派に属する歴史家たちによる歴史
書の多くはタフマースブのカズウィーン遷都
後に執筆されていることから，歴史叙述にお
ける十二イマーム派的要素の導入は，遷都
後に本格化したと考えてよいだろう。アブ
ディー・ベグの著作におけるタフマースブの
治世に関する詩を分析したジャアファリヤー
ンは，タフマースブのサイイドの血統が強調
され，時のイマームや神の影と喩えられるタ
フマースブによるシーア派およびイスラーム
法の普及や遵守が喧伝されていることを明ら
かにした［Ja‘fariyān 1375Kh］。ハーフィー
プールは，神学者ではないアブディー・ベグ
は支援者であるタフマースブの権威表明に
関してシーア派の正統権威そのままではな
く，ポピュリズム的な解釈を提示したという
［Khafipour 2019: 184–5］29）。
これらの研究の成果を総括すると，タフ
マースブの宗教政策の推進と呼応し，タフ
マースブ時代の歴史書は十二イマーム派の血
統を王権イデオロギーの主要要素として強調
することで，サファヴィー朝による支配の正
統性の強化を模索したといえる。第 1節で紹
介したようにアブディー・ベグは十代のとき
に十二イマーム派の法学者カラキーに学んで
いた。国家思想となった十二イマーム派思想
を教育過程で身につけた第一世代の官僚とし
て，アブディー・ベグは十二イマームの末裔
としてのサファヴィー家の賛美の文言を自然
に紡ぎだすことができたサファヴィー朝の歴

史家の先駆者のひとりとなった30）。
しかしサファヴィー朝は，神秘主義教団
や十二イマーム派の血統といった宗教的な
要素以外にも王権のイデオロギーを見いだ
していった。2.1で紹介したリズウィーはサ
フィー廟を構成する建築物を対象とし，サ
ファヴィー朝の王権イデオロギーに宗教性と
世俗性のふたつの側面があることを明確にす
るとともに，そのふたつの要素が統合された
ところに特徴があるとした。タフマースブは
サフィー廟の既存の施設に加えてあらたな
施設を建設したが，これも宗教政策の転換
点となったと考えられる 1533年以後のこと
で，タフマースブが積極的に宗教保護政策を
進めた時期にあたる31）。リズウィーはこの建
設事業を単なる空間的な変更ではなく，スー
フィー的な施設からシャーを中心とした施設
への変化をもたらしたという点で思想面の変
化とみなしている［Rizvi 2011: 79–86］。ま
たリズウィーは不動産目録とアブディー・ベ
グの先行する作品である『エデンの園』の詩
の建物の描写を比較分析し，前者の詩は後者
の詩を再利用していること，ただしそれは
タフマースブに直接関係する建築物に限ら
れ，既存の古い建物の賛美には新しい詩をつ
くったと指摘する。そしてタフマースブが建
設に携わった廟も宮殿も，王室儀礼の実施や
シャーの正統な支配の確立のための建造物で
あり，アブディー・ベグの詩はタフマースブ
のシャーの権威を象徴する役割を果たしたと
結論づける［Rizvi 2011: 116］。

29） Khafipourによれば，十二イマーム派にはマフディーのガイバ中の支配者の支配はすべて非合法
であるという伝統的な考え方があり，サファヴィー朝の支配をいかに正統化するかは解決が困難な
問題であったが，法学者Muḥammad Bāqir Sabzavārī（1679没）がマフディー不在時にもその恩
恵は続くとしてこの問題を解決したことで，預言者の子孫であるイスマーイールとサファヴィー家
の人々は共同体を率いる合法な後継者として捉えられるようになったという。

30） 例えばサファヴィー朝の初期の歴史家のうち，ヘラートでティムール朝に仕えたスンナ派の
Ghiyāth al-Dīn Khvāndamīrは最終的にインドに移住し，Yaḥyā b. ʿAbd al-Laṭīfはスンナ派信仰
を理由に 1555年に処刑されている［Melville 2012: 212］。

31） 二度目のサフィー廟訪問の後の 1536年から 1537年にかけて，タフマースブは廟に隣接する慈善
施設の取り壊しと新たな建物の建設開始している。参籠の館（Chillakhāna）の改修，ハディース
の館（Dār al-ḥadīth）と儀礼が挙行される集会場である楽園の館（Jannatsarā）の建設が行われ，
後者のためには住宅や商業施設，さらに 4年後には庭園や果樹園を整備している。
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リズウィーの考えでは，タフマースブはサ
フィー廟に新たな施設を建設することで，神
秘主義的な要素にかわり，シャーの権威とい
う世俗的な要素をあらたに取り入れたという
ことになる。サファヴィー王権の両義性に関
するリズウィーの示唆は重要ではあるが，そ
の分析は詩の建物の描写に関わる部分に限ら
れていることもあり，アブディー・ベグの叙
述にみられるシャーの世俗的な権威について
は踏み込んで論じておらず，十二イマーム派
の要素が考察対象から外れている点も不備と
いえる。
宗教的な要素への注目に比べると，サファ
ヴィー王権の世俗的な要素について論じた研
究は少ないため，王権の世俗性の観点からア
ブディー・ベグの叙述をサファヴィー朝期の
叙述作品の流れのなかに位置づけることは難
しい。しかしカズウィーン遷都は，十二イ
マーム派の血統の重視という宗教性に根ざし
た王権イデオロギーにあらたに世俗的な王権
イデオロギーの要素を取り入れようとする試
みの端緒ともなった。カズウィーンでは宮殿
を舞台に古代ペルシア由来のノウルーズ（新
年）などの宮廷儀礼や壮麗な即位式が確立さ
れ，これに呼応して歴史書や文書の年の記載
に，イスラームの公的な暦であるヒジュラ暦
にかわり，ノウルーズを元旦とする太陽暦
のトルコ暦が導入された32）。発行年にトルコ
暦が併記された現存最古の文書は 966/1558
年のもので，2.2で紹介したタフマースブの
973/1565年の勅令も発行年に十二支年（丑
年）が併記されている。カズウィーン学派の
歴史家も編年の歴史叙述にトルコ暦を導入し
ている。トルコ暦を優先する形式でヒジュラ
暦を併用した最初の歴史書は『世界を飾る歴
史』だが，アブィー・ベグの『歴史増補』は

トルコ暦を優先する形式を最初に採用した年
代記であった。以後，サファヴィー朝のシャー
に献呈された歴史書は，一部の例外を除いて
トルコ暦優先の叙述形式を採用していくよう
になる［後藤 2008: 59, 64］。

3.4  アブディー・ベグ諸作品の序にみるサ
ファヴィー朝王権イデオロギー

3.3で述べたように，サファヴィー王権
の両義性に関するリズウィーの分析はアブ
ディー・ベグの詩における建物の描写に関わ
る部分に限られているので，宗教性と世俗性
がいかに表象されているのかという点に注目
しながら，『エデンの園』，不動産目録，『歴
史補遺』の各作品の序を検証してみたい。
タフマースブが建設したばかりの王宮地区
を描写するために著わされた『エデンの園』
は，作品執筆の経緯と構成について説明する
序（dībācha）の後，王宮地区の描写に入る
前に「イマームの美徳」，「宗教の避難所た
るシャー（shāh-i dīn-panāh）の支配への賛
辞」33）が続き，サファヴィー朝の王権の宗教
性と世俗性の両側面が描かれるも，記載順で
十二イマーム派の血統がシャーとしての立場
に優先されていることがうかがわれる。一方，
時代が下ってタフマースブ治世の後期に執筆
されたサファヴィー朝年代記の『歴史補遺』
第 3部では，明らかに世俗王権の要素が強調
された書き方になっているが，宗教権威を越
えることがないようにバランスがはかられて
いる。例えば第 3部の題名「十二イマーム派
のサファヴィー家の至高の帝王たちについて
（dar ẕikr-i pādshāhān-i ʿālī jāh-yi Ṣafavīya-ʾi 
imāmīya-ʾi ithnā ʿashara）」は，サファヴィー 
朝のシャーがイマームの後裔であることを
前提としつつも，シャーがペルシアの帝王

32） モンゴル王朝のイルハーン朝時代に導入された東アジア起源の十二支はイルハーン朝の滅亡で表向
きには一旦使用が途切れた。しかしサファヴィー朝時代までにはペルシアの伝統的な太陽暦と合わ
さって春分の日（ノウルーズ）が元旦となった。

33） 宗教の避難所たるシャーは，初期のサファヴィー朝年代記から使われているシャーの呼称のひとつ
で，イスマーイール，タフマースブに用いられる［cf. Ḥabīb: 440］。
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であることを前面に打ち出している34）。サ
ファヴィー家の系譜では十二イマーム派サ
イイドの血統を強調するが，系譜の冒頭の
サファヴィー朝初代イスマーイールの名前
の前には，偉大なる世界征服者たるハーン
（Jahāngīr-khān-i kabīr），イスカンダルの
王座のジャムシード（Jamshīd-i Iskandar-
sarīr），当代の最後のソロモン（Sulaymān-i 
ākhir-i zamān），二星の合の皇帝（pādshāh-i 
ṣāḥib-qirān）など，過去の偉大な君主に模
したり，ペルシア語の歴史書のなかで世俗支
配者に対して多用される称号を冠するなど，
世俗の偉大な君主としての側面を同時に強調
する工夫がみられる。また，セルジューク朝，
ブワイフ朝，ガズナ朝，イルハーン朝といっ
た諸王朝の名の後にサファヴィー朝の名を挙
げ，イラン高原を支配した諸王朝の系譜にサ
ファヴィー朝を位置付ける35）。そして，王朝
の成立については「天国に住むシャーは世界
を征服し，十二イマーム派のイマームらのフ
トバによって正義を唱え，彼らの真理と彼ら
の敵の誤りが確信された」と表現し，十二イ
マーム派のイマームの宗教権威がシャーの
政治権力掌握に寄与したことが強調される
［Takmilat: 34–5; cf. Rizvi 2011: 107］。
しかし『歴史補遺』とほぼ同時期に書かれ
た不動産目録の場合，序ではもっぱらサファ
ヴィー家の十二イマーム派の血統や信仰の保
護者としてのタフマースブが喧伝され，サ
ファヴィー王権の世俗性を強調するような表
現は抑制されている。ʿAbdī Iではシャーと
いう単語自体の使用そのものが，色インク
で書かれたシャー・イスマーイールおよび
シャー・タフマースブという二人のシャーの
名の一部と登場するのみで，過去の偉大な君
主に模してのタフマースブへの賛辞はほぼ見

られない。不動産目録はサファヴィー家の祖
廟へのワクフ寄進の目録であるため，ワクフ
設定者としてのシャーの世俗性を強調するこ
とは，ワクフ寄進の対象となっている宗教権
威としてのサファヴィー家始祖と寄進者との
間の乖離を招き，叙述の仕方次第ではシャー
を宗教権威への奉仕者であるかのような印象
を残しかねない。そこでアブディー・ベグは
不動産目録の序のなかではイマームの後裔と
してのサファヴィー家の賛美に終始し，世俗
権威としてのシャーの賛美については直接的
な表現は避け，タフマースブによって建設さ
れた宗教施設群を詩で賛美するという間接的
な方法を選択したのではないか。
タフマースブ治世の後期は政情が安定し，
首都カズウィーンにシャーとしてのサファ
ヴィー王権を強化する舞台としての王宮が建
設され，そこで挙行される儀礼が確立した。
王権を正統化する歴史書も多く執筆されるよ
うになった。アブディー・ベグの『エデンの
園』や『歴史増補』も王権を正統化する意図
で執筆され，十二イマーム派の血統だけでな
く，イラン高原の支配者としてのシャーの世
俗権威があらたな王権イデオロギーの要素と
して強調されるようになった。一方，『歴史
増補』と同時期に編纂されたアブディー・ベ
グ版不動産目録もサファヴィー王権の正統化
を意図して編纂されたが，宗教権威としての
サフィー廟に寄進された不動産の目録という
性格から，その序ではシャーの世俗権威の賛
美は控えられ，十二イマーム派の血統の賛美
に終始したのであろう。

34） シャーの世俗の権威を十二イマーム派の宗教権威と組み合わせた表現は『歴史概要』にすでに見ら
れるが［cf. Lubb II: 266］，ヘラート学派の年代記には見られない。このことからもカズウィーン
首都時代にシャーの権威強化の試みが始まったことを確認できる。

35） 先駆王朝を挙げる際には，セルジューク朝やイルハーン朝初代フラグはトルコと形容され
（Turkān-i Saljūqī, Hūlākū Khān-i Turk），サファヴィー家との違いが示唆される。
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おわりに

アブディー・ベグ版不動産目録の編纂はワ
クフ原本の確認と情報の再整理という実務の
延長上に企画されたものであるが，勅令にも
とづく編纂には『エデンの園』や『歴史補遺』 
と同様にサファヴィー王権を正統化する目的
も付与された。アブディー・ベグ版不動産目
録が単なる法務や財務のための目録としての
存在を越えた価値を持ち得たとしたら，それ
はひとえにアブディー・ベグの文才に依ると
ころが大きい。サファヴィー家は宗教的には
神秘主義教団教祖の家系と十二イマームの後
裔という側面，世俗的にはペルシアの支配者
と遊牧系王朝の君主という側面をもち，王権
イデオロギーにはそれらの要素が複雑に絡み
合っていた。王権の賛美には，求められる作
品の性格を的確に理解し，これらの要素のバ
ランスを取ることが求められる。財務官僚で
あると同時に宮廷で名を馳せた文人であった
アブディー・ベグは，配慮を凝らした賛美に
満ちた序で，献呈書として編纂されたサファ
ヴィー王家祖廟の不動産目録を飾り，その責
務を果たしたのである。
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アブディー・ベグ版不動産目録写本の作成と管理
伝世 3写本の扉・余白書込みの基礎的分析に基づく考察

渡　部　良　子

The Production and Management of Copies of ʿAbdī Beg’s  
Ṣarīḥ al-Milk

A Preliminary Analysis of the Title Page and Marginal Notes  
of its Three Extant Manuscripts

WATABE, Ryoko

This paper aims to reconstruct the production and management of the three 
existing copies of Ṣarīḥ al-Milk, the first comprehensive inventory of the real 
estate of Shaykh Ṣafī al-Dīn Ardabīlī’s shrine compiled by ʿAbdī Beg during 
Shāh Ṭahmāsb’s reign (1524–76), through an analysis of notes on their title 
pages and margins.

ʿAbdī I (National Museum of Iran, Ms. 3718), as Alexander Morton 
pointed out, was produced immediately after the compilation of Ṣarīḥ al-Milk 
and dedicated to Ṭahmāsb, and then donated by his grandson Shāh ʿAbbās 
to the Shrine in 1608. ʿAbdī I, which bore Ṭahmāsb’s seal at the top of its first 
page and ʿAbbās’s waqf record on its title page, was stored in the library of the 
new waqf department established by ʿAbbās in the shrine and treated as “the 
Original” of Ṣarīḥ al-Milk.

ʿAbdī II (National Museum of Iran, Ms. 3719), which was used in the practical  
management of the Shrine’s property, was prepared from a manuscript in 
which the errors of ʿAbdī I were repaired. A great deal of information relating 
to the Shrine’s real estate, particularly the results of a comprehensive survey 
of the endowments during the reign of ʿAbbās II (1642–66), were added to 
its margins, updating the information in Ṣarīḥ al-Milk. The notes on the title 
pages of ʿAbdī III (National Library of Iran, Ms. 2734) suggest that ʿAbdī II 
was sent to the Safavid court in 1090/1679 and, after being kept in the Royal 
Warehouse for about twenty-five years, was approved as an official copy of 
Ṣarīḥ al-Milk in 1109/1697–8, by having a copy of Ṭahmāsb’s seal and ʿAbbās’s 
waqf record transcribed from ʿAbdī I in the shrine. ʿAbdī III was then produced 
from ʿAbdī II as a revised copy of Ṣarīḥ al-Milk.

The three extant copied of Ṣarīḥ al-Milk show that in the Safavid era, copies  
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はじめに

本稿の目的は，16世紀後半に編纂された
サフィー廟の最初の総合的な不動産目録，ア
ブディー・ベグ版不動産目録 Ṣarīḥ al-Milk

（以下，不動産目録と呼ぶ）の伝世 3写本（イ
ラン国立博物館写本 3718＝ʿAbdī I，同 3719
＝ʿAbdī II，イラン国立図書館写本 2734＝
ʿAbdī III）の作成経緯を，扉［fol. 1a］およ
びコロフォン，そして ʿAbdī II，ʿAbdī IIIに
加筆された余白書き込みから可能な限り再構
成することである。
本論集「解題」でも指摘された通り，サファ
ヴィー教団時代からサファヴィー朝初期にか
けてのサフィー廟の歴史研究において，アブ
ディー・ベグ版不動産目録は古くから用いら
れてきた主要史料である。しかし，不動産目

録を用いた代表的研究は，専ら不動産目録本
文の情報が示すサフィー廟の不動産獲得，そ
してそのプロセスが示す教団と廟の発展，政
治権力や地域社会との関係に関心を向けてお
り，伝世 3写本が持つ相違，就中その著し
い特徴である扉と余白の書き込みは，これま
でほとんど検討されてこなかった1）。これは，
不動産目録の編纂後，サフィー廟の財産管理
の中で，不動産目録の写本がどのように作成
され，利用・管理されていたのかという問題
が，本格的に問われてこなかったことを示し
ていよう。しかし，サフィー廟のワクフ財管
理制度に深く関わる当該史料の性質とその伝
える情報を正しくとらえ利用するためには，
伝世写本の作成・管理方法と余白書き込みの
役割がいかなるものであったのかを検討する
ことが，まず行うべき基礎的作業のはずである。

of Ṣarīḥ al-Milk were managed in a strict manner as the basic material for the 
management of the Shrine’s property, in which ʿAbdī I was regarded as “the 
Original” and the other manuscripts as “copies” of it, with the Ṭahmāsb’s seal 
and ʿAbbās’s waqf record as signs of its legitimacy.

はじめに
1． 不動産目録 3写本の成立：写本作成・管
理方法再構成の試み

　1.1 謹呈用写本，「原本」としての ʿAbdī I
　1.2 �ʿAbdī II，ʿAbdī IIIが示す不動産目録写

本の作成・管理
2． ʿAbdī II，ʿAbdī III余白書き込みが示す
不動産目録改訂版の作成と写本の管理

　2.1 余白書き込みの方法
　2.2 書き込みの種類とその背景
　　2.2.1 占有（taṣarruf）記録
　　2.2.2 管理状況
　　2.2.3 物件情報の追加，物件の追加
　　2.2.4 文書調査記録
おわりに

1）	 アブディー版不動産目録写本を最初に用いた研究はMorton 1974，Aubin 1976–77であるが，不
動産目録に基づきタフマースブ期のサフィー廟の建築を再構成したMorton 1974は，3写本の関
係に関する仮説を最初に示し ʿAbdī II，ʿAbdī IIIの余白書き込みにも言及しているものの，その詳
細を検討することはしていない。サファヴィー教団と政治権力・社会の関係に関する研究に最初に
不動産目録を用いた Aubin 1976–77は ʿAbdī I写本を，サファヴィー教団時代のサフィー廟の財の
発展と政治権力・アルダビール地域社会の関係をさらに徹底的に解明したGronke 1993は ʿAbdī I，
ʿAbdī III，サファヴィー朝期支配層女性の廟への寄進活動に関する Zarinebaf-Shahr 1998は ʿAbdī 
I，ʿAbdī II，サファヴィー朝期のサフィー廟の建築の発展に関する Rizvi 2000, 2011は ʿAbdī I，ま
たサフィー廟とその運営制度に関する近年の包括的研究 Luṭfī 1395Khは ʿAbdī IIIを使用している
が，3写本すべてをその余白書き込みの異同も含めて本格的に研究対象としている研究はこれまで
のところ現れていない。
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不動産目録の伝世 3写本の成立経緯に関
する仮説としては，この史料を最初に本格的
に紹介・利用した A.モートンが特に ʿAbdī 
Iの位置付けを中心とした見解を示している
［Morton 1974: 33–35］。そこで本稿では，
まず 3写本の扉・コロフォンの記載情報を整
理し，3写本の作成経緯を可能な限り再構成
する。そして，この写本作成がなぜ行われた
のか，ʿAbdī II，ʿAbdī IIIの余白書き込みの
分類とその加筆方法の検討を通し考察する。
ただ，以下本論で具体的に示していくよう
に，不動産目録写本の利用の実態に光を当て
るには，現在閲覧が容易ではないアルダビー
ル文書をはじめ様々な史料との照合が必要で
あり，写本中の記載情報のみから明らかにな
ることには限界がある。よって本稿の目的は，
まずこれまで行われてこなかった 3写本の
扉・余白書き込みの情報を整理することで，
現時点で再構成できる写本作成経緯の仮説を
提示し，今後の研究の基盤作りをすることに
あることを，予め断っておきたい。

1．不動産目録 3写本の成立： 
写本作成・管理方法再構成の試み

不動産目録伝世 3写本 ʿAbdī I，ʿAbdī II，
ʿAbdī IIIの重要な特徴は，いずれも開始部
（第 1フォリオ裏面［1b］，序文 basmalaの
上）にシャー・タフマースブ 1世の印章の写
しが，そして扉（第 1フォリオ表［1a］）右
上部にシャー・アッバース 1世のワクフ記録
が書き込まれていることである。これは以下
に見ていく通り，サフィー廟財産管理制度の
中で，ʿAbdī Iから ʿAbdī II，ʿAbdī IIIへ書写
されたと考えられる。3写本のタフマースブ
印・扉・コロフォンの記載情報・その他の形
態上の特徴をまとめたものが［資料 1-1］で
あり，この情報に基づき 3写本の成立と相互
関係を再構成した年表が［資料 1-2］である。
これに基づき，まず 3写本がどのように作
成・管理されてきたと考えられるのか，可能

な限り再構成しよう（不動産目録の構成につ
いては，本論集「解題」参照）。

1.1 謹呈用写本，「原本」としての ʿAbdī I
モートンは，ʿAbdī Iを原本（original）か
原本完成後すぐ作成され，タフマースブに
献呈された写本ととらえている［Morton 
1974: 33–34］。この仮説は，以下のような点
からも支持することができるだろう（［資料
1-1］参照）。
・ 多色のインクを用い端麗な書体で丁寧に作
成された写本であり，開始部［1b］にタ
フマースブ印が捺されていた（後に破り取
られ，手書きの模写に変わる，後述）。
・ 後続 2写本 ʿAbdī II，ʿAbdī III扉に見える
写本作成に関する注記や「原本（aṣl）」へ
の言及・照合記録がない。
・ コロフォンは 2箇所，終章［A-1］と終章
附記［A-2］末尾に付され，［A-2］には編
者アブディーの名が自称として記載され
ているが，後続 2写本の同箇所では，「不
動産目録編者の手跡写し（ṣūrat-i khaṭṭ-i 
jāmiʿ-i ṣarīḥ al-milk）」［B-2］［C-2］となっ
ている。これは ʿAbdī Iが，編者アブディー
が自ら関わって（書写を行ったかは不明で
あるものの）作成した写本であると推測す
る根拠となるのではないだろうか。
ただしこの写本には重大な欠陥もあり，そ
れは第 1部アルダビール郡部の第 4物件イ
ブラーヒームアーバード Ibrāhīmābād村の
項目が丸ごと欠落していることである。イブ
ラーヒームアーバード村は，サフィー廟の
財を増大させた第 2代教団長サドル・アッ
ディーンの子シハーブ・アッディーン・マフ
ムードのワクフ文書の写しを収録し，そのワ 
クフ物件に含まれた諸村の来歴の典拠として
たびたび言及される項目だが［ʿAbdī I: 44a–
44b, 71b–72a, 121b–122a］，もとの項目が存
在しないため写本の内容に矛盾をきたす要因
になっている。このほか，第 1部アゼルバイ 
ジャン地方ギャルムルードの物件の Shāhmīr， 
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Ṭārūn，Sharafābādの配列，第 2部ガンジャ
の位置がアルファベット順になっていないこ
とが該当箇所の余白に赤字で注記されている
という，細部の誤りの修正もある2）。これら
は恐らくアブディーが完成した不動産目録の
手稿本から ʿAbdī Iが作成される際，写し落
としが生じた，また配列の誤りが発見された
と推測できる。しかしこれもまた ʿAbdī Iが
不動産目録完成後間もなく，謹呈用に作成さ
れた写本だという仮説の傍証にできるだろう。
開始部のタフマースブ印は，謹呈後捺印さ
れたものと考えられる。その後シャー・アッ
バースによるワクフまでの ʿAbdī Iの保管場
所について伝える情報はないが，恐らくは
アッバースの蔵書となるまで，宮廷の図書館
に保管されていたと推測できる。アッバー
スは 1017/1608年にレザー廟をはじめ「無
謬の 14人（chahārdah Maʿṣūm，シーア派
の崇敬の対象である預言者ムハンマドとそ
の娘ファーティマおよび歴代 12イマーム）」
のための大規模なワクフを行い，その中で
サフィー廟に対しても「新部門（sarkār-i 
jadīdī）」により管理される新たな不動産（本
論集近藤論文参照）と，多数の写本を含む動
産が寄進される3）。ʿAbdī Iはこれらの写本と
ともにサフィー廟にワクフされた。扉に書き
込まれた，廟からの帯出を禁じる呪詛文言
（イマーム・フサインの血の復讐を受ける）

を伴うワクフの記録［A-4］は，アッバース

の他のワクフ写本と同じものであることを，
モートンは指摘している［Morton1974: 35 
n. 32］4）。ʿAbdī II，ʿAbdī IIIの扉やコロフォ
ンの注記において ʿAbdī Iの保管場所として
言及される「新部門の図書館（kitābkhāna-ʾi 
sarkār-i jadīdī）」［B-8, C-8］とは，アッバー
スの寄進により成立した廟の蔵書群を指して
いると考えられよう。
以後，ʿAbdī Iはサフィー廟の中で，加筆が
行われることなく保管され，以後見ていくよ
うに，後続 2写本の中で aṣlまたは nuskha-ʾi  
aṣl，すなわち「原本」と呼ばれる写本とし
て位置付けられていくことになる5）。ʿAbdī I
には，総フォリオ数を示す注記が 3箇所ある。
まず扉［A-5］に写本全体の葉数（「書かれ
たページの数 ʿadad-i awrāq wa kutub」）が 
175葉と記され，不動産目録本体の末尾に
あたる終章附記コロフォン［A-2］に「神聖
なる敷居の旧部門の不動産目録の総ページ
数（majmūʿ-i awrāq-i ṣarīḥ al-milk-i sarkār-i 
qadīmī-i āstāna-ʾi muqaddasa）」［172a］ と
して 172葉，そしてアブディーが序文で不
動産目録に合冊すると予告した「別の作品」
の 1つであるシャー・イスマーイールの「慈
善の食事（āsh-i ḥalāl）」の目録（ʿAbdī Iで
は乱丁で第 2部に紛れ込んでいる）末尾にあ
たる第 3フォリオ下部に「サーヒブ・キラー
ン（＝シャー・イスマーイール）の部門の
不動産目録の葉数（‘adad-i awrāq-i ṣarīḥ al-

2）	 前者では Shāhmīrの項目末尾（ページ最終部）に続けて「Shāhmīr枝村の後に Sharafābād，そ
れから Ṭārūn村が書かれるべきであった。これゆえ Ṭārūn - Sharafābādの後に「前」「後」の記
号が書かれている」と記され［121a］，続く Ṭārūn，Sharafābād項目表題脇に「後（muʾakhkhar）」
「前（muqaddam）」と書き込まれている［121b–122a］。後者では第2部ガンジャの項目表題脇に「部
の配列に基づきMarāghaとMughānātの前に書かれるべきであった」とある［154a］。いずれも
本文と同筆跡と考えられる赤字の丁寧な書き込みである。前者は後続写本で修正されているが，後
者はそのままである（次節後述）。

3）	 1608年のアッバースの寄進に関してはMorton［1974: 35］，McChesney［1981: 170–175］および
本論集守川論文第 2章参照。

4）	 イラン国立博物館所蔵のḤāfiẓ Abrūの歴史書Majmaʿ al-Tavārīkh写本（Ms. 3723）には，印形を
伴う本物のアッバースのワクフ記録があるとのことである。イラン・ロシア戦争の最中の 1828年
にアルダビールはロシア軍に占領されサフィー廟の写本の多数が略奪された。サンクトペテルブル
ク図書館には 1852点に上る旧サフィー廟所蔵の写本が所蔵されている［Bockholt 2019: 58 n.14］。

5）	 写本の余白には異なる粗い筆跡による加筆が数箇所あるが，これらは ʿAbdī II，IIIには継承されて
おらず，サファヴィー朝期の廟不動産管理とは関わりのない経緯で書き込まれたものと考えられる。
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milk）は支出の項（ḥarf-i kharj）が記載され
た最終葉と合わせて，4葉」の数字が示され
ている。この 3つのフォリオ数は，実際の写
本全体のフォリオ数，（「慈善の食事」除く）

不動産目録本体のフォリオ数，「慈善の食事」
のフォリオ数とほぼ対応・一致しており，ま
た不動産目録部分が「旧部門の不動産目録」
と呼ばれていることは，アッバースによるサ
フィー廟ワクフの「新部門」の設立に伴い，
タフマースブ期までの廟不動産が「旧部門」
の管轄とされたことに対応している（近藤論
文参照）。つまりこのフォリオ数注記はアッ
バース時代以後書き込まれ，以後写本には増
補等の改変は生じなかったものと考えられ
る。同様の総フォリオ数確認記録は，後述 2
写本でも行われている6）。
しかしその後，数奇な運命と言うべきこと
だが，ʿAbdī Iは盗み出され第 1フォリオの
開始部のタフマースブ印がある箇所を破り取
られるという事故に遭うのである。破られた
第 1フォリオは紙が継がれ，タフマースブ印
があった箇所には「天国に住うお方，シャー・
タフマースブ ––彼に神の慈悲があらんこと
を ––の吉兆の印章の場所」と書かれて，傍
に「この吉兆の印章の場所は，盗人達が持
ち去った」との注記がある［A-6］［Morton 
1974: 35 nn. 29, 30］。同じく上部が破り取ら
れた扉のアッバースのワクフ記録も原型を再
現するように補修されているが，もとの紙の
残部にはインクを水で拭い取ったような黒
ずみがあり，ワクフ記録は一旦消された上
に，書き直されたと考えられる。写本には第
1フォリオの前に 2葉の白紙が挿入されてい
るが，その第 1葉の上部にもインクを水で消
し去った跡があり，その脇に「記録された文
言（żābiṭa-’i kalamāt）の一部を盗人たちが
黒く［消］した」との注記がある［A-3］。
この破損と補修が行われた時期は不明であ

り，モートンは 17世紀または 18世紀だろ
うとしている［ibid.: 35 n. 33］。ʿAbdī IIの
タフマースブ印写しには ʿAbdī Iの印形が補
修であることは言及されておらず，盗難は少
なくとも次節に説明する ʿAbdī IIへの印形書
写の後に起きたのではないだろうか（ʿAbdī 
IIIの印形は，今回利用した写本画像では確
認できなかった）。写本の正当性とワクフの
印を抹消しようとしたかのような破損は偶然
か，意図的に行われたのかは不明であるが，
しかしこの事件とその後の補修のありようか
らも，（廟財産管理に利用されていた形跡の
ない）ʿAbdī Iが，厳重に保管される「原本」
の位置にある写本であったことが窺われよう。

1.2  ʿAbdī II，ʿAbdī IIIが示す不動産目録写
本の作成・管理

ʿAbdī Iの後，17世紀～18世紀初のサフィー
廟財産管理体制の中で作成されたのが，残る
2点の伝世写本 ʿAbdī II，ʿAbdī IIIである。
ʿAbdī IIは書写年の記載は無いが，余白に
アッバース 2世期の 1072/1661–2年，1074/ 
1663–4年の廟保管文書調査の記録の書き込
み（後述）を多数持つことから，それ以前に
作成されたと考えられる。書写底本を示唆す
る情報は見当たらないが，ʿAbdī IIには ʿAbdī 
Iとは次のような違いがある。
① ʿAbdī Iに欠落していたイブラーヒーム
アーバード村の項目が補訂され，第 1部
ギャルムルードの項目配列が修正され注記
が省かれている。しかし第 2部ガンジャの
配列誤りは修正されておらず，ʿAbdī Iの
注記もない。
② テキスト全体に特徴的な異同がある（女性
の尊称KhātūnがKhvātūnとなっている）。
ʿAbdī Iがアッバース期までサファヴィー
朝君主の蔵書となっていたことを考えると，
その間，廟に不動産目録写本が保管・利用さ

6）	 ʿAbdī IIには 3回のフォリオ数確認記録［B-4］［B-5］［B-6］，ʿAbdī IIIには 2回［C-3］［C-6］の
記録がある。［B-4］にのみ日付（1199/1784–5）があるが，これは誤記でなければサファヴィー朝
滅亡後である。
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れていなかったとは考えにくい。これらを勘
案すれば，ʿAbdī IIの書写底本は，現存が確
認されていない，ʿAbdī Iの欠落を修正した
廟保管写本だった可能性が考えられる。また
ʿAbdī IIは，ʿAbdī Iで空欄となっている「慈
善の食事」第 2部「証書・文書が今後調査さ
れる項」に 2件の物件情報が増補され，その
後 1葉の白紙を挟みアッバース 1世時代に発
見された『ティムールのワクフ文書』（本論 
集杉山雅樹論文参照）の写しを併録している。 
筆者が見る限り筆跡は不動産目録本編と同一
であり，時代を経たのち写本に追加されたも
のとは考えにくい。よって ʿAbdī IIは，アッ
バース 1世期以後の作成であろう。そして次
章に見るように，多数の複数筆跡による余白
書き込みがあり，廟不動産管理の中で実際に
利用された写本であったことは明白である。
ʿAbdī IIIは，写本末尾最終ページに 1115

年ジュマーダー・アッサーニー月/1703年
10–11月に完成したという写字生によるコ
ロフォン・捺印［C-4］と 1115年同月 17日
/1703年 10月 28日に管財人へ引き渡され
たとの扉の注記［C-7］がある。テキストは
ʿAbdī IIの系統であり，ʿAbdī IIの「慈善の
食事」の加筆および『ティムールのワクフ文
書』を引き継ぎ，また余白書き込みも取り入
れられている（後述）。加えて，『ティムール
のワクフ文書』の後，余白に総フォリオ数
を記載したのち，「この写字者（muntasikh）
は，いと高き奥津城の陛下シャー・タフ
マースブ―神がその証明を輝かせんことを
―の時代に書かれた原本（nuskha-ʾi aṣl）か
ら，神が望み給うならばこの後，前に確認
されるものがこの写本に入れられることに
なる」［390］として，続く写字生コロフォ
ンのある最終ページ［391］に，「その写

し（savād-i ān）が不動産目録の書の間に
ある（ba-jins dar miyān-i kitāb-i ṣarīḥ al-
milk ast）」897/1491–2年付のワクフ文書
（vaqfnāmcha）を書写している7）。
以上の情報を踏まえると，［C-4］コロフォ
ン記載の ʿAbdī IIIの書写年は矛盾なく受け
入れられるものと考えられるが，ただしこの
写本には，扉上部中央および当該コロフォン
のある最終ページ上部右隅にアッバース 1世
の印が捺されているという説明しがたい特徴
がある。本物であればアッバース 1世時代の
写本ということになるが，それは上記の写本
の特徴とは大きな矛盾を生じる。本稿では，
ʿAbdī IIIのテキストが余白書き込みを含め明
らかに ʿAbdī II系統写本であること，写本完
成に関する写字生コロフォン［C-4］と扉の
注記［C-7］の情報に整合性があることから，
記載年号を成立年と見なしておくが，この
アッバース印の印形については，別に解明す
る必要がある（この問題については，本論集
阿部論文でも論じられている）。
ʿAbdī II，IIIの扉には様々な注記があり，
それは「原本」としての ʿAbdī Iをはじめと
する不動産目録写本がサフィー廟財産管理の
中でどのように作成・保管され，またその中
でタフマースブ印・ワクフ記録が書写された
のかを示唆する記述を含む。その意味・背景
を明らかにする手がかりがない注記もあり，
断片的情報から完全な再構成はもとより困難
であるが，以下に可能な限りその情報を整理
しよう。

・写本作成の記録
前述のように ʿAbdī IIにはその作成時期・
経緯に関する情報は見当たらないが，ʿAbdī 
IIIの写字生コロフォン［C-4］および扉の

7）	 この記述は，写しの紙が写本の間に挟まっていたことを意味すると筆者は解釈した。ワクフ文書写
しは表題の下に，当該の写し文書はサドルのディーワーンの帳簿（daftar-i dīvān-i ṣidārat）に記
録された後，サフィー廟の倉庫管理者（taḥvīldār-i khizāna-ʾi jinsī）のMuḥammad Jaʿfarに引き
渡されたとの説明がある。書写された内容はワクフ物件 5村の一覧のみであり，ページ右欄外下に
は印章写しのようなものが見えるが，インクがかすれ写本画像では判読できない。写本現物での確
認を含め，この加筆の来歴の調査は今後の課題である。
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注記［C-7］［C-9］［C-10］には，その作成
プロセスに関わる具体的情報が含まれてい
る。すでに述べた通り，ʿAbdī IIIの書写年号
は，写字生コロフォン［C-4］と扉右上のアッ
バースのワクフ記録の左脇に書き込まれた注
記［C-7］が示しているが，［C-4］は写本が
「作成を命令されたことにより（ba ṭarīq-i 
istiktāb）」，「栄えたる保管庫（khizāna-ʾi 
ʿāmira）」に登録された写本（nuskha）に基
づき 1115年ジュマーダー・アッサーニー月
に完成したと述べ，［C-7］は写本が同月中に
「御前の近侍である図書館長（muqarrab al-
ḥażrat kitābdār-bāshī）」に託され管財人に
引き渡されたと伝える。muqarrab al-ḥażrat
の称号を持つ図書館長（kitābdār-bāshī）は，
宮廷家政部局（buyūtāt）の一官職であり
［Dastūr: 108］，この記述に基づけば ʿAbdī III
は，サファヴィー朝中央の宮廷図書館で作成
されたと考えられる8）。
一方，扉下半分，ワクフ記録の下に書き込
まれた［C-9］［C-10］は，筆跡が非常に似通っ
た，同一人物により恐らくかなり後代に書き
込まれた注記と考えられる。これらは上記の
ʿAbdī III作成時期からかなり時代を遡る一不
動産目録写本（この写本を Aとする）につ
いての注記である。［C-9］は，「不動産目録 
として有名な，シャイフ・サフィー―彼に神
の慈悲があらんことを―のワクフ文書の写
しから〔作成された〕本（kitāb ʿan savād-i 
vaqfnāmcha-ʾi Shaykh Ṣafī - ʿalayhi al-
raḥma – mashhūr bi- Ṣarīḥ al-Milk）」が，ア
ルダビールの管財人（mutavallī-i Ardabīl）
から宮廷（dargāh-i muʿallā）に送付された
というもので，その写本の紙・判型・装丁
が説明されたのち，「1090年ジュマーダー・
アルアッワル月（1679年 6～7月）収入部
門の栄えたる保管庫（khizāna-ʾi ʿāmira-ʾi  

abvāb-i jamʿ）に入れられた」としている。
「この度」のアルダビール（すなわちサフィー
廟）管財人からの宮廷への A写本の送付と，
シャー・スライマーン期（在位 1666–94）に
あたる 1090/1679年の「収入部門の保管庫」
への納付は続いて行われたことなのか（「保
管庫 khizāna」に付された ʿāmiraの形容詞
は君主・宮廷の形容によく用いられる），そ
れとも 1097/1679年付の保管庫への納付と
は写本送付時に判明した写本の来歴情報を
その形態情報とともに記録したものなのか，
この注記の表現からは判然としない。しか
し，この注記で王朝名祖シャイフ・サフィー
に対し全く尊称が用いられていないことは，
1090/1679年サファヴィー朝期に用いられ
る表現としてはあまりに不自然であろう。
［C-9］の廟管財人からの Aの送付は，後
代，可能性としてはサファヴィー朝滅亡後
に行われたものであり，サファヴィー朝期
1090/1679年の「栄えたる保管庫」への納付
の記録は，切り離すべきと考えられる所以で
ある（なお，この注記における写本形態の情
報をいかに解釈すべきかについては，本論集
阿部論文でより詳しく論じられているので，
参照されたい）。
［C-9］の傍らに同筆跡で書かれたと見ら
れる［C-10］は，1097/1686，1107/1695–6
年の 2回の日付に「栄えたる保管庫の調査
を受けた（dākhil-i ʿarż-i khizāna-ʾi ʿāmira  
shud）」という，蔵書インスペクション（ʿarż）9） 

の記録である。主語は無いが，2つの注記
の関連性から，不動産目録写本 Aを指して
いると考えるのが妥当であろう。後述する
ʿAbdī II扉の原本照合記録［B-7, 8］やフォリ
オ数確認記録［B-4, 5, 6］には捺印があるこ
とを考えると，ʿAbdī III作成年以前の日付の
［C-10］が ʿAbdī IIIのインスペクション記録

8）	 ʿAbdī IIIのみにある最末尾のワクフ文書写しのもととなった文書が，「サドルのディーワーンの帳
簿」に記録されたということも，ʿAbdī IIIの書写が中央で行われたと考える手がかりとなる。

9）	 近世イスラーム社会における図書館の蔵書インスペクション（‘arż）については，例えばムガル朝
宮廷図書館の事例に関する Seyller［1997］を参照。
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であるとは考えがたい。一方，1090/1679年
に「栄えたる保管庫」に納付された写本が，
そ の 後 1097/1686，1107/1695–6年 と，10
年単位で行われていたと見られる同一保管庫
のインスペクションを受けていたというの
は，十分ありえることだろう。
ʿAbdī III作成から 25年前の廟から中央へ
運ばれた不動産目録写本に関するこのような
注記が，なぜ ʿAbdī IIIの扉に（恐らく後代，
何らかの資料に基づいて）記されたのか。あ
くまで推測に留まるが，想定できる一つの
仮定は，書写底本についての情報追跡では
ないだろうか。写本 Aが「栄えたる保管庫
（khizāna-ʾi ʿāmira）」に納付・保管されてき
たとする［C-9, 10］の情報は，［C-4］が伝
える ʿAbdī IIIの底本「栄えたる保管庫に登
録されていた写本」と対応する。そしてこの
仮説が妥当だとすれば，廟から中央に送付さ
れ宮廷図書館に保管されていたこの写本とは
ʿAbdī IIか，ʿAbdī IIから書写された同系統
の写本であったということになる。この問題
に関して検討を要するのが，ʿAbdī II扉の原
本（aṣl）との照合記録の注記［B-7］［B-8］と，
ʿAbdī III扉のタフマースブ印とアッバースの
ワクフ記録の書写に言及する注記［C-8］で
ある。

・ 原本との照合とタフマースブ印・ワクフ記
録の書写
本章冒頭に述べた通り，不動産目録伝世 3
写本の顕著な特徴が，いずれもタフマースブ
印の写しとワクフ記録を共有していることで
ある。前節で説明した通り ʿAbdī Iの印形は
（盗難・破損のため現在は写しになっている
が）オリジナルのものであったと見て間違い
なく，ʿAbdī II，ʿAbdī IIIは ʿAbdī Iから書写
されるという形式を踏んでいると見なせる。
ʿAbdī IIのタフマースブ印写し［B-9］は「司
書（kitābdār）が自らの字で書いた」と注記
があり，ʿAbdī Iを管理する司書の責任で写
されるという，正式な手続きを経て書かれた

ものだったことが分かる。
そしてこの印形書写の手続きに関連する情
報を伝えるのが，ʿAbdī III扉の［C-8］であ
る。［C-8］は［C-9］［C-10］と同様ワクフ
記録の下余白に書き込まれており，また筆跡
も［C-9］［C-10］と非常に似ている。

　かのお方（huwa）：廟から持ち出しては
ならないとの呪詛文言（laʿnat-nāma）が
付された原本（nuskha-ʾi aṣl）は新部門の
図書館（kitābkhāna-ʾi sarkār-i jadīdī）に
保管されているので，ここに述べた写本と
照合され（bā nuskha-ʾi maẕkūr muqābila 
shud），原本の冒頭（ʿunvān）にあった［尊
称略］シャー・タフマースブ―神がその証
明を輝かせんことを―とシャー・アッバー
スの印が「司書…［によって？：一部判読
不可］委ねられた（siparda）。［下線部は
右上に抬頭され，文中では小さな空欄が設
けられている］

ここで言及される，呪詛文言（アッバー
スのワクフ記録）を附され「新部門の図書
館」に保管された「原本」とは ʿAbdī Iで間
違いない。「ここに述べた写本（nuskha-ʾi 
maẕkūr）」が ʿAbdī Iと照合された上でタフ
マースブ印およびアッバース印（恐らくは
アッバース印を伴うワクフ記録を指す）を書
写されたことを説明していると考えられる
が，ʿAbdī IIIが「ここに述べた写本」と呼ば
れるのは不自然であり，［C-9］［C-10］の不
動産目録写本 Aと見なすのが妥当であろう。
［C-8］に日付はないが，この「原本」照合
記録との関連性を推測させる注記が，ʿAbdī 
II扉の以下の原本照合記録［B-7］［B-8］で
ある。

［B-7］「不動産目録原本と一致した写しで
あり，栄えたる保管庫に保管されている
（savād-i muṭābiq-i aṣl-i Ṣarīḥ al-Milk ast 
ki dar khizāna-ʾi ʿāmira żabṭ ast）［印章］」
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［B-8］「写し（savād）は新部門で栄えた
る図書館に保管されている不動産目録原本
（aṣl-i Ṣarīḥ al-Milk ki dar sarkār-i jadīdī 
dar kitābkhāna-ʾi ʿāmira żabṭ ast）と一致
する。丑年 1109年ラビー・アルアッワル
月下旬/1697年10月に照合された。［印章］」

この 2注記は筆跡も異なりそれぞれ異なる
印章の印形も伴うことから，実際の原本照合
記録と見なせる。［B-7］の「栄えたる保管庫」
に保管されているのは「写し（savād）」な
のか「不動産目録原本（aṣl-i Ṣarīḥ al-Milk）」
なのか判然としないが，［B-8］［C-8］で「原
本」の保管場所は新部門の図書館（前節参
照）とされていることから，「栄えたる保管
庫」にあるのは「写し」であろう。この「写
し」は ʿAbdī IIか，また ʿAbdī IIの「写し」（す
なわち ʿAbdī II系統の別写本）なのかもこの
記述のみからは定かではないが，ʿAbdī IIの
「写し」であればそのように記す（「この写本
の写しsavād-i īn nuskha」など）と考えられ，
ここでは「原本」に対し ʿAbdī IIが「写し」
と呼ばれていると見なすことは可能だろう。
これが正しいとすれば，ʿAbdī IIは「栄えた
る保管庫」に保管され，1107/1695–6年，サ
フィー廟に保管されていた「原本」ʿAbdī Iと
照合されたことになる。これは［C-8, 9, 10］
が伝える，恐らく ʿAbdī IIIの書写底本との
関連が考えられる不動産目録写本 Aの来歴
とかなり一致する。また［C-8］で ʿAbdī Iと
照合され，タフマースブ印が司書の手で書き
込まれた「ここに述べた写本」を ʿAbdī IIと
同定できるなら，ʿAbdī IIのタフマースブ印
およびワクフ記録は，その作成時よりかなり

後，中央の「栄えたる保管庫」に納付されて
以後に書き込まれたことになる10）。
以上の ʿAbdī II，ʿAbdī IIIのコロフォン，
扉注記の情報の検討が妥当であるとすれば，
ʿAbdī III扉に記録された不動産目録写本 A
は ʿAbdī IIであり，ʿAbdī IIのタフマースブ
印写し（恐らくアッバースのワクフ記録も）

は，ʿAbdī IIが廟から中央へ送られ保管さ
れた後，わざわざサフィー廟の ʿAbdī Iとの 
照合を行った上で加筆されたことになる。
［B-8］1109/1697年原本照合記録がこれに関
するものだとすれば，1107/1695–6年のイン
スペクションの 2年後，ʿAbdī III作成（1115）
の約 6年前である。そして ʿAbdī IIIは，「栄
えたる保管庫」に保管された ʿAbdī IIを用い
て作成されたと推定される。
以上，主に不動産目録 3写本の扉・コロ
フォンの情報に基づき，16世紀から 18世紀
初めにかけて 3写本が作成・保管された経緯
の再構成を試みたが，いくつか重要な疑問も
残る。まず，1090/1679年以降 ʿAbdī IIがサ
ファヴィー朝中央で管理されていたのであれ
ば，その約 25年後の 1115/1703年に ʿAbdī 
IIIが中央で作成され廟管財人に引き渡され
るまで，サフィー廟には「原本」として永代
保管されていた ʿAbdī I以外，廟不動産運営
実務で用いる不動産目録写本は無かったのか
という問いが，当然生じる。伝世が確認でき
ない他の写本の存在を想定する必要が出てく
る。また，ʿAbdī IIの中央（「栄えたる保管庫」）
への納付（スライマーン期にあたる），原本
照合とタフマースブ印・ワクフ記録の書き込
み（スルターン・フサイン期にあたる）が行
われた理由は何なのかも明らかではない。

10）	 ʿAbdī I扉右上に書かれたアッバースのワクフ記録はもとより扉のスペースを大きく占めるもので
はなく，同位置に書かれた ʿAbdī IIのワクフ記録写しも同様で，少なくとも写本画像で見る限り，
扉中央から下部に書き込まれた 2点の原本照合記録［B-7］［B-8］より後にその上部に，ʿAbdī Iの
ワクフ記録の位置を模して書写されたと見ても不自然ではない。ただし注記の書込みの順序は画像
からは判断できず，またペルシア語写本における写本扉の様々な注記（原本照合，フォリオ数確認，
購入・所有記録など）が慣習的にどのように書き込まれていくのか（扉のスペースを上部から使う
のか，下部からか）という問題に答えることも，現在のところ筆者の能力を超える。この点につい
ては，専門家の批判を請いたい。



48 アジア・アフリカ言語文化研究 別冊 1

しかし問いは残るとはいえ，ここから浮か
び上がるのは，伝世 3写本が密接な相互関係
を持ち，ʿAbdī II，ʿAbdī IIIの管理・写本作
成が廟と中央の連携のもとかなり厳格に行わ
れていたこと，そして「原本」に位置付けら
れた ʿAbdī Iが照合元として重要な役割を与
えられていたことである。このような写本作
成の経緯は，サフィー廟不動産管理のどのよ
うな状況が反映していたのか。次に，ʿAbdī 
II，ʿAbdī IIIの余白書き込みに関する情報の
整理を通し，この問題を検討したい。

2．ʿAbdī II，ʿAbdī III余白書き込みが示す 
不動産目録改訂版の作成と写本の管理

ʿAbdī II，ʿAbdī III写本が「原本」ʿAbdī I
と異なる重要な特徴は，その余白の書き込み
と，それが不動産目録のテキストにもたらし
ていった変化である。この余白書き込みは注
目されていなかったわけではないが11），そこ
にいかなる情報が加筆され，廟の財産管理と
どのような関係があったと考えられるのか，
本格的に扱った研究は現在のところない。こ
こでは，ʿAbdī II，ʿAbdī IIIそれぞれの余白
加筆の方法と，加筆された情報の種類・傾向
についての基本的な情報を，サフィー廟の中
核的な不動産群であるアルダビール郡部物件
を事例に整理し［資料 2］，それが前章に見
た ʿAbdī II，ʿAbdī III写本の作成とどのよう
に関わっていたと考えられるのかを検討する。

2.1 余白書き込みの方法
まず余白書き込みが行われたのは，ʿAbdī 

IIである。加筆されているのはページの左

右上下の欄外および目録各部末尾の余白であ
り，本文と異なる複数の筆跡が用いられてい
る。この筆跡の判別・分類は加筆プロセスに
関わる重要な情報であるが，筆者にこれを行
う力はない。
加筆方法は多様だが一定の形式もあり，
様々な内容の注記（後述の文書調査記録な
ど）は神の名「かの方（huwa）」で始まる
一種の文書形式を取り，文書や文書中の物
件情報の引用を行う場合は，文書名（証書
qabāla，ワクフ文書 vaqfīyaなど），物件名（村
qarya，枝村mazraʿaなど），または単純に「項

（bābat）」という表題を文字を引き伸ばした
形式で記す。末尾に書き足しを防ぐ「余白
（bayāż）」の記号を付された書き込みも多い。
一方，ʿAbdī IIIの書き込みは，基本的に

ʿAbdī IIの書き込みを一部省略・整理して書
写したものと見なせる。筆跡は本文と同一で，
別筆跡による新たな加筆は見当たらない。し
かし占有状況など情報が更新された箇所や，
ʿAbdī IIで追加された物件情報が削除されて
いる箇所など，情報のアップデートが行われ
ている。前章の写本作成経緯に関する仮説を
採用するなら，これらの情報更新は中央で行
われたことになる。
［資料 2］で書き込みのデータ抽出を行っ
たのはアルダビール郡部 53物件のみである
が，全体の加筆状況も把握しておこう。不動
産目録第 1部は，全体に欄外に加筆が見られ
る。しかし不動産目録編纂時に証拠文書が発
見されず，後の確認・追補のため空欄が設け
られている第 2部の物件は，物件ごとの占有
（taṣarruf）情報が記載されている以外，3箇
所加筆があるのみである12）。編者アブディー

11）	 近年，サフィー廟とその運営制度についての包括的な研究を行ったロトフィーは，サフィー廟ワク
フ財・不動産に関する第 3章で不動産目録を史料とし，写本の欄外書き込みがサフィー廟の不動産
経営に関わるものであることを指摘しているが［Luṭfī 1395Kh: 160］，具体的な欄外の読解・分析
は行っていない。

12）	 アルダビール都市部のカナート（ʿAbdī IIでは余白，ʿAbdī IIIでは新項目立項），アルダビール郡部
Akhtākhānaにイスマーイール勅令（928年ラジャブ月 10日 /1522年 6月 5日付）の写し［ʿAbdī 
II: 322; ʿAbdī III: 322］（本論集小野論文参照），ギャルムルードのQarācha Qiyāy（ʿAbdī IIではワ
クフ文書 vaqfnāma引用，ʿAbdī III新項目立項）。
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が想定していた追捕はさほど行われなかった
のである。しかし，終章のサファヴィー家に
帰属する不動産，終章補遺のワクフ文書から
写された物件一覧，最後の「慈善の食事」に
も加筆があり，収録物件はかなり網羅的に調
査されていることが分かる。

2.2 書き込みの種類とその背景
余白書き込みの内容は多岐にわたるが，お
よそ以下の 4種類に分類することができる。
2.2.1 占有（taṣarruf）記録

taṣarrufとは，廟が物件の用益権を掌握
しその収益を得ていることを意味する。こ
の情報は「占有されている /いない（dar 
taṣarruf ast/nīst）」（［資料 2］t-a/t-n），また
は占有が回復されたことを示す「占有に入っ
た（ba/dar taṣarruf dar āmad）」の定形表現
で，ほぼすべての物件に加筆されている。余
白書き込みの最も基本的な追加情報と言っ
てよい。ʿAbdī IIでは持続的な占有を強調す
る「古くから現在まで恩寵の徴ある廟の占
有にあり現在もそうである」という表現（t-
a+）も用いられるが，ʿAbdī IIIではすべて簡
略化されている。ʿAbdī IIIでは占有状況が変
化している物件もあり，また ʿAbdī IIで占有
外とされた物件にしばしば「調査されるべき
（taḥqīq namāyand）」「登録されるべき（żabṭ 
namāyand）」と調査・登録を指示する加筆
がなされている。
占有が回復された物件として特に目につく

のが，サファヴィー家の傍系親族集団である
シャイハーヴァンド Shaykhāvandのソユル
ガル（手当）とされていた物件である。近藤
論文が示すように，シャイハーヴァンドはサ
ファヴィー朝君主の信頼のもと多くの廟管財
人を輩出してきたが，アルダビール郡部物件
の税収をソユルガルとして支給され，その物
件を実質的に占有していた13）。アルダビール
郡部物件では 10/53件がシャイハーヴァンド 
の占有下にあったことが書き込みで確認でき 
るが，それらの不当に（ba-khilāf-i ḥisāb）占 
有されていた物件がヒジュラ暦 1070年代初
頭に廟の占有に戻されたのである14）。このヒ
ジュラ暦 1070年代初頭における廟不動産管
理の変化については，以下 2.2.4で確認する。
2.2.2 管理状況
占有された物件には，しばしば土地・収益
の管理に関わる加筆がある。廟に帰属する不
動産は，賃貸により運営されることが多かっ
たようである15）。特に占有の回復が記録され
た物件には，しばしば当該物件が賃貸に出
されたとの情報が，「賃貸にされた（ba-ijāra 
dāda shuda）」という定型表現により加筆さ
れている。借地人名・契約開始期（「卯年初
めから」など）・賃貸料（「毎年穀物～～ハ
ルヴァールで har sāl ba-miqdār-i ~~ kharvār 
ghalla」など）・契約文書（「［tamassukなど
文書名］に従い az qarār-i ~~」）が詳細に記
載される場合もあり，賃貸契約文書が参照さ
れていると考えられる16）。収入の徴収方法に

13）	 シャイハーヴァンドについては羽田［1988: 40–43］，シャイハーヴァンドによるアルダビール郡部
のサフィー廟不動産の専有については Rizvi［2000: 143–145］。

14）	 例えばアルダビール郡部 Būsjīn村の余白には「上記の村は付属地とともに丑年 1074［1072の誤
記］年至高なる命令により占有に入った。以前はシャイハーヴァンドの長達が不当に（ba khilāf-i 
ḥisāb）占有していた。上記の村の諸税（māl va jihāt）は彼らのソユルガルに定められており，上
記の［村］は賃貸に出された［後略］」［104］とある。

15）	 ワクフ地の賃貸については［ラムトン／岡崎訳 : 240］。レザー廟の財務台帳，アワールジャ帳簿の
書式の構造を明らかにしたホセインザーデ研究で事例に示される台帳でも，レザー廟のワクフ地が
賃貸により経営されている例が見える［Ḥusaynzāda 1387Kh: 28］。

16）	 一例としてアルダビール郡部Kārīm村の賃貸契約に関する書き込みは，「Kārīm村と Jūrīm枝村
とQūrīlkashlūは，丑年 1074［1072の誤記］年至高なる命令により占有となり，賃貸に出された。（以
下，別筆跡による加筆）Kadkhudā Shāh Ḥusaynと上記の村の農民の 1071年ズー・アルヒッジャ
月付の証書（tamasssuk）に基づき，Kārīm村と Jūrīmを 530 chārkaの穀物で賃貸し，その額は
割付書保持者達に納付されている。［後略］」［136］となっている。別筆跡となっている後半部 ↗
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関わる書き込みもあり，それは割付書保持者
（arbāb-i ḥavālāt），すなわち廟のための様々
な支出を管理する役職へ割付書（ḥavāla）を
発行し，収益徴収を委託する方法によってい
る。そこでは「毎年その収入は割付証保持
者（arbāb-i ḥavālāt）に割り当てられている」
（アルダビール郡部 Alārūq村）［72］，「寅年
に Shāhvirdī Āqā Qūshchīが提出した保証
書（iltizām-nāmcha）に基づき，規定により
穀物 25 chārīkaのその取り分の額を全て割
付書保持者らに与えた」（Khvājīm村）［118］
などの表現が用いられる。廟の不動産経営の
実態を示す興味深い史料といえるが，このよ
うな書き込みはすべての物件に付されている
わけではなく，多くの場合占有が回復され運
営状況が変化した物件に，関連文書に基づき
付加的に記載されている傾向が見られる。
2.2.3 物件情報の追加，物件の追加
物件情報の追加とは，四囲，村名同定，村
落の併合などによる帰属の変化などの情報の
修正・追加である。物件の追加は，「原本」
に収録されていない物件の追加である。これ

は 2通りあり，一つは不動産目録編纂時に
見落とされていた物件の情報が文書発見・確
認により追補されたケースで，情報が不動産
目録完成の 977/1570年以前の年号を持つ場
合がそれにあたる。もう一つは，不動産目録
編纂後得られた物件（新規の物件，または
既存の物件の未所有の部分の獲得）である。
ʿAbdī IIに加筆された新規物件は，ʿAbdī III
ではしばしば本文に繰り込まれ，新項目とし
て立項されている。
不動産目録編纂後に獲得されたサフィー廟
不動産物件には，シャー・アッバース時代の
スィパーハーニー版不動産目録（解題参照）

の収録物件がある。ʿAbdī IIの書き込みでは，
スィパーハーニー版は「Shaykh Shaīf Beg
の管財職時代の新しい不動産目録（ṣarīḥ al-
milk-i jadīd）」として数カ所で言及されてい
る。これは，スィパーハーニー版でアブディー
版収録物件の未所有部分の獲得が行われた
り，占有状況の変化が生じている場合に参照
されているようである17）。旧部門の財産管理
では，この二つの不動産目録が必要に応じ参

↗ は，賃貸契約文書の情報を後から加筆したと考えられる。実際これら賃貸契約の書き込みには対応
する文書がアルダビール文書に確認できるものもあり，Shaykh al-Ḥukamāyī［2009］によればア
ゼルバイジャン地方メシュキーンMishkīnのUnār村［181］，Unār郡Khalīlābād村，Arjaq村
［182］には賃貸契約文書写しが（Bāygānī-i Awqāf no. 54-3/r.638; Bāygānī-i Awqāf no. 54-2/r.639; 
s.25835/r.416-4），同じくメシュキーンで余白に追補された Kavīr村［194］には廟管財人の命令書

（ḥukm）写し（s.25817/r.415-2）・賃貸契約文書写し（Bāygānī-i Awqāf no. 108/r.640）が確認で
きる。最初のUnār村については，阿部論文で現存文書との照合がなされているので，参照されたい。

17）	 例えばアルダビール郡部Khawra Shīrānでは，管財人シャリーフ・ベグがシャイハーヴァンドの
ソユルガルで不当占拠されていた地所を占有下に戻し，1037–38/1627–29年に地所を追加購入し
て当該村全部を廟の帰属としたことが，以下のように加筆されている。「上記の村の諸税はシャイ
ハーヴァンドの長達のソユルガルに定められていたので，以前は古いワクフであり恩寵の徴ある廟
に属していたその所有権を誤って占有していた。故シャイフ・シャリーフの管財時代に適正にされ，
新しい不動産目録（ṣarīḥ al-milk-i jadīd）に記した証書に従い，上記の管財人に定められた」［ʿAbdī 
II: 118］。これはスィパーハーニー版の 3文書（AH1037年 1月，1038年 2月 30日，1038年 2月）

［Ṣipāhānī II: 63b–65a］に対応する。サラーブの Farkūs村は，「古い帳簿（dafātir-i qadīm）とシャ
イフ・シャリーフ・ベグの管財人時代に作成された新しい不動産目録（ṣarīḥ al-milk-i mujaddad 
ki dar ayyām-i tawliyat-i Shaykh Sharīf Beg qalamī shud）の記録に基づき」［ʿAbdī II: 236; ʿAbdī  
III: 238］とあるが，当該物件はスィパーハーニー版で確認できなかった。メシュキーンMīr ‘Alī
村はスィパーハーニー版で AH1037年 2月 14日付証書により 8地所が新たに獲得されているが
［Ṣipāhānī II: 119a］，この情報はアブディー版欄外に記録されている（ただし日付が 1027年となっ
ている）［ʿAbdī II: 198; ʿAbdī III: 199］。また同じくメシュキーンの新規獲得物件 Parnīq村は，ア
ブディー版書き込みではヒジュラ暦 1000年 5月 1日付で半分（売主 Shāhrukh Beg b. Ḥusayn 
Āqā）が，スィパーハーニー版では 1032年 2月付で半分（売主 Ibrāhīm Muḥammad Beg Ṣafavī）
［Ṣipāhānī II: 55b–57a］が購入されており，全村が所有となったことが確認できる。
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照されていたことがうかがわれる。しかしそ
れを踏まえても，今回事例としたサフィー廟
不動産が集中的に所在するアルダビール郡部
でも，それほど多くの新規物件が獲得されて
いるようには思われない。
サフィー廟に獲得された新たな不動産を不
動産目録に書き込み管理しようとする行為
が，どこまで厳密な制度として行われていた
のかは不明である。ʿAbdī IIは廟保管文書の
情報に基づき物件情報の追加を積極的に行お
うとしており，偽書とされる『ティムールの
ワクフ文書』収録物件［313–314］をはじめ
複数の物件を追加しているが18），ʿAbdī IIIで
は削除されている。2つの不動産目録が旧部
門管理下の日常的業務，占有下の不動産や賃
貸契約の変化をどれほど正確に記録している
のか，廟の運営部門の業務実態の解明やアル
ダビール文書との照合が必要であり，今後の
課題である。
2.2.4 文書調査記録
ここまでに見た書き込みの種類，特に 2，

3はサフィー廟に保管された文書の調査に基
づいている。ʿAbdī IIの加筆の多くが，廟で
の関連文書の発見・確認の記録という形で
行われていると考えて良いだろう。このよう
な文書調査の痕跡として特に多いのが，アッ
バース 2世時代の 1074年ラビー・アッサー 
ニー月/1663年11月の日付を持つ文書調査の
記録である。「祝福された光り輝く神聖なる
廟の文書を調査していた 1074年 4月に（ba-
tārīkh-i shahr-i Rabīʿ al-thānī ki mulāḥiẓa-ʾi  
asnād-i āstāna… mī-namūd）［文書が］確認
された（ba-naẓar rasīd）」という定形表現で，

同一の筆跡，つまり同時期にまとめて加筆さ
れたと考えられるものである。同様の書き込
みはスィパーハーニー版にも数件確認され，
旧部門不動産についてかなり大がかりな文書
調査が行われたことがうかがわれる。ʿAbdī 
IIの書き込みの全体的傾向として，ヒジュ
ラ歴 1072～74/1661～63（丑年～卯年）の日
付の，前述のシャイハーヴァンドの占有物件
を含む物件の占有回復や，文書確認の記録が
多い19）。これはこの時期に廟不動産の総合的
調査が行われたことを示唆しており，上記の
文書調査記録は，その終盤に行われたものと
推測される。
この調査は，アッバース 2世時代のサファ
ヴィー朝下の聖廟ワクフの総合的な管理制度
の刷新と関わりがあると考えられる。この時
代の宮廷史書『世界を飾るアッバースの歴
史』は，「いと高き聖廟のワクフ財管理部門
（sarkār-i mawqūfāt-i ḥażrāt-i ‘ālīyāt）を整
備（nasaq）すること」（1066–67/1655–57）
［Jahān-ārā: 621–622］において，「シャー・
アッバース（navvāb-i gītī-sitān-i firdaws-
makānī）のワクフであり，その聖法に基づく
管財人位はワクフ設定者が定めた規定に従い
陛下（＝アッバース 2世）である，14人の
無謬なる方（預言者ムハンマド・娘ファー
ティマとシーア派 12イマーム）の，スィド
ラ樹の位階と天国の階梯を持ついと高き敷居
のワクフ」の支出超過状態を調査・整備した
とある。恐らくこれとともに，サフィー廟で
も不動産の総合的調査が行われたのであろ
う。ʿAbdī IIのヒジュラ暦 1074年文書調査
記録の書き込みは，ʿAbdī IIIでは削除されて

18）	 ギーラーン地方では 1003年 4月/1594年 12月 –1595年 4月付証書（qabāla）に基づく土地（qiṭ‘āt）
［294］，シールヴァーン地方では「財庫にあったワクフ文書（vaqfnāmcha dar khizāna）」（日付な
し）に基づき 7村［310］，オルドゥーバードでは Ibrāhīmなる改宗者（jadīd al-Islām）の 1029
年 4月/1620年 3–4月付ワクフ文書に基づき土地 4件（qiṭ‘a）［165］の情報が加筆されているが，
占有情報の記録はなく，ʿAbdī IIIでは消えている。

19）	 アルダビール郡部の書き込みではヒジュラ暦 1074年丑年となっているがこれは誤記であり，第 2
部の書き込みの卯年が正しい。この時期のヒジュラ暦・トルコ暦の対応は，1070 Tungūz/1659己
亥–1660庚子，1071 Shīchqān/1660庚子–1661辛丑，1072 Ūd/1661辛丑–1662壬寅，1073 Bārs/ 
1662壬寅–1663癸卯，1074 Tūshqān/1663癸卯–1664甲辰［‘Abbās-nāma: 251, 287, 304, 315, 328］。 
サファヴィー朝の公式暦としてのトルコ暦については，後藤［2008］参照。
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いる。ʿAbdī III作成時には，もはや不要な情
報とみなされたと考えられる。

以上，概観的ではあるが ʿAbdī II，ʿAbdī 
III余白書き込みの傾向からうかがわれるの
は，サフィー廟で行われた ʿAbdī IIの書き込
みに見える不動産物件の追加や管理情報の加
筆は必ずしもシステマティックに行われては
おらず，廟の不動産運営・管理に何か変化が
あるたびに加筆されるというものではなかっ
たのではないかということである。書き込み
はアッバース 2世期に行われた総合的な物
件・文書調査の中で集中的に行われたものが
多かったと考えるべきであろう。だがこの調
査により，アブディー版不動産目録には少な
からぬ変化が生じたと考えられる。
そしてこれが，前章に見た ʿAbdī II，ʿAbdī 

III写本の作成経緯にも関わっているのでは
ないだろうか。この観点から，3写本の作成・
管理に関わる仮説をもう一度検討しよう。
本稿では，最も古い伝世写本 ʿAbdī Iは不

動産目録完成後に作成されシャー・タフマー
スブに献呈されたというモートンの説を踏襲
した。ʿAbdī Iはその後シャー・アッバース
の蔵書としてサフィー廟にワクフされて永代
保管され，アブディー版の「原本（aṣl）」の
地位を与えられていくことになった。同時に
サフィー廟には，正確な作成時期は不明だが
シャー・アッバース治世以後に作成された
ʿAbdī IIが不動産運営実務に利用され，アッ
バース 2世時代に実施されたワクフ財の総
合的調査で，不動産管理の実態に関わる占
有（taṣarruf）の情報のほか，廟に保管され
た文書やスィパーハーニー版不動産目録から
様々な情報が加筆された。ʿAbdī IIIの［C-8, 
9, 10］が伝える後代の情報に従えば，この
時点で ʿAbdī IIには ʿAbdī Iのタフマースブ
印・アッバースのワクフ記録写しは無かった
と考えられる。
その後の ʿAbdī IIの保管については，ʿAbdī 

III扉に恐らく後代加筆された［C-8, 9, 10］

が伝えていると本稿では推定した。スライ
マーン期の 1090/1679年に ʿAbdī IIは中央の
「栄えたる保管庫」に納付されて 20年近く
蔵書として管理される。そしてスルターン・
フサイン期の 1109/1697–8年，サフィー廟
で ʿAbdī Iと照合後，タフマースブ印および
ワクフ記録が書写された。そしてその約 6年
後の 1115/1703年，ʿAbdī IIの余白書き込み
を整理し，文書調査記録など不要になった情
報の削除や新規物件の項目の追加を行った改
訂版不動産目録写本として ʿAbdī IIIが作成
され，廟管財人に渡された。

1.2ですでに述べた通り，この ʿAbdī III扉
［C-8, 9, 10］が伝える ʿAbdī IIの廟から中央
への移動にはその理由や背景について多くの
疑問が残り，当時のサフィー廟のワクフ財管
理に関するサファヴィー朝中央と廟管財人の
政策などを踏まえ，さらに検討を要する問題
である。しかし，ʿAbdī IIが中央に保管され，
その後かなり経ってから ʿAbdī IIIの作成の
数年前に ʿAbdī Iと照合されたことは，ʿAbdī 
IIの［B-7, 8］からも裏付けられることであ
る。ʿAbdī Iとの照合及びタフマースブ印・
ワクフ記録の書写は，ʿAbdī IIに基づく「改
訂版」を作成するにあたり，ʿAbdī IIを不動
産目録の正式な写本として認証する手続き
だったのではないだろうか。また，これも推
測にとどまることだが，ʿAbdī IIIが新たな不
動産目録写本として作成されるとともに，「旧
版」となった ʿAbdī IIも再度廟に戻され，保
管されたのではないだろうか。それにより，
ʿAbdī IIが ʿAbdī I，ʿAbdī IIIとともにサファ
ヴィー朝滅亡後もサフィー廟に保管され続け
たことが理解できる。
以上のような伝世 3写本の相関から明らか
になるのは，ʿAbdī Iを「原本」とし，その
他の写本をその「写し」と位置づけ，タフマー
スブ印・ワクフ記録の書写をその「写し」の
正当性の印とする不動産目録写本の厳正な管
理のありかたである。ʿAbdī IIIのタフマース
ブ印・ワクフ記録の書写がいつ行われたの
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かの記録はなく，本研究で利用した ʿAbdī III
写本画像ではタフマースブ印が一部のみしか
見ることができないため，その文言を確認す
ることはできなかったが，「改訂版」として
作成され決して ʿAbdī Iには基づいていない
ʿAbdī IIIのタフマースブ印・ワクフ記録写し
も，やはり ʿAbdī Iから書写されたと考えら
れるのではないだろうか20）。ʿAbdī IIIの管理
についてもう一つ解明すべき問題は，ʿAbdī 
IIIの底本と考えられる不動産目録写本を追
跡調査する注記［C-8, 9, 10］が，なぜ後代
（可能性としてはサファヴィー朝滅亡後）に
追加されたのかということである。これにつ
いても現時点では仮説を示すにとどめざるを
得ないが，写字生コロフォン［C-4］が示す
底本「栄えたる保管庫（khizāna-ʾi ʿāmira）
に登録されている写本」の素性を説明するた
めのものであったのではないだろうか。「栄
えたる保管庫」での保管についての言及は
ʿAbdī IIIと多くの共通点を持つ ʿAbdī II扉
［B-7, 8］にも存在するが，さらに写本が保
管庫に納付された年代やインスペクションの
記録，ʿAbdī Iとの照合についての記録を何
らかの資料に基づいて収集し，ʿAbdī IIIの作
成経緯に関わる情報として記録したのが［C- 
8, 9, 10］であった可能性がある。その典拠
が何だったのか，また［C-9］の，ʿAbdī II
と見なしうる不動産目録写本の廟管財人から
宮廷（dargāh-i muʿallā）への送付という記
述の意味（「この度 dar-īn vaqt」とはいつの
ことなのか）も含め，［C-8, 9, 10］について
はまだ解明しなければならない問題が多い。
しかし，このような注記により，ʿAbdī IIIの
サフィー廟不動産目録写本としての来歴につ
いて検証することがサファヴィー朝滅亡後ま
で重視されていたのだとしたら，サフィー廟
のワクフ財の正当性の根拠としての不動産目
録の真正性を，その写本の管理の厳正さに

よって維持するという規範が生き続けていた
ことを示すのではないだろうか。
本稿の検証過程でも示されてきた通り，伝
世 3写本以外にもアブディー版不動産目録写
本は存在し，写本作成や不動産管理で使用さ
れた可能性はある。しかしその中で，この 3
写本が伝世したのは，「原本」およびその正
式な「写し」の印を持つ写本としての重要性
を与えられていたことと，無関係ではないだ
ろう。
アブディー版不動産目録伝世 3写本の情
報，その本文テキストのみならず，3写本が
持つ写本としての形態的特徴・異同と変化
は，このようなサフィー廟財産管理制度の中
での不動産目録写本の管理の実態を考慮に入
れ，読み解いていく必要があるのである。

おわりに

本稿では，アブディー・ベグ版不動産目録
の 3写本の扉・コロフォンおよび余白書き
込みの異同が，サフィー廟財産管理における
不動産目録写本の作成・管理・利用をどのよ
うに反映しているのか，これまで注目されて
こなかったその基礎的情報を整理しつつ，検
討を試みた。アブディー版不動産目録写本の
最大の特徴は，学術・文学作品写本のように
原テキストを可能な限りそのまま複写した
（ゆえに異同は基本的に不本意の誤りとして
生じている）写本とは異なり，改訂により段
階的に変化していった写本だということであ
る。これは不動産目録を史料として扱ってき
た研究者には既知のことであったと思うが，
その改訂・変化のプロセスが反映したテキス
トは，サフィー廟の財産管理制度がサファ
ヴィー朝中央との関係でどのように運営され
たか，その中で不動産目録写本がいかなる役
割を担うものとして作成・管理・利用された

20）	 確実な手がかりとなるわけではないが，ʿAbdī IIIのワクフ記録は母音記号などが ʿAbdī IIより丁寧
に写されており，母音記号のない ʿAbdī IIのワクフ記録写しからの書写とは考え難い。
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かを把握しなければ，正確に理解することは
できないものである（これは将来，不動産目
録のより正確な校訂が行われるためにも重要
な課題となる）。
本稿の目的は，まずその解明の基礎的作業
として，3写本の形態的特徴と余白書き込み
が伝える情報を整理し，その情報が伝える範
囲で 3写本の作成・管理のプロセスを再構
成することだったが，十全な実証に基づく仮
説を示しえたとは残念ながら言えない。3写
本の成立背景を明らかにするには，サファ
ヴィー朝期のサフィー廟財産管理制度の実態
（文書・帳簿の作成・管理や事務処理プロセ
ス）とその君主・廟管財人の時代ごとの変化
について，より具体的な解明が必要である。
また余白書き込みの分析には，その原本であ
るアルダビール文書との照合が不可欠である
が，今回はそこまでは至れなかった。しかし，
伝世 3写本が帯びる独自の特徴がサフィー廟
財産管理制度においていかなる意味を持ちえ
るのか，その基本の情報を整理し問題を提起
するという目的は果たしえたと思う。
ʿAbdī II，ʿAbdī IIIの書き込みについては，
今回はその全体的傾向と部分的事例を紹介す
るに留まったが，全件の筆跡の異同も含めた
正確なデータの抽出は，サフィー廟の未刊行
文書・財務記録史料の将来的な研究のための
必須の作業である。また余白で用いられる術
語・定型表現は，財務運営技術やワクフ地運
営制度に関する重要な史料となるだろう。ま
た不動産目録写本の本文・書き込みが伝える
サフィー廟不動産の変化は，サファヴィー朝
滅亡後の関連史料（アルダビール文書のほ
か，オスマン朝史料［Bilgili 2009］，本論集
阿部論文が扱う 19世紀の改訂版不動産目録
など）と照合することで，サファヴィー朝成
立以前から滅亡後までのサフィー廟の財の長
期的な変化の追跡を可能にすると思われる。
最初に述べたように，従来不動産目録はサ
フィー廟の財の獲得・集積の研究の史料とし
てその本文テキストが重視されてきたが，財

の管理とその変化については，写本が示す変
化の情報が重要な意味を持つのである。これ
らの研究は，今後の課題としたい。
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資料 1　アブディー・ベグ版不動産目録 3写本：コロフォン・扉・その他の異同
1-1　3写本の概要

ʿAbdī I【A】 ʿAbdī II【B】 ʿAbdī III【C】

①作品開始前 白紙 2葉，第 1葉 rectoに盗難・
補修後の注記［A-3］

白紙 2葉 （本稿で参照した写本画像から
は不明）

②扉［1a］ アッバース 1世ワクフ記録・印
章位置（現物は破損）［A-4］
・ 書き込み 1＝フォリオ数確認
記録 1［A-5］

・ アッバース 1世ワクフ記録・
印章位置写し［B-3］
・ 書き込み 5＝総フォリオ数確
認記録 3［B-4, 5, 6］，原本照
合記録 2［B-7, 8］

・ アッバース 1世ワクフ記録・
印章位置写し［C-5］
・ 書き込み 5＝総フォリオ数確
認記録 1［C-6］，原本照合記
録 1［C-8］，写本作成に関す
る注記 3［C-7, 9, 10］

・ アッバース印

③作品開始部
タフマースブ印

書き込み 2：印章位置と盗難の
注記［A-6］

印章位置写し：司書
（kitābdār）が書いたとの注記
［B-9］

裁断により欠落，写本画像では
下部の一部のみ確認可能 
［C-11］

④第 1部 ・ アルダビール郡部第 3物件項
目 Ibrāhīmābād村の欠落
・ Garmrūd物件 Shāhmīr，

Ṭārūn，Sharafābādの配列
誤りを赤字注記［121a］

・ Ibrāhīmābād村の追補［98– 
100］（表題のみ本文［98］ 
末尾，テキストは［99–100］
欄外）

・ Garmrūd物件の配列誤りな
し・注記なし［269–271］

・ Ibrāhīmābād村の追補［97］
（欄外のみ，本文挿入せず）

・ Garmrūd物件の配列誤りな
し［270］

⑤第 2部 ・ Ganja項目位置の誤りを赤字
注記［154a］

・ Ganja項目位置の誤り踏襲
（注記なし）［329］

・ Ganja項目位置の誤り踏襲
（注記なし）［329］

⑥終章・colophon-1 ・ 欄外追補（曜日）［A-1］ ・ 欄外追補を本文挿入［B-1］ ・ 【B】と同じ［C-1］

⑦終章附記 
（radīf-i khātima）・
colophon-2

・ フォリオ数確認 1［A-2］ ・ コロフォン前「不動産目録編
者の手跡の写し」［B-2］

・ 【B】と同じ［C-2］

⑧慈善の食事（āsh-i 
ḥalāl）

・ 乱丁で⑤第 2部中に入る。独
立フォリオ（⑦に連続せず）

・ 第 2ḥarf空白：別筆跡書き込
み（他写本に反映せず）

・ ⑦に連続
・ 第 2ḥarf：2ワクフ物件追補

・ ⑦に連続
・ 第 2ḥarf：1ワクフ物件追補
（第 1物件後途絶，第 2物件
欠落，1フォリオ落丁？）

⑨作品終了後 ［172b］「古い帳簿（daftar-i 
qadīm）」からの複数村落の項
目（粗い別筆跡・インク）

［385–393］ティムールのワク
フ文書→終了（コロフォン・他
書き込みなし）

［373–390］ティムールのワク
フ文書→［391］vaqfnāmcha
（897/1491-2）→終了
・ 写字生コロフォン［C-4］
・ アッバース印（②と同一）

⑩余白書き込み ・ 同筆跡（写本作成時の注記）

・ 粗い別筆跡による書き込みが
あるが，他写本に反映せず

・ 複数筆跡 ・ 同一筆跡
＝【B】を整理・一部本文繰り
込み

【A】ʿAbdī I（Mūza-ʾi Millī-i Īrān 3718）
・ フォリオ数（画像による確認）：白紙 2＋本文 171＋白紙 1＝174。本文 verso右肩記載の番号は 125b
が誤記により 126bに（本稿は記載フォリオ番号に従う）

・ 成立年：不明（写字生コロフォンなし），恐らく作品完成直後［Morton 1974: 33］
・ 多種の色インク（赤・青・金・緑），ナスタアリーク書体とナスフ書体（主にアラビア語）を使い分け
・ 乱丁：第 2部Marāgha・Mughānāt［153b］とGanja［154a］の間に「慈善の食事」［4 foll］が挟ま
る（フォリオ番号記載後に生じた乱丁）。「慈善の食事」開始ページ裏面は白紙（前の内容と連続して
書写されていない）で，第 3フォリオの末尾に以下のフォリオ数記録：

・ 挟み込まれた紙片＝2枚［本稿参照写本画像 36–39］：大小の紙片，村落の一覧。
・ 本文終了後［171b］；1ページ分の「古い帳簿（daftar-i qadīm）」からの複数村落の項目（粗い別筆跡・
インク）
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A-1 ⑥colophon-1=終章（khātima）末尾［170b］：執筆終了年 977年シャッワール月 1日/1570年 3
月 9日，「新年（977年シャッワール月 3日：巳年→午年）の 2日前」［1569–70己巳→庚午］

A-2 ⑦colophon-2=終章附記（radīf-i khātima）末尾［172a］：日付なし，編者名 ‘Abdī Begの自称
左脇にフォリオ数確認記録「神聖なる敷居の旧部門の不動産目録（ṣarīḥ al-milk-i sarkār-i qadīmī）」

A-3 ①作品前に挿入された白紙（2葉）第 1葉 rectoの注記：上部縁中央部に黒インクの書き込みを消
去した跡と見られる黒いシミ（消された字の跡があるが，判読不可），左脇に書き込み。

A-4 ②扉：アッバース 1世ワクフ記録［1a］：破損箇所に新しい紙が継がれ筆跡を再現，古い紙のテキ
スト残部はインクで黒ずんでいる（A-3第 1葉同様）。

A-5 ②扉：フォリオ数確認記録［1a］：175（現存総フォリオ数と対応）

A-6 ③作品開始部（タフマースブ印）［1b］：タフマースブ印の写しに関する書き込み 2点（補修跡の上）

【B】ʿAbdī II（Mūza-ʾi Millī-i Īrān 3719）
・ フォリオ数（画像による確認）：白紙 2＋作品本文 193＋白紙 1＋ティムールのワクフ文書 5＋白紙 3
・ 成立年＝不明（写字生によるコロフォンなし）

・ 丁寧に作成された写本，ʿAbdī Iほど装飾的ではない：色インクは赤のみ，ナスタアリーク体，アラビ
ア語にナスフ体
・ 落丁：第 1部アルダビール郡部 119–120の間で欠落（Dalbisābād～BQrābād，ʿAbdī Iで 7ページ＝3 

foll.相当）。フォリオ確認記録［B-4］の日付 1199/1784–5年以降に起きたと推測される。
・ 挟み込まれた紙片＝なし
・ 本文終了後：白紙 1＋ティムールのワクフ文書［385–393］
B-1 ⑥colophon-1=終章（khātima）末尾［368］：ʿAbdī Iの欄外書き込み（曜日）が挿入

B-2 ⑦colophon-2=終章附記（radīf-i khātima）末尾［372］：ʿAbdī Iと異なる書き方「不動産目録編
纂者の手跡の写し」→ʿAbdī IIIに継承
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B-3 ②扉：アッバース 1世ワクフ記録［1a］：ʿAbdī Iと同位置。

B-4 ②扉：フォリオ数確認記録 1：日付（1199/1784–5）・確認者印章あり。200＝テキスト 195＋白紙
5（前 2＋後 3）

B-5 ②扉：フォリオ数確認記録 2：日付なし，確認者印章あり。204＝テキスト 199＋白紙 5

B-6 ②扉：フォリオ数確認記録 3：日付なし，確認者印章あり。テキスト 199＋白紙冒頭 2＋末尾 5（計
204）＋追加 2＝206

B-7 ②扉：原本（aṣl）照合記録 1：日付なし，確認者印章あり

B-8 ②扉：原本（aṣl）照合記録 2：日付あり（丑年 1109年ラビー・アルアッワル月下旬），確認者印
章あり

B-9 ③作品開始部（タフマースブ印）［1］：司書による書写

【C】ʿAbdī III（Kitābkhana-ʾi Millī-i Īrān 2734）
・ フォリオ数（画像による確認）：（画像からは挿入白紙数不明）本文 196（本稿では記載ページ番号に依
拠する）

・ 成立時期・写字生［C4］：書写年 1115/1703–4年，写字生 Jalāl al-Dīn Muḥammad Sharīf Ḥusaynī
・ 落丁＝2箇所（現時点での確認）：第 1部アルダビール郡部 121–122間（Zara Nās~Yāmchī＝ʿAbdī II
で 2ページ相当，1フォリオ落丁の可能性？），「慈善の食事」末尾 RWSh，DWSh，Khurramābād
村（<Marāgha）の項で終了（verso最後まで）［374］，ʿAbdī IIの Chushk va Ārāyish（<Qazvīn）（2ペー
ジ相当）が無し（1フォリオ落丁の可能性？）

・ 挟み込まれた紙片＝1枚［参照写本画像 371］「マラーガのワクフ地の写し（ṣūrat-i mawqūfāt-i maḥāll-i  
Marāgha）」

・ 本文終了後：ティムールのワクフ文書［373–390］＋1ページ分のワクフ文書 vaqfnāmcha（897/1491-2
年付）写し［391］

・ アッバース印（ʿAbbās banda-ʾi Shāh-i Vilāyat）＝2箇所：扉上部，最終ページ右上部［391］
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C-1 ⑥colophon-1=終章（khātima）末尾［362］：ʿAbdī IIと同一

C-2 ⑦colophon-2=終章附記（radīf-i khātima）末尾［366］：ʿAbdī IIと同じ書き方

C-3 写字生の注記・フォリオ番号確認記録：ティムールのワクフ文書末尾の欄外［390］

C-4 写字生コロフォン：最終ページ［391］，コロフォン末尾に小型方形印，同ページ上部にアッバー
ス印

C-5 ②扉：アッバース 1世ワクフ記録［1a］：ʿAbdī Iと同位置。

C-6 ②扉：フォリオ数確認記録：日付・確認者印章なし，ページ左上隅（後代の記録？）197

C-7 ②扉：写本作成の記録：図書館から管財人への引き渡し，日付（1115年ジュマーダー・アッサー
ニー月 17日/1703年 10月 28日）・印章あり

C-8 ②扉：原本（aṣl）照合記録：「ここに述べた写本（nuskha-ʾi maẕkūr）」（恐らく写本 A＝ʿAbdī II）
のもの，日付・確認者印章なし

C-9 ②扉：廟から宮廷に送られた不動産目録写本の説明

C-10 ②扉：蔵書調査の記録＝2回：日付あり（AH1097，1107，ʿAbdī III書写年以前）

C-11 ③作品開始部（タフマースブ印）［1b］：裁断で欠落，「彼に慈悲があらんことを」のみ判読可。
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1-2　3写本の成立と経歴
930–984/1524–1576　シャー・タフマースブ 1世
975/1567　アブディー・ベグへの不動産目録編纂命令，廟で編纂作業に開始
977/1570　不動産目録完成［A-1］→ ʿAbdī I  ，謹呈用写本として作成・献呈
　　→ タフマースブ印が開始部上部に捺印　…→シャー・アッバース 1世蔵書へ（恐らく宮廷

で保管）

984–985/1576–1578　イスマーイール 2世
985–996/1578–1587　ムハンマド・フダーバンダ
996–1038/1587–1629　シャー・アッバース 1世
1011/1602–3　ホラーサーン遠征中にティムールのワクフ文書発見
1017/1608　サフィー廟への多数の写本を含むワクフ：ʿAbdī I  ，廟にワクフ　→扉にアッバー
ス 1世ワクフ印，ワクフ記録［A-4］（禁帯出の呪詛文言），アッバースのワクフにより設立さ
れた新部門の図書館（kitābkhāna-i sarkār-i jadīdī）［A-2, B-8, C-8］に保管される
1038–1052/1629–1642　サフィー
1052–1077/1642–1666　アッバース 2世：王朝庇護下のシーア派聖廟のワクフ財の総合的調
査実施
1072/1661-2以前　ʿAbdī II   作成
1072~1074/1661~　総合的な廟の文書調査が実施　→ʿAbdī II   に反映
1072丑年 /1661　占有不明物件の再占有開始（余白書き込み「占有となった」），シャイハーヴァ
ンド占有のソユルガル地が廟管轄下へ
1073寅年 /1662　占有不明物件の再占有
1074卯年 /1663　占有不明物件の再占有
1074-4/1663-11-2~30　文書調査＝廟保管文書の大規模な確認作業
1077–1105/1666–1694　スライマーン
1090-5-0/1679-6~7　1写本 A（= ʿAbdī II ）が「収入部門の栄えたる保管庫（khizāna-ʾi ʿāmira-
ʾi abvāb-jamʿ）」に納入［C-9］
1097-10-0/1686-8~9　（恐らく Aが）保管庫（khizāna）でインスペクションを受ける［C-10］
1105–1135/1694–1722　スルターン・フサイン
1107-5-0/1695-12~1696-1　（恐らく Aが）「栄えたる保管庫（khizāna-ʾi ʿāmira）」で再度イン
スペクションを受ける［C-10］
1109/1697-8　ʿAbdī II  ，新部門図書館保管原本（= ʿAbdī I ）と照合［B-8］→タフマースブ印・
アッバース 1世ワクフ記録模写［C-8］［B-9］
1115-6-0/1703-10~11　ʿAbdī III  ，書写命令により，栄えたる財庫（khizāna-ʾi ʿāmira）保管
写本（=A= ʿAbdī II ）に基づき書写終了［C-4］　→図書館長（muqarrab al-ḥażrat kitābdār-
bāshī）から管財人へ引き渡し（1115-6-17/1703-10-28）［C-7］
［時期不明・ʿAbdī II, III   成立以後？］　ʿAbdī I   盗難・第 1フォリオ破損［A-3］→修復：タフ
マースブ印［A-6］，アッバース 1世ワクフ印が写しに／乱丁により「慈善の食事」フォリオ
が第 2部中に紛れ込む
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資料 2　ʿAbdī II，ʿAbdī III写本の余白書き込み：第 1部・アルダビール郡部［ʿAbdī II: 71– 
163; ʿAbdī III: 71–166］
（1）占有記録
・ 占有・占有外 t-a/t-n：「占有されている/いない（dar taṣarruf ast/nīst）」／t-a+：より詳細な記
述（例）「過去から現在まで恩寵の徴ある管理部の占有にあり現在もそうである」／t-n+zabt： 
「占有されていない，登録されるべき」（ʿAbdī IIIの記録）

・ 廟による収入管理に言及，定型表現「恩寵の徴ある廟の占有にあり毎年その収入は・・・」他
・ Shaykhāvand占有勅令：定型表現「吉兆なる勅令（raqam-i mubārak）発行の日付から

Shaykhāvandの長達の占有とされた」／Shaykhāvand占有：Shaykhāvandに占有されてい
たことに言及／Shaykhāvand占有→売却［買い手］：Shaykhāvandが占有時に売却
・ 再占有：ワクフ管理部占有下に編入「丑年 1074年占有となった」「丑年 1074年至高なる命
令により占有となった」

（2）管理状況：賃貸，管理者任命，割付などの執行の記録
・ 物件の不利用の状態：荒廃（kharāb）／未利用（bāyir）
・ 賃貸（ijāra）
（3）物件情報の追加，物件の追加
・ 物件情報の追加：四囲／村名同定／来歴／帰属確認（上位の村落「・・・の下にある」）／耕
作者「・・・の村民（ra‘āyā）/集団（jamā‘at）が耕作している」／他物件注記（言及される
他物件の説明「当該の箇所で記録されている/されるだろう」）
・ 物件追加：新たな物件の記録の追加（977以前）／初版編纂後の新規物件（977以後–1000
年代）

（4）文書調査：廟保管文書を調査，関連文書発見への言及／1074-4文書調査「祝福された光
り輝く神聖なる敷居の管理部の文書を調査していた 1074年 4月に（ba-tārīkh-i shahr-i Rabī‘ 
al-thānī ki mulāḥiẓa-’i asnād-i āstāna… mī-namūd）［文書が］確認された（ba-naẓar rasīd）」
ʿAbdī IIIの余白書き込みの記号：>＝ʿAbdī IIの書き込みをほぼそのまま転載／///＝転載なし（省略）

ʿAbdī I no. 物件（村落）名 ʿAbdī II ʿAbdī III

32b 1 Āl Shaykhāvand占有勅令 >

t-a ///

丑年 1071再占有→ijāra >簡略化，賃貸額変化

32b–37a 2 Alārūq t-a+ >t-a

管理部占有 >

37a–37b 3 Alghir t-a+，文書調査 1074-4 >

3/村名同定 >1/編集

文書調査，村名同定，kharāb，耕作者 >

文書調査，帰属確認 >

文書調査 1074-4 ///

/// /// Ibrāhīmābād 欄外追補/t-a+，帳簿調査，管理部占有 >

38a–38b 4 Anzāb /// Shaykhāvand占有勅令

Shaykhāvand占有→売却Qilij Khān，丑年 1074再占有
→ijāra

>簡略化
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38b 5 Bārūq t-a+ ///

他物件注記 >情報追加？

来歴 >

他物件注記 >

39a–44b 6 Būsjīnと付属の
小村

Shaykhāvand占有（Ma‘ṣūm Beg），丑年 1074再占有
→ijāra

>簡略化

物件追加 >新項目立項

44b 6-2 Būsjīn, Būsjīn 
Rūd付属の小村

丑年 1074年再占有→ijāra >

Shaykhāvand占有→売却Muḥammad Ṣāliḥ Beg 
garakyaraq→丑年 1074年再占有

Shaykhāvand占有勅令 ?
（記述混乱 ?）

45a–47a 7 Bīnān t-a+，管理部占有 >t-a

文書調査 1074-4 ///

47a 8 Jajīn t-a+ >t-a

文書調査 1074-4 ///

帰属確認 >

47a 9 KhBRANQ t-a+，管理部占有 >t-a

47a–47b 10 Janzaq t-a+ >t-a

2/文書調査 1074-4 ///

47b 11 Chūra/Jūra 2/四囲，来歴，bāyir >2/

（1074?）卯年管理変化 ///

文書調査 1074-4 ///

Shaykhāvand（Ma‘ṣūm Beg），寅年再占有 ///

47b–48b 12 Ḥasanbārū t-a+，管理部占有 >t-a

48b–50b 13 Ḥafṣābād t-a+，管理部占有 ? >t-a

文書調査 1074-4 ///

49b–50b 14 Ḥamīdābād 寅年再占有，Shaykhāvand占有勅令 >Shaykhāvand占有勅令

49b–50b 15 Khwājīm 寅年管理変化？ ///

文書調査 1074-4 ///

t-a+ >t-a

50b–51b 16 Khawra Shīrān t-a+，物件追加（占有率） >本文挿入

Shaykhāvand占有，再占有（Shaykh Sharīf Beg管財時代）///

50b–51b 17 Dārābad ［119］再占有（Shaykh Sharīf Beg管財時代） ///

50b–51b 18 Dīgāh Bārūq ［119］t-a+，耕作者 >t-a

51b 19 Dalbīsābād 落丁 t-n+zabt

52b 20 Rūdjān 落丁 t-n+zabt

52b–53a 21 Rū’indaraq 落丁 t-a

53a 22 Zara Nās 落丁 t-a

53a 23 Sarkjan 落丁 落丁

53a 24 Suhāka 落丁 落丁

53a 25 Shīrān wa 
mazra‘a-’i Yāmchī

落丁 t-a

53a–53b 26 Ṣadīqa Dih 落丁 t-a

54a 27 Ṣūma‘a-’i 
Muẓaffarī

落丁 ///

54a–55a 28 ‘Alqābād ［120］（末尾のみ）耕作者 t-a

55a–55b 29 空欄［BQrābād］ 空欄 物件項目なし？

55b–58b 30 ‘Amūqīn t-a+ >t-a

58b–59a 31 Qazān Balā’i t-a+，耕作者 >t-a

59a–61b 32 Qaṣaba t-n+，耕作者 t-a（管理変化 ?）
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60a–61b 33 Kājrān t-a >t-a

60a–61b 34 Kārīm 丑年 1074再占有→ijāra条件 >簡略化

Shaykhāvand占有勅令 >

60a–61b 35 Karda lū t-a，文書調査 >t-a

60a–61b 36 Kalkhūrān t-a >t-a

soyurghal ///

62a 37 Gilinahār t-n >t-n+kharāb

62a–62b 38 Gulvarānvīnd t-a >t-a

62a–62b 39 KMShkān 寅年管理変化→ijāra t-a，ijāra

3/文書調査 1074-4，Shaykhāvand占有→売却Khvāja 
Sulṭān Qājār

///

62a–62b 40 Kanās ?，賃貸 Būsjīn 耕作者 Būsjīn

62b 41 Kanjūsh t-n >t-n

63a–65a 42 Kūrān 帰属確認 t-a

65a–66a 43 Kūradūl t-a >t-a

文書調査 1074-4 ///

66a 44 Lahāyiq t-a，丑年 1074再占有→ijāra，物件追加（2ダーング半追加）>簡略化

66b–67a 45 Mas‘ūdābād ijāra/ ? 帰属確認

66b–67b 46 Mindīshīn t-a >t-a

文書調査 1074-4 ///

67b–68a 47 Miyānrūdān ? ///

（Miyān Zir‘ān）丑年 1074年管理変化→ijāra t-a

67b–68a 48 Miyān Zir‘ān ijāra >ijāra, t-a

kharāb ///

67b–68a 49 Mīrinī t-a >t-a

物件追加 ＞簡略化→立項

70b–71a 50 Nawdīh-i 
Dārmarz-i Suflā

t-a >t-a

71a 51 Nawdīh-i Rustāq 文書調査，帰属確認 >

71b 52 Varāzjird 3/物件追加 Varka Sarān，Shaykhāvand占有勅令，丑年
1074再占有

＞立項

t-n+ Qarāqāshlū占有 >t-n+zabt

71b–72a 53 その他の土地 t-n+，?????占有 ///





This work is licensed under a Creative Commons Attribution 4.0 International License.
https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/

Journal of Asian and African Studies, Supplement, No.1, 2022

Keywords:	 Shaykh Ṣafī Shrine, Ardabil, waqf, Ilkhanids, Chūpān (Choban)
キーワード : シャイフ・サフィー廟，アルダビール，ワクフ，イルハーン朝，チューパーン

（チョバン）
＊	本研究の過程で，共同研究のメンバーの方々や研究会に出席された皆様より貴重なご意見をいただ
きました。ここに記して謝意を表します。

サフィー廟不動産目録に見える最古層物件バルール村の来歴＊

廟伝来の 14世紀命令書との照合を通して

高　木　小　苗

Tracing the History of Barūr, the Ardabil Shrine’s Former Waqf Village

TAKAGI, Sanae

This paper examines the founding of Barūr, which was formerly a waqf 
village belonging to the Ardabil Shrine of Shaykh Ṣafī al-Dīn (1252–1334), 
the founder of the Safavid Sufi order and the ancestor of the Safavid dynasty 
(1501–1736). He endowed the order’s monastery with his private properties 
in 1333, according to the Ṣarīḥ al-Milk (inventory of the Shrine’s real estate), 
which was compiled in 1570 by the Safavid bureaucrat ʿAbdī Beg. Ṣafī al-Dīn 
was interred at the monastery, and his endowment formed the origin of 
his shrine’s waqf. The register provides detailed information on each waqf 
property based on the archives stored in the Shrine.

A number of previous studies have referred to the register and archives 
in support of their research into former properties owned by the Shrine. 
Nonetheless, a comprehensive discussion is still required of how several 
properties were endowed by the Mongol ruling elite and retained by Ṣafī 
al-Dīn’s son and successor, Shaykh Ṣadr al-Dīn (1305–91), amid the political 
turmoil of fourteenth-century Iran. As an example, this paper reviews when 
and how one of those properties, Barūr village, and its revenue came to belong 
to the monastery.

In 1325, the Ilkhanid (1256–after 1335) dīvān appointed Ḥasan, son 
of Chāghirchā, to collect Barūr’s taxes. By August 7, 1327, Ṣafī al-Dīn had 
acquired the village. By December 24 of the same year, the ninth Ilkhan, Abū 
Saʿīd (r. 1316–35), conferred on the monastery the right to receive the village’s 
tax revenue, which had formerly belonged to his late leading amīr, Chūpān 
(d. 1327). This was later confirmed by Shaykh Ḥasan Kūchak (d. 1343), one 
of Chūpān’s grandsons. In 1333, Ṣafī al-Dīn endowed the monastery with the 
village, and its waqf income was allocated to two of his sons, Ṣadr al-Dīn and 
Shaykh Abū Saʿīd. In 1347, Shaykh Abū Saʿīd donated this waqf income to 
the monastery.

https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/
https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/
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はじめに

サファヴィー教団は，名祖シャイフ・サ
フィー・アッディーン・イスハーク（1252–
1334）の時代以来，本稿で扱うイルハーン朝
（1256–1335以後）やその重臣のアミール，
チューパーン（チョバン）Chūpān（1327没）

の家系をはじめとするテュルク・モンゴル系
支配層の帰依・庇護を得て，発展を遂げた1）。
サフィー・アッディーンがアルダビールに設
立した修行場（zāviya）には多くのワクフが
行われ，のちに彼の墓廟（以下，サフィー廟）

の莫大な財産の一部を構成することとなる。
サファヴィー朝の文人官僚アブディー・ベ
グが 1570年に作成したサフィー廟不動産目 
録Ṣarīḥ al-Milkに見える最古層のワクフ財は， 
サフィー・アッディーンの時代に様々な経路
で修行場に寄進されている。サフィー・アッ

ディーン自身も，死の前年 733/1333年，修
行場へのワクフ設定を行い，そのワクフ文書
（vaqfīya）を作成させた2）。そして，彼の死
後，息子シャイフ・サドル・アッディーン・ 
ムーサー（1305–91, 在任 1334–91）が後継
者となると，新たな不動産の獲得とワクフ設
定に加えて，761/1360年に，サフィー・アッ 
ディーンによる 1333年のワクフ設定とその
管財人（mutavallī）がサドル・アッディー 
ンであることを法的に認証する証書（qabāla） 
が作成された。サファヴィー教団の社会経
済的発展について論じたグロンケは，サ
フィー・アッディーンのワクフ文書原本が失
われたため，サドル・アッディーンが既得の
ワクフ財の再建に尽力したことを示すと考察
している。このようにして，アブディー・ベ
グ版不動産目録に収録されるワクフ財の多く
が，14世紀に確立することとなった3）。

はじめに
1．バルール村の概要と史料
2．バルール村の変遷に関する先行研究
3． サフィー・アッディーン時代のバルール
村（1334年以前）

　3.1 �イルハーン朝期 1325年発行命令書の
バルール村

　3.2 �イルハーン朝君主アブー・サイードに
よる「ワクフ設定」（1327年）

　3.3 �サフィー・アッディーンによるワクフ
設定（1333年）

4． サドル・アッディーン時代のバルール村
（1334年以後）

　4.1 �シャイフ・アブー・サイードによる
「ワクフ設定」（1347年）

　4.2 �チューパーン家台頭期 1353年発行命
令書のバルール村

おわりに

1）	 サファヴィー朝成立以前のサファヴィー教団の概要については，Mazzaoui［1972］参照。また，
オバンは，13・14世紀のイランの農村社会・土地所有について論じるための重要な情報源として，
アルダビール文書，アブディー・ベグ版不動産目録，イブン・バッザーズ Ibn Bazzāzによる聖者伝
Ṣafwat al-Ṣafā（1358年成立）を挙げ，サファヴィー家の活動にも言及した［Aubin 1976–77: 82–93］。

2）	 1333年のワクフ文書については，グロンケが詳述する［Gronke 1993: 299–300］。詳しくは，本論
集の解題を参照。

3）	 サフィー・アッディーンと彼の後継者たちのワクフ設定，サドル・アッディーンによるサフィー・
アッディーンのワクフ設定の法的認証については，Gronke［1993: 297–299］。その概要およびグロ
ンケの見解については，本論集の解題に詳しい。なお，13世紀以降，タブリーズを拠点として活動し，
テュルク・モンゴル系支配層の尊崇を得て発展したクジュジーKujujī教団のワクフ文書を分析し
たヴェルナーも，サドル・アッディーンの時代のサファヴィー教団では，同時期のクジュジー教団
のシャイフ・ギヤース・アッディーン・ムハンマドShaykh Ghiyāth al-Dīn Muḥammad（784/1382
頃没）が設定したような大規模なワクフは確認できないが，サドル・アッディーンは，父サフィー・
アッディーンによるワクフ設定をカーディーたちに追認・証言させて，人々が修行場・廟へワクフ
を行うことを奨励したと概観する［Werner, Zakrweski and Tillschneider 2013; Werner 2015: 79］。
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アブディー・ベグが不動産目録編纂のため
に参照した主要資料の一つが，サフィー廟に
属する不動産の保全のために保管されてい
た 12–19世紀の 800点以上の古文書群，い
わゆる「アルダビール文書」である。この文
書群は，廟に関係する不動産の売買・賃貸・
贈与・寄進などに関する文書，それらの不動
産が修行場・廟のワクフ財やシャイフの私有
財4）であることを同時代の支配層・行政機関
が認めた命令書などから構成され，多数の研
究が存在する5）。
従来，このアブディー・ベグ版不動産目録
と初期のアルダビール文書を用い，モンゴル
政権下のイラン社会の不動産所有，サファ
ヴィー家と教団の社会経済活動に関する総体
的分析，個々のアルダビール文書の翻刻・訳
註・語釈などの文献学的研究，命令書や法文
書の書式の解明が進められてきた。しかし，
不動産目録に登録された個々のワクフ財の来
歴に関する専論はなく，検討の余地が残る。
例えば，先行研究によると，目録とアルダ
ビール文書には，一つの村（qarya）が，短
期間に複数回，支配者によりシャイフや他者
に付与された事例，法的な売買・贈与を通し
てシャイフや他者により獲得された事例，も
しくは修行場のワクフとして設定された事例
が散見される。本稿で分析するバルール村も
その一例で，不動産目録によると，三度「ワ
クフ」として設定されたという。しかし，ワ
クフとは，原義的には，財産の所有権移転を 
「停止」し，その用益・収益を所定の対象の
ために永続的に使用することを指す［柳橋
2012: 637–640］。そのため，通常は，同じ不
動産が何度もワクフとして設定されることは
ない。先行研究は，その原因として，14–15
世紀のイランにおける政治・社会情勢の混乱 
や支配層による不動産収益の収奪により，私
有財・ワクフ財の維持が困難であったこと，

また 16世紀後半，アブディー・ベグが不動
産目録を作成した際，サフィー廟に保管され 
た最古層の文書群は散逸していたことなどを 
挙げる［Aubin 1976–77: 91, 93–101; Gronke  
1993: 298, 300］。筆者も，これらの要因が，
廟の財産管理・不動産目録編纂の障壁となっ
たと認識しているが，不動産目録のワクフ財
の変遷を個別に精査することにより，一部の
所有権の移転や寄進の事例については新たな
解釈を導き出せる可能性があると考える。
そこで本稿では，不動産目録中の最古層の
ワクフ物件の一例として，アルダビール地方
の郡部にあるバルール村を取り上げ，その概
要と来歴について，特にどのような経緯によ
りサフィー廟に帰属するに至ったのか，現時
点での仮説を提示したい。この村を選択した
理由は，不動産目録に収録された最古層物件
であるにもかかわらず，関連するアルダビー
ル文書が 4点確認されており，アブディー・
ベグ版不動産目録の 16–18世紀の写本 3点6）

と併用することにより，村の変遷を比較的長
期にわたり再構成することが可能だからであ
る。本稿では，バルール村に言及するアルダ
ビール文書のうち，既刊の 14世紀の命令書
2点を使用する。
本稿の目的は，バルール村の変遷を辿るこ
とにより，（1）サフィー・アッディーンと
サドル・アッディーン父子が，同時代のイル
ハーン朝やチューパーン家の支配層による崇
敬・庇護を背景に，修行場のワクフ財を集積
し，教団の運営基盤を確立していく経緯につ
いて分析を深めること，そのために，（2）当
時のイラン社会における不動産の獲得の手段
や所有・占有の実態について検討すること，
そして（3）イルハーン朝の第 9代君主ア
ブー・サイード（在位 1316–35）の死後，重
臣のアミールたちが台頭し，チンギス・ハー
ン家出身の統治者（khān）が乱立した 14世

4）	 当時の私有財（milk）に関する論考として，川本［1991］がある。
5）	 アルダビール文書の来歴・構成・現状・研究については，阿部［2020］に包括的な説明がある。
6）	 不動産目録の写本 3点［ʿAbdī I; ʿAbdī II; ʿAbdī III］については，本論集の渡部論文を参照。
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紀中盤の政治・社会情勢の一端を示すことに
ある。

1．バルール村の概要と史料

本稿で参照するバルール村に関する史料
の一つは，アブディー・ベグ版不動産目録
の「ハサン・バールー Ḥasan Bārū村」の
項目である（概要は［表 1］，筆者によるテ
クストの校訂は［付録］参照）。後述の通
り，この村の旧名がバルール村であった7）。
その他の史料は，アルダビール文書のうち，
イラン国立博物館に所蔵されている既刊の
725/1325年と 754/1353年の命令書 2点で
ある。1325年の命令書は，ヘルマンとデル
ファー，1353年の命令書は，ヘルマンにより，
翻刻，ドイツ語の解題・訳注・語釈などの文
献学的研究が発表されている8）。また，両文
書の基本情報はシェイホルホキャマーイーに
よるアルダビール文書目録に掲載されている
［Shaykh al-Ḥukamāyī 2009: 131b, r. 465; 
119b–120a, r. 472］。
バルール村は，現在のアルダビール州のハ
サン・バールークḤasan Bārūq村に相当し，
アルダビールの都市から南西 6 kmの位置に
存在する［Aubin 1976–77: 96, n. 52; Gronke  
1993: 310 n. 105; Farhang: 174a］。この村の
名は，過去に何度か変わった。先述の 14世

紀の命令書 2点，未公刊の 753/1352年と 15
世紀前半の命令書には「バルール」という名
で登場する9）。その後，アブディー・ベグ版
不動産目録が作成された 1570年頃には，「ハ
サン・バールー」と呼ばれるようになってい
た［ʿAbdī I: 49b; ʿAbdī/Hidāyatī: 175］。さら 
に不動産目録の 17世紀の写本の欄外には，
「この［＝本文を書いた］あとで，バルール
村がハサン・バールークḤasan Bārūq村だ
ということが判明した」という書き込みが存
在するので，その頃までには現在の村名が定 
着していた［ʿAbdī II: 92; ʿAbdī/Hidāyatī: 161;  
Aubin 1976–77: 96］。村の生業については，
1325年と 1353年の命令書 2点より，当時，
人頭税（al-iḥṣāʾ）のほかに穀物税や家畜税
（qūbjūr al-mawāshī）10）などが徴収されてい
たので，住人が農耕や牧畜に従事していたこ
とがわかる。
次に，本稿で使用する 3つの史料の概要を
作成された年代順に確認する。まず，最も古
い史料は，イルハーン朝君主アブー・サイー
ド治世の 725年ラマダーン月 21日/1325年
8月 31日に，当時のディーワーンが，アゼ
ルバイジャン地方のウージャーンŪjān（夏
営地）で発行した両面の命令書である。片面
はウイグル文字モンゴル語，もう片面はペル
シア語で記されており，ペルシア語面の通
知先は，「アルダビール［地方］の代官たち

7）	 アブディー・ベグ版不動産目録を分析したロトフィーによるワクフ財一覧中に，バルール村も記載
されている［Luṭfī 2016: 126, 158, 228］。

8）	 Herrmann and Doerfer 1975b; Herrmann 2004: 146–151 and Abbildungen 78–81 (Urkunde 
XX)。1325年の命令書は，次の和訳も参考になる［Šayḫ al-Ḥukamāʾī・渡部・松井 2017: 109–110］。

9）	 これらの未公刊のアルダビール文書 2点も，イラン国立博物館に所蔵されている。一つは 753/1352 
年発行の発令者不明の命令書で［Mūza-ʾi Millī-i Īrān. no. 25957; Shaykh al-Ḥukamāyī 2009: 131b,  
r. 537］，マリク・アシュラフか，彼の関係者が発令したと推定される。もう一つは，838/1434年
にティムール朝の第 3代君主シャー・ルフ Shāh Rukh（在位 1409–47）が発令したとされる命令
書である［Mūza-ʾi Millī-i Īrān. no. 25927; Shaykh al-Ḥukamāyī 2009: 131b, r. 507］。なお前者の
発行年は，シェイホルホキャマーイーによるアルダビール文書目録には 713/1313年と記載されて
いるが，753/1352年の誤植である。

10）	 qūbjūr（クプチル税）とは，元来は遊牧民に課される家畜税を指したが，モンゴルの支配地域の拡
大により，各地でさまざまな変容をとげて，西アジアでは現金で納める人頭税という意味でも広
く用いられた［cf. 本田 1991: 209–211, 286–290, 320］。1325年の命令書では，クプチルは家畜（al-
mawāshī）という語を付され，人頭税と併記されていることより，家畜税という意味で用いられて
いると解釈できる［cf. Herrmann and Doerfer 1975b: 326–327］。
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表 1　アブディー・ベグ版不動産目録のハサン・バールー村（旧バルール村）の項目

①

村の地理情報
四囲と耕地

旧名
来歴

アンダラーブの行政区（khān）に属する。
隣接する村・水車・耕地の説明。
◆ 典拠…カーディー・ファドル・アッラー・ウバイディー Fażl Allāh ʿUbaydīの証
書（qabāla）
 「ハサン・バールー村は，かつてはバルール村という名であった」
 「 三度，修行場に対する「ワクフ財」となった（sa martaba samt-i vaqfīyat bar zāviya 

……yāfta）」

②

イルハーン朝君
主アブー・サ
イードによる
「ワクフ設定」

◆典拠…イルハーン朝君主アブー・サイードの命令書（nishān）
・発令者：アブー・サイード（?）
・発行日：728年サファル月 8日 /1327年 12月 24日
・通知先：イルハーンの直属領の管理者たち（mutaṣaddiyān-i injū）
・内 容：アブー・サイードが「バルール村を，美徳を持つ高位の御方，シャイフ・
サフィー・アッディーンの弟子たちの食布と修行所の経費の費用として（dar 
vajh-i ikhrājāt-i sufra va khānqāh-i murīdān）定めている（muqarrar dāshta 
īm）。その地に介入するな」。

◆典拠…「信頼できる文書 1点」（sanadī muʿtamad ilayhi）
・書き手： チューパーン家のタージュ・アッディーン・ハサン・ベグの代理人 Bā 

Akhī Kay
・日付：不明
・内容：
　 「 バルール村を，スルターン・アブー・サイード・ハーンが，前述の聖なる位
階の御方［サフィー・アッディーン］の修行所のワクフとし（vaqf-i zāviya…
namūda），その収益（ḥāṣil）は，［修行所に］出入り［する者］の費用として
使用されている（dar vajh-i ṣādir va vārid ṣarf mī-kunand）」。

　バ ルール村が「ワクフとなる（vaqf shudan）以前に，チューパーン・ベグのスー
プと食布の費用として（dar vajh-i āsh va sufra）定められていたというアミー
ルの子，チューパーン家のタージュ・アッディーン・ハサンの主張（daʿvī-i 
amīrzāda-ʾi Tāj al-Dīn Ḥasan beg-i Chūpānī）は無効（bāṭil）である。

　文書内容の違反者に対する呪詛文言（laʿnat-nāma）が付されている。
・ハサン・ベグの書きつけ（nivishta）
　 「［村は］サフィー・アッディーンの修行場のワクフ（vaqf）である」
　　［※ Bā Akhī Kayの文書に書込まれていたか，独立した文書かは不明］

③
サフィー・アッ
ディーンによる
「ワクフ設定」

◆典拠…不動産目録のアルギル村の項目で言及される文書 2点
・727年ラマダーン月 18日/1327年 8月 7日付の「ワクフ文書（vaqfīya）」
　　［＝後出の 1337年収益分割文書で言及されているワクフ文書草稿の物件一覧］
・733年シャッワール月 5日/1333年 6月 19日付の「ワクフ文書（vaqfīya）」
　　［＝1360年作成証書の物件一覧］

④

シャイフ・ア
ブー・サイード
による「ワクフ
設定」

◆典拠…文書 2点
・ 737年ズー・アルヒッジャ月末日/1337年 7月 29日付のワクフ財収益分割文書
（qismat-nāma）：
　バ ルール村の全収益は，サドル・アッディーンとシャイフ・アブー・サイードに
属する。

・74 7年ズー・アルカーダ月 1日/1347年 2月 13日付のシャイフ・アブー・サイー
ドの「別のワクフ文書（vaqfīya-ʾi ʿalā-ḥida）」

　彼 は，村全体を修行場の「ワクフ」とした。村の収益（maḥṣūl）は，修行場の諸
経費に充当される。

　彼 は，村の穀物・地税・諸税からなる税収（ḥāṣil）は，サフィー・アッディーン
の在世中のワクフ設定時のディーワーンの規定通り，修行場の経費として使用
されると，記した。

　彼 は，サドル・アッディーン様に対する過去のその［村の］収益（ḥāṣil）につい
て，一切権利を持たないと，承認した（iqrār kard）。
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（nuvvāb），徴税官たち（muṭaṣarrifān），そ
の地の徴税区（aʿmāl）のバルール村の村長
と区長たち」である（Mūza-ʾi Millī-i Īrān. 
no. 25884：概要は［表 2］参照）。指令の内
容は，①ディーワーンが定めたバルール村の
諸税（mutavajjihāt）の総額と内訳，②従来，
様々な人々が村の税を占有してきたが，この
度，村は，チャギルチャ Chāghirchāの息子
ハサンḤasanという人物に「委ねられたこ
と（sipārish karda ast）」，③他者がハサンの
業務に干渉するのを禁止すること，④村に不
在の村民は，帰還し，村での建設・耕作に従
事すること，⑤イルハーンの直属領（īnjū-i 
kabīr）11）の徴税官による村の占有（taṣarruf）
を禁止すること，などである。

二番目に古い史料は，754年ラジャブ月 7
日/1353年 8月 8日に，アゼルバイジャンの
首邑タブリーズ（冬営地）で発行されたペル
シア語命令書である。この命令書の発令者と
通知先は，文書上部が欠損しているため定か
ではないが，発令時期より，アブー・サイー
ドの死後，アゼルバイジャン地方で実権を獲
得した，彼の重臣チューパーンの孫マリク・
アシュラフMalik Ashraf（758/1357没），あ
るいはその一族・家臣などの関係者が発令し
たものと推定される（Mūza-ʾi Millī-i Īrān. 
no. 25891: 概要は［表 3］参照）。指令内容
の冒頭部も失われているが，修行場，サドル・
アッディーン，彼の弟子たちと関係があるバ
ルール村を含むアルダビール地方の諸村の名

11）	 ここでは，injūは，イルハーンの直属領（直属民を含む）を指すと考えられる。

表 2　1325年発行のバルール村に関する命令書のペルシア語面

発令者 イルハーン朝のディーワーン
発行地 アゼルバイジャン地方のウージャーン（夏営地）

発行日 725年ラマダーン月 21日/1325年 8月 31日

通知先
ア ルダビールの代官たち（nuvvāb），徴税官たち（mutaṣarrifān），アルダビール徴税区（aʿmāl）
のバルール村の村長（raʾīs）と区長たち（kadkhudāyān）

指令

・バルール村の諸税（mutavajjihāt）の内訳
・チャギルチャの息子ハサンに村を委ねたこと（sipārish karda ast）。
　　他者がハサンの業務に干渉するのを禁止すること。
・村に不在の村民に村への帰還，村での建設・耕作を指示。
・イルハーンの直属領（īnjū-i kabīr）の徴税官による村の占有（taṣarruf）を禁止。

表 3　1353年発行のバルール村に言及する命令書

発令者 不明（チューパーン家当主マリク・アシュラフ，または彼の関係者と推定される）

発行地 アゼルバイジャン地方の首邑タブリーズ（夏営地）

発行日 754年ラジャブ月 7日 /1353年 8月 8日
通知先 文書冒頭部の欠損により不明

指令

・「［……は］祝福されたる修行場のワクフ（vaqf）である」
・「［……］地方の税収については（?）（az jamʿ-i vilāyat……）」
　 「そしてその人々（ānān）の徴税請負（muqāṭaʿa）［の範囲内］に入らず（dākhil nashuda），
ディーワーンの筆と歩はその地から（qalam va qadam-i dīvān az ānjā）［引いておくように
（kūtāh va kashīda dārand），……］」

　 ［＝［某］地方の税収は，ディーワーンが定めた徴税請負の対象外なので，［徴税官に］その
地の徴税を禁止する。］

・ア ルダビール地域に存在するバルール村を含む複数の村・耕地は，īshānの世襲の（mawrūthī）
amlākなので，他者による収益の取り立てや干渉を禁止する。

・そ の地の農民に，いかなる経費［の支払］も命じず，前述のイスラームのシャイフ［サドル・
アッディーン］の弟子たちの保障・尊重に努め，都市・地方の繫栄や村民の保護を拒まず，
都市と地方の住人の庇護に努め，弟子たちを援助せよ。
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が登場し，それらの不動産に対する徴税・干
渉を禁止する趣旨の文言が記されている。
第三のアブディー・ベグ版不動産目録のハ
サン・バールー村（旧バルール村）の項目は，
上述の命令書 2点より 200年以上遅れて編
纂された。不動産目録は，本論集の解題で詳
述される通り，アブディー・ベグが，16世
紀後半にサフィー廟に保管されていた文書資
料を調査し，廟の不動産と判断した物件の種
類・名称，地理情報・四囲，来歴などをまと
めた記録で，そこには，彼が必要とみなした
範囲で，参照した文書の内容も引用される。
ハサン・バールー村の項目では，先述の命令
書 2点への言及はないが，現在のところ現存
が確認されていない 14世紀の別の文書 5点
の内容が取り上げられている。無論，これら
の文書情報は，文書原文の抜粋とは限らず，
後世の人物アブディー・ベグによる解釈・表
現が反映された記録だが，バルール村の変遷
を再構成するための情報源の一つである。
ハサン・バールー村の項目の冒頭には，ア
ブディー・ベグが調査した，目録編纂時の
村の地理・四囲情報12），村の旧名がバルール
であること，そして村が「三度，修行場に
対するワクフ財となった（sa martaba samt-
i vaqfīyat bar zāviya……yāfta）」ことが記さ
れ（［表 1］①参照），続けて，彼がその根拠
とした文書 5点の内容がまとめられている。
まず，最初のイルハーン朝君主アブー・サ
イードによる「ワクフ設定」について，アブ
ディー・ベグは，2点の文書の一部をそれぞ
れ根拠として提示する（［表 1］②参照）。第
一の文書は，728年サファル月 8日/1327年
12月 24日に，アブー・サイードが，イルハー
ンの「直属領の管理者たち（mutaṣaddiyān-i 
injū）」に発令した命令書（nishān）で，「バ
ルール村」をサフィー・アッディーンの「弟

子たちの食布と修行場の経費（ikhrājāt-i su-
fra va khānqah-i murīdān）」に割当てたの
で，村への介入を禁じる内容であった。
一方，第二の文書（sanadī）は，チュー
パーンの一族のタージュ・アッディーン・ハ
サン・ベグ Tāj al-Dīn Ḥasan Beg-i Chūpānī
の代理人 Bā Akhī Kayが書いた日付不明の
記録で，文書内容の違反者に対する呪詛文言
（laʿnat-nāma）が付されていたという。この
文書には，少なくとも，アブー・サイードが
「村」をサフィー・アッディーンの「修行所
のワクフとし（vaqf-i zāviya…namūda）」た
こと，村の収益が修行所に「出入り［する
者］の費用として使用されている（dar vajh-
i ṣādir va vārid ṣarf mī-kunand）」こと，ハ
サン・ベグが，「村」は「ワクフとなる（vaqf 
shudan）以前に，チューパーン・ベグの 
スープと食布の費用として（dar vajh-i āsh 
va sufra）定められていた」と主張（daʿvī）
したが，それは無効（bāṭil）であることが
記載されていた。さらに，アブディー・ベグ
によると，ハサン・ベグ自身が記した，「村」
は「サフィー・アッディーンの修行場のワク
フである」という書きつけ（nivishta）も伝
存していたが，この文言が Bā Akhī Kayの
文書に書き加えられていたのか，別の独立し
た文書であったのかは不明である。
次に，二度目のワクフ設定について，アブ
ディー・ベグは，サフィー・アッディーンが
村を「すべてワクフとなさった（bi-tamām 
vaqf farmūda and）」と記し，その根拠とし
て，不動産目録のアルギル Alghir村の項目
で言及されている 727年ラマダーン月 18日
/1327年 8月 7日付と 733年シャッワール
月 5日/1333年 6月 19日付の「ワクフ文書
（vaqfīya）」を挙げている（［表 1］③参照）。
この 2点の文書については，グロンケが詳し

12）	 四囲の情報の出典として，カーディー・ファドル・アッラー・ウバイディー Fażl Allāh ʿUbaydī
が書いた証書（qabāla）への言及がある。この証書は，先述の 1360年に作成されたサフィー・アッ
ディーンのワクフを認証する文書を指すと考えられる。
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い分析を行い，前者をサフィー・アッディー
ンの「ワクフ文書の草稿」13），後者を「ワク
フ文書」と位置づけている。グロンケによる
と，この 2点の文書は，アブディー・ベグが
不動産目録を作成する以前に散佚していた可
能性が高く，彼が参照した文書は，アルギル
村の項目で引用される，（1）ワクフ文書草稿
の内容にもとづき作成されたという 737年
ズー・アルヒッジャ月末日/1337年 7月 29
日付のワクフ財収益の「分割文書（qismat-
nāma）」と，（2）ワクフ文書の内容にもとづ
き作成されたという 761年ズー・アルカーダ
月/1360年 9–10月付の「証書（qabāla）」14） 

であるという。そして，前者の分割文書は，
1333年のサフィー・アッディーンのワクフ
財収益を，彼の 4人の息子，サドル・アッ
ディーン，シャラフ・アッディーン・イー
サー Sharaf al-Dīn ʿĪsā，アラー・アッディー
ン・マンスール ʿAlāʾ al-Dīn Manṣūr，そし
てシャイフ・アブー・サイード Shaykh Abū 
Saʿīdに分配することを規定した内容であっ
た15）。後者の証書については，本稿の「は
じめに」でも言及した通り，1333年のサ
フィー・アッディーンのワクフ設定と，彼が
管財人をサドル・アッディーンと指定したこ
とを認証する内容である。
最後に，アブディー・ベグは，三度目の
サフィー・アッディーンの息子シャイフ・
アブー・サイードによる「ワクフ設定」に
ついて，文書 2点にもとづき言及している
（［表 1］④参照）。第一の文書は，上述の
ワクフ財収益の分割文書で，バルール村の
全収益は，サドル・アッディーンとシャイ
フ・アブー・サイードに属すると定められ
ていた。第二の文書は，747年ズー・アル
カーダ月/1347年 2月 13日付のシャイフ・

アブー・サイードによる「別のワクフ文書
（vaqfīya-ʾi ʿalā-ḥida）」で，その内容は以下
の通りであった。（1）彼が，「バルール村
全体（tamāmī-i qarya）」を修行場に対する
「ワクフとした（vaqf namūd）」こと，その
村の収益（maḥṣūl）は，修行場の諸経費に
充当されること，（2）村の穀物・地税・諸
税（kharāj va rusūm）からなる税収（ḥāṣil）
も，サフィー・アッディーンがワクフ設定
（vaqfīya）を行った 1333年当時のディーワー
ンの規定（shurūṭ-i dīvān-i aʿlā）に従い，修
行場の経費に充てられること，（3）彼は，サ
ドル・アッディーンのための過去の村の収
益について全く権利を持たないことを承認
（iqrār）すること。

2．バルール村の変遷に関する先行研究

バルール村の変遷は，主に，①ヘルマン
らによる 14世紀発行の命令書 2点の研究
［Herrmann and Doerfer 1975b; Herrmnn 
2004: 146–151 and Abbildungen 78–81 
(Urkunde XX)］，②13–14世紀のモンゴル
統治下のイラン社会の土地所有に関するオバ
ンの研究［Aubin 1976–77］，③13–14世紀
のイラン北西部の地域社会とサファヴィー
教団の社会経済活動に関するグロンケの研
究［Gronke 1993］で言及されている。次に，
村の変遷に関する三者の見解をまとめる。
まず，ヘルマンは，イルハーン朝君主ア
ブー・サイードの治世 1325年のディーワー
ンの命令書にもとづき，当時，村は「ディー
ワーン地」であったと考察した［Herrmann 
and Doerfer 1975b: 323, 326; Herrmann 
2004: 148］。その後，サフィー・アッディー
ンのワクフ文書草稿が作成された 1327年 8

13）	 ワクフ文書草稿［ʿAbdī I: 39b–42a; ʿAbdī II: 87–93; ʿAbdī III: 86–92］とそれに関するグロンケの
見解［Gronke 1993: 300］については，本論集の解題で説明されている。

14）	 この証書については，本稿の「はじめに」と注 3も参照。
15）	 ワクフ財収益分割文書［ʿAbdī I: 42a–42b; ʿAbdī II: 93–95; ʿAbdī III: 92–94］と，それに関するグ

ロンケの見解［Gronke 1993: 300］については，本論集の解題で説明されている。
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月 7日までに，不動産目録が伝えるように，
アブー・サイードが「村」を教団の「ワク
フとし」，1333年にサフィー・アッディーン 
が再び村を教団のワクフとして設定したが
［Herrmann 2004: 148］，1353年の発令者不
明の命令書が発行された時点では，村は「サ
ドル・アッディーンの弟子たちの世襲の私
有財（amlāk-i mawrūthī-i īshān）」で，教団
が所有していたと，みなす［Herrmann and 
Doerfer 1975b: 323; Herrmann 2004: 147］。
一方，オバンは，まず，ヘルマンの研究を
参考に，村はイルハーン朝の「ディーワーン
に属していた」が，1325年 8月 31日にチャ
ギルチャの息子ハサンに「譲渡」されたと解
釈した。さらに，不動産目録にもとづき，以
下のように考察している。その後（?），「村」
は「スープと食布の費用」，つまり食費とし
て，アブー・サイードの重臣チューパーンに
より「獲得」されたが，1327年にチューパー
ンが失脚すると，サフィー・アッディーンに
「譲渡」された。そして，この年の 8月 7日
付の彼の「ワクフ財一覧」（本稿におけるワ
クフ文書草稿の物件一覧）に収録され，12
月 24日付のアブー・サイードの命令書によ
り，イルハーンの直属領の管理者たちは，今
後，バルール村は修行場の経費に割当てられ
るので，村に干渉しないようにと通知され
た。なお，オバンは，ヘルマンとは異なり，
アブー・サイードが修行場に対して「村」を
「ワクフとした」という不動産目録の記述を
採用していない。また，その後，時期は不明
だが，チューパーンの「息子（あるいは男系
子孫）」タージュ・アッディーン・ハサン・
ベグが，チューパーンが有した村に対する
権利を主張したが，撤回したとする［Aubin 
1976–77: 96］。
これに対し，グロンケは，オバン同様に， 

1325年に，バルール村はチャギルチャの息
子ハサンに与えられたと解釈し，1327年
12月のイルハーン朝君主アブー・サイード
の命令書にもとづき，アブー・サイードが

「村」を修行場の「ワクフとした」とみなす 
［Gronke 1993: 310］。村に対する権利を放棄
したチューパーン家のハサン・ベグについ
ては，チューパーンの孫シャイフ・ハサン
（小ハサン）に同定している［Gronke 1993: 
310–311, 384］。その後，1333年のワクフ文
書により，サフィー・アッディーンが村全
体をワクフとして設定し，1327年のワクフ
文書草稿と 1337年のワクフ財収益の分割文
書により，バルール村のワクフ財の全収益
が，サドル・アッディーンとシャイフ・ア
ブー・サイードに分割され，サドル・アッ
ディーンが内容の改変を禁じる文言を記入し
た［Gronke 1993: 300, 325］。さらに，1347
年 2月 13日付の「ワクフ文書」により，シャ
イフ・アブー・サイードも，「村全体を修行
場のワクフとした」。グロンケは，サフィー・
アッディーンの死の数年後に分割文書が作成
されたのは，彼の息子たちの間で財産争いが
生じたためであり，サドル・アッディーンが
シャイフ・アブー・サイードの村に対する権
限の要求を封じるために，彼に「ワクフ設定」
を勧めたと推察している［Gronke 1993: 
300, 325–326］。なお，彼女も，ヘルマン同様，
1353年には，村は「修行場の弟子たちの世
襲の私有財」であったと解釈した［Gronke 
1993: 325–326］。
上述の先行研究の見解には，イスラーム法
に矛盾する点がいくつか認められる。
（1）ヘルマンとグロンケは，不動産目録に
もとづき，バルール村が，イルハーン朝君主
アブー・サイード，サフィー・アッディーン，
彼の息子シャイフ・アブー・サイードの 3名
により，1325–27年頃，1333年，1347年に，
三度「修行場のワクフ財となった」とみなし
た。しかし，先述のとおり，このような短期
間に，同じ物件が 3人の異なる人物によりワ
クフとして設定されたとは考え難い。
（2）先行研究によると，「バルール村」は，

1325年時点で「ディーワーンに帰属」して
いたが，その後，数回，数人の個人に「譲渡」
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されたのち，修行場のワクフとして設定され，
1353年時点では「修行場の弟子たちの世襲の 
私有財」であった。しかし，先述の通り，あ
る土地がワクフ財となった時点で，その所有
権の移転は停止される。また，不動産目録中 
の 1347年のシャイフ・アブー・サイードの
「ワクフ設定」の直後にも記載されているよ
うに，「ワクフは売却されず，贈与されず，相 
続されない」。ワクフ地が，短期間で「私有
財」・「世襲地」とみなされる状況は，原則か 
らは外れている。村が，シャイフ・アブー・サ 
イードによる「ワクフ設定」から 6年後の命
令書で「世襲の私有財」と記されたと解釈す
るためには，その背景を提示する必要がある。
（3）ヘルマンとグロンケは，バルール村が

1353年時点で「修行場の弟子たちの世襲の
私有財」であったと解釈したが，1333年に
サフィー・アッディーンが村を修行所のワク
フとして設定したことより，その当時，村は
彼の私有財（milk）であったと考えられる。
1337年のワクフ財収益分割書によると，村
の収益は，彼の息子たちサドル・アッディー
ンとシャイフ・アブー・サイードに分配され
たので，村は，事実上，サフィーから彼の息
子たちに「世襲」されたことになる。さらに，
1347年には，シャイフ・アブー・サイード
が村を「ワクフとして設定」したわけで，そ
のわずか 6年後の命令書で，村が「弟子た
ちの世襲の私有財」と称されたと解釈するの
は，難しいだろう。
先行研究の見解に，このような矛盾が見出
されるのは，バルール村に関連する諸史料の
記述を概ね字面通りに受け入れているためで
ある。しかし，14世紀に発行された行政上
の命令書も，不動産目録も，法文書ではない
ため，これらの史料中の「ワクフ」や「世襲
の私有財」という言葉は，法的に認証された
表現ではないことに注意を払うべきである。

また，アブディー・ベグの不動産目録編纂の
目的は，サフィー廟のワクフ財の証明であっ
た。グロンケが明らかにしたように，彼は，
正確には，ワクフ文書ではない証書類も「ワ
クフ文書」と記録しており，文書に「ワクフ」
と記載されている物件は，すべてワクフ財と
みなした可能性がある。さらに，オバンが指
摘したように，不動産目録には単純な誤記が
散見される［Aubin 1976–77: 97, n. 59］。こ
れらの点に注意しながら，史料の表現を解釈
していく必要がある。次節以降，このような
不動産目録・命令書の特性を踏まえ，叙述史
料・簿記術指南書などの歴史上の人物や財務
に関する記述と照合しながら，バルール村の
変遷を再考する。

3．サフィー・アッディーン時代の 
バルール村（1334年以前）

3.1  イルハーン朝期 1325年発行命令書のバ
ルール村

1325年の命令書のペルシア語面上部には，
当時，イルハーン朝のディーワーンが村に
課していた税の総額と内訳が記載されてい
る。その総額は 136.5ディーナールで，その
うち現金による徴収額は 56.5ディーナール
〔内訳：人頭税 42ディーナール，家畜税 10
ディーナール，建設費16）4.5ディーナール〕，
穀物17）による徴収額は 80ディーナール〔内
訳：穀物の総量が 40タガール（taghār），1
タガール当たりの価格は 2ディーナール〕で
あった。ヘルマンは，穀物により徴収された
税額の下位の説明を「正税（al-māl）と取り
分（al-bahracha），10分の 2（bil-dah du）で，
40タガール」，すなわち正税と取り分の合計
が，村の収穫高の 10分の 2で，計 40タガー
ルであったと解釈している。また，「取り分」
については，彼が分析した同時代のアルダ

16）	 ここでは，村の城壁・堰・橋などの公共建築の工事費を指す［Herrmann and Doerfer 1975b: 329］。
17）	 穀物の総量は 40タガール（taghār）。1タガール当たりの価格は 2ディーナール。タガールは重量

単位で，14世紀前半は約 83.3 kgに相当した［本田 1991: 339］。
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ビール文書の命令書に散見される bahraと
同義で，村の「所有者の取り分」，すなわち，
「私有地（milk）の毎年の収入・収穫物のう
ち，土地所有者が獲得する権利を持つ分」と
いう意味で用いられているとみなした18）。そ
して，土地所有者の「取り分」が，ディーワー
ン税の総額に含まれていることより，村は過
去に私有財（milk）であったが，この当時は
「ディーワーン地」で，ディーワーンの所有
下にあったと判断している［Herrmann and 
Doerfer 1975b, 326; Herrmann 2004: 148］。
オバンも，当時のイラン社会で，不動産の私
有権の維持が困難であったことを示す事例の
一つとして，バルール村の変遷に触れ，ヘル
マンの分析を参照し，当初，村は「ディー
ワーンに帰属していた」とみなした［Aubin 
1976–77: 96］。ただし，この見解を証明する
には，ディーワーンがほかの不動産に課した
諸税の内訳に，過去の「所有者の取り分」が
残された事例を見出す必要がある。
そこで，次に，ヘルマンらの見解とは異
なり，当時，村が，私有財であった可能性
を検討してみる。まず，（1）「取り分（al-
bahracha）」は，ヘルマンが指摘したように，
当時の文書には「所有者の取り分」の意味で
頻出する。しかし，チューパーン家と同様，
イルハーン朝の重臣の出自であったジャラー
イル朝のアルダビール文書を分析したシェイ
ホルホキャマーイー，渡部良子，松井太らは，
「取り分」という語彙が，ディーワーンの「取
り分」，つまりディーワーンに納める諸税の
一種として用いられた事例を紹介している 
［Šayḫ al-Ḥukamāʾī・渡部・松井 2017, 84– 
85］。すなわち，同王朝の君主シャイフ・ウ
ワイス Shaykh Uways（在位 1356–74）が
761/1360年に発行した，アルダビールの西
方の諸村の税に関する命令書には，「ディー
ワーンの正税・付加税・諸税（māl va 

mutavajjihāt va ḥuqūq-i dīvānī），これまで
取り分（bahra），その他としてディーワーン
に届けていたものは何でも」という記述が見
える［Šayḫ al-Ḥukamāʾī・渡部・松井 2017,  
76–77, 84］。このようにディーワーンの税目
と列記される「取り分」が，「過去の所有者
の取り分」ではなく，ディーワーン税の一種
であったとすれば，バルール村の税収の「取
り分（al-bahracha）」も税目で，1325年時
点で，村がディーワーン税を課された私有財
であった可能性が生じる。
もう一つの仮説として，（2）例えば，穀物
による税収額の内訳を，「正税（al-māl）と
［所有者の］取り分（al-bahracha），10に対
して 2で，40タガール」，すなわち正税と取
り分の割合が 10対 2で，正税が 40タガー
ルであったと解釈すれば，「取り分」は税収
に含まれていなかったと考えることも可能と
なる。この場合，ディーワーンが割合を提示
したのは，税額が正しく徴収されるためで
あったと説明できよう。ただし，この解釈を
立証するためには，この命令書のように，あ
る土地に対するディーワーン税の一覧に，土
地所有者の取り分が併記された他の事例を見
出す必要がある。
また，オバンは，この命令書にもとづき，
村が，チャギルチャの息子ハサンに譲渡され
たと考察したが［Aubin 1976–77: 96］，筆者
は別の解釈が可能であると考える。命令書の
ペルシア語面の 5–6行目によると，「（村の
税収を）今まで誰もが道理なく自分の心の
ままに占有（taṣarruf）してきた」が，「今，
裏面の金印が捺された勅書（yarlīgh-i altūn 
tamghāʾ-i żimn）により，その地はチャギル
チャの息子ハサンに委ねられた」という。命
令書のペルシア語面の裏面とは，すなわちモ
ンゴル語面の勅書を指す。ハサンは，この勅
書により，村に関する何を委ねられたのだろ

18）	 この穀物税 10分の 2という税率の解釈が正しいと仮定すれば，10分の 1は，イスラーム法におい
て私有地に課される喜捨（zakāt）としてのウシュル（‘ushr）税（10分の 1税）［川本 1991: 68］
に由来する配分で，残りの 10分の 1が所有者の取り分と推定できよう。
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うか。命令書のペルシア語面 7–9行目には，
ハサンの業務について，「その地（＝村）の
農民を守り，いかなる者にもその地を帰属・
占有させぬように」，「その（地の）諸税を徴
収し，大ディーワーン（dīvān-i kabīr）」，す
なわちイルハーン朝のディーワーン「から割
付がなされた時に，その額を届けられるよ
う保管しておくように」とある。これに対
し，モンゴル語面の 15–19行目には，「誰で
あれ力をふるうな。彼らの税（mal）をその
通り保管しているように。大ディーワーン
（yeke divan）から割付（avala）としたもの
は，決まり通りに届けているように」と記
されている［Herrmann and Doerfer 1975b: 
341–346; Šayḫ al-Ḥukamāʾī・渡部・松井
2017: 110］。これらの内容より，ハサンは村
の「徴税官（mutaṣarrif）」の業務と管理を
委託されたと解釈するのが妥当だろう。
最後に，この命令書がサフィー廟に保管さ
れた経緯について，仮説を示す。不動産を獲
得した者は，その物件の前所有者から，過
去の売買・贈与文書や，徴税に関する行政
文書を入手するのが慣例であったので，サ
フィー・アッディーンも村を獲得した際に，
村の前所有者から関連文書を入手したのだろ
う。この命令書にハサンが登場することより，
彼が，村の前所有者，あるいはそれ以前の所
有者であった可能性が高い。たとえ，この命
令書が発行された時点で，ハサンが村の所有
者ではなかったとしても，その後，ハサンが
村を獲得したということだろう。現時点では
仮説の域を出ないが，命令書のディーワー
ン税の内訳に，本税と所有者の「取り分（al-
bahracha）」の割合が明記されたという先述
の解釈が正しいならば，徴税官に任命された
ハサンは，もとより村の所有者で，彼が税を
正しく支払うように，ディーワーンが割合を
提示したと考えられる。その他に，この時点

で，サフィー・アッディーンが村の所有者で，
後出のイルハーン朝の君主アブー・サイード
による「ワクフ設定」の際に，この命令書を
証拠として譲り受けた可能性もあるが，それ
を裏づけるためには，教団が，支配層による
バルール村以外の物件の「ワクフ設定」に際
し，それ以前の命令書を譲り受けた事例を見
出す必要があるので，先の説に比べて，蓋然
性はやや低い。

3.2  イルハーン朝君主アブー・サイードによ
る「ワクフ設定」（1327年）
先述の通り，不動産目録のハサン・バー
ルー村，すなわち旧バルール村の項目の冒
頭には，村は三度，「修行場に対するワクフ
財となった」とあり，最初にイルハーン朝
君主アブー・サイードが村を「ワクフとし
た」と説明されている。そして，その根拠と
して，1327年 12月 24日発令のアブー・サ
イードの村に関する命令書の一部と，彼の重
臣チューパーンの一族タージュ・アッディー
ン・ハサン・ベグの代理人 Bā Akhī Kayに
より作成された，ハサン・ベグの村に関する
権利放棄の文書の内容が引用されている。
アブディー・ベグが，アブー・サイードに
より村の「ワクフ設定」が行われたと判断し
たのは，Bā Akhī Kayの文書に，「バルール
村を，スルターン・アブー・サイードが前
述の聖なる位階の御方［＝サフィー・アッ
ディーン］の修行場のワクフとし」と記載さ
れており，また，ハサン・ベグ自身が書いた，
「シャイフ・サフィー・アッディーンの修行
場のワクフである」という文言が存在したた
めだと考えられる。不動産目録には，もとの
文書の表現が一字一句たがわずに引用されて
いるわけではないので19），アブディー・ベグ
自身の理解にもとづき，表現に変更が加えら
れた可能性はある。しかし，彼はサフィー廟

19）	 例えば，14世紀の命令書では，修行場は zāviyaと記載されることが多いが，不動産目録に引用さ
れた 1327年のアブー・サイードの命令書の抜粋では，khānqāhと記載されており，アブディー・
ベグが表現を変更した可能性がある。
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のワクフ財の証明を意図し，「ワクフ設定」
に関する記録に注目していたので，「ワクフ」
という言葉が，文書中でも使用されていたの
だろう。また，アブー・サイードの命令書の
原文に，「ワクフ」に関する言及が存在した
可能性も否定はできない。
ヘルマンとグロンケが，アブー・サイード
による村の「ワクフ設定」について，不動産
目録の記述を字面通りに解釈しているのに対
し，オバンは，特に理由は述べていないが，
この「ワクフ」には全く言及していない。彼
は，チャギルチャの息子ハサン「のあとで
（?）」，チューパーンが，「村」を食費として
「獲得」し，1327年に彼が失脚すると，「村」
はサフィー・アッディーンに「譲渡」され
たと解釈し，同年 8月に，彼の「ワクフ財
一覧」（ワクフ文書草稿）に含められ，12月
24日に，アブー・サイードが，直属領の管
理者達に対して村に介入しないよう命じたと 
みなしている［Aubin 1976–77: 96］。不動産
目録によると，アブー・サイードの命令書に
は「バルール村を，学識ある高位の御方，シャ
イフ・サフィー・アッディーンの弟子たちの
食布と修行所の経費の費用として定めてい
る」と記載されていた。この一連の経緯につ
いて，グロンケは，村の名がサフィー・アッ
ディーンのワクフ文書草稿に記載されたの
に，アブー・サイードによる命令書の発行が，
その 4ヵ月後となった原因は不明だと指摘し
ている［Gronke 1993: 310 n. 106］。
グロンケが提示した「4ヵ月の遅れ」は，
何を意味するのだろうか。サフィー・アッ
ディーンのワクフ文書草稿の日付，8月 7日
は，チューパーンの長男ディマシュク・ハー
ジャ Dimashq Khvājaがアブー・サイード
の家臣により殺害された 727年シャッワー
ル月 5日/1327年 8月 24日の 17日前であ
る。この事件を契機に，アブー・サイード
は，チューパーンと彼の一族の排除に着手
し，アブー・サイードの軍に追われたチュー
パーンはヘラートのカルト朝（クルト朝：

1245–1389）に逃がれたが，そこで 727年ム
ハッラム月初め（1327年 11月後半）に殺害
された［Spuler 1984; Melville and Zaryāb 
1991; Melville 1992; Melville 1994; May 
2016］。ワクフ文書草稿が作成された頃には，
既にチューパーンとアブー・サイードの関係
が悪化していた可能性はあるが，この時点で，
アブー・サイードがチューパーンの「食費」
である「村」を没収し，修行場に付与したと
判断するには，根拠が乏しい。一方，アブー・ 
サイードの命令書がチューパーン殺害の翌月
に発行されたのは，単なる偶然なのだろう
か。また，サフィー・アッディーンがワクフ
文書草稿を作成した時点で，村は彼の私有財
となっていたと考えられるが，ワクフ設定
は 1333年 6月のワクフ文書により法的に成
立したので，通常ならば，それまで村は彼の
私有財であったはずである。果たして，不動
産目録が伝えるように，アブー・サイードが
「弟子たちの食布と修行場の経費」と定めた
のは，「村」だったのだろうか。
これらの問いの参考になるのは，アルダ
ビール文書に属する 14世紀後半のジャラー
イル朝君主シャイフ・ウワイスの命令書であ
る。例えば，ヘルマンが分析した，759年ズー・
アルカーダ月 13日/1358年 10月 17日発行
の命令書には，毎年，ディーワーンによる
ハーニビリーKhānibilī地方の本税・付加税
のうち 1,000ディーナールが，サドル・アッ
ディーンの弟子たちにイドラール（idrār）
として給付されていたことが記されている
［Herrmann and Doerfer 1975a］。また，シェ
イホルホキャマーイーおよび渡部・松井らが
解読した，発行年不明の命令書断簡によると，
ディーワーンが某地域に課した正税・付加税
のうち 4,000ディーナールが，修行場のイド
ラールとして支払われていたという［Šayḫ 
al-Ḥukamāʾī・渡部・松井 2017: 58–65］。イ
ドラールとは，毎年，君主がウラマー，シャ
イフ，サイイドなどに支給する給付金で，原
則的には，ディーワーンにより定額の現金が
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支払われていた。この当時のイドラールは，
受給者に対して所定の地所の徴税権を授与
し，いわば「相殺」する形で支給されており，
その受給権は，相続や売買により譲渡の対
象とされることもあった［岩武 1998; Šayḫ 
al-Ḥukamāʾī・渡部・松井 2017: 64, 81–82, 
103–108］。
イルハーンも，所定の地所のディーワーン
税の徴税権・給付権を，イドラールを含む
様々な名目で人々に付与していたことは，当
時の歴史書や簿記術指南書などより知られ
るところである20）。例えば，14世紀初めに，
イルハーン朝の宰相ラシード・アッディー
ンが編纂した『集史』［Jāmiʿ］に引用され
ている，第 7代君主ガザンGhāzān（在位
1295–1304）のディーワーンの諸税に関する
勅書（yarlīgh）には，「同様に，后妃たち・
王子たちとアミールたちに与えられ，また
イクターとして軍隊に委ねられ，そして我
ら［＝ガザン］が，宿駅費（yām-hā）21）・給
与（marsūmāt）・減免（musāmaḥāt）・采邑

（iḥtisābīyāt）・下賜（inʿāmāt）・イドラール
（idrārāt）・喜捨（ṣadaqāt）・ワクフ（awqāf）
の費用として，各人に占有（taṣarruf）させ
ている各地方（har vilāyat）においても，各
地所に，租税規定（qānūn）に従い掲示板を
置け。上述の占有者たち（mutaṣarrif）が，
自らの心のままにディーワーンの諸税を多
く徴収しないように」［Jāmiʿ/ ʿ Alīzāda: 475; 

Jāmiʿ/Jahn: 266］とあり，「ワクフ」が各地
の税収を人々に充当する費目の一つとして，
イドラールやイクター等と併記されている。
また，アブー・サイードの死後，1340年代
に成立した簿記術指南書『会計大全』［Ḥisāb］
でも，「ワクフ」はイドラールなどの費目と
ともに，各地の税収に割当てて支出する通常
経費の範疇に含まれている［Ḥisāb: 31, 32, 
34, 35, 50; cf. 渡部 2015: 55］。
これらの史料より，少なくともイルハーン
朝期には，所定の土地の税収を「ワクフ」と
して割当てる慣例が存在したことは確かで
ある。チューパーン家のハサン・ベグと Bā 
Akhī Kayは，アブー・サイードが村の税収
を「サフィー・アッディーンの弟子たちの食
布と修行所の経費の費用」として「ワクフ」
の名目で修行場に付与した行為を，「ワクフ」
と判断した可能性がある。アブディー・ベグ
が引用したアブー・サイードの命令書の文言
には，「ワクフ」として定めたという表現は
ないので，当時，このような行為が「ワク
フ」とみなされていた可能性もある22）。先述
のように持続的な需給が可能なイドラールの
名目で割り当てられていた可能性も否定でき
ない23）。この種の「ワクフ」については，ほ
かの事例を踏まえて，さらに検証する必要が
ある。
いずれにしても，アブー・サイードが修行
場に付与したのは村の税収で，それ以前は，

20）	 13–14世紀の簿記術指南書の詳細は，近年，渡部により明らかにされている［渡部 2011; 渡部 2015］。
21）	 Jāmiʿ/Jahn: 266, n. 5.
22）	 766年ジュマーダー・アルウーラー月 24日 /1365年 2月 16日付のシャイフ・ウワイスの王子シャ

イフ・アリーの命令書によると，アルダビール郡部のダーラーバードDārābād村の収益は，シャ
イフ・ウワイスにより「修行場の食布の費用として（dar vajh-i sufra-’i zāviya）」授けられていた
［Herrmann 2004: 162–163 and Abbildung 90–94 (Urkunde XXIII)］。アブディー・ベグは，この 
命令書にもとづき，不動産目録のダーラーバード村の項目で，「ダーラーバード村：ジャラーイル
家のスルターン・ウワイスの息子，王子シャイフ・アリーの命令書は，以下の通り「前述の修行場
の食布の費用として支出するように」，［村は］その［＝修行所の］ワクフ財（vaqfīyat）であるこ
とを示す［dāl bar vaqfīya-’i ān ast］」と記し，村を「ワクフ財」と判断している［ʿAbdī I: 52b］。

23）	 岩武は，イドラールが実質的に「ワクフ」に組み込まれることがあったと考察している［岩武
1998: 83–89］。また，シェイホルホキャマーイーおよび渡部・松井らは，サドル・アッディーンの
時代のサファヴィー教団でも，修行場の弟子たちのイドラールが「ワクフ」に組み込まれていた
と読み取れる形跡が認められることを指摘した［Šayḫ al-Ḥukamāʾī・渡部・松井 2017: 58, 64–65; 
81–82］。この種の「ワクフ設定」についても，さらに実例をあつめて検証する必要がある。
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チューパーンに給付されていたと解釈すれ
ば，グロンケが指摘した「4ヵ月の遅れ」は
解消する。すなわち，サフィー・アッディー
ンが村を獲得し，1327年 8月末にワクフ文
書草稿に記載した後，アブー・サイードが，
11月後半のチューパーン殺害を踏まえ，村
の税収を，サフィー・アッディーンの弟子た
ちと修行場の経費として付与し，実質的に税
を免除したと考えられる。ハサン・ベグがそ
の権利を主張し，最終的に放棄したのも，村
の税収の受給権であったと考えられる。
このようにして，村の税収が修行場に帰属
することとなったので，先に分析した 1325
年のディーワーンの命令書は，村のワクフ財
収益のほかに，税収を証明するための証拠書
類としての機能も果たすことになり，長く修
行場に保管されていたのだろう。また，先に
指摘した通り，チャギルチャの息子ハサンは，
1325年にディーワーンから村の徴税業務を
委ねられたと考えられるので，彼の在任期間
とチューパーンが村の税収を支給された期間
は重なっていた可能性もある。
ところで，オバンは，ハサン・ベグをチュー
パーンの「息子（あるいは男系子孫）」と解
釈し，権利放棄の文書が書かれた時期は，サ
フィー・アッディーンの生前か，ハサン・
ベグがアゼルバイジャン地方を事実上統治
した時期24）か，確定できないと述べている
［Aubin 1976–77: 96, n. 53］。彼は，グロン
ケと同様，ハサン・ベグを，イルハーン朝
君主アブー・サイードの死後にアゼルバイ
ジャン地方で実権を獲得したチューパーンの

「孫」シャイフ・ハサン，通称「小ハサン」
Shaykh Ḥasan Kūchikに同定したのだろう。
シャイフ・ハサンは，チューパーンの
息子テムルタシュ Tīmūrtāshの息子で，
717/1317–18年頃に生まれた。チューパー
ンの失脚に伴い，父テムルタシュが任地の
ルーム地方からマムルーク朝へ逃亡した後
も，ルーム地方に滞在した。そして 1335年
のイルハーン朝君主アブー・サイードの死
後，父テムルタシュの家臣の支持を得て，
738/1338年にジャラーイル部出身のアミー
ル，シャイフ・ハサン，通称「大ハサン」
Shaykh Ḥasan Buzurg（757/1356没）に勝
利し，アゼルバイジャン一帯で実権を獲得し 
たが，744/1343年に妻イッザト・マリク
ʿIzzat Malikにより殺害された。シャイフ・
ハサンの活動年代より，彼が不動産目録に
登場するハサン・ベグに相当すると考えら
れる25）。ただ，彼のラカブは，同時期のアラ
ビア語人名辞典では言及されておらず［cf. 
Wafī: 315; Aʿyān: 192–193］，16世紀のイブ
ン・カルバラーイー Ibn al-Karbalāʾīのタ
ブリーズの墓所便覧では，別の人物の項目
にアラー・アッディーン ʿAlāʾ al-Dīnと記載
されている［Rawżāt: 44］。ハサンという名
で，タージュ・アッディーンというラカブを
有したと伝えられる同時代のアミールといえ
ば，先述のジャラーイル部のシャイフ・ハサ
ンである［Shaykh: 78b–79a, 80a, 81a–82b, 
83b］。二人が同名であったため，不動産目
録編纂時に，ラカブが取り違えられたのだ
ろう。また，ハサン・ベグの代理人 Bā Akhī 

24）	 オバンは，ハサン・ベグがアゼルバイジャン地方を事実上統治した時期を 1336–8年と 1338–43年
とするが，チューパーン家のシャイフ・ハサンがアゼルバイジャン地方で実権を掌握した期間は後
者の時期である［Melville and Zaryāb 1991; May 2016］。1336–8年に勢威を奮ったのは，チュー
パーン家と同じくイルハーン朝の重臣の家系に属し，チューパーン家の失墜後，アブー・サイード
の最も有力なアミールとなったジャラーイル部のシャイフ・ハサン（大ハサン）である［Melville 
1999: 53–59; Jackson 2008; Wing 2016: 85–88］。

25）	 Guzīda: 620; Majmaʿ: 310–313; Shaykh: 82b–84b。なお，チューパーンの長男もハサンという名で
あった。彼は，1927年に父が失脚した際，ジョチ家のハーン，ウズベグUzbek（在位 1313–42）
のもとに亡命し，後に戦死したので［Shaykh: 78a］，ハサン・ベグである可能性は低い。チューパー
ン家全般については，［Nabʾī 1973 or 1974; Melville 1991; Melville and Zaryāb 1991; Melville 
1994; Melville 1999: 2–42, 69, 73; May 2016; Wing 2016: 86–93, 102–107; 志茂 2013: 673–681］。
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Kayの名の表記は写本間で揺れがある。16
世紀後半の写本では，語頭の文字に点が付さ
れておらず，本来の綴りは明白ではなく，人
物の特定は困難である26）。
なお，オバンの指摘通り，ハサン・ベグ
の代理人 Bā Akhī Kayにより文書が作成さ
れた時期は明白ではない。小ハサンが，ア
ゼルバイジャン地域で実権を掌握した時期
であった可能性もあるが，不動産目録には，
ハサン・ベグと Bā Akhī Kayが，「村」はサ
フィー・アッディーンの修行場の「ワクフ」 
と記していたとあるので，サフィー・アッ
ディーンの生前に起草された可能性もある。
1343年の小ハサンの死後は，彼の兄弟マリ
ク・アシュラフが，758/1357年までアゼルバ
イジャン一帯で覇権を獲得し，サドル・アッ
ディーンの私有財や修行場のワクフ財への
干渉を禁止する命令書を発行している［ex.  
Herrmann 2004: 152–156 and Abbildung 
82–84 (Urkunde XXI)］。

3.3  サフィー・アッディーンによるワクフ設
定（1333年）
第二のサフィー・アッディーンによるワク
フ設定は，先述の通り，1333年に成立した。
不動産目録のバルール村の項目には，その根
拠として，1327年のワクフ文書草稿と 1333
年のワクフ文書が取り上げられている（［表
3］④参照）。
このワクフ文書草稿にもとづき，1337年

に，サフィー・アッディーンの 4人の息子
にワクフ財収益を分配する分割文書が作成さ
れた。この分割文書の内容は，1333年のワ
クフ文書の規定と基本的には矛盾しなかった
はずである。サフィー・アッディーンによる
1333年の修行場に対するワクフ設定は，彼
の息子たちも受益者に指定されており，いわ
ゆる「家族ワクフ（waqf ahlī）」［柳橋 2012: 

642–644］としての性質も有していたと考え
られる。この分割文書には，バルール村のす
べてのワクフ財収益が，サドル・アッディー
ンと兄弟シャイフ・アブー・サイードに帰属
すると記載されており［Gronke 1993: 300;  
ʿAbdī I: 42a; ʿAbdī II: 94; ʿAbdī III: 93］，その
ことは，先述の通り，不動産目録のバルール
村の項目でも言及されている。

4．サドル・アッディーン時代のバルール村
（1334年以降）

4.1  シャイフ・アブー・サイードによる「ワ
クフ設定」（1347年）
アブディー・ベグによると，三度目に，
サドル・アッディーンの兄弟シャイフ・ア
ブー・サイードが「ワクフ設定」を行ったと
いう。その根拠として，アブディー・ベグは，
1347年 2月 13日付のシャイフ・アブー・サ
イードによる「もう一つのワクフ文書」の概
要を記す。それによると，まず，シャイフ・
アブー・サイードは，「村全体」を修行場に
対して「ワクフとした」。この「ワクフ設定」
により，シャイフ・アブー・サイードは，村
のワクフ財収益の受益者としての権利を修行
場に移転し，修行場運営の経費に充てるよう
定めたと考えられる。「村全体」と記載され
ているので，サドル・アッディーンの取り分
もそれに含まれていたか，これ以前にサド
ル・アッディーンが修行場に帰属させていた
可能性がある。
続けて，シャイフ・アブー・サイードは，
村の税収について，父サフィー・アッディー
ンによるワクフ設定が行われた時代，つまり
イルハーン朝の「至高なるディーワーン」が
定めた規定，すなわち当時のディーワーンが
村に課した税目・税額に則して徴収し，サ
フィー・アッディーンが定めたとおり，修行

26）	 ただし，マリク・アシュラフの家臣アミール・アヒー Akhī，すなわちアヒージューク Akhīchūq
（760/1359没）であった可能性がある。アヒージュークと彼の名がアヒーと表記されることについ
ては，［Amitai 2009; Ṣubḥ: 261］。
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場の経費として支出するように規定してい
る。ここでいう村の税収とは，1327年 12月
に，アブー・サイードが「ワクフとした」税
収を指すと考えて間違いないだろう。当時，
チンギス家のハーンが乱立する混乱期が続
き，ハーンの権威は形骸化しつつあったもの
の，アゼルバイジャン地域で実権を掌握した
チューパーン家の当主小ハサンやマリク・ア
シュラフは，ハーンを擁立していた［Melville  
and Zaryāb 1991; May 2016; 大塚 2013: 194– 
195］。それ故，1327年 12月発行のアブー・
サイードの命令書の原文書は，チューパーン
家から承認を得るために十分な効力を持ち，
修行場は村の税収の受給権を維持できたのだ
ろう。
そして，最後に，シャイフ・アブー・サ
イードが，「サドル・アッディーンに対する
過去の村の収益」に権利がないと承認したの
は，それまでにサドル・アッディーンが獲得
した村のワクフ財収益の配分を指すと考えら
れる。これらの「もう一つのワクフ文書」の
内容により，シャイフ・アブー・サイードは，
村のすべての収益，すなわちワクフ財収益と
税収に対する一切の権利を持たないこととな
り，村は修行場に属することとなった。

4.2  チューパーン家台頭期 1353年発行命令
書のバルール村

1353年の命令書（［表 3］参照）は，上部
が欠けており，発令者と通知先，指令内容の
冒頭部が失われているが，先述の通り，マリ
ク・アシュラフ，または彼の家臣・関係者が
発令した文書と推定される。この命令書に
は，現存部分の 1行目に，「修行場のワクフ
（vaqf）」という表現が見える一方で，命令書
の命令書の 5行目から 7行目に登場するバ
ルール村を含むアルダビール地方の 13村は，
5行目で，amlāk-i mawrūthī-i īshānである

と記されている。ヘルマンとグロンケは，こ
の 13村が，「修行場の弟子たちの世襲の私
有財」であったと解釈し，この命令書が発令
された当時，教団が 13村を所有していたと
判断した。しかし，バルール村が「弟子たち」
により世襲されてきた「私有財」であるとい
う解釈が矛盾をはらむことは，先に述べたと
おりである。
上述のバルール村を含む 13村は，それぞ
れ，アルダビールの郡部とアルダビール北東
のダールマルズ Dārmarz郡，南東のブース
ジーン Būsjīn郡に属し，最後のチューラー
ブ Chūrāb村以外は，すべて，不動産目録
の第 1部（ḥarf）に項目が存在し，サフィー
廟の不動産であった（［表 4］参照）。不動産
目録によると，このうちダイム Daym村は，
サルクジャーン Sarkuzhān村の別名である
というので［ʿAbdī I: 54a］，ここでは数に含
めない27）。
ほかの 12村のうち 8村は，不動産目録の
アルギル村の項目で引用されている 1337年
のワクフ財収益分割文書に登場し，9村は，
1360年にサフィー・アッディーンのワクフ
文書の内容を認証するために作成された証書
の物件一覧にも登録されている。それ故，い
ずれかの文書に登場する 10村は，サフィー・ 
アッディーンにより修行場のワクフとして
設定された可能性がある。また，いずれの
文書にも登場しない 2村のうち，サウマア
Ṣawma‘a村の一部の土地は，不動産目録によ 
ると，733/1333年にサフィー・アッディーン 
に贈与され，後に息子シャラフ・アッディー 
ンの私有財となった［ʿAbdī I: 55b; Gronke  
1993: 311, 343］。750/1350年の命令書（nishān） 
には，「修行場のワクフ財（vaqfīyat）」でも
あったと記載されていたというので［ʿAbdī I: 
55b–56a］，少なくとも村の税収の一部が「ワ
クフ」と認識されていた。以上より，12村

27）	 ヘルマンは，命令書では，サルクジャーン村とダイム村の名が併記され，別の村を指すように読み
取れると述べている［Herrmann 2004: 149］。この 2村は，1535年頃には別個の村であった可能
性があるが，アブディー・ベグの時代には一つになっていたのだろう。
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表 4　1353年命令書に登場するアルダビール地方の諸村とサフィーのワクフ設定

村名
761/1360年
ワクフ文書 
の認証証書

737/1337年
ワクフ財収益分割文書 

（分割対象）

物件の所有権に関する証書類の引用

アルダビール郡部
　カルフラーン村
　　（Kalkhurān）
 ［ʿAbdī I: 63a–65a］

記載あり
（村全体）

記載あり（村全体）

（Sharaf al-Dīn・Alāʿ 
al-Dīn）

760/1359年：
Ṣafī al-Dīnのmilkと承認（i‘tirāf）された［ʿAbdī I: 44a］。

アルダビール郡部
　バルール村
　　（Barūr）
 ［ʿAbdī I: 49b–50b］

記載あり 記載あり（村全体）

（Ṣadr al-Dīn・Abū 
Saʿīd）

アルダビール郡部
　カンズワーナク村
　　（Kanz(w)ānaq）
 ［ʿAbdī I: 48a–48b］

記載あり（村全体）

（Ṣadr al-Dīn・Abū 
Saʿīd）

ダールマルズ郡
　スハー村（Suhā）
 ［ʿAbdī I: 54b］

記載あり
（村全体）

記載あり（村全体）

（Ṣadr al-Dīn・Abū 
Saʿīd）

ダールマルズ郡
　ナウディーフ村
　　（Nawdīh）
 ［ʿAbdī I: 70b–71a］

記載あり
（村全体）

記載あり（村全体）

（Ṣadr al-Dīn・Abū 
Saʿīd）

アルダビール郡部
　サルクジャーン村
　　（Sarkuzhān）
 ［ʿAbdī I: 54a–54b］

記載あり
（村全体）

記載あり（村全体）

（村名が切り取られて
いる）

ダイム村（Daym） ※不動産目録によるとサルクジャーンの別名［ʿAbdī I: 54a］
本文書では異なる村の可能性がある［Herrmann 2004: 149］

アルダビール郡部
　ジャジュキーン村
　　（Zhazhqīn）
 ［ʿAbdī I: 47b–48a］

記載あり
（村全体）

アルダビール郡部
　アルギル村
　　（Alghir）
 ［ʿAbdī I: 39b–44a］

記載あり
（村全体）

記載あり（村全体）

（Ṣadr al-Dīn・Abū 
Saʿīd）

741/1340年：
Ṣadr al-Dīnのmilkと承認（iqrār）された［ʿAbdī I: 43b］。
742/1341–2年：
Ṣadr al-Dīnのmilkと承認（i‘tirāf）された［ʿAbdī I: 43b–44a］。
760/1358–9：
Ṣadr al-Dīnのmilkと承認（i‘tirāf）された［ʿAbdī I: 44a］。
759/1360年：
Ṣafī al-Dīnのmilkと承認（i‘tirāf）された［ʿAbdī I: 44a］。

アルダビール郡部
　サウマア村
　　（Ṣawma‘a）
 ［ʿAbdī I: 55b–56a］
アルダビール郡部
　カチュフラーン村
　　（Kāchkhurān）
 ［ʿAbdī I: 62a］

記載あり
（村全体）

ブースジーン郡部
　クーラドゥール村
　　（Kūra Dūl）
 ［ʿAbdī I: 66b–67a］

741/1340年：
Ṣadr al-Dīnのmilkと承認（iqrār）された［ʿAbdī I: 43b］。
742/1341–2年：
Ṣadr al-Dīnのmilkと承認（i‘tirāf）された［ʿAbdī I: 43b–44a］。
760/1358–9：
Ṣadr al-Dīnのmilkと承認（i‘tirāf）された［ʿAbdī I: 44a］。

アルダビール郡部
　チューラーブ村
　　（Chūrāb）
※ 不動産目録には，
村の項目がない

記載あり
（村全体）

記載あり（説明なし）
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のうち 11村は，サドル・アッディーンの時
代の文書にワクフ財・「ワクフ」として登場
する。
もう一つのクーラドゥールKūradūl村は，
不動産目録によると，その大半の土地が，サ
フィー・アッディーンとサドル・アッディー
ンにより，前所有者のアルダビール地方の名
家カークリーKākulī家の人々28）から数回に
分けて購入された。アブディー・ベグは，カー
クリー家の数人がサドル・アッディーンの私
有財（milk）であると承認したという記録を 
引用しており，修行場のワクフ財となった証
拠の文書を提示していないので，1353年時点 
では，彼の私有財であった可能性もある［ʿAbdī  
I: 66b–67a; Gronke 1993: 325］。それ故，サ
ドル・アッディーンと教団は，12村の大半
が，本来，修行場のワクフ財であると認識し
ており，それらの地所に経費を請求する者や
介入する者がいたため，それを禁止する命令
書の発令をマリク・アシュラフらに要請した
可能性が高い。
また，先述の通り，12村のうち 10村は，
サフィー・アッディーンにより修行上のワク
フとして設定された可能性があるので，それ
以前は彼の私有財であったと考えられる。そ
して，そのうち 6村のワクフ財収益は，彼の
4人の息子に分配されていた。グロンケが指
摘したように，サドル・アッディーンの時代
には，彼の 3人の兄弟のワクフ財収益のうち
少なくとも一部が修行場の運営費に充てられ
るようになり，1360年には，サフィー・アッ
ディーンが，生前，サドル・アッディーンを
ワクフ財の管財人に指名したことが認証され 
ている［Gronke 1993: 298, 299, 323］。それ故， 
1353年の命令書が発行された当時，彼は修
行場とサファヴィー家の不動産の保全のた
め，外部勢力との交渉に努めていたのだろう。

さて，先述の通りヘルマンとグロンケは，
この命令書の 5行目の amlāk-i mawrūthī-i 
īshānを，「修行場の弟子たちの世襲の私有
財」と解釈したが29），この箇所の īshānは，
ペルシア語の三人称代名詞の複数形（彼ら），
つまり「弟子たち」ではなく，単数形（彼）

の尊称で，サドル・アッディーンを指すと
解釈するのが妥当だろう。アルダビール文
書のうち，14世紀に発行された他の命令書
において，明らかにサドル・アッディーン
に対して，īshānという敬称が用いられた事
例が存在する。例えば，ヘルマンが分析し
た 775年ラビー・アルアッワル月 1日/1373
年 8月 21日に発行されたシャイフ・ウワイ
スの命令書［Herrmann 2004: 170–171 and 
Abbildungen 100–101 (Urkunde XXV)］に
は，本文の 2・3行目に，「シャイフ・サドル・
アッディーンの弟子たち」への言及があり，
4行目に，アゼルバイジャンのギャルムルー
ドGarmrūd地方の複数の土地（zamīnhā）
が，「私有権により īshānに属す（az rāh-i 
milkīyat ba-dīshān ta‘alluq dārad）」と記載
されている。この箇所のみ見ると，īshānが，
サドル・アッディーンを指すのか，弟子たち
なのか，必ずしも明確ではないが，6行目に，
これらの土地について「シャイフ・サドル・
アッディーンの私有権が定まっている」とあ
るので，īshānはサドル・アッディーンを指
すことが確認される。
最後に，1353年の命令書の 5行目の

amlākの解釈について検討する。まず，12
村のうち 11村が，14世紀の文書や不動産目
録にワクフ財・「ワクフ」として登場し，1
村はサドル・アッディーンの「私有財」で
あったとも考えられるので，この箇所の
amlākは，単に様々な「土地」という意味で
使用されている可能性がある。すなわち，12

28）	 カークリー家については，Gronke［2003: 154–163］にまとめられている。
29）	 ヘルマンが分析した別のアルダビール文書，700年シャーバーン月/1301年 4月 11日–5月 9日発

行のアミール・ターイフー Ṭāyfūの命令書にも，「ṭilq-i mawrūthī（世襲の合法的な）」milkとい
う表現が存在する［Herrmann 2004: 68 and Abbildung 16 (Urukunde IV)］。
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村は，かつてサフィー・アッディーンの私有 
財となった時期があり，彼の後継者がサド
ル・アッディーンであったので，「サドル・
アッディーンの世襲の土地」と記されたのだ
ろう。
また，蓋然性は高くはないが，当時の不
安定な政治・社会情勢の影響により，サ
フィー・アッディーンが修行場のワクフ財と
した村の帰属が曖昧となり，他者による干
渉や不当な徴税が増え，その維持が困難と
なったため，サドル・アッディーンが，それ
らは彼の「私有財（amlāk）」であると主張
し，時の実力者による命令書を得て，ワクフ
財の再建を目指していた可能性がある。例
えば，1353年の命令書に登場するアルギル
村，ナウディーフ村，クーラドゥール村の
3村について，不動産目録には，741/1340
年，742/1341–2年，760/1358–9年に，カー
クリー家の人々が，サドル・アッディーン
の「私有財（milk）」であると承認（iqrār, 
i‘tirāf）したことが記録されている30）。さ
らに，759/1360年にも，同じアルギル村と
カルフラーンKalkhurān村について，サ
フィー・アッディーンの私有財（milk）であ
ると承認（i‘tirāf）した人物がいたという31）。 

先述の通り，アルギル村・ナウディーフ村・
カルフラーン村は，1333年に，サフィー・
アッディーンにより修行場のワクフとして設
定されており，サドル・アッディーンが，そ
の「所有権」の承認・確証の獲得に努めてい
た形跡が認められる32）。

おわりに

本稿で検討したことは，以下の通りであ
る。1325年に，イルハーン朝のディーワー
ンにより，チャギルチャの息子ハサンが，
村の徴税官として任命された。村の税収は
チューパーンに食費の名目で支給されていた
が，1327年 11月に彼が殺害されたのち，イ
ルハーン朝君主アブー・サイードによりサ
フィー・アッディーンの弟子たちの食費・修
行場の運営費として割当てられた。この行為
を，のちに，チューパーンの孫の小ハサンに
同定できる人物と彼の代理人 Bā Akhī Kay
は「ワクフ」とみなしており，村の税収が
「ワクフ」の名目で修行場に付与された可能
性がある。また，小ハサンは，チューパーン
が所有した村の税収に対する受益権を主張し
たが，最終的には，税収が修行場の「ワクフ」

30）	 アルギル村・ナウディーフ村・クーラドゥール村は，741/1340年に，カーディー・ハミード
Ḥamīd b. Najm al-Dīn Maḥmūd Kākulīが，サドル・アッディーンの私有財（milk）と承認（iqrār）
し，同年と翌年 742/1341–2年に，カーディーの息子，カーディー・アラー・アッディーン ‘Alā’ 
al-Dīn Manṣūr b. Ḥamīd Kākulīが，同様に承認（iqrār, i‘tirāf）した。また，760/1358–9年に，
カーデイー・シャムス・アッディーン・ムハンマド Shams al-Dīn Muḥammad b. Ṣadr al-Dīn 
b. Maḥmūd Kākulīも同じことを承認（i‘tirāf）している［ʿAbdī I: 43b–44a, 66b–67a, 70b–71a; 
Gronke 1993: 325］。なお，アルギル村は，718/1318年にサフィー・アッディーンが，カークリー
家のカーディー・ナジュム・アッディーン・カークラNajm al-Dīn Kākulaより購入した［ʿAbdī I: 
39b; Gronke 1993: 324］。

31）	 グロンケによると，カマール・アフマド・タブリーズィー Kamāl Aḥmad b. Isma‘īl b. Kamāl 
Aḥmad Tabrīzīが，2村をサフィー・アッディーンの私有財であると承認した［ʿAbdī I: 44a; 
Gronke 1993: 325］。

32）	 そのほかに，蓋然性は低いが，当時のアゼルバイジャン地方の行政文書において，ワクフ地をワク
フ設定者やその後継者の「私有財（amlāk）」と記載する場合があった可能性もある。当時，同地
方の主都タブリーズを拠点とした先述のクジュジー教団は，1380–2年に大規模なワクフ設定を行っ
たが，そのワクフ文書作成には多数のカーディーが関わった。彼らの法学派は「シャーフィイー
派のみではなかった」［Werner, Zakrweski and Tillschneider 2013: 51］というが，言い換えれば，
多数のシャーフィイー派のカーディーが文書作成に関わっていた。シャーフィイー派には，ワクフ
財の所有権は，神に属するという説以外に，ワクフ設定者にとどまるとする説が存在するという［柳
橋 2012: 657］。
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として割当てられたことを認め，権利を放棄
した。
サフィー・アッディーンは，恐らくチャギ
ルチャの息子ハサンから村を獲得し，1333
年に，修行場のワクフとして設定した。なお，
村のワクフ収益は，サドル・アッディーンと
兄弟シャイフ・アブー・サイードに分配され
ていたが，シャイフ・アブー・サイードは
1347年にそれを修行場の運営費として設定
した。その後，1360年に，村を含むサフィー・
アッディーンのワクフ財と，サドル・アッ
ディーンの管財権を認証する文書が作成さ
れ，サドル・アッディーンのもとで，修行場
のワクフ財が再建された。
以上より，サフィー・アッディーンとサド
ル・アッディーン父子が，イルハーン朝君主
アブー・サイード，チューパーン家の小ハサ
ンやマリク・アシュラフなどの時の権力者と
の交流を通して，バルール村の土地とその収
益を修行場に帰属させた経緯が，より明確に
なった。先行研究が指摘した通り，アブー・
サイード死後の不安定な政情の下，サドル・
アッディーンが父の時代以来の修行場のワク
フ財の再建に努めていた様子も確認された。
そしてアブー・サイード治世のチューパーン
の失脚により，チューパーン家が村からの収
入を失ったこと，彼の子孫がそれを取り戻す
べく，権利を主張した顛末も明らかとなった。
バルール村の例のように，ある地所の所有者
が，その土地をワクフとして設定し，その受
益者に自分の家族を含めること，さらに，そ
の土地の税収を授与され，あるいは授与され
た者から獲得し，免税の権限を得ることは，
岩武がラシード・アッディーンの『ラシー
ド区ワクフ文書 Vaqf-nāma-ʾi Rabʿ-i Rashīdī』
の事例を提示したように［岩武 1998］，14
世紀によく見られた不動産収益集積の術で
あったと位置づけられる。
また，アブディー・ベグ版不動産目録の

17世紀の写本と 18世紀初めの写本にも，ハ
サン・バールー村の項目は存在する。そして，

前者の欄外には，「［村は，］古くから，恩寵
の徴ある［サフィー廟の］管理部の占有下に
ある（az qadīm dar taṣarruf-i sarkār-i fayż-
āthār būda ast）。その収益は年ごとに登録さ
れてきた（ḥāṣil-i ān sāl bi-sāl żabṭ shuda）」
［ʿAbdī II: 112］という書き込みが存在し，後
者の欄外にも「［村は，］占有下にある」と記
されている［ʿAbdī III: 111］。それ故，両写
本が作成された当時，サフィー廟が村の全収
益を獲得していたことは明らかである。
本稿の各所で呈示したように，アブ
ディー・ベグ版不動産目録の最古層のワクフ
財にまつわる情報には，単純な誤記や，字面
通りに解釈すると整合性を欠く記述が存在す
る。その一因として，従来，16世紀後半に
は，サフィー廟に保管されていた最古層の文
書の一部が破損・散逸し，判読の難しい箇所
があったことが挙げられてきた。そのほかに，
アブディー・ベグの目的が，廟のワクフ財の
証明であり，不動産に関する文書に「ワク
フ」という言葉が存在すれば，「ワクフ」と
判断し，集めた情報に矛盾が生じても，ほと
んど解釈を加えなかったことも指摘できるだ
ろう。先行研究は，基本的に不動産目録の記
述を，ほぼそのまま受入れており，その矛盾
点を検討していないが，その多くは，同時期
のアルダビール文書と照合し，14世紀の叙
述史料・簿記術指南書・書簡作成指南書など
を参照することにより解消される。今後，同
時期に成立した他のワクフ財の来歴を個別に
再検討してゆけば，サファヴィー家と教団の
最古層の不動産収益がどのように集積された
か，そして，それが，その時々の支配層の庇
護の下，維持されていく様子について理解を
深めることができるだろう。
サファヴィー教団と同時期にアゼルバイ
ジャン地方で活動したクジュジー教団のワク
フ文書について分析したヴェルナーは，そ
のワクフ設定を最初に担当したカーディー
が，1360年にサフィー・アッディーンのワ
クフ再建の手続きを担当したファドル・アッ



86 アジア・アフリカ言語文化研究 別冊 1

ラー・ウバイディーであること，彼の親族が
『ラシード区ワクフ文書』にも証人として名
を連ねていることを指摘している［Werner,  
Zakrweski and Tillschneider 2013: 52; Werner  
2015: 83］。このように，サファヴィー教団
の事例と，同時期のイランのワクフ設定や不
動産の所有・占有を対照し，俯瞰することで，
14世紀のイランの政治・社会状況の一端を
明らかにすることができるだろう。また，岩
武は，かつて，イルハーン朝期の史料におい
て，イドラールやイクター，その他の税収給
付の制度が「恩賜」（suyūrghāmīshī）と併
記されることがあると指摘した［岩武 1998, 
93］。将来的には，このような「恩賜」や，
本稿で分析したイルハーン朝君主アブー・サ
イードによる「ワクフ」，つまり一種の「寄
進行為」に着目し，同時代のテュルク・モン
ゴル政権下の中央アジア・内陸アジア・東ア
ジア等の事例と比較することにより，それぞ
れの地域社会の特性とモンゴル・テュルク系
政権の制度に対する理解を深めることにもつ
なげられるだろう。
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［付録］アブディー・ベグ版不動産目録のハサン・バールー村の項目の校訂テクスト
底本：ʿAbdī I: 49b–50b。他写本：ʿAbdī II: 112–114; ʿAbdī III: 111–113; ʿAbdī/Hidāyatī: 175–177.
 ※テクスト中に登場する文書類には，囲み線  を付した。四囲の地名の綴りは暫定版

33）	 イルハーン朝第 8代君主オルジェイトゥŪljāytūを指す。オルジェイトゥはシーア派へ改宗した。
34）	 イルハーン朝第 2代君主アバカ Ābāqāを指す。
35）	 ʿAbdī II: 113.
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36）	 ʿAbdī II: 114. cf. ʿAbdī I: حیوة［50b］, ʿAbdī III: حیات［50b］.
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継承されるサフィー廟不動産目録
不動産目録 19世紀要約版の成立背景
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Succeeding the Ṣarīḥ al-Milks at the Safavid Shrine:  
A 19th Century Synopsized Version of the Shrine’s Real Estate Inventory

ABE, Naofumi

After the fall of the Safavid dynasty in 1722, the shrine of Shaykh Ṣafī faced a 
decline due to budgetary shortages and the diminution of people’s veneration. 
Hence, contemporary scholars have rarely studied the Safavid shrine during 
the second half of the 18th and 19th centuries. The shrine, however, survived 
throughout the centuries, preserving its buildings and precious movable 
properties such as manuscripts and Chinese porcelains until today.

The Ṣarīḥ al-Milk, a well-known inventory of the real estate belonging to 
the Safavid shrine, was composed in two versions, one in the reign of Shāh 
Ṭahmāsb and one under Shāh ʿAbbās I. We have recently found that two 
copies of a synopsized version of the shrine’s inventory (Kitābcha-ʾi Khulāṣa-ʾi 
Ṣarīḥ al-Milk), which have not been correctly catalogued, were newly written 
at some point between the years 1885 and 1891. This article attempts to locate 
this synopsized version in the shrine’s tradition of compiling inventories of 
immovable properties even back to the pre-Safavid period.

Some documents prove that during and after the Safavid dynasty, the 
Ṣarīḥ al-Milk had been continuously used for the management of the shrine’s 
waqf properties as documentary evidence.

The 19th century synopsized version aimed to survey the status quo 
of the waqf properties registered in the two previous version of the Ṣarīḥ 
al-Milk, as the shrine was experiencing decline with the shrinkage of waqf 
revenues. Available documentation indicates that the synopsized version of 
the inventory, summarizing the two previous versions, is likely to have been 
compiled based on a couple of different manuscripts in an attempt to cover 
necessary items of information. Patterned precisely on the layout of the two 
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はじめに

西アジアのムスリム社会における政治権
力と宗教施設に関する研究は，世界的に広
く進められている。イランとその周辺地域
をみると，本研究で対象とする西北部のアル
ダビールにあるシャイフ・サフィー・アッ
ディーン廟は，特に変転著しい廟と言えるだ
ろう。これまでのサフィー廟に関わる研究は，
Gronke 1993に代表されるモンゴル期にお
ける発展や，Rizvi 2011や Luṭfī 1395Khな
どに見られるサファヴィー朝期における王朝
庇護下の繁栄への関心が強いが，筆者は廟の 
長期的存続，とくに18世紀前半のサファヴィー 
朝滅亡後に社会的影響力を喪失した廟の存続
に関心をもっている。そこで本共同研究「イ
スラーム聖者廟の財産管理」に参加するなか
で筆者は，かねてより注目していたサフィー 
廟不動産目録の要約版（1885-1891年頃成立） 
の編纂背景の一端を分析することにした。
サフィー廟の不動産目録としては，16世

紀中葉サファヴィー朝のタフマースブ 1世
期にアブディー・ベグによって作成された
版（アブディー版）が有名で，さらにその補
遺が 17世紀アッバース 1世期に作成されて
いる（スィパーハーニー版）。英国のイラン
史研究者アレクサンダー・モートンの研究に
よって，欧米の学界でも早い段階からアブ
ディー版サフィー廟不動産目録には 3点の写
本が伝存し，またスィパーハーニー版写本 2
点が存在することが知られてきた［Morton 
1974: 32–36］。また，イラン国外の研究者の
利用も多いテヘラン大学附属中央図書館に，
同写本のマイクロフィルムが所蔵されている
ことから1），イラン国立博物館（「イラン考
古学博物館」の名称で有名）所蔵の 4写本の
存在は比較的よく知られて，利用されてきた。
上記 5点の写本のほか，筆者はイラン・イ
スラーム議会附属図書館での写本調査を通じ
て，アブディー版とスィパーハーニー版の両
方を併せた 19世紀作成の要約版（この呼称
については後述）があることを知った2）。こ

previous versions of the Ṣarīḥ al-Milk, the 19th century version was mainly 
used for administration rather than documentary evidence, which was the 
function of the previous versions.

はじめに
1．サフィー廟不動産目録の伝存
　1.1 不動産目録作成伝統
　1.2 廟不動産目録写本の伝存について
2．サフィー廟不動産目録の利用実態
　2.1 �サファヴィー朝期における廟不動産目

録利用
　2.2 �サファヴィー朝滅亡後の廟不動産目録

利用
3．廟不動産目録 19世紀要約版の成立事情
　3.1 19世紀要約版 2写本の周辺情報と構成
　3.2 要約版作成背景と編集方針
　3.3 要約版の底本調査
　3.4 要約版の機能
おわりに

1）	 テヘラン大学附属中央図書館所蔵マイクロフィルムの 1656，1658番（アブディー版）および
1655，1657番（スィパーハーニー版）である［Dānishpazhūh (ed.) 1348Kh/1969: 136–137］。

2）	 Majlis Library, Ms.17228。引用では，Kitābcha-ʾi Khulāṣa Iと記す。このほか，冒頭が一部欠落
しているがそれを除けばより完全な体裁であるイラン国立図書館写本も存在する（Millī Library, 
Ms. 7866/Kitābcha-ʾi Khulāṣa II）。この写本については本共同研究の一員でもある近藤信彰氏のご
教示により知ることができた。記して謝意を表したい。
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の 19世紀要約版は，これまで書誌目録で正
確に紹介されていなかったため3），その存在
は学界に知られていなかったのである。本稿
では，まずサフィー廟においてはこうした目
録を編纂する伝統が古くから存在し，廟に
継承されてきたことを確認する。続いてサ
フィー廟不動産目録が 17世紀以降の廟財産
の管理に利用されていた実態を個別の事例か
ら説明する。このように実際に活用されてい
たゆえに，王朝からの要請に応える形で，19
世紀に新たな版が編纂されることになった。
この 19世紀要約版を廟における不動産目録
作成伝統の文脈に位置付けて，その特徴と編
纂背景を考察する。

1．サフィー廟不動産目録の伝存

1.1 不動産目録作成伝統
アブディー・ベグがタフマースブ期に不動
産目録を編纂する以前から，サファヴィー教
団の教団長やサファヴィー家の関係者は，そ
れぞれ個人として不動産目録を作成して保持
していた。アブディー版不動産目録において，
個人で不動産目録を保持していたと明示され
ているのは以下の 3名である。
・シハーブ・アッディーン（第三世代）

・ イブラーヒーム（通称シャイフ・シャー。
第四世代）

・ジュナイド（第六世代）

不動産目録でこうした過去のサファヴィー
教団長個人に属する不動産目録に言及した記
述は古くから知られているが，一部不正確な
解釈もあったので，以下引用しよう4）。

隠されてはならないことだが，シャイフ・ 

サフィー・アッディーン様の子供たちの名 
の許にあるものは，すべて本書（īn nuskha） 
に取り入れられた。他方シャイフ・サド
ル・アッディーン様の子供たちの名の許に
あるものにかんして，彼の子供のなかで子
孫がいるものについては，本書のなかに記
載することができなかった。すべての財産
に相続人が定められ，彼らに帰属している
ためである。彼らの多くは，自分たちのた
めに不動産目録を作成している。さて，そ
のうちでシャイフ・シハーブ・アッディー
ン・マフムード様は，信頼できる不動産目
録を有し，多数の不動産を有し，そのうち
の多くをワクフとしていた。ワクフ文書
（vaqfīya）は，アルダビール地方にあるイ
ブラーヒームアーバードの箇所で登録され
ている。この仮定にもとづくと，彼の財産
の残りは彼の子孫に帰属しているはずであ
る。そのほか，ハージャ・シャイフ・シャー
の通称で知られるシャイフ・イブラーヒー
ム様も信頼できる不動産目録を有する。彼
の財産は彼の子孫に対するワクフとなって
いる。スルターン・シャイフ・ジュナイド
様の不動産目録もまた存在する。これは彼
の不慮の死の後に作成され，相続人らの間
で確かに保持されている。［ʿAbdī I: 164a］

加えてアブディー版では，「古い不動産目
録（ṣarīḥ al-milk-i mundarisī）」なるものが
度々言及される。上記 3名の不動産目録のほ
かにも，廟の不動産目録が存在し，財産管理
のために利用されていた可能性がある。その
後，サファヴィー朝期にアブディー版とスィ
パーハーニー版が作成され，さらに 19世紀
後半には要約版が作成された。これら 3冊の

3）	 たとえば議会図書館写本の書誌情報としては，ヒジュラ暦 14世紀書写という推測はともかく，スィ
パーハーニー版部分の冒頭を引用紹介しており［Naẓarī (ed.) 1391Kh/2012: 81］，スィパーハー
ニー版不動産目録写本としか解釈できないような解説である。

4）	 これまでに，モートンも該当箇所に注目している［Morton 1974: 33 n. 13］。ただしモートンはこ
の箇所を誤って解釈しているようで，サフィーとサドル・アッディーンもそれぞれ不動産目録を作
成していたと理解し（可能性はあるが明記はされていない），またジュナイドをハイダルと誤読し
ている。
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不動産目録は君主の指示により編纂されたこ
とになっているが，過去に教団長個人が不動
産目録を作成し，それが廟に保管され，財産
管理に利用されるという伝統の上に成立して
いることは間違いないのである。
アブディー版およびスィパーハーニー版不
動産目録は，それ以前の教団長個人に属する
という位置づけから，事実上廟という組織に
属する目録に変化している。聖者廟などの機
関・施設も含めてイスラーム法上，法人格は
認められていないが［Schacht 1982: 125］，
これはサフィー廟が，支配王朝の祖廟として
組織面で成熟・発展し，属人的な文脈を超え
て廟の長期的・制度的な運営が実施されるよ
うになった実態を反映しているといえよう。

1.2 廟不動産目録写本の伝存について
19世紀要約版を除けば，モートンが研究
を行った 1970年代初頭から，サフィー廟
不動産目録写本に新たな発見はなく，アブ
ディー版 3点とスィパーハーニー版 2点にと
どまる5）。これら写本の伝来を簡単に確認し
ておきたい。1点（アブディー版）を除いて，
現在残り 4点はイラン国立博物館に所蔵され
ている。モートンの調査も踏まえると，現存

5写本はすべて旧王立図書館（Kitābkhāna-ʾi 
Dawlat-i ʿAlīya-ʾi Īrān）所蔵であり，またも
ともとサフィー廟から移管されたものであっ
た6）。

1722年にアフガン族の侵攻によりサファ
ヴィー朝が事実上滅亡すると，サフィー廟は
大きな試練に直面する。廟に所蔵されている
貴重な動産が略奪される事件が頻発したので
ある。こうした時勢の混乱もあって，サフィー
廟は動産目録を作成した7）。この動産目録に
はサフィー廟不動産目録 5点も登録されてお
り，写本の形状が描写されている8）。その箇
所を以下に引用する。

不動産目録（ṣarīḥ al-milk）：廟ワクフ
財産の土地（農地）と不動産（amlāk va  
mustaghallāt）の証書と契約文書類（asnād  
va qabālajāt）に関する。ナスタアリーク
体。5冊。
・ サ マ ル カ ン ド 紙， 堅 表 紙（jild-i 
muqavvī），鹿革（sāghirī）の外表装，簡
素な山羊革（tīmaj-i sāda）内表装：1冊。
・サマルカンド紙，天綴じ装丁山羊革表紙
（jild-i tīmāj-i bayāżī）：1冊。
・イズミル紙，天綴じ装丁堅表紙山羊革メ

5）	 アーレダーウードの 1995年の研究でも，不動産目録写本として 5点が紹介されている［Āl-i 
Dāʾūd 1374Kh/1995: 135–141］。マフムード＝モハンマド・ヘダーヤティーによるアブディー版
の部分刊行には，どの写本を用いたか明記されていないが，イラン国立図書館写本 2734/ʿAbdī III
を翻刻したものであることが分かった。

6）	 イラン国立博物館所蔵の 4写本については，写本に王立図書館所蔵票の画像も付されており，そこ
には，サフィー廟から移管されたことが記されている。モートンによれば，国立図書館所蔵本にも
同様の所蔵票が付されており，アブディー版 3写本はすべて，王立図書館旧蔵で，サフィー廟から
移管されたものである［Morton 1974: 33 n. 16］。筆者が利用した国立図書館所蔵写本 2734の画
像では，旧王立図書館所蔵票を付された葉が含まれず，直接確認できなかった。

7）	 写本目録の表記に従い動産目録と記すが，本史料に付されている表題は，「1172年ラジャブ月
寅年管財人ムハンマド＝カースィム・ベグ殿の検分に基づくサフィー廟収蔵動産類一覧（Arż-i 
mawjūdī-i ajnās va asbāb va matrūkāt-i Āstāna-ʾi muqaddasa-ʾi munavvara-ʾi mutabarraka-ʾi 
Ṣafīya-ʾi Ṣafavīya – ḥuffati bil-anwāri al-qudsīyati – az qarār-i bāzdīd-i ʿĀlīshaʾan-i Rafīʿ-makān 
salālat al-sādāt-al-ʿiẓām Muḥammad-qāsim Beg mutavallī ba-tarīkh-i shahr-i Rajab al-murajjab 
sana 1172 Bārs ʾīl）」となっている。動産目録原本は巻子状で，現在サフィー廟に所蔵され，展示
されている。この原本を基にした動産目録の翻刻が，Ganjīna-ʾi Shaykh Ṣafīという書名で出版され
ている。

8）	 モートンは，ケンブリッジ大学附属図書館に所蔵されている廟動産目録謄本を紹介し，廟不動産目
録記載箇所［Arż-i mawjūdī-i ajnās-i Āstāna: 152b］について，刊本の不備を指摘している［Morton 
1974: 32–33 n. 13］。筆者も同写本を調査したところ，刊本該当箇所［Ganjīna-ʾi Shaykh Ṣafī: 24］
には重大な不備があった。
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ダイヨン施された装丁：1冊。
・サマルカンド紙，天綴じ装丁堅表紙，外
表装に装飾用に押印されたメダイヨン施さ
れた簡素な山羊革表装：1冊。
・サマルカンド紙，メダイヨン施された堅
表紙で簡素な内表装：1冊。

5つの伝存する写本のうち，アブディー版
写本 3/ʿAbdī III（国立図書館写本 2734）の扉
［1a］には，「中型，サマルカンド紙，山羊革」
という形態描写が付されているが，本論集
第 1部の渡部の論文でも示されている通り， 
この書込みは当該写本についての描写ではな
い可能性が高い9）。他の写本にはこうした書
込みはなく，手元にて利用可能な画像データ
から，動産目録に見られるそれぞれを特定す
ることは困難である。伝世写本 5点はいずれ
も横綴じであるが，動産目録では 3冊が天綴
じ（bayāżī）とされており，一見すると伝世
写本とは異なる。ただし製本専門家の意見も
踏まえると，筆者が利用しえた画像では，伝
存 5点の写本が動産目録に記された写本と一 
致しないと断定もできないことが分かった10）。
これまで述べてきた写本に関する理解を概
括すると以下の通りとなる。伝世写本 5冊は，
いずれもイスラーム革命以前にサフィー廟か
ら王立図書館に移され，その後で 4冊がイラ
ン国立博物館に，1冊がイラン国立図書館に

移管されたものである。18世紀の動産目録
にも 5冊の写本がその時点で廟に伝わってい
たとされ，伝世写本と冊数の点では一致する。
しかし，目録に記される形態描写を考慮しつ
つ専門家の画像判断の知見を参考にしたとこ
ろ，両者が一致するかどうかは判別できない。
以上の通り，画像データによる伝世写本と
動産目録の記事の照合には限界があるもの
の，廟が古くから不動産目録を作成し保管し
利用しつつ，後代に伝える努力がなされてい
たことは注目に値する。こうした記録保持の
伝統のうえに，19世紀版が成立したのである。

2．サフィー廟不動産目録の利用実態

サフィー廟不動産目録は，単に保管されて
いただけでなく，廟の財産管理に活用されて
いた。アブディー版写本 3の扉の書込みに
も謄本が作成された経緯が記されている。そ
れによれば，タフマースブ 1世の印が押さ
れた「原本」（アブディー版写本 1/国立図書
館写本 3718）は，アッバース 1世時にワク 
フ財とされた際に呪詛が書き添えられて廟外
持出しが禁止されたため，謄本が作成された
のである。したがって，不動産目録の謄本が 
廟財産管理上必要とされたことに疑いがない。 
また本論集第 1部の渡部論文が示すように，
アブディー版写本 2（国立博物館写本 3719）

9）	 アブディー版写本 3の扉［1a］の書込みの多くはオリジナルでなく書写とみられる。
10）	 伝世写本の装丁画像をもとに動産目録の描写と照合できないか，人を介して製本家・書籍修復家の

岡本幸治氏に相談したところ，筆者が利用しえた画像解像度の限界から，革質の判断（たとえば鹿
革と山羊革の判別など）は，困難との回答を得た。18世紀動産目録において，5冊中 3冊が「bayāżī」
すなわち「天綴じ」とされているが，伝世写本 5点の現在の装丁はいずれも横綴じである。「bayāżī」
を天綴じと解釈するなら，3冊の伝世写本は動産目録の記事と一致しないことになるが，岡本氏に
よれば一部の写本の装丁には，背表紙に後代の修復の痕跡のあるもの（アブディー版写本 2/国立
博物館写本 3719），後代に西洋風革装丁が新たに施されたもの（スィパーハーニー版写本 2/国立
博物館写本 4324），後代に背表紙が付け加えられた可能性があるもの（アブディー版写本 3）が確
認できる。また，「原本」と位置付けられるアブディー版写本 1（国立博物館写本 3718）は，時期
は明記されていないが盗難にあったこと添え書きされており，実際に本には破損の痕跡が見られる
（のちに取り戻したと追記されている）。動産目録作成後に盗難事件があった場合は，目録上の記述
との不一致はありうる（とくにこの写本はいわば「原本」に位置付けられる重要写本にもかかわら
ず，装丁には一切の装飾がなく不自然に簡素である）。したがって，動産目録作成後，一部写本が
天綴じから横綴じに変更された可能性もあり，伝世写本の現在の形態から，それらが 18世紀動産
目録に記載されている写本ではないと断定することはできない。
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の料紙の余白に，複数の時点における占有状
況や賃料徴収，証書との照合など，管理に関
わる情報が書き込まれている。このほか，不
動産目録以外からも，この目録が実際に利用
されていたことを伝える記述が見られるので
紹介したい。国立博物館に所蔵されているア
ルダビール文書の閲覧は容易ではないので，
筆者が許可された限られた範囲での分析にな
ることをあらかじめ断っておきたい。

2.1  サファヴィー朝期における廟不動産目録
利用

1071年ラビー・アッサーニー月/1660年
12月付の法勧告・賃貸借契約文書［Asnād-i 
Buqʿa: 25763-359］11）では，ミシュキーン地
方のウナールUnār村の所有をめぐって，現
地の村長老（kadkhudā）が，村がサフィー
廟のワクフ財であることを認め，賃貸借契
約を締結している。この賃貸借契約に際し
て，廟が土地を管轄する根拠として，証書
（qabāla va sanad-i muʿtabara）と並んで不
動産目録が挙げられており，借主も証書と併
せて不動産目録も閲覧し，内容に同意して，
賃貸借契約を締結した経緯が読み取れる。ま
た不動産目録への言及が繰り返されているこ
とから，廟の財産管理における役割と機能も
窺える。文書自体が読みにくい崩し字で書か
れて，また修復跡が多く筆者が利用しえた画
像も不鮮明なので不明な箇所もあるが，以下
参考のために訳出する。

　神よ
　至高なる勅令に従って，サフィー廟に属す 
る不動産の徴収担当者（muḥaṣṣilī）が，管
財人と王の儀典長官の指揮下？（ba-nigāhī-i  
mutavallī va Īshīk-āqāsī-i khāṣṣa-ʾi sharīfa） 

に派遣されていた（？）。信頼できる契
約文書や証書と不動産目録（qabāla va 
sanad-i muʿtabara va ṣarīḥ al-milk）に基
づき用益権を占有している前記廟の土地か
ら得られたものを，サフィー廟で費消する
ことになっていた。
　不動産目録に書かれていることによれ
ば，ミシュキーン地方にあるウナール村
はサフィー廟のワクフ財である。1071年
ラビー・アッサーニー月/1660年 12月に，
アルダシールの子で村長老（kadkhudā）
であるラフィーウと，イマームヴェル
ディーの子で同じく村長老のサフィーク
リーが，管財人様の許に出頭し，契約文書，
証書，不動産目録に同意し，ウナール村が
廟に属すると認めたことから，同村が〔彼
らに〕賃借されることになった。前記の村
長のラフィーウとサフィークリーは，廟
〔の管財人？〕から？ウナール村のすべて
を 1071年丑年（すなわち 1661年 3月か
らの一年）につき〔賃借し〕，現金 3トマ
ンと穀物 5ハルヴァール 21マンを〔賃貸
借の対価として〕，帳簿の手形（barāt）に
基づき，前記の村名義の為替を有する者に
送り届けよ。遅滞することがないように。
1071年ラビー・アッサーニー月/1660年
12月記

不動産目録自体はあくまで目録であり，そ
れ自体はシャリーア文書・証書とは見做され
ないはずである。しかし，この文書で記され
ている通り，実際には所有権が争点となった
時に廟の不動産目録は証拠として扱われてお
り，また相手側の対応からは，社会的にもそ
うした機能が運用上受け入れられていたこと
が看取されるのである。

11）	 この文書は，筆者が入手できた画像が不鮮明で判読不能箇所が多い。シェイホルホキャマーイーの
アルダビール文書目録の説明によると，「アルバーブ村を廟へ返還する内容の廟管財人の法勧告」
と理解されている［Shaykh al-Ḥukamāʾī (ed.) 1387Kh/2008: 85］。アブディー版不動産目録を参
照しても，ミシュキーン地方にアルバーブ村はなく，綴りとの整合性も踏まえて，不動産目録に記
載されているウナール村と判断した。
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2.2 サファヴィー朝滅亡後の廟不動産目録利用
次に，サファヴィー朝滅亡後の事例を見て
いこう。19世紀カージャール朝期において
も，サフィー廟のワクフ財管理に不動産目録
が不可欠な役割を果たしていたことが窺える。
ここで取り上げるのは，1221年ラジャブ

月 6日/1806年 9月 19日付のタブリーズ近
郊のアミールザカリヤー村におけるサフィー
廟のワクフ財証明文書［Asnād-i Millī: 2960-
10688］である。冒頭に「アルヴァナク地方
土地財産の詳細。アルヴァナク地方で有名
なスィース村の向いにあるディーザジカド
ル村に関わる部分について（tafṣīl-i amlāk-i 
Arvanaq az bābat-i Dīzaj-i Qadr vāqiʿ  
dar ẓāhir-i qarya ast mashhūr az Nāḥīya-ʾi 
Arvanaq-i maẕkūr）」と説明的な表題が付さ
れている（稿末の文書写真参照）。このワク 
フ財証明文書と不動産目録を比較してみたい。 
この文書には不動産目録への言及があるだけ
でなく，実際に不動産目録（アブディー版）

の該当箇所をレイアウトの面で模倣している
ことが顕著に窺える。なお，該当箇所の記述
自体は要約されている。この点から，当該文
書の作成者に不動産目録から抜き出す必要情
報の判断が委ねられていたことが窺える。
加えてこの文書の末尾にある記述において
も，サフィー廟のワクフ財を主張する根拠と
して不動産目録が明示されている。またこの
記述には，ワクフ財主張に際して証書に言及
されていない。不動産目録，および財産を記
録している台帳や支出指示書（ṭūmār）12）が，
いわば実務上はワクフ財であることを明示す
る証拠として利用されていたことが読み取れ

る13）。なお，記述に続く認証のための 5つの
印章のうち判読可能な一つは，カーディーを
名乗るアブドゥルアハド・フサイニーのもの
であることから14），この文書自体は法的証拠
機能を有したシャリーア文書として機能して
いるといえよう。

タブリーズ近郊アルヴァナク地方のスィー
ス村の表にあるディーザジカドルとして
知られるアミールザカリヤー村のワクフ
地は，不動産目録の一覧（ṣūrat-i kitāb-i 
ṣarīḥ al-milk）に基づき，また偉大な
るサフィーの神聖なる墓廟のワクフ地
（amlāk-i mawqūfa）が記載されている台
帳と支出指示書（dafātir va ṭūmār）に従っ
て，細部まで明らかである通りに，権利を
有する者に詳細が知られているように，ワ
クフ地と私有地の区分を明確に示し，権利
を有する者にその権利が正しく取得される
ようにせよ。1221年ラジャブ月 6日/1806
年 9月 19日
印：サリーム？ 1202年
印：アブドゥルアハド・フサイニー 1204年
他 3名の印（判読不能）

上で見てきたアミールザカリヤー村におけ
るサフィー廟ワクフ財をめぐる交渉と発給さ
れた文書そのものの分析を通して，不動産目
録が廟の財産管理に際して内部で参照される
にとどまらず，場合によっては目録の該当箇
所が抜き書きされ，廟外部の交渉相手や紛争
相手に提示されていたことが分かった。レイ
アウトを模倣する一方で必要情報が取捨選択

12）	 アブディー版写本の終章などにて言及されている「支出指示書（ṭūmār-i nasaq）」［ʿAbdī I: 163b–
164a］を指すと考える。支出指示書については，本論集の第 2部近藤論文を参照のこと。

13）	 ただし，紛争の時に常に不動産目録が提示されていたとも限らないようである。たとえば 18世
紀末に起こった同アミールザカリヤー村の所有権・賃貸借をめぐる紛争の際に作成された 1210
年ズー・アルカーダ月 9日 /1796年 5月 16日付法勧告・合意文書（和解）［Asnād-i Millī: 2960-
10118］には，不動産目録への言及は見られない。

14）	 本文書自体にはカーディーとされていないが，イラン国立博物館所蔵アルダビール文書にある
1214年ラビー・アルアッワル月 12日 /1799年 8月 14日付の贈与文書［Asnād-i Buqʿa: 25774-
370］では，同一人物が文書の認証の際にカーディーを名乗っている。
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されていたことから，不動産目録を利用する
方向性が見えてくる。こうした利用実績の積
重ねは，19世紀における要約版の編纂に結
実したとみられる。

3．廟不動産目録 19世紀要約版の成立事情

19世紀後半に，アブディー版とスィパー
ハーニー版，およびティムールのワクフ文
書15）を合冊し，記述を要約した不動産目録，
すなわちサフィー廟不動産目録 19世紀要約
版Kitābcha-ʾi khulāṣa-ʾi Ṣarīḥ al-milkが成
立した。アブディー版とスィパーハーニー版
は記載の方法が異なるため，2つの不動産目
録の記載の特徴を簡単に確認しておく。ア
ブディー版不動産目録に記録されているサ
フィー時代の財産集積の記録は，複雑なもの
が多い（詳しくは渡部の本論集解題参照）。
アブディー・ベグ自身は入手できた史料を可
能な限り整理し記載しているのだが，複雑な
権利関係の積重ねゆえに，一読しただけでは
廟の財産占有具合を把握できない箇所も散見
される。

17世紀アッバース1世期に作成されたスィ
パーハーニー版は，アブディー版のような複
雑さはないものの，タフマースブ期以降に廟
が入手した物件の契約文書をほぼ原文のまま
で引用しているため長文であり，廟に属する
ことになった財産の内容を把握するのに手間
がかかる。以上のようなそれぞれの版が抱え
る課題を克服するため，より実用重視で作成
されたのが 19世紀要約版なのである。以下
では写本の構成と成立事情を考察し，従来の
廟不動産目録を作成し利用してきた伝統のな
かに位置付ける。

3.1 19世紀要約版 2写本の周辺情報と構成
伝存している 19世紀要約版は管見の限り

2写本が存在し，1冊は議会図書館に所蔵さ
れ，もう 1冊は国立図書館にある。それぞれ
の写本に欠陥があり，両方を併せて利用する
必要性が大きい。
・ イラン・イスラーム議会図書館写本 17228
（要約版写本 1）の特徴
アブディー版，スィパーハーニー版それぞれ
にかんして，アルダビール部分以外が脱落し
ているうえ，錯簡が多い。序文の欠落は少ない。
・ イラン国立図書館写本7866（要約版写本2）
の特徴
序文の冒頭，おそらく 1ページ分（第 1葉目）

と第 3葉目を欠く16）。一方で，主にアルダビー
ル郡部の農村財産について，19世紀版作成
時点における占有財産の管理状況を説明する
書込みが写本料紙の余白に存在する。
両写本の構成は，議会図書館写本の著しい
錯簡もあって，大きく異なる。概要を示すと
表 1のようになる。
要約版の伝世 2写本はそれぞれ欠点がある
ため，相互補完を要する。要約版の作成背景
を理解するために要約版写本 1の分析を要す
るが，序文以外の 19世紀要約版の全体像や
廟の財産管理の実態を理解するためには，要
約版写本 2が不可欠である。
両写本は，序文に加えて，アブディー版，
スィパーハーニー版，ティムールのワクフ文
書の 3つの部分から構成されている点におい
ては共通している。また，それぞれの部分の
冒頭に付された簡潔な説明もほぼ同一である
ことから，基本的に同じ目的で同一文脈にお
いて作成されたことは読み取れる。しかし，
表 1で示されている通り，順序および分量の
点で，同一作品と言えないほど相違がある。
まず要約版写本 1の内容を錯簡と併せて説明

15）	 ティムールのワクフ文書謄本については，本論集の第 2部杉山雅樹論文参照のこと。
16）	 要約版写本 1との校合による。要約版写本 2は，要約版写本 1の 1bから 2aの 2行目まで，およ

び 3aの 13行目（途中）から 4bの 9行目該当部分が欠落している。
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する17）。この写本は，アブディー版の第 1部
（ḥarf-i avval）に記録されているアルダビー
ルの都市物件と郡部物件，およびスィパー
ハーニー版のアルダビール部分（都市＋郡
部）のみを含む。錯簡の多さに加えて，項目
名として明記されるはずの冒頭の村名が欠落
している箇所も散見されるため，要約版写本
1は冒頭の欠落を補うなど以外には，単独で
の利用は意味をなさない。これに対して，要
約版写本 2は表 1の順番で並び，元のアブ
ディー版とスィパーハーニー版の全体を網羅
し，それぞれの内部では基本的に錯簡なく記
述されている。ただし，要約版写本 2におい
ても，ティムールのワクフ文書が序文に続く
順番が作成者の意図を反映したものでない可
能性が高く，これについては錯簡の可能性が
ある18）。

3.2 要約版作成背景と編集方針
本書の著者は，ミールザー・ハサン・ハー
ンである。これは序文の記述に加えて，要約
版写本 1の扉［1a］から読み取れる19）。著者
は序文において，「前騎兵出納官で現在は廟？
の 財 務 官（sarrishta-dār-i sābiq-i savāra-ʾi  
nuṣtrat va mustawfī-i ḥālīya-ʾi sarkārī）」
［Kitābcha-ʾi Khulāṣa I: 3a］と自己紹介して
いる。また要約版写本 1の扉［1a］の書込
みでは「軍務書記（lashkar-nivīs）」と紹介
されている。調査命令が委託された時点では，
著者は不本意に公務から離れてアルダビール
に数年にわたって滞在しており，その間にア
ルダビールやサフィー廟の内情に相当の知見
を得ていたことで，廟とワクフ財の調査を任
されたのである［Kitābcha-ʾi Khulāṣa I: 3a］。
本書が執筆されたのは凡そ 1885年から

1891年の間と考えられる。序文によると，後

17）	 なおこの錯簡は，装丁時に発生した錯簡ではない。葉の切れ目での錯簡ではなく，同一ページのな
かで，スィパーハーニー版から唐突にアブディー版（の途中）に切り替わっているため，書写・編
纂の際に既に発生している。

18）	 アブディー版部分の冒頭に 19世紀に付記された説明に，「同様に，合の主アミール・ティムール
が行ったワクフもあり，詳細なワクフ文書が存在する。そのままのかたちで（bi-ʿayni-hā），本冊
子に要約が記される」［Kitābcha-ʾi Khulāṣa II: 12a］とあり，元来はアブディー版に続いてティムー
ルのワクフ文書が配置されることが想定されていたことが窺える。

19）	 要約版写本 1の扉［1a］には，「不動産目録冊子。わが伯父である軍務書記の故ミールザー・ハサン・
ハーンが執筆し，アルダビールからテヘランに送付したものである」と記されている。この書込み
の下に書き込んだ人物の印も押されているが，薄くて判読不能である。

表 1　サフィー廟不動産目録 19世紀要約版 2写本の構成

要約版写本 1: 52葉 要約版写本 2: 112葉（白紙 10頁）

序 文［1b–5b］：作成の背景など，現状説明の 3項
目：Ⅰ．現状説明，Ⅱ．廟成員
ス ィパーハーニー版［6a–23a］：序文＋アルダビー
ル都市と郡部の不動産のみ。（1ページ分脱落）

（明記なし）アブディー版［23b–39a］：アルダビー
ル郡部サディーカイ＝ムザッファリー村（当該村
名部分は空白）からアルダビール郡部終わりまで
［30b］。続いて（30bの途中）アルダビール都市物
件の「広場にある新キャラバンサライ」（Khān-i 
jadīd-i maydān）の証書の途中からサディーカ・
ディフ村（サディーカイ＝ムザッファリー村の直前
物件）まで。
ア ブディー版［39b–46b］：（序文＋アルダビール都
市部）。最初から，「広場にある新キャラバンサラ
イ」の途中まで。
ティムールのワクフ文書［46b–52a］

序 文［1a–3a］：作成の背景など（冒頭欠落），現状
説明の 3項目：Ⅰ．ワクフ財の現状説明（一部欠
落），Ⅱ．廟成員，Ⅲ．賃貸料・廟成員への給付金
ティムールのワクフ文書［4b–11a］
アブディー版［12a–90a］
スィパーハーニー版［91b–112a］
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述の通りハサンアリー・ハーン・ギャッルー
スィー軍務卿（amīr-i niẓām）に最初に作
成命令が下されている［Kitābcha-ʾi Khulāṣa  
I: 2b］。ハサンアリー・ハーンが「軍務卿」 
の称号を得たのは，ヒジュラ暦 1302年（1884– 
5年）であり，アゼルバイジャン統治から異
動したのは 1309年前半（1891年）であるた
め［Bāmdād vol 1: 362–364］，本書作成の時 
期を 1885年から 1891年の間と推定できる。
サフィー廟不動産目録の 19世紀要約版が
作成された背景，経緯，編集方針を，主に写
本序文の記述に基づき考察したい。2写本を
校合すると，要約版写本 2は冒頭 1ページ（最
初の 1葉）と本来の第 3葉部分を欠くと推定
される20）。したがって，冒頭部分に欠落が少
ない要約版写本 1が参考になる21）。以下にお
いて表 2を参考にしつつ，執筆背景，作成の
経緯，編集方針を解説する。
・作成の背景
序文によれば，サフィー廟の荒廃の原因が
ワクフ財収益の未納にあり，ワクフ財および
廟の現状調査をしてその調査結果を記録する 
ことになったのが，19世紀要約版作成の主
要な背景である。こうした経緯にカージャー
ル朝政府が関わっている点が興味深い。序文

冒頭の該当箇所は装飾的形容表現を多用して
書かれているため，そうした部分を簡略化し
た抄訳という形で掲示する。

　君主陛下の大御心は，かねてより墓廟
（qubāb）を装飾し，聖廟（buqāʿ-i sharīfa） 
を飾り，聖所（amākin-i mutabarraka）を 
修復し，旧跡（āthār-i qadīma）を再興す
ることに意を払ってきた。というのも，臣
民と被造物（raʿāyā va barāyā）の荒れた
心を慰め癒すことが，陛下のお望みであっ
たためであり，そうすることによって至高
なる神のご加護により，勝利の王朝の永続
の原因となる最大限の安寧・安心を得られ
るためである。［Kitābcha-ʾi Khulāṣa I: 1b］

序文の冒頭でカージャール朝がサフィー
廟を庇護する理由が述べられている。カー
ジャール朝は，シーア派イマーム廟やイマー
ムザーデの墓廟をはじめとするイラン国内の
聖廟・聖所を支援することで，臣民の支持を
獲得し，それが神の加護につながる，すなわ
ち王権の正当性を強化する意図がそこには
あったのである。
また王権の正当性強化に関して，民衆の支

20）	 要約版写本 2の 1a冒頭は，要約版写本 1の 2aの 3行目冒頭と一致する。また，要約版写本 2の
2a冒頭は要約版写本 1の 4bの 10行目冒頭と一致する。

21）	 序文該当箇所は，要約版写本 1の 1b–5a，要約版写本 2の 1a–3a。

表 2　サフィー廟不動産目録 19世紀要約版序文の構成

作成背景［要約版写本
1: 1b–2b］
作成経緯［要約版写本

1: 2b–3a］

編集方針［要約版写本
1: 3a–4a］
現状説明の 3項
　第 1項［要約版写本

1: 4a–5a］
　第 2項［要約版写本

1: 5b; 要約版写本 2: 
2b］
　第 3項［要約版写本

2: 3a］

カージャール朝は，聖廟・聖所の支援を重視。シャーは霊感によってサフィー
廟の荒廃を知り，ワクフ財等の現状調査を命令。
シャーからの調査命令がアゼルバイジャン執政官に下され，そこからアルダビー
ル・ミシュキーン地方の財務官に下達。そこからアルダビール在住の著者ミー
ルザー・ハサン・ハーンに委託。
サファヴィー朝期のアブディー版とスィパーハーニー版不動産目録の内容を要
約し，合冊し，現状調査の結果を盛り込む。
3項目に分けて，廟の現状を概観。
廟のワクフ財現状の概要を説明。政庁の占有・接収下にある財産と私人の占有
下にある財産を分類することに。
廟成員の一覧

廟の収支，廟吏への俸給
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持と神の加護を得ることに加えて，シーア派
イマーム崇敬との関係性も明示されている。

　不可視の霊感により，世界を映す陛下
の吉祥にして清らかな御心にお告げがあ
り，導きの館アルダビールにあり，サファ
ヴィー朝の君主たち―神よ彼らの確証を
照らし給え―の建設物である，神の使
徒ムハンマドの聖法と教道を進む知の師
匠であり，無謬のイマームの正当なる子
孫であり（farzand-i bi-ḥaqq-i aʾimma-ʾi  
maʿṣūmīn），シャイフ・ジブライールの子で 
あるシャイフ・サフィー・アッディーン・ 
イスハークの聖廟が破損し，消滅の危機に
あることが知らされた。（一部装飾的形容
表現簡略化）。［Kitābcha-ʾi Khulāṣa I: 2a］

サフィー廟は先行するサファヴィー王家
の祖廟という位置づけを前提としつつも22），
「シーア派イマームの正当な子孫」である
シャイフ・サフィーの墓廟と表現し，シーア
派聖廟保護の観点を強調している。つまり，
サフィー廟庇護は，シーア派イマーム崇敬と
結びつくという論理が見出せるのである。サ
フィー廟庇護の契機として，「不可視の霊感
（mulham-i ghaybī）」により廟の荒廃を知る
に至ったという主張が語られていることも注
目に値する。サフィー廟庇護・支援はシーア
派信徒の庇護者たるカージャール朝政権に
とって不可欠であったという理解が示される
のである。
・作成の経緯
廟の荒廃の原因として，管財人や廟従僕
による占有などにより，ワクフ財が廟の管
理から離れ，修繕の費用が得られていない
ことが明らかとなった。そこでワクフ財の
調査をすることになり，19世紀要約版が作
成されることになった［Kitābcha-ʾi Khulāṣa 
I: 2a–2b］。調査に関わる行政的な手続き

として，シャーからの廟ワクフ財の調査を
指示する勅令がアゼルバイジャンの執政官
（kārguẕār）であるハサンアリー・ハーン軍
務卿に通知され，そこからアルダビールおよ
びミシュキーンとその周辺の首席財務官であ
るミールザー・アサドッラー・ハーン・ヴァ
キールルムルクに下達された。そのヴァキー
ルルムルクから，要約版著者のミールザー・
ハサン・ハーンにワクフ財および廟の現状調
査業務が指示されたのである。
廟ワクフ財の現状調査の詳細を指示する勅
令の内容は，カージャール朝期のワクフ管理
行政の観点からも示唆的である。以下，一部
簡略化して該当箇所を掲載する。

（勅命にもとづき）あらゆる都市と地方に
存在してきたこの聖廟のワクフ財にかんし
て，以下の点を明らかにすることとなった。
シャイフ・サフィー・アッディーンのワク
フ財がどれであるか，どのようにワクフと
して機能しているか，ワクフ財の使途は何
であるか，ワクフ財の地名はどれであるか，
〔法的に〕ワクフでありかつワクフとして
耕作されている土地が人々の占有下にある
場合，その名目は何であり，どのような人
物の占有下にあり，またどのような証拠に
基づいて占有しているか，それらの土地の
収益はどれほどか，管財人長（mutavallī-
bāshī）が誰であり，廟従僕は何人いるか，
彼らの俸給はどれほどか，聖廟の支出は
どうなっているのか。これらを書き，陛
下に奏上することとなった。［Kitābcha-ʾi 
Khulāṣa I: 2b］

この記述から，古くは 14世紀にも遡るワ
クフ財の現状を調査するに際して，どのよう
な点に注目していたのかが読み取れる。ワク
フ財の確定，ワクフとして扱われているか否
か，ワクフ財の使途，現在の名称の把握，第

22）	 訳文にあえて残している通り，サファヴィー朝君主に対して，「神よ彼らの確証を照らし給え」とい
う祈願文を加えており，カージャール朝が先行するサファヴィー朝を尊重する立場を明示している。
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三者による占有の根拠，収益の実績という問
題が，ワクフ財調査の対象となっている。こ
れに加えて，廟そのものの実情把握（管財
人，廟吏の実態，廟の現在の経済状況）も行
うことになっていた。合理的かつ現実的な調
査内容である。またワクフ財調査全体の概要
は，現状説明の第 1項に該当し，廟の実情は
現状説明第 2，3項にあたる。個々のワクフ
財調査内容は，要約版写本 2の各料紙の余白
に簡潔に書き込まれている。要約版写本 1に
調査結果の書込みがないが，その理由は不明
である（調査結果記録用ではなかったのだろ
うか？）。
・編集方針
序文の記述を字義通りにとるならば，ワク
フ財現状調査を実施するにあたって，アルダ
ビールの財務官ヴァキールルムルクから指令
を受けたミールザー・ハサン・ハーン（再々
請負にあたる）が，廟に存在していた不動産 
目録の体裁を模倣し，それを要約し，2冊の不 
動産目録を合冊したのである。そしてそこに，
調査した情報を加筆したことになっている。

この卑小なる者（＝著者）は定められた
命令にもとづいて，領内各地のワクフ
財（awqāf-i har mamlakat va vilāyat va  
baladī）を判別し，証書とワクフ文書の
一覧をまとめる内容の，廟帰属で耕作
中のワクフ地に関する不動産目録の書
（kitāb-i ṣarīḥ al-milk-i amlāk-i mawqūfa-
ʾi mushtamil va dāʾir）を模倣して，ワク
フ地（amlāk-i mawqūfa）とワクフ財がど
うなっているか（kam va kayf-i vaqfīyat）
を文言・字句の遺漏や変更，改竄なく，そ
のままのかたちで（bi-ʿayni-hā）この要約
冊子（īn kitābcha-ʾi khulāṣa）に記載する
こととなった。サフィー様自身，またはサ
フィー様の偉大なるご子孫たちが購入した

土地，およびこの偉大な御方の配下や弟
子たちが寄進したり，移転したり，ワク
フしたワクフ地であるものがすべて，故
シャー・タフマースブ時代の不動産目録に
記録されている。また，故アッバース 1世
時代にサフィー廟自体の財源で，管財人で
ある故シャイフ・シャリーフ・ベグ・ザー
ヒディーの管財権の下で購入された土地・
不動産（amlāk va raqabāt）〔があり，そ
れを記録した〕別の不動産目録が存在す
る。二冊の不動産目録の要約と内容を，本
冊子において 2冊を 1冊として，登録し記
録した。［Kitābcha-ʾi Khulāṣa I: 3a–3b］

要約版著者は 2冊のサフィー廟不動産目
録を，それぞれの執筆を命じた君主にちな
んで，シャー・タフマースブ時代の不動産
目録（ṣarīḥ al-milk-i ʿahd-i dawlat-i Shāh 
Ṭahmāsb），シャー・アッバース 1世時
代のワクフ財不動産目録（ṣarīḥ al-milk-i 
mawqūfāt-i ayyām-i Shāh ʿAbbās）と呼ん
でいる［Kitābcha-ʾi Khulāṣa II: 91b］。上の
引用を見ると，著者が意図する不動産目録は
基本的にアブディー版であり（当然のこと
として明記していない），スィパーハーニー
版を「別の不動産目録（ṣarīḥ al-milk-i ʿalā-
ḥidda）」と呼ぶ。あくまで基本はアブディー
版だったのである。
注目すべきは，要約版の作成に際して，字
句等を変更せずレイアウトをそれぞれの版に 
倣うことを強調していることである。このこと 
を示す「そのままのかたちで（bi-ʿayni-hā）」
という語句が，上記箇所のほかにティムール 
のワクフ文書とスィパーハーニー版部分の冒
頭にも繰り返されている23）。前節で取り上げ 
たサフィー廟のワクフ財証明文書［Asnād-i  
Millī: 2960-10688］において，該当箇所がア
ブディー版不動産目録のレイアウトに倣って

23）	 ティムールのワクフ文書とスィパーハーニー版のそれぞれの冒頭に付された説明に「そのままのか
たちで（bi-ʿayni-hā）要約が本冊子に書かれる／まさにその通りに要約一覧を本要約冊子に記述す
る」とある［Kitābcha-ʾi Khulāṣa I: 6b, 39b; Kitābcha-ʾi Khulāṣa II: 12a, 91b］。
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要約されて収載されていたことと共通してい
る。サフィー廟の不動産目録はそのレイアウ
トに重要な意味があり，もともと廟吏ではな
かった執筆者ミールザー・ハサン・ハーン
も，廟の管理実務における不動産目録の書式
を重視する伝統に忠実に従ったのである。

3.3 要約版の底本調査
実地で行われたワクフ調査の記述は別とし
て，要約版の本文はどのように作成されたの
か。前述の通り廟不動産目録は 5写本が伝存
しており，3写本がアブディー版で，2写本
がスィパーハーニー版である。5写本はいず
れも 20世紀前半までサフィー廟に保管され
ていたものであるため，19世紀要約版の編
者であるミールザー・ハサン・ハーンはこれ
らの写本を利用して要約版を作成した可能性
がある。そこで，要約版写本 2を不動産目
録の伝世写本と校合して，どの写本（または
どの写本の系統）をもとにして作成されたの
か可能な範囲で解明してみたい。以下では，
19世紀要約版とアブディー版写本 3冊，す
なわち「原本」（アブディー版写本 1/イラン
国立博物館写本 3718）とアブディー版写本
2（国立博物館写本 3719）および，アブディー

版写本 3（国立図書館写本 2734）との校合を
中心に行う24）。結論から述べると，19世紀
要約版はアブディー版写本 3に近く，この写
本を主に参照して作成されたとみられるもの
の，必ずしも当該写本のみに依拠して準備さ
れたとは言えない。（未発見のアブディー版
写本 3系統の別写本利用の可能性は否定でき
ないが25））本文部分はアブディー版写本 3に
主に依拠しつつ，余白書込みに関しては，ア
ブディー版写本 2を参照して，廟の財産情報
を網羅しようと努めていたと推察される。
まず，原本と位置付けられるアブディー版
写本 1をいわば底本として参照していないと
推察される点から始めたい。そもそも原本な
らばアブディー版写本 1は基本的に持出し不
可能だったため，利用は難しい。加えてこの
写本には，19世紀要約版に含まれるティムー
ルのワクフ文書部分26）がない。
次に，個別の表記の異同例と余白の書込み
の扱いを見てみたい。アブディー版写本 1と
要約版写本 2の表記が異なる 2例を挙げる
（表 3）。
両方とも，項目名として立項されている人
物名である。第 1例では，「原本」に書かれ
ている「ʿAlī Beg b. Ḥasan Beg」が，要約

24）	 アブディー版写本 3の作成年代としては，同写本最終ページにあたる 195bに，ヒジュラ暦 1115
年ジュマーダー・アルウーラー月 /1703年 10月に書写した旨の書込みがあるため，これまで 1703
年作成という理解が一般的だった（例えばMorton 1974: 33）。他方，この写本の扉 1aおよび末葉
195bにアッバース 1世に属すとみられる印（銘文は Banda-ʾi shāh-i vilāyatʿAbbās 1012?）が押さ
れており，「1115/1703年書写」という書込みとの整合性が取れず，判断が難しい。アブディー版
写本 2，3の作成については，本論集第 1部の渡部論文参照のこと。

25）	 アブディー版写本 3は，恐らく「原本」から直接書写されたのでなく，アッバース 1世期に書写
された別写本からの書写と考えられる。写本扉［1a］に見られる年代の違う書込み（1090，1097，
1107年）も恐らく同一人物による書写であるため（後代の書写であるため印が押されていない），
未見の写本（アブディー版写本 2とも異なる）の存在が窺える。書込み書写の考察には，大塚修氏
から助言を得た。

26）	 ティムールのワクフ文書はアッバース 1世の中央アジア遠征（1602, 3年）以降に偽造されたと考
えられ，アブディー版写本 1すなわち「原本」の完成時（1570年）には存在しなかった。

表 3　「原本」と要約版写本 2の表記の違い

要約版写本 2 「原本」 アブディー版写本 2，3

1
Muḥammad Beg b. Ḥasan Beg
［16b］

ʿAlī Beg b. Ḥasan Beg［18b］
Muḥammad? Beg b. Ḥasan Beg
［20b］［20b］

2
Siyādat-panāh Amīr Maʿṣūm 
Beg［17a］

Siyādat-dastgāh Amīr Maʿṣūm 
Beg［19a］

Siyādat-panāh Amīr Maʿṣūm 
Beg［21a］［21a］
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版写本 2では，「Muḥammad Beg b. Ḥasan 
Beg」と書かれている。第 2例では，アミー
ル・マアスーム・ベグに付される修飾表現が
「siyādat-dastgāh」（「原本」）から「siyādat-
panāh」（要約版写本 2）に書き換えられてい
る。アブディー版写本 2，3と校合すると，
既にこの 2写本作成時点で既に書換えが発生
していることが分かる27）。
こうした事例から，もしも 19世紀要約版

著者が原本と位置付けられるアブディー版写
本 1を参照できたとしても，その記述を採用
していないことから，これ以外の写本を底本
として参照して執筆したと考えるのが妥当だ
ろう。
アブディー版写本 1には見られないが，ア

ブディー版写本 2，3の料紙余白には追記さ
れている廟に属するワクフ財の情報が，要約
版写本 2に記載されている（表 4参照）。本
論集第 1部の渡部論文でも取り上げられてい
るイブラーヒームアーバードのワクフ財に加
えて，アブディー版写本 1が作成された後

（1570年以降）に購入された物件である。こ
れらは書写の際に「原本」たる写本 1のレイ
アウトを保存するために，余白に書き込まれ
たのである。
次に要約版写本 2の記述が，アブディー版
写本 3により近いことを説明する。本文の傾
向から見ると，アブディー版写本 2よりもア
ブディー版写本 3に近い点が多々見られる。
表 5で具体例を挙げる28）。
アブディー版写本3と一致しない点も指摘し 
ておきたい。たとえば表 6にみられるように
著者ミールザー・ハサン・ハーンは，単純に
アブディー版写本 3のみを底本にして要約版
を作ったのではなく，特に余白書込み部分に
関して，アブディー版写本 2などを参照して， 
当該要約版を作成したと推察される（アブ 
ディー版写本3系の別写本がある場合を除く）。
こうした個々の事例から（そもそも別写本
が底本である場合は別として），現在手元に
ある写本を基準に類推すると，こうした余白
書込みについてはアブディー版写本 3の欠落

27）	 第 1事例については，「Muḥammad Beg b. Ḥasan Beg」と読むことが可能な綴りになっているが，
「ʿAlī Beg b. Ḥasan Beg」と読むことも全く不可能ではない。アブディー版写本 2，3作成時点で
崩れた字形を，19世紀要約版の著者が前者の読みと認識したと推測できる。

28）	 加えて，表 4で取り上げたイブラーヒームアーバード村の項目は，アブディー版写本 2では項目名
のみは本文に組み込まれている一方で，アブディー版写本 3では本文に立項されず余白に書かれる。
要約版写本 2においても，アブディー版写本 3と同様，本文に立項されていない。

表 4　余白に書き込まれた購入物件例

余白に書き込まれた追加の 
ワクフ財

要約版写本 2「原本」アブディー版
写本 2

アブディー版
写本 3 備考

1 イブラーヒームアーバード村 23a なし 50b–51a 49b–50a サファヴィー朝以前
2 ユースフ・アンヴァーリー村 20a なし 34a 34b 1570年以降の購入
3 アルダビールにある風車 21b なし 33b 34b 1570年以降の購入

表 5　本文の典拠としてアブディー版写本 3を底本としている可能性

要約版写本 2 アブディー版 
写本 2

アブディー版 
写本 3 備考

1
廟建物説明部分：ḥujra-ʾi bar 
yasār項目と ḥujra-ʾi bar yamīn
項目の誤った繰返し

あり［13a］ なし あり［11b–12a］

2 表記の異同
qarya-ʾi 
Ḥifẓābād［25a］

qarya-ʾi 
Ḥifṣābād［58b］

qarya-ʾi 
Ḥifẓābād［58a］

「原本」は qarya-ʾi 
Ḥifṣābād［50b］

3「パルニーク村（qarya-ʾi 
Parnīq）」の項目（本文）

あり［24a］ 項目存在せず あり［54a］
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を，アブディー版写本 2を参照して補った可
能性がある29）。
付言すると，アブディー版写本 2，3には
類似箇所で落丁がある（前者は 1葉，後者
は 4葉）。アブディー版写本 3の落丁は約 1
葉で，61bのあとに見られる。アブディー版
写本 2にもほぼ同じ個所で，60bの後続部
分 4葉程度の落丁がある（落丁については本
論集第 1部渡部論文参照）。要約版写本 2に
は，2写本の落丁部分に関して欠落はないた
め［Kitābcha-ʾi Khulāṣa II: 26a］，落丁は 19
世紀要約版作成（1885–1891年頃）以降に
発生したか，この部分を完全に収録するアブ
ディー版写本 1を部分的に参照したか，また
はアブディー版写本 3系統の未発見写本が参
照されたかになる。
以上の分析と写本の伝存状態（両写本と
も 20世紀初頭の段階で廟に保管されていた）

を総合的に判断すると，単純に 19世紀要約
版写本 2はアブディー版写本 3を底本とし
た作品とは断言できないものの，アブディー
版写本 3を本文部分の主要底本としつつ，ア
ブディー版写本 2の書込み部分を参照し，情
報を補完したと考えるのが現実的な推測とな

ろう30）。19世紀版編者は，複数の写本を参
照してサフィー廟に属するべき不動産に関わ
る必要な情報を記録することに意を注いでい
たことが窺える。なお，スィパーハーニー版
部分については，レイアウトの類似点に注目
して，19世紀要約版著者はスィパーハーニー
版写本 1（国立博物館写本 3703）を主に利用
したと筆者は推定している31）。

3.4 要約版の機能
この写本は序文においても，「要約版

（kitābcha-ʾi khulāṣa）」と名付けられている
通り，もともとの二冊の不動産目録の内容を
要約している。具体的にどれほど内容が圧縮
されているのか，分量から確認したい。要約
版写本 2の本書の本文部分は 112葉で，そ
のうち 10ページ分空白がある。なお冒頭の
欠落が 2葉と積算される。これに対してア
ブディー版不動産目録について，底本とさ
れた可能性が高いアブディー版写本 3（ティ
ムールのワクフ文書含む）は 195葉程であ
る。（なおアブディー版写本 1は約 175葉）。
またスィパーハーニー版写本で底本の可能性
があるスィパーハーニー版写本 1は 168葉

29）	 ただし，アブディー版写本 2にある余白書込みを網羅しているわけではなく，取捨選択している。
30）	 アブディー版写本 3は読みやすかったため（アラビア文字に点が振られており，字形も明朗）か，

単に利用しやすかったなどの理由が考えられるが詳細は不明である。本論集第 1部の渡部論文の考
察とも関わるが，アブディー版写本 2は廟財産管理の実務に活用されたと見られ（アブディー版写
本 2もメダイオンの装飾が施された立派な装丁を有するが），後年の購入記録などがより詳細に書き
込まれている。したがって，19世紀要約版著者は，本文は読みやすさなどの理由から国立図書館
写本を利用しつつ，余白書込みにかんしてはアブディー版写本 2を参照したという推測が成り立つ。

31）	 たとえば，スィパーハーニー版写本 1（国立博物館写本 3703）は余白に書き込まれている情報（同
書作成以降に購入された物件情報など）が，スィパーハーニー版写本 2（国立博物館写本 4324）で
は，本文に組み込まれている。この点について要約版写本 2は，スィパーハーニー版写本 1に倣っ
ている。たとえばプーラーン村は，要約版写本 2の 99aの余白に書き込まれており，スィパーハー
ニー版写本 1でも同じく余白に書き込まれているのに対して［Sipāhānī I: 77b］，スィパーハーニー
版写本 2では本文に組み込まれている［Sipāhānī II: 59a］。

表 6　余白書込みについて，アブディー版写本 2を利用している可能性を示す証拠例

要約版写本 2 アブディー版 
写本 2

アブディー版 
写本 3

1 イスファリース街区にある家屋購入情報 13bの余白にあり 13bの余白にあり なし

2
ノウディーヒ・ルスターク村項目の書込み
「紙片のなかで知られたことだが，〔この村は〕
ジャージーン〔村〕に含められている」

完全［33b］ 完全［81a］ 後半欠落［81b］
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である。葉数でみるとスィパーハーニー版と
アブディー版で大きく異ならないが（たとえ
ばティムールのワクフ文書が含まれないア
ブディー版写本 1とスィパーハーニー版写
本 1の葉数は同程度），これはスィパーハー
ニー版では個々の文書引用が長大で比較的多
く紙幅を取っているためである。単純にアブ
ディー版写本 3とスィパーハーニー版写本 1
を合算すると 363葉であり，19世紀要約版
の 3倍以上に上る。記述を大幅に圧縮してい
るからこそ要約版なのだが，要約版たる具体
的な特徴として挙げられる点は以下である。
1．内容把握が重視され，概略は簡単に記さ
れている。具体的には購入年月，占有物件の
四囲，規模，持分，売主の情報が重視される。
物件取得の複雑な経緯や入り組んだ権利関係
の説明は省略されている。
2．証拠機能は元の不動産目録に帰される。
（元の不動産目録との併用が前提）

3．暦などの数字表記（元はアラビア文字表
記）に際して，視覚効果の高い算用数字が採
用される。

19世紀要約版の序文でも明らかにされてい 
る通り，同書はサフィー廟のワクフ財現状調
査を目的とする，いわば実務利用を重視する
ゆえに，個々の不動産取得経緯の詳細を記載
する必要がないと判断したとみられる。実際 
に 1，2の点について，著者が意図的にそのよ 
うに記述していたことを示す文言が，19世紀 
版の複数箇所で確認できる。まず，アブディー
版部分の全体にわたって，もとの不動産目録
の詳細な記述を省略する際に「不動産目録の
通り（bi-sharḥ-i ṣarīḥ al-milk）」という定型
句が頻出する。そうした編集方針をより具体 
的に明示している部分として 2例を提示する。
一例目として，権利が錯綜していたアルダ
ビール地方のアルギル村の項目の末尾に，「ワ
クフ文書の文面（ṣūrat-i vaqfīya）は長く，
それを本冊子に記載することは無意味であ

る。本冊子では，土地の現状と価値およびワ
クフかどうか（kam va kayf va qadr-i milk 
va vaqfīyat-i ān）が眼目である」［Kitābcha-
ʾi Khulāṣa II: 23a］と追記している。同様
に，二例目としてアルダビールにあるハサ
ン・バールー村については，「〔前略〕〔ハサ
ン・バールー村は〕3度の経緯でサフィー廟
のワクフ財となった。〔アブディー版〕不動
産目録に記されているワクフ文書の通りなの
で，ここで記述する必要はない」［Kitābcha-ʾi 
Khulāṣa II: 25a］とある（この物件について
は，本論集第 1部高木論文参照）。
この時のワクフ財調査は，アブディー版，
スィパーハーニー版両不動産目録の収録物件
が 1885–1891年頃にはいかなる状況にあっ
たのかを調査することが目的とされた。換言
すれば，現状調査に必要な情報がこの要約版
の本文に書き込まれているのである。
こうした編集方針を反映するもう一つの
特徴的な事象として，当時のカージャール
朝領内になかった地域の扱いである。イラ
ン＝ロシア戦争後のトルコマンチャーイ条約
（1828年）で，カージャール朝はアラス川以
北のコーカサスへの宗主権・支配権を放棄し
た。コーカサスなどイランの王朝の支配の及
ばない地域について，序文では「外国の地域
（bilād-i khārija），たとえばコーカサス地方
やバグダードなどにあるワクフ財にかんして
は，明示する必要がないのは明らかである」
［Kitābcha-ʾi Khulāṣa I: 5a］と記され，調査
の対象にならなかったのである。本文では，
コーカサス地域のワクフ財の項目の下には，
「ロシア占領下にある」と付記されるにとど
まっている［Kitābcha-ʾi Khulāṣa II: 70b］。
ワクフは永遠であるというイスラーム法的建
前に拘泥せず，廟ワクフ調査がカージャール
朝支配の支援を得て行われる前提に沿って，
実際上有効な範囲に調査を絞る合理的な方針
が採用されたと言えよう32）。

32）	 カージャール朝領内であっても，アルダビール周辺とタブリーズやミシュキーンなどのサフィー廟
と結びつきが強いアゼルバイジャン地方以外は，調査がほとんど実施されていないようである。
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おわりに

以上，19世紀廟不動産目録要約版という文
献が，サファヴィー朝以前にも遡るサフィー
廟における不動産目録作成の伝統の文脈で
成立したことを明らかにしてきた。サファ
ヴィー朝期そしてカージャール朝期において
も，サフィー廟不動産目録が廟の財産管理や， 
占有者との交渉のさいに証拠として活用され 
ていた長年の実績と有用性があったゆえ，19世 
紀後半になって要約版という形態の文献も編
纂されることになったのである。また，建前
上はアブディー版，スィパーハーニー版と同
様に，君主の主導によって編纂が開始された。
複数の写本を利用して成立したとみられ
る 19世紀要約版写本にしても，廟財産の契
約や紛争に関わる個別の交渉のなかで作成さ
れた文書にしても，もとの廟不動産目録のレ
イアウトを場合によっては「そのままのかた
ちで」という文言まで添えて忠実に模倣して
いたことは無視できない。19世紀要約版は，
ワクフ調査のための実務利用を追求する編集
方針が反映されており，廟不動産目録が運用
上・慣習上獲得していた証拠機能は期待され
ていなかった。つまり，19世紀要約版と元
のアブディー版とスィパーハーニー版不動産
目録は，それぞれ実用と証拠機能・詳細な権
利獲得過程の把握とに役割が分担されて，廟
財産の管理運営および現状調査の実務に利用
されていたと考えられるのである。

19世紀要約版に依拠して実施されること
になったサフィー廟ワクフ財調査は，合理的
な方針に基づき，現実的な取捨選択がなされ
ていた。本稿は，19世紀要約版を従来の不
動産目録との関連性・継続性に注目して，伝
世写本と関連文書を文献学的に考察してきた
ため，19世紀に廟のワクフ財がどのような
状況にあったのか，誰に占有されていたと
いった廟ワクフ財の実情を詳しく分析しな
かった。これについては稿を改めて詳しく論
じたい。
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カージャール朝期作成のイマーム・レザー廟に関するワクフ関連
史料をめぐって

杉　山　隆　一

Waqf-related Sources on the Imām Riżā Shrine during the Qajarid Period

SUGIYAMA, Ryuichi

Imām Riżā, the eighth Imām of the Twelver Imamate Shiites, died in 818 at 
present-day Mashhad, northeastern city of the Islamic Republic of Iran. His 
mausoleum, erected soon after his death, was gradually expanded, mainly 
by waqf endowments, under the patronage of the royal families and ruling 
elites of various dynasties governing the Iranian region. In particular, due 
to the shiization of the Iranian region after the Safavid dynasty, founded in 
the 16th century, this Imamate mausoleum began a full-scale development 
with many endowments. However, this mausoleum had suffered significant 
damage because of the Uzbek inversion at the end of the 16th century, 
Nādir Shāhʾs confiscation of waqf properties, and the domestic instabilities 
at Khurāsān district in the first half of the Qajar period. These political 
disruptions severely destabilized this mausoleum administration. After this 
disorder, the mausoleum conducted surveys of its waqf properties, revenues, 
and expenditures, and recorded the results in a manuscript to reestablish 
the mausoleumʾs administration. In particular, surveys conducted after the 
1850s, when the local rebellion in the Khurāsān area was suppressed, and 
several manuscripts collecting information indispensable for the mausoleumʾs 
operations were compiled.

This paper aims to introduce waqf-related historical sources for the 
Imām Riżā mausoleum that were compiled in the late Qajar period. The first 
part surveys the characteristics of the mausoleumʾs waqf management from 
the 16th to 19th centuries, focusing on the involvements of dynasties in its 
management and the importance of mawqūfāt-i muṭlaqa (waqf property without 
conditions on the use of its revenue). The latter part introduces five historical 
sources on waqf properties compiled after the 1850s. These sources can be 
divided into two categories: a corpus of transcriptions of waqf documents and 
a collection of data on the mausoleumʾs waqf properties and its staff. This 
section describes the background and main features of its completion.

Keywords:	 Imām Riżā Mausoleum, Mashhad, management of a Shiite  
mausoleum, waqf, Qajar dynasty
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はじめに

818年に没した 12イマーム・シーア派第
8代イマーム，レザー ʿAlī b. Mūsā al-Riḍā
（Imām Riżā）は，その死没地となった現
在のイラン・イスラーム共和国北東部のマ
シュハドにその墓廟が建設された。レザー廟
は，被葬者であるレザー自身が 12イマーム・
シーア派のイマームであったがゆえ，イラン
地域におけるレザー崇敬の高揚，シーア派化
政策推進の中でその存在の重要性が高まり，
現在に至るまで多数のワクフ寄進の受益対象
となり，発展を遂げてきた。廟はその過程の
中で各王朝の庇護を受けながら多数のワクフ
財を集め，病院や孤児院，図書館などの附設
施設を備えた複合施設化が進むと共に，現在
ではシーア派を国教としたイラン・イスラー
ム共和国の中で最も重要な聖廟として位置づ
けられている1）。また，廟の所在地であった
当初小村でしかなかった場所も都市化が進め
られ，現在では都市マシュハドも人口約 300
万人を抱えるイラン第 2の都市となるまでに
成長した。
同廟の前近代における歴史研究の動向とし
ては，近世に至るまでの概説提示の段階を経
て，近年では現地の研究者によるレザー廟図

書館所蔵の文書を用いた研究が進みつつあ
る。但し，その力点は廟運営のための組織構
造や，附設の病院，学校といった複合施設の
運営などの解明に置かれており2），ワクフそ
のものに焦点を当てた研究は多くはない。同
廟のワクフに関わる研究の障壁としては，史
料の残存状況といった問題もさることなが
ら，同廟のワクフ部門 Idāra-ʾi mawqūfāt-i 
Āstan-i Quds-i Rażavīやワクフ慈善機構
Sāzmān-i Awqāf va Umūr-i Khayrīyaの 管
理下にあるワクフ及びその関連文書に関して
は，廟附設の研究機関に属する研究者ですら
閲覧許可が下りないことにある3）。しかし，
19世紀までのワクフおよび関連の文書の一
部に関しては文書の写しを多数収録した写本
の形態で残されている。また後述するように
スィヤーク体で同廟のワクフ財をはじめとし
た運営に関わる情報を集めた写本も存在す
る。現在では少なくとも現地の研究者もワク
フ文書に関してはこうした写本史料に依拠し
て研究を進めている。但し，同廟関連の文書
史料を収録した写本史料に関しては，一部に
ついての解題があるに過ぎず，さらには現地
の研究者の間でもその所在が把握されていな
い写本も存在する。
本稿では，まずレザー廟のワクフ財管理の

はじめに
1．レザー廟のワクフ財管理の歴史的特徴
2． カージャール朝期レザー廟ワクフ関連史
料の紹介

　2.1 Kitābcha-ʾi Mawqūfāt-i Āstān-i Quds
　2.2 Ṭūmār-i ʿAżud al-Mulk
　2.3 �Vaqfnāmaʾhā wa Asnād-i Āstān-i Quds-i 

Rażavī
　2.4 Asnād wa Vaqfnāma-ʾi Āstān-i Quds
　2.5 �Kitābcha-ʾi Mawqūfāt-i Āstān-i Quds-i 

Rażavī
　2.6 Firdaws al-Tavārīkh
おわりに：史料としての可能性について

1）	 現在レザー廟は最高指導者が1990年に発布した裁決（mujavviz）に則り，コムのマースーメ廟，シー
ラーズのシャー・チェラーグ廟，レイのアブドルアズィーム廟と共にイラン・イスラーム共和国の
最高指導者の直接の管理下に置かれており，運営状況に関する一般への開示義務を有さないなどの
特権を持つ［Furūzish 1386Kh: 8–10］。

2）	 近年の現地での研究動向のまとめとして，杉山［2018a］がある。
3）	 レザー廟に関しては，図書館の文書部門が所蔵する主にサファヴィー朝後期以降の関連文書は閲覧

可能である。なお，ワクフ部門が管轄する文書の閲覧が許可されない件については，2019年 11月
に筆者がレザー廟図書館の研究者に質問した際の解答に基づいている。
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歴史的な特徴について，サファヴィー朝期以
降のワクフ管財人（mutavallī）4）のワクフに
関わる職務とワクフ財のあり方などの点から
概観する。その上で，19世紀に作成された
レザー廟のワクフ寄進に関連して作成された
写本史料に関して主要なものを紹介し，その
特徴や研究の可能性の提示を行いたい。レ
ザー廟のワクフ研究に関して上記のような史
料的な制約がある中で，こうした写本史料の
紹介と研究への利用の可能性の検討は，今後
研究を進めていく上で有益な作業と考える次
第である。

1．レザー廟のワクフ財管理の歴史的特徴

現地にて出版されたレザー廟の歴史
について網羅的に扱った研究書として
は Kāviyāniyān［1354Kh］，Muʾtamin
［1348Kh］，Sayyidī［1375Kh］，ʿUṭāridī
［1371Kh］などが代表的なものとされる。そ
れぞれに程度の違いはあるが，廟の歴史，建
築・複合施設の発展，ワクフ管財人をはじめ
とした廟のスタッフと組織構造，ワクフ財と
その管理方法などに関する説明を含んでい
る。同廟のワクフに関する総合的な研究とし
てはMawlavī［1353Kh］がある。同書は廟
が所蔵する文書の網羅的な調査の成果として
1979年のイラン・イスラーム革命直前に完
成した七巻本の大著で，同廟のワクフに関す
る詳細な研究と言われるが，革命後に出版計
画が頓挫し刊行には至らなかった。そのタイ
プ打ちの原稿はレザー廟図書館に現在所蔵さ
れているが，利用は容易ではない5）。
レザー廟の組織は，アルダビールのサ

フィー廟，コムのマアスーメ廟といった地域
における他の主要な聖廟と同様に，サファ
ヴィー朝期以降はその時々の王朝から任命さ
れるワクフ管財人を頂点とした構造を有して
いた。同廟におけるワクフ管財人職6）は，サ
ファヴィー朝後期からアフシャール朝末期ま
ではサイイドのレザー家7），マルアシー家が
占め，カージャール朝期には王家が任命した
官僚が就任する形になる。基本的に一名のみ
が就任される形であったが，サファヴィー朝
シャー・タフマースブの支配期には同廟に二
種のワクフ管財人職，すなわち慣習のワク
フ管財人職（tawliyat-i sunnatī）と義務のワ
クフ管財人職（tawliyat-i wājibī）が配置さ
れていた［Muʾtamin 1348Kh.: 227］［守川
1999: 180］［Sawhāniyān & Naqdī 1397Kh: 
20–21］。この点について ʿĀlam-ārāに以下の
ような記述がある。

　「慣習の（sunnatī）」という表現は，ソ
ユルガル，そして王家の部門（sarkār-i 
khāṣṣa-ʾi sharīfa）が宴席に必要として
いる物品，従者たち，教師たち，職務
を有する者たち，サイイド関連の部局
（idārāt-i sādāt），職人と知識人（ʿamalanʾ 
va fażlanʾ），貧者といった部門の消費の
ために与えるものを指す。なぜなら，天
国を住まいとするハーカーン様（Ḥażrat-i 
Khāqān-i jannat-ashiyān）が〔それらを〕
使用する権利をもっていたがゆえに，それ
を「慣習の」と名付けたのである。そし
て，支出が定められているワクフと誓願
からの利益（ḥāṣil-i awqāf 8） va nuẕūrāt）
は，ワクフ設定者たちの〔定めた〕諸条件

4）	 カージャール朝期になるとレザー廟のワクフ管財人にはMutavallī-bāshīの呼称も用いられるよう
になる［Morikawa & Werner 2017: 8 n.6］。

5）	 筆者はそのうち，ワクフ寄進の年代別リスト等を掲載した第 7巻目のみの複写を入手している。
6）	 同廟における歴代のワクフ管財人に関する研究はいくつか存在するが，最新のものとしては

Sawhāniyān & Naqdī［1397Kh］。
7）	 マシュハドを本拠としていたレザー家に関する近現代の歴史研究として，Werner［2021］がある。

同研究はサファヴィー朝後期における同家内部でのワクフ管財人の継承についての考察も含む。
8）	 当該の箇所は校訂本では awqātとなっているが，石版本［ʿĀlam-ārā 2: 111］に従い awqāfと読む。
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に従って（ba mawjib-i shurūṭ-i vāqifayn）
用いられねばならないが，これを「義務
の（vājibī）」と称している。［ʿĀlam-ārā 1: 
149］（文中の括弧は本稿筆者による）。

この記述に基づけば，王家が廟のために定
めた支出を扱うのが慣習のワクフ管財人職と
なり，支出等の諸条件が定められたワクフや
誓願の担当が義務のワクフ管財人職となる。
同廟にはシャー・タフマースブとその後継と
なる君主をワクフ管財人に指定したワクフも
存在しており［Ṭalāʾī 1397Kh: 137］，この
ワクフも前者の管轄であった可能性も考えら
れる。ワクフ管財人の職務がこの 2つに分離
されたのは 974/1567年のことであり，その
後 981/1574年にも双方の任命の事例が確認
できる［Khulāṣat: 460–461, 561］。上記以外
にこの二種のワクフ管財人が任命された記録
は知りうる限り見当たらない。
レザー廟ではマアスーメ廟，サフィー廟，
レイのアブドルアズィーム廟と同様に旧ワ
クフ財（mawqūfāt-i qadīm）と新ワクフ財
（mawqūfāt-i jadīd）という二種類のワクフ
が設定されていたと考えられる。アブドルア
ズィーム廟に関する研究成果に基づけば，前
者は 16世紀初頭以前に設定されたワクフ設
定者が存在するワクフ財，後者は王朝が管理
するワクフ財を指す［Kondo 2015: 47–51］。 
また，本論集第 2部第 4論文「サファヴィー
朝期シャイフ・サフィー廟の管財人とワクフ
財」（近藤論文）によればワクフ管財人に関
しても，マアスーメ廟，サフィー廟では旧
ワクフ財，新ワクフ財それぞれの担当が置
かれるという 2名体制であり，双方の管理
は異なっていた。レザー廟のワクフ関連文
書においても，残存しているファルマーン
［Mudarrisī Ṭabāṭabāʾī 1356Kh: 155–157］
や，廟に与えられたソユルガル（suyūrghāl） 
に関する旧・新の区別［Ḥasanābādī 1386Kh］ 

から，恐らくは上記聖廟と同様に二種のワク
フ財が存在していたことが垣間見える［杉山
2020: 145–146］。本論集第 2部第 4論文（近
藤論文）は，行政便覧を手掛かりに王朝が介
入し得ない法的なワクフ財には廟のワクフ管
財人であっても原則干渉が不可能なため，ワ
クフ管財人が君主によるワクフを管理する一
名のみが置かれていたが，王朝の祖廟であり
教団時代からサファヴィー家が管理していた
サフィー廟は例外であると指摘する。レザー
廟でも先述の通り王家関連の支出と法的ワク
フは分かれていたため，上記の通りシャー・
タフマースブの治世において一時的には二種
のワクフ管財人が任命されていた。その後に
おいても旧・新のワクフ財の区分の存在が僅
かながらにだが垣間見えることから，ワクフ
管財人は一名のみだったが，双方のワクフの
運営が別個に行われることは当然意識されて
いたと言えるだろう。但し，レザー廟につい
ては現在のところ他の関連史料にも，ワクフ
財の旧・新の区別については上記の記述以外
には見出すことができない。
旧・新のワクフ財の区別が曖昧になってい
る点については，1588–1598年の間に起き
たマーワラーアンナフルのウズベク系王朝
シャイバーン朝による都市マシュハドの占領
時にレザー廟も略奪され，多くの文書が消失
したこと［Iḥtishām Kaviyāniyān 1354Kh: 
548］が関連している可能性もあろう。サファ
ヴィー朝前期以前のワクフに関しては，文
書が残る最古のワクフとも言われるサファ
ヴィー朝前期 931/1525年のアティーク・ア
リー・ムンシー ʿAtīq ʿAlī Munshī9）など，
その謄写版が現在にまで伝えられているもの
もある。Ṭalāʾī［1397Kh: 137］は同王朝期
のレザー廟を受益対象としたワクフのリスト
を掲載するが，うちシャー・タフマースブ期
におけるワクフは 9件と多くはない10）。同王
朝期以降も，レザー廟はアフシャール朝初代

9）	 このワクフ文書に関しては翻刻が出版されている［Anjabīnizhād 1388Kh: 41–55］
10）	 Ṭalāʾī［1397Kh］はMawlavī［1353Kh］などの二次文献も参照しているが，現在可能な限り ↗
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君主ナーディル・シャーNadir Shāhによる
全土的なワクフ接収をはじめ，カージャー
ル朝期におけるホラーサーン地方でのサー
ラールの乱 fitna-ʾi Sālār（1847–1850）11）や，
1960年代の白色革命の影響を受け何度も運
営上の混乱を経験することになる。こうした
混乱が廟に所蔵されたワクフ関連史料の残存
状況，ならびにワクフ財の管理に大きな影響
を与えてきたと推測される。
但し，ワクフ寄進時の文書が消失などに
よって不明となったが，以後に作成された
関連文書の存在によって廟が受益対象であ
ることが確認できるワクフ財については，廟
を受益対象とした正当なワクフ財として扱う
ことが可能になる。その場合は寄進時の文書
が失われているためにワクフ財からの収益の
用途が特定不能な点が問題となる。こうし
たワクフ財は無条件ワクフ財（mawqūfāt-i 
muṭlaqa）12）と呼ばれ，収益の用途指定がな
されているワクフ財（mawqūfāt-i khāṣṣa）
と 区 別 さ れ て い る［Muʾtamin 1348Kh: 
339–340］［Iḥtishām Kaviyāniyān 1354Kh: 
548–577］。レザー廟ではサファヴィー朝前
期以前のワクフに関してこの無条件ワクフ財
に設定されたケースが確認可能である。現在
最古のワクフ財として知られるのが，イルハ
ン朝のガザン・ハーンGhāzān Khānによっ

て 699/1299–1300年にワクフされたワクフ
財であるマシュハド近郊のファルハードジル
ド Farhādjirdなる村落だが，このワクフは
寄進時の文書が上述のサファヴィー朝期のウ
ズベク勢力にマシュハド占領時に消失して
しまったと伝えられる［Mawlavī 1347Kh: 
127］。以後の関連文書に基づいて廟のワクフ
財であることの証明は可能だが，受益対象が
不明であるためにこの無条件ワクフに設定さ
れている形になっている［Mawlavī 1347Kh: 
120］13）。
また，サファヴィー朝末期からは，ワクフ
設定時に当初から廟における受益対象を設定
しない寄進の事例も見られるようになり14），
この無条件ワクフ財が時を経るごとに徐々
に増えていく。後述する同王朝期 1274/1858
年作成のレザー廟のワクフ調査史料 Ṭūmār-i 
ʿAżud al-Mulk（ʿAżud），および 1285/1869
年作成のKitābcha-ʾi Mawqūfāt-i Āstān-i Quds-
i Rażavī（KM）は，同廟のワクフ財について
のリスト［ʿAżud MKh: 12–91］［KM: 2a–
18b］の中では，ワクフ財につき双方の種別
が記載されている15）。こうしたワクフ関連の
情報を集めた史料の中に無条件ワクフ財と
いう種別が記されるようになったこと自体， 
このワクフ財の運営上における重要性の高ま
りを示すものであろう。Morikawa & Werner 

↗ 網羅的にサファヴィー朝期のワクフの情報を集めた研究である。同研究はシャー・アッバースから
スルターン・フサインの治世の間のワクフについて 60件を挙げている。

11）	 1835年にホラーサーン知事に就任したアッラーヤール・ハーン Allāhyār Khān Āṣaf al-Dawlaは，
当時のカージャール朝君主ムハンマド・シャーMuḥammad Shāhが病に伏せていることを好機と
捉え，中央に対して対決姿勢を見せる。その後，同地の知事職を継承した息子のハサン・ハーン・
サーラールḤasan Khān Sālārがクルド，トルクメン勢力などを従えて 1847年に大規模な反乱を
起こす。マシュハドならびに周辺のホラーサーンの諸都市が彼の支配下に入ったため，中央からア
ミール・キャビール Amīr Kabīrにより討伐軍が派遣され，反乱は泥沼化し長期化する。レザー廟
も彼の軍隊の略奪で多くの損害を被ったと言われる。この反乱は最終的に 1850年の彼の殺害まで
継続する［Sayyidī 1375Kh: 320–329］。

12）	 本稿筆者は以前このmawqūfāt-i muṭlaqaについて「自由ワクフ」と訳出していた（例えば，［杉
山 2020］など）が，本文中の訳語がより相応しいと考えたため変更する。

13）	 この村落ファルハードジルドは，ʿAżud MKh［38–39］，ʿAżud AR［80］のワクフ財のリストのそ
の名が見える。但し，前者ではこの村落が位置するサルジャーム Sarjāmなる地域のワクフ財がす
べて「無条件muṭlaqa」たる説明が冒頭に付されるが，後者には欠落している。

14）	 Ṭalāʾī［1397Kh: 144］は，Mawlavīの研究を典拠として 1131/1718–1719年のハーッジ・マンスー
ル・サルキャルダḤāj Manṣūr Sarkardaのワクフがこの無条件ワクフであると指摘している。

15）	 KMは後述するように Ṭūmār-i ʿAżud al-Mulkと内容が一部重複している。
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［2017: 20］はこの無条件ワクフ財について，
その収益の用途の決定権がワクフ管財人に委
ねられる点で 19世紀以降非常に重要となっ
ていたと指摘する。後述するがこの無条件ワ
クフ財からの収益は，主に廟の建物の修繕費，
従者ら廟官吏の給金などに充当されており，
収益の用途を指定したワクフ文書に記載のな
い支出を賄っていたと考えられる。
なお，ワクフ管財人に関しては，上述の
通り一時的な例外を除き一名のみが任命さ
れる形になっていた。但し，サファヴィー 
朝シャー・スライマーンの治世以降は，ワク
フ管財人代理Nāʾib al-Tawliyaなる職が新た
に設けられる。スライマーンの治世に管財
人職に任じられたミールザー・ダーウード・
マルアシーMīrzā Dāvūd Ḥusaynī Marʿashī
（在任 1108/1696?～1133/1720）は中央の宮
廷にて官職に就任していたため，息子を代理
としてレザー廟に派遣したことが同職の創設
の契機とされる。以降，アフシャール朝末期
まではワクフ管財人不在の際にこの代理が任
じられていた。カージャール朝期には常に同
職が置かれていたわけではないが，任命され
た場合には廟での実務の多くが代理に委ねら
れ，従者（khādim）や職員に対する命令の
承認，給与の支払い，賃貸に出したワクフ財
の監督，財務関連文書の管理，参詣者・貧者
への財政支援，賜衣・心づけの下賜16），宗教
儀礼の挙行など多岐に渡っていたとされる
［Sūzanchī Kāshānī 1399Kh: 593–594］。

2．カージャール朝期レザー廟ワクフ 
関連史料の紹介

レザー廟のワクフ関連の写本史料を紹介
する先行研究の主要なものとして，Afshār
［1364Kh: 840］，ʿUṭāridī［1371Kh: 634–
645］が挙げられる。後者は多数の史料を挙
げているが，その一部は所在が分かっておら
ず，参照可能な状態にはない17）。
レザー廟のワクフに関する調査は，サファ
ヴィー朝期シャー・アッバースの治世の
1010～1011/1601～1603年にはすでに行わ
れていたとの指摘があるが，その結果として
の史料は現存しない18）。レザー廟関連のワク
フ関係の文書や情報を集めた史料のうち，現
存している最古のものはアフシャール朝期の
1160/1747年に作成された Ṭūmār-i ʿAlīshahī
（ʿAlīshahī）である。その後，特にカージャー
ル朝に入ってから末期に至るまで，本稿で紹
介するようなワクフならびに廟運営関連の情
報を集めた写本史料が作成されていくことに
なる。こうした写本史料については，2つに
分類可能であると考える。ひとつは同廟を
受益対象としたワクフ文書および関連文書
の謄写を集めた「集成」，もうひとつは廟の
職員やワクフ財（場合によっては動産も含
む）の状況をスィヤーク体で記したものにな
る。後者の史料群については「巻子（巻物）」
ṭūmārの形態を取るものがある。この「巻子」
と称する史料のうち，重要性が高いのは先
述の Ṭūmār-i ʿAlīshahīと本稿で扱う Ṭūmār-i 

16）	 カージャール朝期のレザー廟からの賜衣の下賜についてはWerner［2016: 115–134］を参照のこと。
同論文では当時のレザー廟による独自の勅令の発給も指摘されている。さらにMuʾtamin［1348Kh: 
327–330］によれば，廟は職員らにラカブも与えており，王朝の宮廷が保持していたような権限を
有していたことになる。なお，アフシャール朝期の同廟の運営組織構造については，当時の王朝の
宮廷に極めてよく似ていたことが確認可能である［杉山 2020］。

17）	 例えば，ʿUṭāridī［1371Kh: 642–643］に挙げられている Kitābcha-ʾi Mukhtār Begは，1282/1865–
1866年にレザー廟の職員であった史料表題にその名がみえるムフタール・ベグMukhtār Begが作
成したワクフ財のリストならびに廟の支出についてスィヤーク体でまとめた史料とされる。本史料
はマウラウィー氏の所蔵とされるが，筆者が 2019年に廟図書館の研究者に聞き取りを行ったとこ
ろ，現在その史料の所在は不明とのことであった。

18）	 この部分に関しては，イラーヘ・マフブーブ Ilāha Mahbāb氏の研究を典拠にした Ṭalāʾī［1397Kh: 
138 n.7］に基づいている。
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ʿAżud al-Mulkである。また上述のKMは「巻
子」の形態ではないがスィヤーク体で廟の動
産・不動産のワクフ財，職員などの情報を網
羅的に集めた史料になる。なお，ワクフ文書
の謄写や関連文書を集めた史料のごく簡単な
紹介として，先述の Afshār［1364Kh: 840］
がある。但し，Afshārが紹介する 6点の史
料には，KMや，1301–1303/1883–1886年
に三巻本で刊行された石版本のマシュハド史
Maṭlaʿ al-Shams（MS），1317/1899年完成の
Āthār al-Rażavīya（AR）が含まれており，文
書を謄写した「集成」は 3点となる。
こうしたワクフ文書ならびに関連文書の
謄写の「集成」，ならびに主要な「巻子」
は，いずれもカージャール朝後期，すなわ
ち 1850～60年代に集中して作成されてい
る点にある。但し，「集成」に分類可能な
Kitābcha-ʾi Mawqūfāt-i Āstān-i Quds（AQ），
Vaqfnāma-hā va Asnād-i Āstān-i Quds-i Rażavī
（VM），Asnād va Vaqfnāma-ʾi Āstān-i Quds
（DT）には序文がなく，冒頭からすぐに文
書の謄写がはじまり，作成の動機を窺い知る
ことができない。当時は廟運営上の混乱が続
き，ホラーサーン地方を中心に起きた上述
のサーラールの反乱によって，レザー廟も
略奪を受け大きな損害を受けていた。加え
て，ナーセロッディーン・シャー Nāṣir al-
Dīn Shāhの治世の初頭には廟のワクフ財が
不法占拠されており，そのワクフ財を回復す
る勅命（farmān）が発布されている19）。彼
の治世初期までに生じていたこうした混乱を

打開し，廟運営を適切に再開するためには，
廟に対して寄進されたワクフ財や，廟におけ
る受益対象に関してワクフ文書に基づいた情
報の把握が必要であったと指摘されている
［ʿAżud MKh: 3–4］20）。こうした運営上の混
乱が，この時代に集中してワクフ文書ならび
に関連文書を集めた「集成」や廟のワクフ財
等の情報をまとめた「巻子」が作成された背
景になっていると考えられる21）。
ワクフ文書の謄写の「集成」なる写本史料
において注意すべきは，当時廟が管理してい
たであろうワクフ文書をすべて写した網羅的
な史料ではない点である。Mawlavī［1353Kh: 
1–11］によれば，サファヴィー朝後期から
カージャール朝崩壊時までのワクフ文書は
195件となっている。しかし，氏の調査に見
えるワクフ文書が「集成」には収録されてい
ない点，また氏の調査から漏れているワクフ
文書が「集成」の中に収録されている点も考
慮しなくてはならない。また，これらの「集
成」は，ワクフ文書のみを収録している訳で
はなく，勅命，証書（qabāla）などの写しも
収録している場合もあるが，その点数は多く
ない。ワクフ寄進時の文書のみが多数収録さ
れた背景としては，同廟ではワクフ財が非常
に多数に上ったため，恐らくはまずワクフ文
書を筆写し，ワクフ財の名称と場所，さらに
収益利用の条件の指定という基礎的な事項の
確認を行うという狙いがあったのではないか
とも推測される。
以下，上記の Afshār［1364Kh: 840］が取

19）	 ナーセロッディーン・シャーの治世たる 1271/1855年に，第 3者に不法占拠されていたホラーサー
ン以遠のレザー廟のワクフ財たる多くの村落・店舗などに関して，廟のワクフ財への回復を命じる
勅命が発布されている［AR: 287–293］。遠隔地に所在する個々のワクフ財にいかなる問題が生じ
て他者の占有下に入ったかは不明だが，この時点までにワクフ財に関する大きな混乱があったこと
を推測させる。

20）	 この箇所は，校訂者による序文である。
21）	 石版本として作成された ARのみ，カージャール朝最末期たる 1317/1900年の作成となっている。

この本の作成の経緯に関しても，序文の箇所に「（皇帝が）レザー廟のワクフ財の精査に本腰を入れ，
…（中略）…同廟に所蔵されているワクフ文書の写しについて，その要約を抜き出して印刷するよ
う命じた」［AR: 3］なる記述が見られる。本文中で取り上げる史料と同様に，廟のワクフ関連の
情報収集と状況の把握のために作成されたと言える。なお，ARの著者による作成の意図について
は［Morikawa & Werner 2017: 14–18］を参照のこと。
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り上げているレザー廟のワクフ文書と関連
文書の「集成」である写本史料 3点（AQ，
VM，DT），ならびにスィヤーク体で書かれ
た廟のワクフ財等の情報を集めた上記の 2点
の史料（Ṭūmār-i ʿAżud al-Mulk，KM），お
よびこれまであまり取り上げられることの
なかったマシュハドの都市史史料 Firdaws al-
Tavārīkh（Firdaws）中に見える同廟のワク
フ財関連の章（第 4章）の内容，合計 6点の
史料を以下において紹介する。なお，紹介は
史料の成立年代順に行う。なお，すでに詳細
な紹介がある AR，またMSは本稿では取り
上げない22）。

2.1 �Kitābcha-ʾi Mawqūfāt-i Āstān-i Quds：
略号 AQ
本写本はレザー廟図書館において 8557番
の所蔵番号を持つワクフ文書およびその関
連文書の謄写の「集成」である。本稿で利
用する「集成」のうち最も作成年代が古く，
1268/1851年の作成であり，当時のワクフ管
財人であったアブドルバーキー・ムナッジム
バーシー ʿAbd al-Bāqī Munajjim Bāshīの命
令で，アブドルムウミン・フサイニー ʿAbd 
al-Muʾmin al-Ḥusaynīが作成したものであ
る［AQ: 320–321］［ʿAżud MKh: 3］。美し
いナスフ体で書かれているため，判読は比較
的容易である。葉数は 158葉だが，原則と
して文書と文書の間に見開きの空白の頁が挿
入される体裁を採っているため，収録文書数
は 58点と多くはない。その中でワクフ文書
が 54点とほとんどを占め，残りは証書やフ
クムとなっている。なお，各葉においては右
側上部にワクフ財の名称などの文書の内容，
左側上部にワクフ対象が非常に簡潔に記入さ
れている。この部分を見ればワクフ財やワク

フ対象を簡単に把握することができ，便利で
ある。
収録文書の掲載順は，最初にシャー・アッ
バースによる 1011/1602年の廟の墓地をワ
クフ財としたワクフ文書が掲載され［AQ: 
1–4］23），次いで 1259/1843年のハッジ・ムッ
ラー・フサイン・ハブシャーニーḤāj Mullā 
Ḥusayn Khabūshānī［AQ: 7–11］，その次
に 1097/1683年のシャー・ヴィルディー・
ベク Shāh Virdī Begによるワクフ［AQ: 
13–16］となっている。シャー・アッバース
のワクフ文書は他の集成でも冒頭に掲載され
ており，その重要性は作成当時の人々にも共
有されていたと思われるが，このアッバース
の文書以外の並びは DTとの間で一貫性が
ない。2番目の文書は本写本に含まれる一番
新しいワクフ文書のため，収録年代の下限を
示すために 2番目に並べられた可能性も考え
られる。アフシャール朝ナーディル・シャー
の 1145/1762年のワクフ文書も記載がある
［AQ: 45–54］。ワクフ文書を時代別に分類
するとサファヴィー朝 32点，アフシャール
朝 8点，カージャール朝 14点となり，サ
ファヴィー朝のワクフ文書が半分以上を占
め，ARと異なっている。AQを扱った先行
研究によれば，多くの書写間違いや，本来な
らあるべき欄外書き込みなどの省略といった
問題があると指摘される［Naqdī 1399Kh-a: 
299］。
このワクフ文書の集成は収録点数が最も少
ない。上述の通り，作成に当たっては何らか
の意図を持って書写する文書を選択したと考
えられるが，その意図は記されてはいない。
その他の「集成」も同様である。KM［2a］
の序文には，先人たる君主やワクフ設定者た
ちがワクフしてきたものを登録するとの文言

22）	 ARには史料解題としてすでに［Morikawa & Werner 2017: 1–27］が刊行されている。MSは
Afshār［1364Kh: 840］ではワクフ文書を含む史料として記載されるが，レザー廟に関しては 2巻
目の末尾に図書館所蔵の書籍のリストがあり［MS vol. 2: 479–500］，その中に当時図書館が有し
ていたワクフ文書のリストを掲載するに過ぎない。

23）	 写本の引用頁については，写本自体に書き込まれた頁に従い記載する。
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もある。この時代に作成された「集成」につ
いては，サファヴィー朝期の古いワクフの再
確認と共に，レザー廟が君主を中心とした王
朝の支配層から支えられてきた点を強調する
意図があったとも推測される。

2.2 �Ṭūmār-i ʿAżud al-Mulk：略号 ʿAżud MKh; 
ʿAżud AR
この史料は，1272/1856年にレザー廟ワクフ 
管財人に就任したミールザー・ムハンマド・ 
フサイン・アズドルムルクMīrzā Muḥammad  
Ḥusayn ʿAżūd al-Mulkの命によって編纂さ
れ，「巻子」の形態で 1274/1858年に完成に
至ったものである。彼は 1268/1851年以降
に在ロシア・イラン大使館や年金ワクフ省に
てキャリアを積み，その後ナーセロッディー
ン・シャーの治世に 2度ワクフ管財人に就任
した人物である（1856–1861，1865–1867）。
ワクフ管財人在任中は，以下検討の対象と
する Ṭūmār-i ʿAżud al-Mulkの編纂の他に， 
廟での宗教儀礼や慈善のためのワクフや 
［Anjabīnizhād 1388Kh: 268–274］，建物の修
繕や整備事業の推進が伝えられる［Yaḥyāyī  
1399Kh: 133–134］。
本史料の作成時期については先に言及した
他の「集成」と前後しており，サーラールの
乱により混乱した廟運営を立て直すために
作成されたと指摘されている［ʿAżud MKh: 
3］［Yaḥyāyī 1399Kh: 133–134］。史料作成
に当たっては，廟所蔵のワクフ文書ならびに
関連する法廷文書，巻子類などを調べ，当時
見られたワクフ財への不当な介入，不法利用
を止めさせることが狙いであったとされる
［ʿAżud MKh: 12］［ʿAżud AR: 70–71］。な
お，現在レザー廟図書館に所蔵される現物は
長さ 9メートル，幅 44センチという大部の
巻子となっている［Naqdī 1399Kh-b: 115］。
その謄写版は確認可能な限り写本 DTなら

びに ARに挿入される形で存在しており，さ
らに 2種の校訂が存在する［ʿAżud MKh］
［ʿAżud AR］。但し，下記で簡単に言及する
ように ʿAżud ARには一部のデータの欠落
が見られる一方で，原本にあった多数のウラ
マーによる認証（sijill）が付されている。
本史料は，レザー廟のワクフ財のデータと
その収益，ならびに 5グループから構成され
る廟の聖域たるハラム空間を管理するケシク
（kishīk）の官吏の氏名に関して詳細なデー
タを記載している［ʿAżud MKh: 98–119］24）。 
但し，Ṭūmār-i ʿAlīshāhīのようにティムール
朝期にシャールフの妃ガウハル・シャード
Gawhar Shādが廟に隣接する形で創建した
自身の名を冠したモスク（ガウハル・シャー
ド・モスクMasjid-i Gawhar Shād）に関す
る情報についての記載はない。謄写における
問題としては，ʿAżud MKhと ʿAżud ARで
は違いが存在し，後者にはケシクの官吏の氏
名に関するデータは掲載されていない。恐ら
くは後者の編纂時には不要な情報と見なさ
れ，削除されたものと思われる。また，下記
で言及する通り，一部の表現が異なるなどの
ケースも見られる。加えて，本史料は以下で
紹介する写本KMと重複した記述が見られ
るが，その点については別途説明を行う。
ワクフ財については先述の通り収益の用途
が指定されたワクフ財と無条件ワクフ財と
いった 2つの種類が存在するが，この史料
では農業物件，商業物件の多くのワクフ財に
関して当時における上記の種別が記されてい
る点が特徴であると言える。物件について
は，ワクフ財に関する説明の中で四囲の説
明ならびに「用途指定（khāṣṣa）」「無条件
（muṭlaqa）」の語が原則として付されてお
り，「用途指定」の場合は，受益対象に関す
るごく簡単な説明が付される場合もある。ま
た同一のワクフ物件の中で「用途指定」「無

24）	 本史料を利用した研究としては，職員の氏名リストを参照してレザー廟職員の中に見えるメッカ
巡礼者・アタバート参詣者の割合を記し，巡礼・参詣地の「格」について検討した［守川 2006: 
290–294］がある。
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条件」の部分が混在している場合にも説明が
記されている25）。但し，ʿAżud ARではこの
説明が脱落しているケースも見られる26）。
また，商業施設のワクフ財に関しても詳
細な情報が記されている［ʿAżud MKh: 43–
70］［ʿAżud AR: 87–110］。記述の形態はワク
フ財の種類（店舗以外の隊商宿 khān，ティー
ムチャ tīmchaなど）でまとめられている箇
所もあれば，特定のワクフ設定者ごと27），ま
たはバーザール単位でまとめられているケー
スがあり，多様である。こちらも先述の通り
「用途指定」「無条件」の区別が記載されてい
る。加えて，市域内の店舗については，土地
のみが廟のワクフ財であり，店舗を建設した
人物が地代 ḥaqq al-arżを廟に支払う形態の
店舗［ʿAżud MKh: 50］が多数存在してい
たことが窺える。ワクフ財である商業施設の
リストには，業種や物件の現況についての記
載があり，ワクフ財としてのマシュハド市域
内の業種ごとの店舗数などについても知るこ
とが可能である。

2.3  Vaqfnāma-hā wa Asnād-i Āstān-i Quds-i 
Rażavī：略号 VM
本写本は現在レザー廟の管理下にあるテ
ヘランのマレク図書館に 1137番の所蔵番号
で収蔵されている。作成の年代は 1276/1859
年であるとされるが，作成者については不明
である。ナスフ体ならびにシキャスタ・タ
アリーク体で記されている。葉数は 137葉，

収録文書は 76点であるが，一部分の要約や，
部分のみを書写した文書も含む。本史料もワ
クフ文書ではない文書も一部収録している。
なお，収録文書のリストが写本冒頭と前半部
の 2箇所に付されているが，この部分は恐ら
く後で付されたもののように見える。写本後
部［VM: 234］以降になると，書体がかなり
崩れたシキャスタ・タアリーク体になり判読
が難しくなり，さらにこの部分の文書はリス
トには含まれていない。恐らくこの部分も後
に追加で書写された部分ではないかと推測さ
れる。
本写本においても，冒頭の文書は AQ同
様にシャー・アッバースによる 1602年の
ワクフ文書［VM: 1–4］であり，次いで
1259/1843年のアーカー・サイイド・サ
ディーク［VM: 5–8］，その次に 1097/1683
年のシャー・ウィルディー・ベクによるワ
クフ［VM: 9–12］と続く。その後，ワクフ
文書のリストの挿入がある［VM: 16–18］28）。
収録順で 13点目である 1210/1796年のムハ
ンマド・ザマーン・フサイニーMuḥammad 
Zamān Ḥusaynīのワクフ文書［VM: 58–59］
［AQ: 75–77］までは AQと掲載順が同一で
ある。冒頭の 3つの文書の後に記される収
録文書のリスト［VM: 16–18］だが，これ
は VM［233］までにおける「無条件」「用
途指定」のワクフ文書の掲載葉を示すリス
トとなっている。さらにリストの末尾に
は「レザー廟の国外のワクフ財mawqūfāt-i 

25）	 例えば，ワクフ財であるミフラーブ・ハーンなる枝村mazraʿa-ʾi Mihrāb Khānは，1dāng分が無
条件ワクフ財となっている［ʿAżud MKh: 15］。同じ箇所では用途指定の箇所について「用途につ
いて別途記載」とあるが，AR記載の謄写には 5dāng分に関してマクタブハーネmaktabkhānaが
受益対象であることが記されている［ʿAżud AR: 72］

26）	 本史料の地域別にワクフ財の説明が進められ，最初はホラーサーン，マシュハドから開始される。
その冒頭部のアルダマ地区 bulūk-i Ardamaのアーレフィー枝村mazraʿa-ʾi ʿĀrifī，ガイビー枝村
mazraʿa-ʾi Ghaybīに関しては［ʿAżud MKh: 12］には「無条件」である旨記載があるが，ARの
校訂の該当部［ʿAżud AR: 71］にはその記載がない。

27）	 例えば，ʿAżud MKh［43–44］ではこの隊商宿やティームチャなどがまとめて記載されている。
後者については，1854年からワクフ管財人を務めたファズルッラー・ワズィール・ニザーム・ヌー
リー Fażlallāh Vazīr-i Nizām Nūrīの大規模ワクフで寄進された店舗［ʿAżud Mkh: 44］などが事
例として挙げられる。

28）	 本写本には上部に頁番号が記入されているが，このリストの部分には欠落している。文書リストの
前の最後の頁番号が 15となっているため，この頁番号は本稿筆者が仮に付したものである。
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khārija-ʾi Sarkār-i fayż-āthār」なる項目があ
り，現在のアフガニスタンにワクフ財が位
置する 1078/1667年のアッバース・クリー・
ハーン ʾAbbās Qulī Khān29）らのワクフ文書
が挙げられている［VM: 203–210］。近代を
迎えて国外に所在するワクフ財管理の特殊性
を意識せざるを得なくなったことの反映であ
ろう。
収録されているワクフ文書は，サファ
ヴィー朝期 36点，アフシャール朝期 12点，
カージャール朝期 25点となり，AQと同様
にサファヴィー朝期の文書が多い。但し，書
体が変わる［VM: 234］以降末尾までは圧倒
的にカージャール朝期の文書が多数収録され
ていると共に，廟所蔵のその他のワクフ文書
の簡単な要約も含まれる。AQとは異なり特
に同時代であるカージャール朝期のワクフの
情報を多く集めようとした姿勢が窺える。

2.4 �Asnād va Vaqfnāma-ʾi Āstān-i Quds：略
号DT
本写本はテヘラン大学中央図書館に 2978
番の所蔵番号で収蔵されている。作成年代
は資料中に明記されていないものの，収録
文書の中の最も新しい日付のものが Ṭūmār-i 
ʿAżud al-Mulkが作成された 1274/1858年で
あるため，それ以降の作成と考えられる。作
成者の情報については見当たらない。葉数は
244葉であり，ナスフ体が用いられている。
基本的には AQ，VM同様にワクフ文書の
「集成」であるが，上述の Ṭūmār-i ʿAlīshahī，
Ṭūmār-i ʿAżud al-Mulkの謄写［DT: 49–100, 
248–294］を含んでいる点が特徴であろう。
その他，証書などの文書の写しも収めている。
2種の「巻子」を含め収録文書数は 100点に
上り，文書の「集成」としては収録点数が最

も多い写本となっている。また，先頭から
DT［174］くらいまでは下の部分に欠損があ
り，一部の葉の下部にある欄外書き込みは完
全には判読できない。
冒頭は例によって AQ，VMと同様に 1602

年のシャー・アッバースのワクフ文書［DT: 
4–8］からはじまるが，続く文書はシャー・
アッバースによる別のワクフである 1023/ 
1614年の文書［DT: 8–10］，その後はシャー・ 
タフマースブをワクフ管財人に指定した
957/1550年のワクフ文書［DT: 12–31］30），
さらにナーディル・シャーのワクフ文書
［DT: 32–44］が続く。先行して作成された
「集成」以上に歴史上の諸王朝の君主の廟開
発への関与を冒頭にて強調する構成になって
いると言える。収録されているワクフ文書は，
サファヴィー朝期 34点，アフシャール朝期
11点，カージャール朝期 16点と VMより
数は少なく，カージャール朝期の文書はあま
り多くはない。他方，本史料は証書等の文書
をも多く含んでいるのが一つの特徴である。
例えば，DT［163–239］にはサファヴィー
朝期のクルド系武将ギャンジ・アリー・ハー
ンGanj ʿAlī Khānのワクフに関連する文書
など，カージャール朝期に作成された多くの
証書等が連続して収録されており，同廟のワ
クフ財の変遷の解明に活用できる可能性もあ
ろう。

2.5  Kitābcha-ʾi Mawqūfāt-i Āstān-i Quds-i 
Rażavī：略号KM
テヘランのイスラーム議会図書館所蔵
に所蔵される上記の表題を持つ写本は，
ナーセロッディーン・シャーの命により，
1285/1869年に当時のワクフ管財人であった
ムハンマド・マジュド・アルムルク・スィー

29）	 シャー・スライマーン期のマシュハドのベグレルベギ beglerbegi。廟に隣接するアッバース・ク
リー・ハーン・マドラサの創設者としても知られ，1078/1667年のワクフは同マドラサを主な受益
対象としながら，一部については廟をも受益対象としている［AQ: 297–312］［AR: 272–280］。

30）	 本文中にワクフ設定者の名前は示されていないが，Ṭalāʾī［1397Kh: 136］に従えば，ワクフ設定
者はアブルファトフ・フサイニー Abū al-Fatḥ Ḥusaynīなる人物である。
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ナキーMuḥammad Majd al-Mulk Sīnakīが
作成したものである［KM: 1b–2a］。写本の
題名は元から付されていたものではなく，写
本カタログ作成時に便宜的に付されたもので
あろう。本史料作成の意図としては，不動産
および様々な貴重品から構成される動産から
なるワクフ財についてその一部が遺失してし
まったがゆえに，精査の上登記する必要があ
ると述べられている［KM: 2a］。但し，序文
には言及が無いが，以下に記す通り廟官吏や
複合施設の情報も本史料には含まれる。序文
以外はすべてスィヤーク体で記された廟の不
動産・動産からなるワクフ財と官吏，複合組
織に関する情報を集めたものとなっている。
作成年は序文の中に 1285/1869年と明記さ
れている［KM: 2a］。しかし，冒頭部に記載
される不動産のワクフ財の詳細な情報［KM: 
2a–18b］は，上記の 1858年作成の Ṭūmār-i 
ʿAżud al-Mulkが伝える不動産のワクフ財の
情報と，一部の単語や表現の有無程度の違い
を除きほぼ同一である。以降の部分は，他に
類を見ない動産のワクフ財の極めて詳細なリ
スト［KM: 19b–82a］が続く。一例を示せば，
宝石（javāhir），カンテラ（qanādil），燭台

（shamʿdān），参詣祈願書（ziyārat-nāma），
時計（sāʿat），武器（ālāt va asbāb-i ḥarb），
図書館所蔵の写本リスト，ファルマーンな
どをはじめとした文書，中国製食器（ẓarf-i 
chīnī），ザリーフの覆い（żarīḥpūsh）31），絨
毯（qālī）など，当時の廟がワクフ財として
有していた多様な物品がリスト化されて並
べられている。図書館の写本リスト［KM: 
32b–72a］に関しては，コーラン，ハディー
ス，法学など分野別に収録されており，さら
にワクフ文書のリストが不動産たるワクフ財
の名称が表題となる形で記載されている。所
蔵写本リストは後代に作成されたMS［vol. 

2 479–500］，Firdaws［M: 427–472］にも収
録されており，その先鞭をつけたものと言え
よう。
さらに廟の運営組織に関して，廟内の高位
の官吏，ケシクにて従事している職員の氏
名に関する情報を記載している［KM: 91b–
99a］。ワクフ管財人についての記載はないが，
ケシクの官吏のみを記載していた Ṭūmār-i 
ʿAżud al-Mulkとは異なり，ナーズィル
（nāẓir），サドル（ṣadr），印璽官（muhrdār）
以下主要な官吏の氏名と職名から始まり，ウ
ラマー，廟の各所に配置されたコーラン読
誦者たち（ḥuffāẓ），病院の職員，ケシク
の成員（従者 khādim・絨毯係 farrāsh・扉
番 darbān・靴番 kafshbān，礼拝の告時人
muʾazzin），参詣祈願書読み（ziyāratnāma-
khān）といった職員の氏名が挙げられている。
但し，最後の参詣祈願書読みについては，当
時は第 5ケシクまで存在していたはずだが，
第 3ケシクの人員までしか掲載されておら
ず，第 4ケシク以降の参詣祈願書読みおよび
他の複合組織の職員のリストはない。また，
職員のリストには Ṭūmār-i ʿAlīshāhīのように
俸給に関するデータはなく，加えて実際の廟
の組織の運営や必要経費といった情報に関し
ては記載がない。廟の官吏に関する情報につ
いては，前年の 1284/1867年にホラーサー
ンを行幸したナーセロッディーン・シャーの
旅行記に挿入されている廟の高官のリスト
［Rūznāma: 195–197］に見える職員の情報を
補完する形でさらに正確を期したものとなっ
ており，この行幸時に得た情報に基づいて作
成されたと推測される。
本史料は，他の史料には見られないカー
ジャール朝期の同廟の動産のワクフ財，なら
びに職員に関する網羅的な情報を提供してく
れる点でその価値は高いと言える。但し，ワ

31）	 墓廟では多くの場合，棺の周囲に木製もしくは金属製のザリーフ（żarīḥ，格子）が置かれるが，
時にそのザリーフを覆うために絹などで織られ，コーランの章句などを入れた織物が被せられる
ことがある。このザリーフを覆う織物を「ザリーフの覆い żarīḥpūsh」と呼ぶ［Muḥsinī 1399Kh: 
91–95］。
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クフ財については，少なくとも不動産に関し
ては Ṭūmār-i ʿAżud al-Mulkとほぼ同一の内
容であり，動産のデータや廟の組織や人員に
関する記載については，本史料が作成された
1869年以前に収集された情報をも含んでい
る。ゆえに調査年代の異なったデータが混在
した史料であると考えられ，この点には注意
が必要であろう。

2.6 Firdaws al-Tavārīkh：略号 Firdaws
1301/1883年に完成した上記の史料は，レ
ザー廟が建設されて以降の同廟とマシュハド
の都市史，およびウラマー列伝，イマーム・
レザーが著したとされる医学書 Ṭibb al-Riḍā
のペルシア語による注釈，レザー廟のワクフ
財リストを収録したマシュハドとレザー廟
の総合的叙述史料になる。著者のナウルー
ズ・アリー・ファーズィル・バスターミー
Nawrūz ʿAlī Fāżil Bastāmīは，1227/1812
年にバスターム Bastāmに生まれ，幼い頃に
マシュハドに移住し，当地の著名な宗教学
院であるナッワーブ・マドラサMadrasa-ʾi 
Navvābで学問の研鑽を積み，教鞭をも取っ
た人物である。存命中にはアタバート参詣，
メッカ巡礼も果たし，多くの著作を残した学
識高いウラマーとして知られる32）。都市史の
部分は執筆時のマシュハドに関する歴史認識
を表すものとして有用な史料であると同時
に，カージャール朝期の部分については同時
代史料としても有用である。カージャール朝
期のワクフ管財人のうち，著名な人物に関す
る列伝も含んでいる。
この史料の第4章［Firdaws M: 411–444］33） 

が「レザー廟での（収益の）使用に関して，
諸王，諸大臣，臣下，被造物が定め，現在は
導きの礎たるあの集い（＝レザー廟）の職

員たちの専有下にある現行のワクフ財とサ
ダカに関する記述（dar bayān-i mawqūfāt-i 
va ṣadaqāt-i jārīya ki dar maṣārif-i rawża-ʾi  
Rażavīya, salātīn va vuzarāʾ va ʿāmma-ʾi  
riʿāyā va barāyā qarār farmūda-and va ḥāl dar  
taṣarruf-i kārguẕārān-i ān maḥfil-i hidāyat-
bunyān mī-bāshad）」との表題を附せられ，
当時のレザー廟のワクフ財の情報を提供して
いる。本章が著された動機については，本書
完成時の 1883年において，著者がすべての
ワクフ財に関する情報を有していないがゆえ
に，ワクフ財についての情報に関し，長年廟
に関する大小の諸事の運営に尽力してきた
ムハンマド・シャフィー・カズウィーニー
Muḥammad Shafīʿ Qazvīnī34）に問い合わせ，
彼の返答に基づいて急ぎワクフに関する情報
を挿入した［Firdaws M: 413–414］，とある。
ゆえに，まずこの人物からの返答の文面が冒
頭に記載され，その後にワクフ財のリストが
続く形になっている。本史料のこのワクフ財
に関する記述の箇所も，他の史料と同様に正
しい運営のための情報提供に主眼が置かれて
作成されたものと考えられる。
ワクフ財の情報を記す第 4章のリスト部分
の構成は，用途指定のワクフ財，無条件ワク
フ財，諸都市におけるレザー廟のワクフ財の
土地（amlāk-i mawqūfa-ʾi Āstān-i Quds dar  
bilād），イラク（イラーケ・アジャム）の諸土
地のワクフ財（mawqūfāt-i ṣafahāt-i ʿErāq）， 
〔本書〕著者のワクフ財（mawqūfāt-i muʾallif） 
と続き，最後に図書館所蔵の動産としてのワ
クフ財である書籍のリストとなっている。不
動産のワクフ財の情報については，用途指定
のワクフ財に関しては，原則として物件の名
称と共にワクフ設定者の氏名が付される形で
リスト化されている。但し，ワクフの年代に

32）	 彼の詳細な経歴に関しては，Darvīshānī［1393Kh］を参照のこと。その他の著名な著作としては
レザー廟参詣指南書である Tuḥfat al-Rażavīyaなどが挙げられる。

33）	 校訂本は他に［Firdaws A］も存在するが，本稿では［Firdaws M］を参照する。
34）	 この人物はハラムにて扉番を務めていた人物であり，当時のワクフ管財人アブドルワッハーブ・

ハーン・アーサフアッダウラ ʿAbd al-Vahhāb Khān Āṣaf al-Dawlaの命でワクフ関連史料を作成し
た経験を持つ人物である［Ṭalāʾī 1397Kh: 132］。
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ついては記載がない。ワクフ財の配列も地域
ごとではなく，各王朝の君主がワクフ設定者
となったワクフからはじまり35），その後の配
列にも規則性は見いだせないため，参照する
側としては分かりにくい。また，収益の用途
についてはその概略のみが記してある。
無条件ワクフ財については［Firdaws M: 

423–424］に記載があるが，同ワクフ財から
の収益の用途に関する言及があり，主にこの
ワクフ財からの収益は，廟の建物の修繕36）， 
従者たちや他の廟官吏の給金（mavājib-i 
khuddām va sāyir-i mansūbayn-i Āstāna-ʾi 
muqaddasa），廟の装飾などに関し，ワクフ
管財人の判断で使用されると述べられてい
る。この無条件ワクフ財の収益は，個々のワ
クフ文書において収益の使途として指定され
てはないが，廟運営に不可欠な人材の人件費
などの費用をある程度賄っていたとの指摘も
ある［Werner 2009: 184］。物件自体につい
ては，最初の数件を除き付随する説明がな
く，バーグ（bāgh），カナート（qanāt），臼

（ṭāḥūna），ハンマーム（ḥammām），枝村に
つきそれぞれの名称が並べられているに過ぎ
ない。
続く諸都市におけるレザー廟のワクフ
財，イラクの諸土地のワクフ財については
［Firdaws M: 424–425］，分量が多くはな
い。前者についてはイランのニーシャープー
ルNīshāpūr，トルバテ・ジャーム Turbat-
i Jām，トルシーズ Turshīzなどマシュハド
近郊の都市のワクフ財が並べられているに過
ぎない。また後者についてもテヘラン，セム
ナーン Simnān，カズウィーン，イスファハー

ン，マーザンダラーン，アスタラーバード
Astarābād所在のワクフ財が挙げられている
のみである。全体として情報量が少なく，不
十分な情報に留まっていると言えよう。
続けて，著者によるワクフに関する情報が
校訂本で 2頁に渡って記される［Firdaws M: 
425–427］。ワクフ財としてのマシュハドの
バーザール内の店舗の業種と，収益の使途の
利用法（廟の門の所で散布する薔薇水，コー
ラン朗誦者への給金，ワクフ管財料 ḥaqq al-
tawliya，ワクフ財の維持管理費），ワクフ管
財人職の継承法などが記載される。5軒の店
舗の一部をワクフ財とする形になっており，
寄進の規模としては大きいとは言い難い。著
者自身のワクフに大きな紙幅を割いて詳述し
た点については，自らの事績を強調する意図
があったがゆえのことであろう。
最後に図書館所蔵のワクフ財としての写本
のリストとなる［Firdaws M: 427–442］。同
様の書籍のリストは，上述のKM，MSにも
掲載されており，Firdawsの著者による新た
なる試みとは言えない。上記二つの史料には
多くの場合において書名とワクフ設定者の名
称も含む形になっている。他方，Firdawsの
リストに関しては書名と冊数のみが記載され
るに過ぎず，上記二つの史料と比して情報が
少ない。

おわりに：史料としての可能性について

以上，レザー廟のワクフ財管理の歴史的な
特徴ともに，カージャール朝期に作成された
ワクフ関連史料 6点の内容を概観してきた。

35）	 リストの冒頭に挙げられている君主がワクフ設定者である事例の箇所では，冒頭はこれまでと異な
りナーセロッディーン・シャーによる参詣者への食事の提供が記載されるが，ワクフ財の記載はな
い。次いでサファヴィー朝期のシャー・アッバース，タフマースブ 2世，アフシャール朝期のアー
ディル・シャー ʾĀdil Shāh（ʿAlī Shāh）が並ぶ。続けて，カージャール朝ムハンマド・シャーの
息子でレザー廟ワクフ管財人に三度就任したムハンマド・タキー・ミールザー・ルクンアッダウラ
Muḥammad Taqī Mīrzā Rukn al-Dawla（1901年没），前述のサファヴィー朝のアリー・アティー
ク・ムンシーが続き，その他のワクフ設定者の行ったワクフが並べられていく形になっている。

36）	 先行研究における文書史料の考察においても，廟建物の修繕には無条件ワクフ財からの収益が充当
されていたとの指摘がある［Naẓarkarda 1395Kh: 24］。
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最後に本稿で取り上げた史料の今後の研究へ
の活用の可能性について，主要な点を簡単に
指摘しておきたい。
まず，これらの史料は，過去にも言及し
たがワクフ財の変遷に関する研究を行う上
で不可欠な史料となりうる［杉山 2018b: 
78–79］。ワクフされた不動産がその後如何
なる変化を被っていくかについては，まだま
だ研究の蓄積が多くない37）。廟の運営本部や
ワクフ慈善機構所蔵の文書に関しては現状参
照が困難であるが，廟図書館所蔵の文書は現
在では一般にも利用が可能である。廟のワク
フ財の変化を見ていく上で必要な証書，フク
ムなどが一部に存在しており，上記に見える
ワクフ文書と共に活用することで，特定の廟
のワクフ財の変容に関する事例研究が可能で
はないかと考える。
次に，同廟の運営に関する点としては，

Ṭūmār-i ʿAżud al-Mulk，KMなどを元に無条
件ワクフ財，用途指定ワクフ財双方を精査す
ることで，同廟における収入のあり方，収益
の利用法などの特徴の提示が可能ではないか
と考える。双方のワクフ財がどの程度の収益
を廟に提供していたか，などの考察が可能で
あろう。また，無条件ワクフ財については
Firdaws M［423–424］に人件費や修繕費な
どに利用されていると指摘されているが，具
体的に考察した先行研究はない。例えば，病
院や孤児院など同廟附設の施設の運営におけ
る無条件ワクフ財の収益の利用などを調べれ
ば，廟運営上の特徴も垣間見えてくるように
思われる。
また，カージャール朝後期のマシュハドの
都市の発展に関する史料としても活用可能で
あろう。上述の通り Tumar-i ʿAżud al-Mulk，
KMにはマシュハド市内のワクフ財として
の商業施設の詳細なリストが付されている。
同リストを用いて，マシュハドの商業施設の
分布や種別などの考察に基づく当時の都市域

における商業施設のあり方や，ワクフを通じ
た廟と都市の商業施設の発展の相関関係など
が検討可能となろう。廟図書館に所蔵される
関連文書やマシュハドの古地図などを活用す
れば，当時の都市の商業施設とその特徴，廟
との関連について多くの知見が得られるであ
ろう。動産のリストについても，例えば所蔵
写本などは図書館の歴史の研究，さらに廟所
蔵の美術的価値を持つ絨毯などの来歴の調査
といった点などにも活用が可能ではないかと
考えられる。
本稿で挙げた史料は，いずれも前近代の廟
運営研究には不可欠な史料であり，廟所蔵の
文書や年代記，その他多様な史料と組み合わ
せて研究を進めることで，多くの成果が期待
できる史料であると言うことができよう。そ
の上で，イラン地域を中心とした他の聖廟と
の比較を行うことで，レザー廟運営の普遍性
と特徴を浮き彫りにすることが可能になろう。
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はじめに

現存するアブディー・ベグ版サフィー廟不
動産目録写本のうち，二つの写本（ʿAbdī II
＝17世紀後半作成，ʿAbdī III＝18世紀初頭
作成）1）には，『吉兆なる合の主，ティムー
ル・キュレゲンのワクフ文書 Vaqfnāmcha-ʾi  
Ṣāḥib-qirān-i Amīr Tīmūr Gūrakān』という
タイトルを持つ文書の写しが収録されてい
る（以下 Vaqfnāmcha）2）。タイトルにある通 
り，この写しには，ティムール（在位 1370
～1405）がサファヴィー教団の第 3代教団
長ホージャ・アリー3）（1428没）に対して
行ったワクフ設定の文書が収められている。
ところで，上記の Vaqfnāmchaと全く同じ
構成と，一部例外を除いてほぼ同じ記述内容
を有しながら，異なるタイトルを持つ文書
の写しが別に存在する。それが，『ティムー
ルの認証付き文書 Ṣukūk va Sijillāt-i Tīmūrī』
というタイトルで知られる文書の写しであ
る（以下 Ṣukūk）。Ṣukūkは計三点の写本が
現存し，それぞれアースターネ・ゴドセ・レ
ザヴィー図書館（Ṣukūk I）4），テヘラン大学

附属中央図書館（Ṣukūk II），マレク図書館
（Ṣukūk III）に所蔵されている5）。
この Vaqfnāmchaと Ṣukūkとの関係につい

ては記録が一切残されておらず，詳細は明ら
かではない。しかし，両者を比較してみると，
いくつかの相違があることに気付く。例えば，
Vaqfnāmchaでは，二写本ともに，明らかに
数行写し忘れたと思わしき箇所があり，その
部分はそのままでは意味をなさない［ʿAbdī 
II: 386］。それに対して，Ṣukūkの該当する
箇所では数行多く書かれていて，文章として
も成り立っていることが確認できる［Ṣukūk 
I: 4b］。さらに，Vaqfnāmchaと Ṣukūkの冒
頭部分にはいずれも「文書の来歴」が書かれ
ているが，後者は前者のおよそ七倍の分量が
あり，より詳細に説明されている。もちろ
ん，これだけをもって両者の参照関係を証
明することはできないが，少なくとも Ṣukūk
の方が Vaqfnāmchaよりも正確に元の文書の
内容が反映されていると考えて間違いないだ
ろう。なお，本稿では煩雑になることを避け
るため，今後は必要な場合を除いて基本的に
Vaqfnāmchaと Ṣukūkを区別せず，共に『ティ

1）	 ʿAbdī IIと ʿAbdī IIIを比較した結果，前者の方がより正確に書写されていることが明らかである。
そのため，本稿ではアブディー・ベグ版に収録された Vaqfnāmchaの参照箇所を示す場合，基本的
に ʿAbdī IIのみを挙げる。

2）	 その他，19世紀に編纂されたサフィー廟不動産目録要約版の二写本（Kitābcha-ʾi Khulāṣa I，
Kitābcha-ʾi Khulāṣa II）にも収録されている。アブディー・ベグ版の二写本に収録された写しと，
この 19世紀版の二写本に収録されたものとを比較すると，19世紀版の一つ Kitābcha-ʾi Khulāṣa I
ではⅠ「文書発見後に付け加えられた序文」（本文書の構成については第 1章で述べる）が省略さ
れている以外は，全体的な構成と内容はほぼ同じである。そのため，本稿では今後 Vaqfnāmchaに
言及する際，作品の編纂時期という点でも，写本の成立年代という点でもより古い，アブディー・
ベグ版に収録されているものを参照する。なお，19世紀版の不動産目録要約版の詳細については，
本論集収録の阿部論文を参照のこと。

3）	 サフィー・アッディーンの孫，サドル・アッディーンの息子にあたる。父の死後，サファヴィー教団
の教団長の位を継承した。1428年にメッカ巡礼からの帰路，イェルサレムで死去した［Horst 1985］。

4）	 この写本に関しては，本研究グループのメンバーでもある，杉山隆一氏のご厚意により複写を入手
することができた。ここに記して謝意を表する。

5）	 この三つの写本のうち，書写年が明記されているのはṢukūk IIだけであるが（1038/1628–9年書写），
最も書写年が古く，信頼性が高いと考えられるのは，Ṣukūk Iである。その理由としては，Ṣukūk 
Iで使用されている書体が最も古いことや，Ṣukūk II及び IIIが雑録（majmūʿa）の一部であるの
に対して，Ṣukūk Iは本作のみで一冊の写本として装丁されていることが挙げられる。さらに，本
文で後述するように，本作品では他の史料では確認できない独自のサフィー家の系譜が複数回登
場するが，Ṣukūk IIおよび IIIではそれぞれで示されている複数の系譜の間で一致しない箇所があ
るのに対して，Ṣukūk Iでは提示されている複数の系譜の内容については整合性がとれている。以
上のことから，Ṣukūk Iが最も正確に記録されているとみなすことができる。そのため，本稿では
Ṣukūkの参照箇所を示す場合，基本的に Ṣukūk Iのみを挙げる。
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ムールのワクフ文書』と呼ぶことにする6）。
さて，先に挙げた Ṣukūkの三写本のうち，

Ṣukūk Iについては，ホルストが既にその内
容分析を行っている。彼は最終的に，この写
しの元になった文書はティムール朝時代のも
のではありえず，サファヴィー朝君主アッ
バース 1世（在位 1588～1629）治世中，16
世紀後半から 17世紀初頭にかけての時期に
捏造されたものである，と結論付けている7）

［Horst 1958: 45–47］。ホルストがこの結論
に至った主要な根拠をまとめると，以下の七
点に絞ることができる。（1）本文書の中で，
サフィー家がサイイド家系であるという主張
がなされているが，この主張はホージャ・ア 
リーの時代には存在しなかったものである8）。 

（2）文書に書き写されたティムールの印璽の
銘文が，実際のものとは異なる9）。（3）ホー
ジャ・アリーがティムールに語ったとされる 
初代イマーム，アリーの予言は，明らかに後 
世に捏造されたものである10）。（4）売買文書

やワクフ文書では本来必須となる，物件の四 
囲の説明が欠けている11）。（5）ティムール朝年 
代記と，アッバース 1世治世以前に編纂さ
れたサファヴィー朝年代記に，ティムールと 
ホージャ・アリーとの関わりを示す記録がな 
い12）［Horst 1958: 37–45］。（6）通常文書では 
使用されない表現が含まれている13）。（7）途中 
挿入されたアラビア語の文章には，文法上の
初歩的な誤りが数多く存在する14）［ibid.: 46］。
紙幅の制限により，本稿では上記の指摘を
一つ一つ精査する余裕はないが，それぞれ一
部修正すべき，あるいは情報を追加すべき箇
所はあるものの，いずれもおおよそ妥当なも
のである。このことから，Ṣukūkの元になっ
たとされる文書はアッバース 1世治世の贋作
とする彼の結論そのものは，十分に説得力が
あるといえる15）。
しかし，ホルストの研究には，以下のよう
な二つの問題点がある。一つ目は，本文書が
ティムール朝期に作成されたワクフ文書では

6）	 本稿では煩雑になるのを避けるため，『ティムールのワクフ文書』の参照箇所を示す場合，Ṣukūk
と vaqfnāmchaから一写本ずつ，つまり Ṣukūk Iと ʿAbdī IIのみを挙げる。

7）	 Horstは同じ箇所で，特に文書が発見された 1602–3年直前に偽造された可能性が高い，と述べて
いるものの，その根拠は示していない。

8）	 Horstは，サフィー家はサイイド家系であるという主張がサファヴィー朝成立以降に生まれたもの
としている［Horst 1958: 24］。しかし，近年の研究によれば，この主張は既に 1460年代前半には
知られていたことを示す史料が存在する［Morimoto 2010］。このことから，Horstの説は一部修
正する必要がある。

9）	 Horstによれば，文書に書き写されたティムールの印璽には「アッラー，ムハンマド，アリー」，「公
正さは救済なり（rāstī rastī）」，「〔神の〕僕たる（al-ʿabd）ティムール」という文言が入っているが，
本物のティムールの印璽にあるのは二つ目の文言だけである［Horst 1958: 34–35］。

10）	 アリーが夢に現れ，ホージャ・アリーに対して，四世代後の子孫が諸国の帝王となり，その子孫
（farzand）が世界征服者となる，と語ったとされる［Ṣukūk I: 7b; ʿAbdī II: 388］。なお，Horstは，
前者をイスマーイール 1世，後者をタフマースブ 1世あるいはその後継者に比定しているが［Horst 
1958: 35–36］，後者はアッバース 1世を指していると考えるべきであろう。

11）	 売買文書やワクフ文書では，売買対象あるいはワクフ物件となる土地の説明では必ず四囲の境界が
示される［ibid.: 36］。なお，これについては，第 3章で改めて述べる。

12）	 この点に関しては，第 2章で改めて検討する。
13）	「この文章を読む人々にとって，以下のことが隠されたままでないように」［Ṣukūk I: 3b, 7b; ʿAbdī 

II: 385］や，「読者がうんざりしないように」［Ṣukūk I: 5b; ʿAbdī II: 387］といった表現は，叙述史
料で用いられるものであり，通常文書では使用されない［Horst 1958: 46］。

14）	 この点に関しては，第 3章で改めて指摘する。
15）	 Ṣukūkに関する最新の研究として，本文で後述する Delbarī 2018がある。しかし，Delbarīは，本

文書の真偽に関する明確な見解を示していない。例えば，論文の冒頭では Ṣukūkを「ヒジュラ暦 9
世紀のティムール朝期から現在にまで残る文書の一つ」と紹介する一方［ibid.: 261］，本文ではこ
の文書を後世の贋作とする他のイラン人研究者の指摘を引用している［ibid.: 269–271］。また，本
文書を扱った専論としてHorst 1958を挙げているものの，これを贋作とするHorstの主張には全
く触れていない［cf. Delbarī 2018: 273］。以上のことから，文書の真偽に関する Delbarīの態度は
著しく説得力を欠いていると言わざるをえない。
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ないことを示す，より明白な証拠をいくつか
見落としていることである。二つ目の問題点
は，そもそもなぜこの文書が捏造されたのか，
という根本的な疑問に一切検討を加えていな
いことである。
そこで，本稿は，ホルストの研究において
当時の史料環境のために根拠が不十分であっ
た点を補足した上で，先に挙げた二つの大き
な問題点をそれぞれ解決することを目的とす
る。まず，本文書の構成と来歴を簡単に紹介
した後，ホルストの時代には知られていな
かった史料を利用して，ティムールとサファ
ヴィー教団の教団長との邂逅に関する記述内
容の変遷を検証する。次に，ホルストが挙げ
ていなかった，より明白な証拠を提示するこ
とによって，『ティムールのワクフ文書』が
後世偽造されたものであることを改めて指摘
する。続いて，実際にワクフ文書が偽造され
た例を引き合いに出しつつ，当時のサファ
ヴィー朝を取り巻く政治状況や，同朝におけ
るティムールの位置付けを踏まえて，この文
書が偽造された背景を検証する。以上のよう
な検証は，本文書がサフィー廟不動産目録に
収録された理由を明らかにすることにつなが
るであろう。
なお，『ティムールのワクフ文書』の出版
されたテキストとしては，長らくホルストの
研究に掲載された Ṣukūk Iのファクシミリ版
しか存在しなかったが，近年イランにおいて
Ṣukūkの 3つの写本に基づく校訂テキストが
発表された［Delbarī 2018: 273–289］。ただ，

この校訂テキストには，明らかな単語の選択
の誤りや綴りの間違い，文章の欠落など，問
題となる箇所がいくつも存在する。本稿第 3
章で述べる通り，元々『ティムールのワクフ
文書』そのものに多くの誤りが含まれている
が，デルバリーによる校訂テキストを利用す
る際にはそれに加えて上記のような新たな問
題に注意を払う必要があり，このテキストに
基づいて正確な史料批判を行うことは極めて
困難である。そこで，本稿では文書の真偽に
関する議論をより説得力のあるものにするた
め，Ṣukūkと Vaqfnāmchaからそれぞれ二写
本を利用して新たに校訂作業を行い，本稿の
最後に付録として『ティムールのワクフ文
書』のテキストを付した。

1．文書の構成と来歴

本章では，『ティムールのワクフ文書』に
ついて，全体の構成と来歴を簡単に確認して
おきたい。
この文書の写しには，ティムールがホー
ジャ・アリーに対して行ったワクフ設定の文
書が収められているが，それ以外にも様々な
内容の記述や文書が含まれている。全体的な
構成は，以下の通りである16）。
　Ⅰ． 文書発見後に付け加えられた序文（文

書の来歴）

　Ⅱ．文書の写し
　　（1）序文とホージャ・アリーの系譜
　　（2） 逸話（ホージャ・アリーとティムー

16）	 本稿で用いる『ティムールのワクフ文書』の構成は，全体をⅠ「後世付け加えられた序文」とⅡ「文
書の写し」の二部に分ける点では，Horstが示した構成と共通している。ただし，Horstは，Ⅱを
a）ワクフ文書（第一の印璽群，宗教的導入部／ホージャ・アリーの系譜／第二の印璽群，ホージャ・
アリーとティムールの三度にわたる会見／ワクフ設定），b）売買文書①，c）売買文書②，d）売
買文書③，e）ワクフ文書の結語，に分類している［Horst 1958: 32］。しかしながら，Horstが「ワ
クフ文書」という名称を与えた aの内容を確認すると，ホージャ・アリーとティムールとの邂逅に
関する奇跡譚がその大半を占めているだけでなく，叙述史料で目にすることはあっても，通常文書
では使用されない表現が数多く確認できる。以上のことから，Horstが aとしてまとめたものをワ
クフ文書と呼ぶのは無理がある。そのため，本稿では，Horstが aとした部分を，「序文とホージャ・
アリーの系譜」，売買文書とワクフ文書が作成されるに至った経緯を説明するための「逸話」，「ワ
クフ文書①」という三つに分割した。ただし，本稿で用いるこの構成についても，あくまで便宜的
なものであることを付言しておく。
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ルとの関わり）

　　（3）ワクフ文書①
　　（4）売買文書①
　　（5）売買文書②
　　（6）売買文書③
　　（7）ワクフ文書②
まず，Ⅰでは，サファヴィー朝君主アッバー
ス 1世がこの文書を入手した経緯が述べられ
ている。その後Ⅱの文書の写しに入り，（1）
ではアリーからサフィー・アッディーンを経
てホージャ・アリーに至る系譜について17），
（2）ではティムールとホージャ・アリーとの
三度にわたる邂逅について記述される18）。そ
の後，（3）ではティムールによるホージャ・
アリーとその子孫に対するワクフ設定，及び
このワクフを侵害することに対する警告が述
べられる。続いて，（4）～（6）の三通の売買
文書でティムールが複数の土地を購入したこ
とが説明され，（7）では彼がこれらの不動産
をワクフ設定したことが再度述べられた後，
管財人職に関して簡潔に言及されている。な
お，Ⅱの文書群において，（4）（5）（6）（7）
の末尾にはそれぞれ 806/1403–4年に作成さ
れたことが記されており，ティムールの名前
の後には通常存命中の支配者に対して付さ
れる祈願文が挿入されている19）。以上のよう
に，後世この文書が偽造される際に，あたか
もティムールの在世中に作成されたかのよう
に書かれていることが分かる。
さて，この『ティムールのワクフ文書』の
元になった文書は，どのような経緯でアッ
バース 1世が入手するに至ったのであろう
か。Ⅰ「後世付け加えられた序文」にある
文書の来歴に関する説明によれば，1011/ 

1602–3年に行われたアッバース 1世による
バルフ遠征の際，アンドフード城砦の征服
に成功したとき20），木の中に隠されていた
ワクフ文書（vaqfnāmcha）が偶然みつか
り，アッバース 1世の許にもたらされたと 
いう［Ṣukūk I: 2a-b; ʿAbdī II: 385］。この
逸話については，サファヴィー朝の年代記
『アッバースの世界を飾る者の歴史 Tārīkh-i 
ʿĀlam-ārāy-i ʿAbbāsī』（1629年完成，以下
ʿĀlam-ārā）でも，以下のように記述されて
いる。

　バルフ遠征におけるアンドフード城征
服の際，古い書体（khaṭṭ）で書かれ，モ
ンゴルの朱印（āl tamghā）とアミール・
ティムールの印璽が押されたワクフ文書
（daftar-i vaqfīya）が聖戦士たちによっ
て発見され，最も気高く高貴にして神の
影たるシャーの視線の先に届けられた。
［ʿĀlam-ārā: 16］

後述するように，同文書は後世の贋作で
あったと考えられることから，上記のアン
ドフードでの文書の発見そのものも自作自
演だった可能性がある。ただ，この引用文か
らは，同文書発見にまつわる逸話は，サファ
ヴィー朝宮廷において共有されていたことが
確認できる。
以上のように，『ティムールのワクフ文書』
は，ティムールが行ったとされる，売買やワ
クフ設定を記録した文書の集成であった。そ
して，アッバース 1世治世の本文書の発見譚
は，その後のサファヴィー朝年代記に記録さ
れ，後世に伝えられたのである。

17）	 Kasravīは，他の史料に見られるサフィー・アッディーンの系譜と比べて，この系譜には多くの誤
りが含まれていることを指摘している［Kasravī 1927: 803–806］。

18）	『ティムールのワクフ文書』の中で最も多くの分量を占めるのが，この箇所である。詳細については，
Horst［1958: 27–29］を参照のこと。

19）	 ティムールの名前の後に「神が彼の王国とスルターン位を永続させ，彼の慈善と善行を諸世界に注
ぎ込みますように」という祈願文が挿入されている［Ṣukūk I: 8a; ʿAbdī II: 389］。

20）	 アッバース 1世によるバルフ遠征とアンドフードの征服については，ブロー［2012: 116–120］を
参照のこと。
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2．ティムールとサファヴィー教団

本章では，ティムールとサファヴィー教団
の教団長との関係について改めて検証する。
「はじめに」で述べた通り，ホルストは，ティ
ムール朝年代記はもちろん，アッバース 1世
治世以前に編纂されたサファヴィー朝年代記
にも，両者の関わりを示す記述がない，と指
摘している。ただし，ホルストが検証を行っ
た当時は知られていなかったものの，後にそ
の存在が明らかになったサファヴィー朝期の
史料がいくつかあり，その中にはティムール
とサファヴィー教団の教団長との関わりにつ
いて言及しているものがある。以下では，最
初にホルストが利用した史料から得られる情
報をまとめた後21），近年その存在が知られる
ようになった史料の記述に基づいて，ティ
ムールとサファヴィー教団の教団長との関係
を再検証する。

2.1 ホルストが利用した史料からの情報
まず，ティムールとサファヴィー教団の教
団長との関係について，ホルストが利用した
史料から得られる情報をまとめておきたい
［Horst 1958: 42–45］。

Hosrtによれば，サファヴィー朝年代記の
うち，ティムールとサファヴィー教団との関
わりについて言及しているのは，16世紀末
に完成した『歴史精髄 Khulāṣat al-Tavārīkh』

（1591年完成，以下 Khulāṣat）と 17世紀前
半に編纂された ʿĀlam-ārā（1629年完成）で
ある。しかし，この二つの作品では，ティムー

ルが会見したサファヴィー教団の教団長が異
なる。すなわち，ʿĀlam-ārāでは『ティムー
ルのワクフ文書』と同じくホージャ・アリー
とされているのに対して，Khulāṣatではその
父サドル・アッディーン・ムーサー（1377
没）とされているのである22）。
一方，ホルストは明言していないものの，

Khulāṣatと ʿĀlam-ārāとの間にはもう一つ大
きな違いがある。それは，ティムールによ
るワクフ設定に言及しているか否かという
点である。すなわち，Khulāṣatでは，ティ
ムールがサドル・アッディーンの要望に応え
て，ルームから連行した捕虜を解放したこと
が述べられているだけで，ワクフ設定につい
ては一切言及がない［Khulāṣat: I 32–33］23）。 
それに対して，ʿĀlam-ārāではティムールが
ホージャ・アリーと三度邂逅を果たしたこ
と，ホージャ・アリーの要請を受けてルーム
から連行した捕虜を解放したこと，さらに
前章で引用したように，バルフ遠征の際に
『ティムールのワクフ文書』が発見されたこ
と，が述べられている［ʿĀlam-ārā: 15–16］。
やや遠回しな表現であるが，ワクフ文書の存
在とその発見に言及することで，ティムール
がホージャ・アリーに対してワクフ設定した
ことが示されているのである。このことから，
ʿĀlam-ārāは『ティムールのワクフ文書』の内
容をほぼ踏襲しているとみなすことができる。

2.2 新たな史料からの情報
次に，ホルストの研究が発表された当時は
知られていなかった史料の中で，ティムール

21）	 Horstの研究では，十分な史料批判を十分に行わないまま，後世の作品をあたかもアッバース 1世
治世以前に成立したもののように扱っている箇所がある［Horst 1958: 40–41］。例えば，Horstは，
Ross Anonymousとして知られた Tārīkh-i Shāh Ismāʿīl-i Ṣafavīという作品について，その編纂時期
を検証しないまま内容分析を行っているが，この作品はアッバース 1世治世以降に編纂されたこと
が指摘されている［羽田 1989］。

22）	 ʿĀlam-ārāでは，「人々の間では，アミール・ティムールが会見した相手はスルターン・サドル・アッ
ディーン・ムーサーであったと言われている。［中略］しかし，正しくはスルターン・ホージャ・
アリーである」と，わざわざ訂正が加えられている［ʿĀlam-ārā: 16］。

23）	 なお，後世書写された Khulāṣatの一写本には，ティムールがサドル・アッディーンと会見したと
きに，自身の私有地をワクフ設定し，その管財人にホージャ・アリーを指名した，という情報が追
加されている［Khulāṣat: II 928; Horst 1958: 42］。
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とサファヴィー教団の教団長との関わりにつ
いて記述しているものを紹介する。さらに，
それぞれの作品の中で，前節で確認した（1）
ティムールが会見した相手，及び（2）ワク
フ設定への言及の有無，という史料間の相違
点について，それぞれどのように記述されて
いるか確認しておきたい。
一つ目の史料は，Khulāṣatの情報源になっ
たとされる，『世界を飾る者の歴史 Tārīkh-i 
Jahān-ārā』（1563年完成，以下 Jahān-ārā）
である［Quinn 2000: 86–87］。本作品には
サファヴィー教団の歴代教団長の事績を紹介
する章があり，その中のサドル・アッディー
ンの項でティムールが彼の許に伺候したこ
とが簡潔に記されている［Jahān-ārā: 261］。
このように，Khulāṣatと同じく，Jahān-ārā
でもティムールが会見した相手はサドル・
アッディーンとされており，ワクフ設定につ
いての言及もない。ただし，Jahān-ārāでは
捕虜の解放についても触れられていない。こ
のことから，Khulāṣatはティムールとサド
ル・アッディーンの逸話に関しては別の情報
源を基にして書かれたと考えられる。
二 つ 目 は，『ハ ヤ ー テ ィ ー 史 Tārīkh-i 

Ḥayātī』（1554年以降完成，以下Ḥayātī）で
ある。この作品は，ティムールとサファヴィー
教団の教団長との接触に関わる記述が含まれ
る史料の中で，最も完成年が古いと考えられ
るものである。その中で，以下のような両者
のやりとりが記録されている。

　今は亡き帝王アミール・ティムール・
キュレゲンは聖者たちのスルターン（＝サ

ドル・アッディーン）への伺候に達したと
き，しかるべき敬意を払った後でかのお方
に「何でもお命じになって下さい」と願い
出た。かのお方は低俗な現世の虚飾を放棄
なさっていたので，現世と関わりのあるこ
とに手を染めることはなさらなかった。ア
ミール・ティムールがしつこく食い下がっ
たので，かのお方は次のことをお望みに
なった。「ルーム地方から捕虜として連れ
てきた者たちを解放し，自身の故郷へ帰る
のを赦してやって欲しい」と。ティムー
ルはかのお方の望みを叶えた。［Ḥayātī: 
90–91］

やはり会見の相手はサドル・アッディーン
とされているが，こちらは Khulāṣatと同じ
く，サドル・アッディーンがティムールに
ルームから連行した捕虜を解放するよう依頼
したことが述べられている。
以上の史料の記述から，16世紀後半の時
点で知られていた逸話は，ティムールがサド
ル・アッディーンと会見し，その要請を受け
て捕虜の解放が行われた，というものであっ
たことが分かる。やがて，サファヴィー朝年
代記の中で（1）ティムールが会見した相手
がサドル・アッディーンからホージャ・ア 
リーに変更，（2）ティムールによるワクフ設定 
に言及，という記述面での二つの変化が生ま
れる。この二つの変化が最初に確認できる年
代記が，17世紀前半に編纂された ʿĀlam-ārā
であり，その傾向はその後編纂された史料で
も受け継がれていくのである24）。しかし，年
代記というジャンルから離れて，あらゆる史

24）	 例えば，シャー・スライマーン治世（在位 1666～94）に編纂された『サフィー家の系譜 Silsilat 
al-Nasab-i Ṣafavīya』（以下 Silsila）では，ティムールによるワクフ設定のみならず，ティムールと
ホージャ・アリーとの三度にわたる邂逅についても詳しく記述されている［Silsila: 45–49］。また，
1635年に完成した『最良の歴史 Afżal al-Tavārīkh』第三巻では，ティムールがバイラカンで再開発
事業を行い，そこからの収益をサフィー廟に対するワクフに設定したことが記録されている［Afżal: 
469–470; Melville 2020: 117–118, 125］。なお，ティムール朝期年代記では，ティムールによるバ
イラカンでの再開発事業については記述があるものの，ワクフ設定には触れられていない［Ẓafar-
nāma: 1218–1220, 1225–1227］。ティムールおよびアッバース 1世によるバイラカンの開発とワク
フ設定については，本論集収録の近藤論文も参照のこと。
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料を対象とした場合，17世紀初頭に発見さ
れたという『ティムールのワクフ文書』こそ
が，ʿĀlam-ārāよりも先に上記の二つの変化
を記録した史料であったといえるだろう。
では，なぜこのような変化が生じたのであ
ろうか。まず，会見相手が変更された理由に
ついては，先に引用したḤayātīの逸話に含
まれる，ティムールがサファヴィー教団の
教団長の要請を受けて「ルームから連行した
捕虜」を解放した，という記述と大きく関
わってくると考えられる。歴史上，ティムー
ルがルームのオスマン朝領に遠征したのは，
1402～4年のことであった［Manz 1989: 
73］。その帰還途中に会見した相手が，1377
年に死去しているはずのサドル・アッディー
ンであったとすれば大きな矛盾が生じてしま
う25）。つまり，16世紀後半の時点では，ティ
ムールがサドル・アッディーンの要請に応じ
て捕虜を解放したという逸話が知られていた
が，17世紀初頭頃に文書の偽造が行われた
際，そこに矛盾があることに気付いた人物に
よって，ティムールと会見した相手がサド
ル・アッディーンからホージャ・アリーに変
更されたと考えられる26）。
二点目の，ワクフ設定に言及されるように
なった理由については，この出来事が初めて
記録されたのは『ティムールのワクフ文書』
であったことからも，この文書の偽造こそが

その後の年代記で言及される契機になったと
考えられる。では，そもそも『ティムールの
ワクフ文書』が偽造された背景には何があっ
たのであろうか。この問題については，サファ
ヴィー朝政権側の狙いとも大きく関わってく
ると考えられるため，第四章で改めて検討し
たい。

3．『ティムールのワクフ文書』の問題点

「はじめに」で述べた通り，『ティムールの
ワクフ文書』に含まれる様々な問題点につい
ては，既にホルストによってそのいくつかは
指摘されている。本章では，ホルストが挙げ
ていないその他の問題点について，「ティムー
ルの名前と称号」，「売買文書の形式と内容」，
「ワクフ文書の形式と内容」という三つの観
点から検討を加え，本文書が後世の贋作であ
ることを示すより明確な証拠を提示したい。

3.1 ティムールの名前と称号
『ティムールのワクフ文書』Ⅱ（2）のホー
ジャ・アリーとティムールの逸話において，
最初にティムールに言及される箇所では，彼
の名前の前に「最大にして偉大なるハーカー
ン（khāqān al-aʿẓam al-muʿaẓẓam）」 と い
う称号が付されている［Ṣukūk I: 3b; ʿAbdī 
II: 385］。また，その後もティムールの名前

25）	 16世紀後半（982～996/1574–5～1587–8頃）にオスマン朝領内で作成された，サファヴィー朝の
キジルバシュに対する不信仰者宣告書では，ティムールがサフィー・アッディーンと会見し，彼の
要望に応じて捕虜の解放を行ったと書かれている［Takfīr: 709–710］。ティムールが 14世紀前半に
死去しているサフィー・アッディーンと会見していることはさらにありえないことである。ただ，
ティムールとサファヴィー教団の教団長との会見，教団長による捕虜の解放依頼とその実現，とい
う逸話の核となる部分は，サファヴィー朝支配領域外でも知られていたという点は興味深い。なお，
この史料については，本研究グループのメンバーでもある，近藤信彰氏にご教示いただいた。この
場を借りて謝意を表する。

26）	『ティムールのワクフ文書』では，三度目の邂逅を果たし，ティムールがホージャ・アリーの弟子
となったところまでは詳細に説明されているものの，その後ティムールがルームの捕虜たちを師に
与えたことについてはごく簡潔に述べられているだけである。さらに，続けて「この逸話に関する
解釈は数多くあるが，読者をうんざりさせる恐れがあるので，文書ではこれ以上述べることはでき
ない」として早々に話を切り上げている［Ṣukūk I: 8b; Abdī II: 387］。このような記述が残された
背景として，ティムールの会見相手を変更したために，文書を偽造した人物が既に知られていたこ
の逸話に深く立ち入ることを避けようとしたためであった，とも考えられる。
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が述べられる際には，しばしば名前の直後に
「ハーン（khān）」という称号が付されてい
る［Ṣukūk I: 3bff.; ʿAbdī II: 387ff.］。しかし
ながら，ティムールは，チンギス・ハンの血
引く人物をハーンに擁立して，自らはその補
佐役の立場に留まったことで知られている。
生前彼が自ら使用した称号は，軍司令官を意
味する「アミール」やチンギス家の娘婿を意
味する「キュレゲン」であり［Manz 1989: 
14–16; 間野 2001: 334–336］，チンギス・ハ
ン以降，本来その末裔のみが名乗ることを許
された「ハーン」または「ハーカーン」を使
用することはなかったはずである。
次に問題となるのが，ティムールの父の名
前やその他の名前の要素である。本文書では
ティムールの父やニスバについて，「チャガ
タイとして知られ，シャブルガーニーとして
知られた，アミール・ジャハーンギールの息
子，ティムール・シャー」と述べられている
［Ṣukūk I: 3b; ʿAbdī II: 385］。まず，ティムー
ルの父は通常「タラガイ Ṭaraghāy」という
名で知られる人物であり［Woods 1990: 17; 
間野 2001: 323–333］，「アミール・ジャハー
ンギール」という名で紹介されている例を筆
者は寡聞にして知らない。また，ティムール
や彼の祖先が西チャガタイ・ハン国において
トルコ化・イスラーム化したモンゴル部族を
指す「チャガタイ」と呼ばれたのはいいとし
ても，「シャブルガーニー」というニスバが
使用された例も史料では確認できない。
第 1章で確認したとおり，『ティムールの
ワクフ文書』のⅡは全てティムールの在世中
に作成された文書の写しということになって
いるが，ティムールの称号や父の名前に関す
る記述には他の同時代史料の記述と相容れな
い要素が含まれているのである。

3.2 売買文書の形式と内容
続いて，『ティムールのワクフ文書』Ⅱ（4）
～（6）にある，三つの売買文書の形式と内容
について確認しておきたい。
まず，それぞれの文書の冒頭に書き写され
たティムールの印璽や朱印についてである
が，第 1章で挙げた ʿĀlam-ārāからの引用に
よって，元になった文書にはそれらが押され
ていたことが確認できる。『ティムールのワ
クフ文書』にあるのは，それらを書き写した
ものと考えることができる。しかし，これら
の印璽に関しては，既にホルストが指摘して
いるように，従来ティムールの印璽として知
られたものとは全く異なる文言が含まれてお
り，本物であったとは考えられない。さらに，
そもそも売買文書やワクフ文書に押されるべ
きはカーディーや証人の印章であり，本文書
に含まれているような君主の印璽やアリーの
名が書かれた印章ではない。
次に，売買文書の形式についてであるが，
いずれの文書も売買契約の流れが反映されて
おり，全体の構成としては特に問題はない27）。 
むしろ，この三つの売買文書が抱える最大の
問題は，ホルストが指摘しているように，売
買目的物である土地について，それぞれの地
名とどの地方に属しているかが列挙されてい
るだけで四囲が一切明記されていないことで
ある28）。これについては，次のワクフ文書に
おいても同様であり，次節で改めて述べる。
さらに，売買文書②と③の末尾にはアラ
ビア語による定型句らしき文言が書かれて
いる。しかし，この文言は，15世紀のサマ 
ルカンドで作成された同時代の文書群
［Chekhovich 1974］を始め，他の売買文書
では確認できない。また，この文書のアラビ
ア語による定型句らしき文言には明らかに文
法的な誤りがあり，そのままでは文章になっ

27）	 売買文書の本文部分の全体的な構成については，ガージャール朝期のイランで作成されたものが対
象であるがWerner［2003: 20–32］が参考になる。

28）	 売買目的物となった，複数の土地の地名と場所の確定については，Delbarīが注で比較的詳しい説
明を加えており［Delbarī 2018: 285–288］，参考になる。
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ていない箇所がある［Ṣukūk I: 11a, 11b–12a; 
ʿAbdī II: 392］。ただし，これについては元に
なった文書には正しく書かれていたものの，
書写されるときに誤記されただけという可能
性もある29）。
以上のように，売買文書については，全体
の構成としてはそれなりに要件を満たしてい
るものの，購入した不動産の説明やアラビア
語の文言に問題がある。ただ，これらの問題
だけで『ティムールのワクフ文書』全体の真 
偽を決定するには至らない。そこで，次節では， 
ワクフ文書について検証を進めていきたい。

3.3 ワクフ文書の形式と内容
次に，『ティムールのワクフ文書』Ⅱ（3）

と（7）のワクフ文書の形式と内容を確認し
たい。
まず，一般的なワクフ文書の形式は，①ワ
クフ設定者，②ワクフ対象，③ワクフ物件，
④ワクフ条件（管財人職の条件や職務及びそ
の継承，収益の用途など）が順に提示され，
それぞれ詳しく説明された後，⑤結語（ワク
フへの侵害に対する警告など）で締めくくら
れる，というものである30）。第 1章で述べた 
ように，『ティムールのワクフ文書』では，ワ 
クフ文書に相当する部分がⅡ（3）と（7）の
二つあり，間にワクフ物件となる不動産の購
入を示す売買文書が挟み込まれる，という特 
殊な形式になっている。（3）と（7）では，上 
記のワクフ文書の要件のうち，①については
ティムール，②についてはホージャ・アリー
とその子孫，とそれぞれ明確に示されている
ものの，③のワクフ物件の説明については大
きな問題がある。すなわち，（3）と（7）と
もに，ティムールがⅡ（4）～（6）で購入した 
不動産をワクフとして設定したことが簡単に

述べられているだけで，売買文書の場合と同
じく，四囲の境界が一切明示されていないの
である。本来，ワクフ文書でワクフ物件とな
る不動産を説明する場合には，必ずその土地
の東西南北の境界が何に接しているかが明示 
されるはずであり［Subtelny 2007: 261］，こ 
の点で『ティムールのワクフ文書』はワクフ 
文書として大きな欠陥を有しているといえる。
さらに，他にもワクフ文書としてはありえ
ない表現が使用されている箇所がある。文書
の最終部分において，管財人職の指定と，彼
らがワクフ対象であるホージャ・アリーの子
孫に対して果たすべき責務についての説明の
後，ワクフの侵害に対する警告として以下の
ような記述がある。

　スルターンたち，サイイドたち，シャイ
フたち，カーディーたちを含め，誰もこ
の前述の私有地（amlāk）に対する所有権
と管財権（milkīyat va tawliyat）を主張し
てはならない。前述のスルターン・ホー
ジャ・アリーの子孫とサイイド・アリー・
マンスールの子孫を除いては。というのは，
所有権はスルターン・ホージャ・アリーと
その子孫に属し，管財権はサイイド・ア
リー・マンスールとその子孫に属している
からである。［Ṣukūk I: 12b; ʿAbdī II: 393］
（下線は筆者による）

この引用文において，そもそもワクフ設定
したはずの不動産のことをその後も「私有
地」と呼んでいること自体誤りであるが，さ
らに問題となるのが下線で示した箇所であ
る。すなわち，ワクフ設定後，ワクフ対象で
あるホージャ・アリーの子孫が寄進された不
動産の所有権を有することになっているので

29）	 その一方で，しばしば売買文書の後半部分に挿入される，契約の有効性を担保する法的条項が欠
如している。具体的には，「両当事者は各々等価の財物を交換した。また，法定の追奪担保責任

（żamān al-darak）は私（売主）の側にある」や「〔本契約において〕過剰損害も射幸性もない（bi-lā 
ghabn wa lā ghurūr）」といったものである［Chekhovich 1974: 51–53; Werner 2003: 29–30］。た
だし，全ての売買文書に書かれている訳ではない。

30）	 一般的なワクフ文書の形式については，岩武 1990や川本 1989が参考になる。
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ある。本来ワクフとは「所有権移転の停止」
を意味し，設定者が自分の所有する何らかの
財の処分権を放棄し，その財から得られる用
益・収益を宗教的善行と認められる目的のた
めに恒久的に用いることを指す。そのため，
本文書で記されているように，ワクフ設定さ
れた同一の不動産に対して管財権と所有権が
共存することはありえないはずである31）。こ
の箇所に関しては，それぞれの権利を有する
二人の名前が明確に挙げられていることから
も，文書を写す際の単なる書き間違いとは思
えない。以上のように，『ティムールのワク
フ文書』収録の「ワクフ文書」には，イスラー
ム法上定められたワクフの定義を無視した記
述が含まれており，これを正式なワクフ文書
とみなすことは到底できないのである32）。
さらに，『ティムールのワクフ文書』には，
ワクフの維持・管理において重要な役割を果
たす，管財人職の指定に関しても問題がある。
Ⅱ（7）において，管財人として名が挙げら

れているのが，「サイイド・ジブラーイール
の息子，サイイド・アリー・マンスールの息
子，サイイド・ジャマール・アッディーンの
息子，サイイド・アリー・マンスール」であ
る33）［Ṣukūk I: 12b; ʿAbdī II: 392］。ここで最
初に名前が挙げられている，「ジブラーイー
ル」はサフィー・アッディーンの父であり，
その息子である大アリー・マンスールはサ
フィー・アッディーンの兄弟にあたることに
なる。また，大アリー・マンスールとその息
子，およびワクフの管財人に指定された，孫
の小アリー・マンスールは，Ⅱ（1）のホー
ジャ・アリーの系譜においてもその名が挙げ
られている34）（［図 1］参照）。
ここで問題になるのが，この三代にわたる
人々がサファヴィー朝の他の史料では一切確
認できないことである［Kasravī 1927: 807］。
例えば，『ティムールのワクフ文書』の発見
以前に編纂されたサファヴィー朝内部史料の
中に，サフィー・アッディーンの兄弟が列挙

31）	 イスラーム法上のワクフの定義や有効要件等については，柳橋［2012: 637–666］を参照されたい。
なお，ワクフ設定後の所有権の行方については，法学派によって意見が異なる。ティムール朝王族
が属したハナフィー派法学では，設定者にもワクフ対象である受益者にも設定後のワクフ物件の所
有権はない，とされるが，誰に属しているかについては明確な説明はない。一方，シャーフィイー
派では，設定者に留まるとする説，神に属するという説とともに，受益者に属するという説もあっ
たようだが，二つ目の説が通説であった［柳橋 2012: 657］。この文書がシャーフィイー派のカー
ディーの許で作成されたと仮定した場合でも，わざわざ少数の学説に基づいて記述することは考え
にくい。

32）	 このワクフ文書が実際に作成されたものであれば，ティムール朝王族が属したハナフィー派のカー
ディーの許で作成された可能性が高いと考えられる。そうであれば，当時ハナフィー派では，ワク
フ文書にワクフの法的拘束力を巡る疑似訴訟とそれに対する判決を示した，別の文書が添付された
はずであるが，この『ティムールのワクフ文書』には一切含まれていない。この点も，この文書の
真正性を疑う理由の一つである。上記のような，ハナフィー派において作成されたワクフ文書に
添付された訴状と判決を記した文書については，Isogai［2003: 5–8］や Subtelny［2007: 172–173, 
259］を参照のこと。

33）	 なお，名前による混乱を避けるため，以降ジブラーイールの息子の方は「大アリー・マンスール」，
本文書において管財人に任命された方は「小アリー・マンスール」として区別する。

34）	 Ⅱ（1）の系譜では，小アリー・マンスールがディズフールにある「スルターン・サイイド・アリー」
の墓の傍で暮らしていることが記されている［Ṣukūk I: 3a;ʿAbdī II: 385］。また，Ⅱ（2）では，ホー
ジャ・アリーがティムールに対して，自分が五つの場所に同時に存在することを告げる箇所がある。
そこでは，その一つがディズフールであり，またその地での自身に対する呼び名が「スルターン・
サイイド・アリー・スィヤーフプーシュ」であると述べている［Ṣukūk I: 7b;ʿAbdī II: 389］。以上
のことから，小アリー・マンスールがその傍らで暮らしているという墓に埋葬されているのは，ホー
ジャ・アリーということになる。ただし，その場合，『ティムールのワクフ文書』が作成された時
点（1403–4）で，既にホージャ・アリーは死去していることになり，歴史的事実だけでなく，本
文書の内容とも矛盾が生じてしまう［Kasravī 1927: 807］。なお，実際にホージャ・アリーが埋葬
されたのは，彼が亡くなった地，イェルサレムであった［ʿĀlam-ārā: 16; Ḥayātī: 112］。
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されたものがいくつかあるが，いずれも大
アリー・マンスールには言及していない35）。 
さらに，1649年以降に編纂された『サフィー
家の系譜 Silsilat al-Nasab-i Ṣafavīya』（以下
Silsila）でも，サフィー・アッディーンの
兄弟が列挙される箇所があるが，やはり大
アリー・マンスールの名は含まれていない
［Silsila: 16］。なお，Silsilaでは，ティムール
とホージャ・アリーとの三回の邂逅について
比較的詳しい記述が残されているだけでな
く，ティムールによるワクフ設定に関しては
『ティムールのワクフ文書』に基づいたとし
か思えないような詳細な情報が含まれている
［Silsila: 45–49］。それにもかかわらず，大ア
リー・マンスールの系譜や管財人の指定につ
いては一切言及されていない。以上のことか
ら，Silsilaでは，大アリー・マンスールとそ
の子孫に関する話題が意図的に排除されたと
しか考えられない。
また，ワクフ文書では管財人の具体的な職
務や俸給，継承方法など細かい規定が掲載さ
れるのが一般的である。それに対して，『ティ
ムールのワクフ文書』では，その職務として，

収益を確保し，毎年ホージャ・アリーの子孫
に届けることが挙げられているだけで，それ
以外のことについては一切記述がない。
以上のように，『ティムールのワクフ文書』の 
記述からは，管財人に指定されたのはそもそ
も存在自体が疑わしい人物であり，その具体
的な職務や俸給，継承方法等について文書内 
にほとんど記載されていないことが分かった。
これまでの検証の結果，ホルストが指摘し
たこと以外にも，ティムールの称号や父の名
前，「ワクフ文書」としてふさわしくない表
現や必要な要件を満たしていないことなど，
多くの点で問題があることが明らかになっ
た。以上のことから，『ティムールのワクフ
文書』は到底正式な文書として認められるも
のではなく，後世の杜撰な贋作であったと言
わざるをえないのである。

4．文書偽造の背景

これまで確認してきたように，『ティムー
ルのワクフ文書』は真正の文書ではなく，後
世サファヴィー朝期に捏造されたものであっ

35）	 史料によって生まれた順番が異なるが，サフィー・アッディーンの兄弟としてはヤアクーブ，ラシー
ド，ムハンマド，ユースフ，イスマーイールの 5名，姉妹としてはサフィーヤの 1名が挙げられて
いる［Ṣafvat: 80; Ḥayātī: 111–113］。本文書では，上記の兄弟姉妹のうちイスマーイールにのみ言
及され，サフィー・アッディーンと大アリー・マンスールと合わせて 3人兄弟とされている。

Jibraʼīl

Shaykh Uways Jalāyir

Sulṭān Ḥusayn Jalāyir        Ṣafī al-Dīn Isḥāq  ʻAlī Manṣūr Ismaʻīl

Amīr Muḥammad Ṣadr al-Dīn Mūsā Jamāl al-Dīn

Shamsīya Khātūn Khwāja ʻAlī            

Sittī ʻAlī Manṣūr
［図 1］『ティムールのワクフ文書』に基づくシャイフ・サフィー・アッディーンの家系図
※□は他の史料で言及されていない人物であることを示す。
※イタリックは女性であることを示す。
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たことは間違いない。では，なぜこの文書は
偽造されたのであろうか。本章では，17世
紀初頭前後にこの文書が偽造された理由につ
いて，想定しうるいくつかの仮説を提示し，
それぞれに検討を加える形でこの設問に対す
る答えを探っていきたい。
まず一つ目の仮説は，ワクフ文書を捏造し
た人物が，それを根拠として自身が管財人職
を継承する立場にあると主張するため，とい
うものである。実は，後世「ティムールのワ
クフ文書」と称する文書が捏造された例は，
本稿で扱ったホージャ・アリーとその子孫に
対するワクフ以外にも存在する。それが，ティ
ムールが中央アジアのヤスにある，アフマ
ド・ヤサヴィー（1166–7没）廟に対して設
定したとされるワクフ文書である。この文書
は 19世紀末に突如その存在が知られるよう
になったものであり，そこではアフマド・ヤ
サヴィーの兄弟が管財人に指定され，以降そ
の男系男性子孫が管財人職を継承することが
定められていた。しかし，後にこの文書は，
19世紀末にアフマド・ヤサヴィーの兄弟の
子孫を自称していた人々が自らの管財人職の
地位を主張するために偽造したものであるこ
とが明らかになった36）。
このヤサヴィー廟に対するワクフ文書と，
ホージャ・アリー及びその子孫に対するワク
フ文書とを比較した場合，決定的に異なる点

がある。それは，後者の文書において管財人
に指定された人物に関して，彼がその文書に
基づいて自らの権利を主張したという記録は
どの史料にも残されていないことである。前
章で述べたように，本文書で管財人に指定さ
れているのはサフィー・アッディーンの兄弟
の孫にあたるとされる小アリー・マンスール
であるが，彼自身のみならず，その祖父にあ
たる人物，さらにはその子孫についても，そ
の他の史料では一切確認できない。むしろ，
サファヴィー朝の公式史料と比較すれば，こ
の人物の系譜は偽りのものであったとみなさ
ざるをえない。そのような素性の怪しい人物
がこの文書を偽造し，あろうことかサフィー・ 
アッディーンの真正な子孫であるアッバース
1世に対して何らかの権利を主張したとは想
像し難い37）。以上のことから，管財人に指定
されている人物やその子孫が『ティムールの
ワクフ文書』を偽造したとみなすことは困難
であり，そもそも偽造された背景には別の目
的があったと考えるべきである。
二つ目の仮説は，ホージャ・アリーの子孫
であるアッバース 1世が，ワクフの受益者と
して，ワクフに設定された不動産から上がる
収益に対する権利を主張するため，というも
のである。しかし，前章で確認したように，
そもそも文書の中でワクフ物件の四囲の境界
が示されておらず，正確な場所は確定できな

36）	 このティムールに帰されるワクフ文書は，ロシア帝国支配下の 1897年にアフマド・ヤサヴィーの
兄弟の子孫を自称する人々がトルキスタン総督府シルダリヤ州の長官に提示したことで，初めて世
に出たものである。かつては真正の文書として歴史研究においても利用されていたが，やがて後世
の贋作とする説が広く認められるようになった［DeWeese 1999: 508–509; Subtelny 2007: 242］。

37）	 Kasravīは，管財人に指定されている小アリー・マンスールこそが『ティムールのワクフ文書』を
偽造した張本人であり，サフィー家の親族の立場と，管財人として土地に対して有する権利を主
張するために，自ら捏造した文書をアッバース 1世の許に届けた，と主張した［Kasravī 1927: 
807–808］。しかし，そもそもサフィー・アッディーンの孫の世代にあたる小アリー・マンスールが，
アッバース 1世の時代まで生きていたとは到底考えられない。また，小アリー・マンスール本人で
はなく，彼の子孫が文書を捏造したと仮定した場合でも，文書の中で自らの利益に直結する管財人
の職務や俸給について，またその地位の継承について，具体的な記述を残していないのは極めて不
自然である。さらに，後述するように，アッバース 1世はムガル朝王子への書簡で文書発見につい
てわざわざ説明していることからも，このワクフ文書を重視していたことは明らかである。サフィー
家の親族を名乗る，素性の怪しい人物が持ち込んできたワクフ文書を，アッバース 1世が重宝した
とは考えにくい。以上のことから，この文書はサファヴィー朝政権内部で作成されたものと考える
べきであろう。
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いはずである。また，17世紀後半に編纂さ
れた Silsilaでは，ティムールによるワクフ設
定とその後のワクフ物件について，以下のよ
うな記述が残されている。

　ティムール・ハーンは TalvārやQizil 
Ūzān，イスファハーンとハマダーンのクー
ラなどから多くの村々と農地を購入し，〔そ
れらを〕スルターン・ホージャ・アリー様
の男性子孫に対するワクフに設定した。〔し
かし，この〕ワクフ物件はティムールの時
代，〔誰かの〕処分権下に置かれることは
なかったため，耕作されなかった。〔また〕
現在〔も〕シャイフ（＝サフィー・アッ
ディーン）の子孫の処分権下にはない。さ
て，（中略）シャー・アッバース（中略）

がバルフに遠征した時に，バルフ近郊の
Khvāja Du Kūha村でキズィルバシュの
聖戦士たちがそれらの文書を入手した。そ
れは世界の避難所たるシャーの錬金術の徴
ある眼差しに届けられたが，その私有地の
管理に注意が向けられることはなかった。
［Silsila: 48］

この引用文の記述から，ティムールがワク
フ設定した当時でさえ，このワクフ物件は耕
作地として機能していなかったこと，さらに
『ティムールのワクフ文書』が発見された後
も，アッバース 1世はワクフ物件とされた
土地に対する管理を行わなかったことが，そ
れぞれ明らかになった。つまり，このワクフ
物件は，ティムールの時代からアッバース 1
世治世に至るまで，わざわざ文書を偽造して
それに対する権利を主張する必要があるよう
な，大きな収益を生み出す土地であったとは
考えられず，アッバース 1世自身そこから収
益を得ようという意図がなかったとみなすべ
きである。以上のことから，第二の仮説もま
た成立しない。
三つ目の仮説は，アッバース 1世の祖先と
ティムールとの深いつながりを示す証拠を作

り出すことによって，サファヴィー朝王家の
地位の向上を図るため，というものである。
言い換えると，ティムールによるホージャ・
アリーとその子孫に対するワクフ設定を記録
した文書を偽造することによって，サファ
ヴィー朝君主の祖先であるサファヴィー教団
の教団長の威信を高め，ひいては同朝の支配
権確立につなげるという狙いがあった，とい
うことである。結論から先に述べれば，これ
が最も整合性がある説と考える。
では，なぜティムールをワクフ設定者とす
る文書を偽造することが，サファヴィー朝王
家の地位の向上につながるのであろうか。そ
こには，アッバース 1世が即位した当時のサ
ファヴィー朝において，支配の正統性に大き
な動揺が生じていたことが関わっていると考
えられる。

15世紀後半にサファヴィー教団の教団長
に就任した，イスマーイール（後のサファ
ヴィー朝初代君主イスマーイール 1世：在
位 1501～24）は，自ら異端的教義に基づく
「救世主」であると同時に「隠れイマームの
代理」として，またサファヴィー教団の「完
全なる導師（murshid-i kāmil）」として，狂
信的な信徒となったキジルバシュを指導し，
彼らの軍事力を背景に政権の獲得に成功した
［Savory 1980: 16, 23, 27］。しかし，1514年
のチャルディラーンの戦いでの敗北により，
キジルバシュからの熱狂的な支持を失ったイ
スマーイール 1世は，以降「救世主」や「隠
れイマームの代理」といった神権的支配者の
立場を放棄せざるを得なくなった。また，キ
ジルバシュは，時を経るに従ってかつて自ら
の「完全なる導師」とみなしたサファヴィー
朝君主に服従することをやめ，16世紀後半
にはクーデターによって君主の交代を行うよ
うにさえなっていたのである。
こうした状況下で即位したアッバース 1世
が自らの支配者としての立場を確立するた
めに選んだのが，自身にとっての理想的君
主である，ティムールとのつながりを強調
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することであった［Quinn 2000: 88–89, 91; 
Szuppe 1990: 325–326］。このアッバース 1
世の願望を実現すべく，王朝年代記の執筆者
たちは，ティムールの代名詞ともいえる「吉
兆なる合の持ち主（ṣāḥib-qirān）」という称
号をアッバース 1世に対して使用したとされ
ている38）［Quinn 2000: 49–50, 75］。さらに，
第 2章で確認したような，ティムールとサ
ファヴィー教団の教団長との関わりを示す逸
話の挿入もまた，同じ目的を果たすための方
策であったと考えられる。かつてその逸話は，
単に捕虜の解放が行われたことを伝えるだけ
のものであったが，『ティムールのワクフ文
書』の偽造によって，ティムールがホージャ・
アリーの弟子となり，自身の私有地をワクフ
に設定した，という内容へと昇華されること
になったのである。アッバース 1世は在世中，
サファヴィー朝君主が有してきた「完全なる
導師」としての立場を重視し，臣民との師弟
関係を維持することを望んだとされている
［Savory 1986: 8］。上述した逸話は，自身が
かのティムールでさえも心酔し，師事した，
サファヴィー教団の教団長の子孫であること
を強調し，「完全なる導師」としての立場を
取り戻すために作り出されたものであった，
とみなすことができるだろう。
さらに，アッバース 1世はムガル朝の王
子サリーム（後のジャハーンギール：在位
1605～27）に宛てた書簡において，アンド
フードでティムールのワクフ文書を発見した
ことを伝えただけでなく，わざわざその写し
を添付している。このことから，ティムール
の導師の子孫としてのサファヴィー朝君主の

立場は，国内だけでなく，国外に対しても喧
伝されていたことは明らかである39）。
これまで確認してきたように，『ティムー
ルのワクフ文書』が偽造された背景には，
ティムールとアッバース 1世の祖先である
サファヴィー教団の教団長との深い関わりを
示す歴史的証拠を作り出し，「完全なる導師」
としてのアッバース 1世の支配権を確立する
ためであったと考えられる。文書偽造の際に
重視されたのは，あくまでもティムールとい
う英雄がサファヴィー教団の教団長に対する
ワクフ設定を行ったという「事実」だけであ
り，ワクフの維持や管財人の職務といった，
本来ワクフ運営において重要な要素が顧みら
れることはほとんどなかったのである。

おわりに

これまでの検証の結果として，まずはホル
ストが指摘した通り，『ティムールのワクフ
文書』はアッバース 1世治世の贋作であっ
た，ということを改めて確認することができ
た。また，『ティムールのワクフ文書』の中
でも，特にワクフ文書に相当する箇所は文書
として必要な要件を満たしていないことが判
明した。さらに，ワクフ文書で管財人に指定
されたのは，サフィー・アッディーンの兄弟
の子孫とされながら，他の史料では一切確認
できない実在不明の人物であった。以上のこ
とから，『ティムールのワクフ文書』は実際
のワクフの維持や管理に注意を払うことな
く，単にティムールによってワクフ設定が行
われたことの証拠となるために作成されたと

38）	 また，アッバース 1世は，バイラカンにおいて灌漑設備を整備し，そこから得られる収益の一部を
サフィー廟に対するワクフに設定しているが［Afżal: 433］，これはかつてティムールが同地で行っ
た再開発事業に倣ったものであったと考えられる［Melville 2020: 117］。さらに，アッバース 1世
によるバイラカンでのワクフ設定は，『ティムールのワクフ文書』発見後の 1606年のことであり，
これについてもティムールが行ったとされるワクフ設定に倣ったものであると考えられる。

39）	 この書簡はバルフ遠征直後の 1603年に書かれたものとされている［Islam 1979: 144–145］。なお，
このワクフ文書について説明し，その写しを添付した目的は，書簡の内容から判断する限り，ティ
ムールの子孫であるムガル朝君主に対する，サファヴィー朝君主の優位性を主張するためではなく，
むしろ両国の友好の歴史を強調するためであったようである。
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みなすことができる。
以上のような文書の偽造が行われた背景と
しては，それによってサファヴィー朝王家の
地位の向上を図るというアッバース 1世の狙
いがあったと考えられる。すなわち，ティムー
ルが自らの祖先であるホージャ・アリーの弟
子となり，ワクフを設定した，という逸話を
創作し，そのもっともらしい証拠を提示する
ためにこの文書を捏造したのである。この文
書が発見された後，サファヴィー朝年代記史
料に文書の記述内容が反映されるようになっ
たことから，文書の偽造は狙い通りの効果を
上げることに成功したといえるだろう。
さらに，17世紀後半と 18世紀初頭にそれ
ぞれ編纂されたサフィー廟不動産目録にこの
文書の写し（Vaqfnāmcha）が収録された理
由についても，ティムールの事績を自身の祖
先，そしてその墓廟に結び付けようとしたた
めであったと思われる。アッバース 1世はサ
フィー廟に対して多くのワクフを設定したこ
とで知られているが，その行為を自らが作り
出した「ティムールによるワクフ」と一体化
させることで，自身の，またサファヴィー朝
王家の威信を高めようとしたと考えられるの
である。
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390/images 374–390.

 �Delbarī, Shahrbānū. 1397Kh/2018. “Bar-rasī va Bāz-khvānī-i Sanad-i Vaqfī-i Ṣukūk va :دلبری
Sijillāt-i Tīmūrī.” Payām-i Bahāristān 113: 261–292.

〈凡例〉
・ Ⅰ「文書発見後に付け加えられた序文」に関しては，Ṣukūkと Vaqfnāmchaでは内容も分量
も異なる。そのため，それぞれを I-1および I-2として個別に提示する。なお，I-1の Ṣukūk 
については Ṣukūk Iを底本とし，Ṣukūk IIとの照合を行い，異同がある場合には注で示した。
また，I-2の Vaqfnāmchaでは ʻAbdī IIを底本とし，ʻAbdī IIIとの照合を行い，異同がある
場合には注で示した。
・ Ⅱ以下は，基本的に Ṣukūkと Vaqfnāmchaの内容そのものは共通している。そのため，

Ṣukūk Iを底本とし，Ṣukūk II，ʻAbdī II及び IIIとの照合を行い，異同がある場合には注で
示した。
・ 底本である Ṣukūk Iに記述がない，あるいは誤りと判断できるような語句や文章が書かれて
いて，他の三つの写本の記述に従って加筆・訂正した方が適切と判断できる場合には，テキ
ストでは他の三つの写本に記された語句や文章を［］の中に補って示した。なお，Ṣukūk I
の該当箇所に誤りと判断できるような語句や文章が書かれている場合は，注で示した。
・ テキストは，基本的に現代ペルシア語の標準的正書法に基づく。写本では前置詞や動詞の
接頭辞，動詞 būdanの現在形 3人称単数形などが他の単語とつなげてかかれている場合も，
本テキストでは原則として分かち書きとした。ただし，ペルシア語の前置詞 baについては，
写本では必ず次の単語と連結されており，文章の書き方からもアラビア語の前置詞 bi-と区
別なく使用されているとみなしうることが多い。そのため，前置詞 baについては，例外的
に分かち書きせず，次の単語と連結した綴りのままにした。
・ クルアーンからの引用は ﴾﴿ で示し，その直後に［］の中に該当する章数と節数を挙げた。
・ 本文書に含まれる問題が明らかになるよう，全ての写本でアラビア語の文法的な誤りが共通
してみられる場合には，訂正せずにそのままにした。
・ Delbarīの校訂テキストにおいて，単語の選択の誤りや綴りの間違い，文章の欠落が確認で
きるものについては，該当する箇所に注を付した。注では，Delbarīの校訂テキストに対し
て دلبری を略号として用いて，その後に校訂テキストの該当するページ数，それぞれの誤り
や間違い等を示した。
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Ⅰ．文書発見後に付け加えられた序文（本文書の来歴）
Ⅰ-1. Ṣukūk
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Ⅰ-2. Vaqfnāmcha

Ⅱ（1）文書の序文とホージャ・アリーの系譜
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Ⅱ（2）ホージャ・アリーとティムールの逸話
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Ⅱ（3）ワクフ文書①
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Ⅱ（4）売買文書①
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Ⅱ（5）売買文書②
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Ⅱ（6）売買文書③
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Ⅱ（7）ワクフ文書②
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『ハヤーティー史』におけるジュナイド
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Junayd in the Tārīkh-i Ḥayātī

YAJIMA, Yoichi

Among the shaykhs of the Safavid Sufi order, Junayd has been among the most 
enigmatic because of the scarcity of sources for his supposed significance in 
the history of the order. So far, we have had only brief descriptions of him in 
the Safavid historiographies and fragmentary references to him in non-Safavid 
sources. However, the recently discovered Tārīkh-i Ḥayātī, a Safavid history 
written during the reign of Ṭahmāsb I, offers some unique information about 
the personal history of Junayd as well as the history of the order itself. This 
paper aims to reexamine the activity of Junayd and its background based on 
the new source.

Junayd was exiled from Ardabīl by his uncle Jaʿfar, who was supported 
by the Qaraqoyunlu ruler Jahānshāh. The Aqqoyunlu ruler Uzun Ḥasan sided 
with Junayd against his rival and married his sister to him. Junayd invaded 
and plundered Trabzon with the military support of Uzun Ḥasan, which 
seems to have served well in the latter’s diplomatic negotiations with the 
Empire of Trebizond. His invasion of Samtskhe can also be assumed to have 
been a factor involved in international relationships. His fatal expedition to 
Shīrvānshāh followed.

Junayd’s wandering life was a product of both the conflict between the 
Safavid family and the struggle between the Turkmen dynasties. His military 
activities in connection with Uzun Ḥasan’s power and authority became 
not only a basis for the later militarization of the Safavid Sufi order but also 
a factor in the political and diplomatic situation at that time. The Tārīkh-i 
Ḥayātī reveals Junayd’s significance in the history of the order as well as of 
contemporary northwestern Iran, Anatolia, and Caucasus.
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はじめに

サファヴィー教団はその歴史の中で三つ
の力を順次獲得していった。まず始祖サ
フィー・アッディーンの時代に聖者一族とし
ての求心力を帯び，サドル・アッディーンの
時代に経済力を得て，ジュナイドの時代に軍
事力を具えたのである。そしてその三つの力
を背景としてサファヴィー朝を建設したのが
イスマーイール 1世だった。
うちサフィー・アッディーンについて伝え
る同時代史料は少ないものの，後に教団内で
作られた聖者伝が多くの情報を伝えている。
サドル・アッディーン時代の蓄財について
は，不動産目録等を通じて他のスーフィー教
団と比べても珍しいほど詳細に知ることがで
きる。イスマーイールについては言うまでも
なくサファヴィー朝内外に豊富で多彩な史料
が現存する。しかしジュナイドについては，
サファヴィー朝史書の冒頭に置かれたサファ
ヴィー教団史の中の簡略な記述や，非サファ
ヴィー朝史料における断片的な言及以外に情
報がなく，教団の性格が大きく変貌した重要
な時期であるにもかかわらず不明な部分が多
かった。しかし最近，サファヴィー教団史に
関する重要史料『ハヤーティー史』が発見さ
れたことにより，ジュナイド時代についても
従来よりはるかによく知ることができるよう
になった。本稿は，同書に基づいてジュナイ
ドの活動とその背景について再検討すること
を目的とする。

1．『ハヤーティー史』の発見

初期サファヴィー朝史の主要史料の一つ，
クンミー『歴史の精髄』の序文には，著者

が参照した六つの史書の著者達が列挙され
ている［Khulāṣat: I 3］。うち五人は既知の
史書の著者だったが1），残る一人，ハヤー
ティーMawlānā Ḥayātī Tabrīzīなる人物の
史書は知られておらず，散逸したと考えら
れていた［Glassen 1970: 12; Quinn 2000: 
43］。しかし 2017年，キューマルス・ゲレ
グルーはイラン国立図書館No. 15776写本

（1039年シャーバーン月/1630年 3–4月書
写）がハヤーティーの史書を含むことを報
告し［Ghereghlou 2017］2），翌年早くも校
訂本を出版した［Ḥayātī］。題名は本文中で
は「歴史（tārīkh）」とのみ言及されている
が，校訂者により『ハヤーティー史 Tārīkh-i 
Ḥayātī』と呼ばれており，ここでもその呼称
に従うことにする。
この発見により，『ハヤーティー史』はタ
フマースブ 1世時代に書かれたサファヴィー
教団時代からサファヴィー朝初期の時代を含
む史書であることが判明した。同書の序文に
述べられている章立ては実際の構成とは異
なるため（表），原形から改変された，ある
いは他作品と混淆した写本である可能性もあ
り，その成立過程に関してはなお検討の余地
がある。しかし同書にはサファヴィー教団史
について他書に見られない独自情報が非常に
多く，今後当該分野において必須の史料にな
るのは間違いない。『ハヤーティー史』自体
についてはゲレグルーの解説に譲り，本稿で
はジュナイドに関する同書の記述について，
特に重要と思われる部分を訳出しながら検討
していくことにする。

2．おじジャアファルとの確執

ジュナイドは，カラ・コユンル朝ジャハー

1）	 その五人とは以下の通り。Amīr Sulṭān Ibrāhīm Amīnī Haravī（Futūḥāt著者），Mīr Yaḥyā Sayfī 
Qazvīnī（Lubb著者），Mīr Maḥmūd valad-i Mīrkhvānd (sic.) Haravī（Ẕayl著者），Qāżī Aḥmad 
Ghaffārī（Jahān-ārā著者），Ḥasan Beg Rūmlū（Aḥsan著者）。

2）	 ゲレグルーはその前年に『ハヤーティー史』を利用して「ハイダル」の項目を Encyclopaedia 
Iranicaに寄稿している［Ghereghlou 2016］。
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ンシャー Jahānshāh（在位 1438–67）と結
託したおじジャアファルによりアルダビー
ルを追われる。サファヴィー朝・非サファ
ヴィー朝史料とも，ジュナイドについて言
及する際にジャアファルとの確執について
は触れないか［Futūḥāt: 36–43; Lubb: 269; 
Silsilat: 139–140; Ḥabīb: IV 425–426; ‘Ālam-
ārā: 259–265］，軽く示唆するのみである
が［Khulāṣat: I 34–36; Jahān-ārā: 261–262; 
Aḥsan: II 601–602; Âşıkpaşazâde: 330］3），『ハ
ヤーティー史』ではより詳しく両者の関係が
述べられている。

　管財人職（tawliyat）は最初，聖者たち
のスルターン，サドルの指名と遺言によ
り，スルターン・ハージャ・スルターン・
アリーに帰した。かのお方はマッカに向
かう際，管財人職をハージャ・シャイフ・
シャー（・イブラーヒーム）に命じた。そ
のお方からは，聖者性の諸国のスルターン
たるアブルガーズィー・シャー・ジュナイ
ドが受け継いだ。しかし，シャイフ・ジャ
アファルは彼に権限を与えず，彼の手をそ
の仕事に触れさせなかった。彼の後は完全
なる導師，スルターン・ハイダルに属した。

3）	 そのためか，サファヴィー教団に関する代表的な研究でもジャアファルの扱いは僅かである。たと
えばグロンケは（初期教団史を中心に扱った研究であるとはいえ）ジャアファルについては注でわ
ずかに 1回言及するのみであり［Gronke 1993: 277］，マッザウィーに至ってはその名に触れすら
しない［Mazzaoui 1972］。ロエマーは，ジャアファルがジュナイドのシーア派傾向を嫌った可能
性に触れるが，本人も述べるように根拠があるわけではない［Roemer 1989: 235］。シュティッケ
ルによるサファヴィー教団に関する最新の研究においてもジャアファルへの言及は少ないが，上の
ロエマーの見解に対して「単に教団の指導権が欲しかっただけかもしれない」という推測を付け加
えている［Stickel 2019: 104 n. 119］。

表　『ハヤーティー史』の内容

序文での章立て［Ḥayātī: 28］ 実際の構成 刊本頁
序文 1–

第 1の庭　　アリー 第 1の庭　　アリー 29–

第 2の庭　　12イマーム 第 2の庭　　12イマーム 30–

第 3の庭　　サフィー 第 3の庭　　サフィー 41–

　第 1の園　サフィーの特性（含 9芝） 　第 1～8の芝　サフィーの生誕ほか 42–

　第 2の園　サフィーの系譜 　第 2の園　サフィーの系譜 61–

　第 3の園　サフィーの道統 　第 3の園　シャイフ・ザーヒド 68–

　第 4の園　シャイフ・ザーヒド 　第 4の園　サフィーの道統 72–

　第 5の園　サドル・アッディーン 第 2の枝　　歴代シャイフ 77–

　第 6の園　歴代シャイフたち 補足　　　　サドル・アッディーン 81–

　第 7の園　アルダビール廟 　　　　　　　アルダビールの教団施設
　第 8の園　弟子たち 補足　　　　歴代管財人 89–

補完　　　　サドル・アッディーン 90–

補足　　　　高弟たち，弟子たち 94–

補足　　　　サフィー廟周囲に埋葬された弟子たち 98–

　第 5の園　歴代シャイフの没年・家族など 110–

ジュナイド 123–

ハイダル 142–

スルターン・アリー 179–

イスマーイール 200–371

※庭（ḥadīqa），園（rawża），芝（chaman），枝（shuʿba），補足（taẕyīl），補完（takmilat）
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シャイフ・ジャアファルは，彼らの間に結
び付きができるまで4）彼（ハイダル）にも
関与させなかったが，彼（ジャアファル）

の後は，管財人職は彼（ハイダル）のもの
となった。［Ḥayātī: 89］

『ハヤーティー史』もサファヴィー朝史料
である以上，イスマーイールの直系先祖であ
るジュナイドやその息子ハイダルがサファ
ヴィー教団の正当な長であるという前提には
立っているものの，二人が教団の指導権を
実質的に喪失していたことを明言している。
ジュナイドをサフィー・アッディーンから数 
えて五代目の教団指導者とする従来の理解は， 
あくまでサファヴィー朝の見解に則ったもの
であり，少なくとも教団経営については実態
を反映していないと言えるだろう。また，こ 
のような『ハヤーティー史』の直截的な性格が 
サファヴィー朝において忌避されて写本がほ
とんど伝存しない一因となった可能性もある。
このジュナイドとジャアファルの対立は，当 

時のイランにおけるカラ・コユンル朝とアク・ 
コユンル朝との対立と連動したものだった。

　当時，ミールザー・ジャハーンシャーが
アゼルバイジャンと両イラクの支配者だっ
た。彼の苛立ちの思考に，かの指導者の天
の三日月（ジュナイド）が日に日に成熟の
月齢を増していき，まるで太陽の如く天空
に昇るであろうという考えが閃いた。彼は
自分の王権が陰ってしまうことを心配し，
導きの玉座の帝王すなわち気高き十全なる
導き手，アブー・アルワラーヤ・シャイ
フ・スルターン・ハージャ・アリーの息子
の一人シャイフ・ファリード・アッディー
ン・ジャアファルに手紙を送り，自発的に
でも強制的にでもかのお方（ジュナイド）

を子供や追従者たちと共にアルダビールか
ら追い出し，留まる機会を与えないように，

と伝えた。そのシャイフ・ジャアファルは
ミールザー・ジャハーンシャーの娘の一人
を自らの息子サイイド・カースィムに娶せ
て親類関係の鎖を強化し，彼の幸運の視野
に反逆の覆いをかけていたので，彼に植え
付けられた本性にして崩れた性質である悪
しく醜い本質によって（ジュナイドとの）

親戚関係の絆を血縁を切る裁断具と「我と
汝との間には，二つの東の隔たり」（Q43-
38）の対立の鋏で断ち切り，アルダビール
の住民だったシャー・シュジャーウを遣っ
て「ミールザー・ジャハーンシャーの命令
によって，あなたはアルダビールに留ま
ることができそうにありません」と（ジュ
ナイドに）伝えた。敬虔者たちのスルター
ン（ジュナイド）は同じ使者を通じてこう
伝えた。「私はいくら自らの使者を躊躇い
の道に送り，理解の飛脚を思案の道に派遣
しても，親類関係と友好の道に反して一致
の道から外れたなどという情景は見えませ
ん。なぜならあなたは理由もなく恐れの埃
を親交の鏡にかけ，一致の輪から足を踏み
出し，追従の鍵で圧制の扉を開いており，
わけもなく親族関係の巻物を「まるで書き
物を巻き上げるように」（Q21-104）巻き
取り，調和のカアバ聖域の周りを不和の歩
みで回っているからです。」［Ḥayātī: 125］

このように，姻戚関係を通じてカラ・コ
ユンル朝ジャハーンシャーと結びついてい
たジャアファルによってジュナイドはアル
ダビールを追放された。ここではジュナイド
の将来性に警戒心を抱いたジャハーンシャー
がジャアファルを操ったことになっている
が，動機としてはやや不自然に思える。むし
ろ，教団の指導権を巡るおじと甥の争いに，
前者の後ろ盾であったジャハーンシャーが介
入したと考える方が自然だろう。ジュナイド
はアルダビールを離れるとき弟子達を連れて

4）	 ハイダルがジャアファルの娘を娶って和解したことを指す（後述）。
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おり，うちルームから来ていた一派の勧めに
従ってディヤールバクルに向かってハサン
カイフに落ち着き［Ḥayātī: 126–127; Ḥabīb: 
IV 425; Ẕayl: 47; Futūḥāt: 38］，そこでジャ
ハーンシャーと対立するアク・コユンル朝ウ
ズン・ハサンUzun Ḥasan（在位 1452–78）
に接近することになる。

3．ウズン・ハサンとの姻戚関係

ジュナイドがウズン・ハサンの姉妹ハ
ディージャ Khadījaを娶ったことは多くの
史書で触れられているが，『ハヤーティー史』
でもウズン・ハサンからの手紙をも引用しつ
つ以下のように述べられている。

　その間に，敬虔者たちのスルターンの喜
びを必然とする歩みの到着を，正義と善
行の旗を掲げる今は亡き喜びの帝王，ア
ブー・ナスル・スルターン・ハサン・バ
ハードゥル・ハーン（ウズン・ハサン）が
知った。このカリフの地位をもつ一門に対
する彼の誠意と信頼は完全であったので，
舌を「神に讃えあれ。彼は我々から苦しみ
を取り去ってくださったお方」（Q35-34）
という感謝の働きへと開き，彼の高貴なる
到着を大切な機会と見做した。そしてかの
お方への手紙を書き，巻物の中で自らの誠
意と信頼を表明した。手紙の内容は以下の
通りである。
「神に讃えあれ。彼は善き者の面前に勝利
の門を開き，その望みの顔の上に贈物と恩
恵の布をかけたお方。
　　目や心により名が刻まれる前に
　　　恋人の顔の像は魂の鏡にある
存在の詩が「神の友たちには恐れがなく，
彼らは憂うこともない」（Q10-63）という
集いの上席たちの合意によって開句から作
られ，目証の光が「彼らは自らの主の導き
の上におり，彼らこそ栄誉を受ける者たち
である」（Q2-5）という人々の信頼の地平

からすべての地平に照ったとき，善に連な
る思考は常に幸運の顔を，聖者性の階位に
してカリフ位の宿所，到達の国の総督にし
て創出の仕事場への寄進者，主の開示の閃
光の昇る場にして神の慈愛の息吹が吹く
場，唯一性の花園で歌う吉報のサヨナキド
リの集いの中で独座する者，正しき聖法の
旗を掲げる者にして不信仰者たちや反抗者
たちの民を平定する者，王であり富める者
であり力ある神の恩寵によって神の道を行
き導きの道に向かう者たるお方，シャー・
ジュナイド・フサイニー・サファヴィー
―神が彼の存続によってそのカリフ位の
場を上げ，彼の出会いによって聖者性の眼
を喜ばせますように―の誠実なる信仰の
鏡に映しています。そして神の恩寵の幸運
と，果てしない援助の美徳によって，我ら
の輝く思考において確信されました。幸運
と吉兆の日々の存続や，カリフ位と王位の
柱の固定は，「商いや売買に惑わされずに
神を念ずる人々」（Q24-37）の高貴な言葉
が彼らの状態を記述しているような，開示
と奇跡の持ち主，歓喜と心的状態を備える
者たちの大志の幸運と全き美徳に拠ってい
るのだと。特に，聖者性の徴たる一族にし
て導きの巣たる一門である清浄なるサファ
ヴィー家は，各々が慎みと請願の手を彼ら
の愛の絆にかけて，彼の栄誉と幸運の手段
をそなえており，嘲笑の歩みによって反抗
の道を歩む者は皆「それは汝の主には決定
済みのこと」（Q19-71）という望みの大木
を引き抜こうとしているのです。神のおか
げで，我らの願望はこの救いの一派の友好
の雨の滴によって潤され，我らの状態の池
が水を湛える庭園はこの一族の愛の泉に
よって喜んでいます。遠隔のために邂逅の
繋がりが達成の絆に結び付いていないとは
え，王の性質の本質を聞いたことで，判断
の完全なる強化によって意志と信頼の繋
がりは「（天の）堅固な七（層）」（Q78-2）
という土台をそなえています。この贈物が
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首尾良く実現することを望みます。神の導
きに従う者に平安あれ。」
　彼（ウズン・ハサン）は，自らの貞淑な
る姉妹のうち一人の気高き女性を聖者性の
拠り所たるスルターン（ジュナイド）に娶
せることにした。使者がメッセージを伝え，
かの高位の帝王の完全なる合意と誠意を
敬虔者たちのスルターンに申し上げると，
（ジュナイドは）その内容に大いに喜び，
その意思を祝福された吉兆なるものと見做
した。その後，純潔の夫婦部屋の貞淑なる
女性ヒルヤ・アーガー・ベギ―ハディー
ジャ・ベギムとして知られ，暗い夜にその
顔を見た者は地平線の帳から日が昇る誠実
なる朝になったと思い，もし人々の目と目
の瞳が闇の帳の中で彼女の美しい顔を見た
ら，ヒジャーブのために輝いた世界を照ら
す太陽だと思った―は，カリフ位の王座
の許に連れられて来た。そして，「神の命
令は実行されなければならない」（Q33-37）
という帳簿から「我らは彼の妻を彼に相応
しくした」（Q21-90）という治癒の姿がか
のお方と貞節なる女性との間に生じていた
ので，永遠なる幸運が時代のビルキースを
善の視野にもたらし，支配の角を統治の王
座の隅に座らせた。［Ḥayātī: 127–129］

ここで，『ハヤーティー史』の記述は従来
知られていた史料と食い違うようになる。ア
ルダビールを追放されたジュナイドの行先に
ついて最も具体的に語るのはサファヴィー朝
史料よりはむしろオスマン朝史料『アシュ
クパシャザーデ史』であり［Âşıkpaşazâde: 
330–332］，ジュナイドの足跡を辿る従来の
研究もそれに拠る部分が大きい［Hinz 1936: 
25–32; Yacızı 1993: 124］5）。同書によれば，
「おじに腹を立てた（emmisine küsdü）」ジュ
ナイドはルームのオスマン朝君主ムラト 2世
（在位 1421–44, 1446–51）の許に赴き，続い

てカラマン→コンヤ→ヴァルサク→ハラブ→
ジャーニクと遍歴してからトラブゾンに侵入
して荒らし，その後ウズン・ハサンのとこ
ろに行ってその姉妹を娶ったという。これ
は『ハヤーティー史』の記述とは二つの点で
一致しない。まずルームからジャーニクに至
る遍歴は，単にディヤールバクルとハサンカ
イフの地名しか挙げない『ハヤーティー史』
とは異なっており，また『ハヤーティー史』
によればジュナイドのトラブゾン侵入はハ
ディージャとの婚姻の後のことである。この
問題を考えるために，まずはそのトラブゾン
侵入について検討してみよう。

4．トラブゾン侵入

『ハヤーティー史』ではジュナイドのトラ
ブゾン侵入について以下のように述べられて
いる。

　日に増す幸運の同行者たる主の恩恵の使
者，吉兆の鐙の随行者たる天の援助の軍隊
は，聖戦の旗を篤信なる意志と善良なる信
仰の軍に掲げ，進行の手綱をトラブゾンへ
と向けた。そして明瞭なる信仰への助力
を（神に）求め，不信仰者たちや多神教徒
たちの旗の転覆するため，「神は偉大なり」
「アッラーの他に神なし」の雄叫びを世に
上げた。その境域に着くと，トラブゾンの
総督は主の恩寵を受けた軍隊の到着を知っ
て戦いの用意をした。当時ディヤールバク
ルのスーフィーたちとスルターン・ハサン
（ウズン・ハサン）が勝利と結びついた鐙
の随行者としていた軍からなるイスラーム
軍は五千より多くはなかったが，彼らは神
の助力に頼ってこの詩を口にした。
　　戦いの日だ，戦いをなせ
　　　名誉を得るよう努めよ
　　目指す戦場が広がるまで

5）	 ただし Encyclopaedia Iranicaの「ジュナイド」の項目は『アシュクパシャザーデ史』を参考文献に
は挙げているものの，以下に述べる遍歴については触れていない［Babayan 2009］。
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　　　腹帯を馬に締めよ
　　沸き立つ時は若さを求めよ
　　　奮闘の時は引き延ばせ
　　戦闘の日には戦いの手を
　　　豹の口に入れよ
隊列が並び，槍先の歯は微笑みの中に，損
傷の風は呼吸の中にあり，死期の唇は希望
の顔に微笑みかけ，教訓を得る目は勇士た
ちの状態を見て泣いた。
　　剣の閃光がきらめいた
　　　勇者たちは獅子の如く攻めかかった
　　槍は胸を次々と貫き
　　　刃は脳天に傷を与え
　　地面は血でルビーの如く赤くなった
　　　 血の洪水がジャイフーン川の如く流

れた
世を照らす太陽が星々の軍を敗走させよう
と天の白馬に乗った時から，恒星と惑星の
首飾りが天空の首にかかって闇の宦官が不
信仰と信仰の間に介入した時まで，イス
ラーム軍の不信仰者たちに対する攻撃は続
き，獲物を捕らえる剣の打撃は増した。結
局不信仰者たちの軍隊が撃破され，その民
の多くが聖戦の剣によって「彼らの避難所
は地獄である。何と悪しき寝床であろう」
（Q3-197）の宿営地に旅荷を運んだ。逃走
を図った一団もいたが，勝利の徴をもつ聖
戦士たちは彼らを追跡してきらめく剣の的
とした。金・宝飾・宝石などの戦利品の多
さや捕虜の多さは，知性の勘定係でさえそ
の計算ができないほどだった。
　　 ルビー・紅玉でさえ物の数ではなくなり
　　　金銀にとっては市場も廃墟となり6）

　　女や男の捕虜であふれ
　　　その年貧しい者はいなくなった
その後（ジュナイドは）目標の手綱をトラ
ブゾン城塞の征服に向けた。城砦内にいた
多神教徒たちは躊躇いもなく降りて来て城
砦を引き渡した。敬虔者たちのスルターン

は偶像堂の破壊と偶像の打ちこわしを命じ
た。短時間で教会の建物と多神教徒たちの
礼拝所は壊滅させ，アブラハムの如く良き
信仰の火種と借り火のキリスト教徒の息に 
より偶像を破壊し，多神教徒たちをイスラー 
ムの栄誉に浴させた。そしてかつて「彼の
両親はユダヤ教徒かキリスト教徒」という
教師から「神は三（位）の三番目である」 

（Q5-73）と吹き込まれていたが，「知れ，アッ 
ラーの他に神はなし」（Q47-19）と言うよ
うになり，「ムハンマドは汝らのうち誰か
父親ではない。しかし神の使徒であり預言
者たちの封印である」（Q33-40）の意義を
承認した。敬虔者たちのスルターンはそこ
から無事にハサンカイフに向かった。スル
ターン・ハサンが信仰に誠実な聖戦士たち
のこの明確なる勝利を聞くと，安堵の花園
に希望のバラが咲き，彼の状態の庭園は
瑞々しく緑になった。［Ḥayātī: 130–132］

このトラブゾン侵入については他のサファ
ヴィー朝史料における言及は少なく，タフ
マースブ 1世時代の二つの史書で僅かに触
れられているに過ぎない。まずガッファー
リーは「（ジュナイドは）そこ（ディヤール
バクル）から勝利の徴を持つガーズィー達
の一隊と共にトラブゾンに対する聖戦に向
かい，その後チェルケス人に対する聖戦を
意図してシルヴァーンに出立した」［Jahān-
ārā: 261］とごく簡単に述べるのみで前後の
事情には全く触れない。一方ブーダーク・
ムンシーはジュナイドとハディージャとの
婚姻について触れた後，「しばらくしてから
彼（ジュナイド）はトラブゾンの方に行き，
860年にそこで殉教した」［Javāhir: 109］と
述べるが，没地・没年とも誤っている。一
方『アシュクパシャザーデ史』は「（ジュナ
イドは）そこ（ジャーニク）からトラブゾン
に向かった。トラブゾンの長（beğ）も軍を

6）	 あまりに多くの戦利品を得たため，それと比べると普段多くの財物が飛び交っている市場さえまる
で廃墟のように侘しく見えるほどだった，の意。
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集めて迎え撃った。（ジュナイド軍は）トラ
ブゾン軍と戦った。トラブゾン軍を破った。
トラブゾン地方を荒らした。」と述べている
［Âşıkpaşazâde: 331］。
従来知られていた史料の中でこの出来事を
最も詳しく記すのはビザンツ史料，特にラ
オニコス・カルココンデュレスの史書であ
る。同書によると，「アルタビレス（Artabilēs 
< Ardabīl）という名のズュケス（zychēs < 
shaykh?）」の侵入を受けたトラブゾン側は
水軍をも投入して迎え撃とうとしたが，結
局皆逃げ出してしまったという［Chalkokon-
dyles: 308–313］。シュクロフはこの「アルタ
ビレス」をジュナイドに比定し，当時のポン
トス地方における疫病流行の年代や，ジュナ
イドに続いてトラブゾンを襲ったオスマン
朝の将軍ヒズルKhiżr（Ḫıżır）の行動の年
代比定などを根拠に，その侵入を 1456年初
夏の出来事と推定する［Shukurov 1993］。5
年後の 1461年にトレビゾンド帝国はオスマ
ン朝によって滅ぼされるので，同帝国再末期
の事件ということになる7）。
以上の既存史料に対して『ハヤーティー
史』が新たに加える情報は，この行動とウズ
ン・ハサンとの密接な繋がりである。ジュナ
イド軍にウズン・ハサンからの援軍が加わっ
ていたこと，またその戦功にウズン・ハサン
が満足したことに触れられている。トラブゾ
ンは当時ウズン・ハサンの支配域の外縁部に
あたっており8），彼にとってジュナイドへの
協力は支配域周辺での軍事活動の一環だった
と思われる。また同時にウズン・ハサンは
1456年以降トレビゾンド帝国と同盟交渉を

進めており，1458年にヨアンネス Iōannēs 4
世（在位 1429–58）の弟で直後にその後継者
ともなるダヴィド David（在位 1458–61）の
娘デスピナ Despinaを娶っている［Woods 
1999: 88］。ウズン・ハサンにとって，ジュ
ナイドのトラブゾン侵入はトレビゾンド帝国
に対する揺さぶりとなり，その交渉を有利に
する材料の一つとなっただろう。
なおウズン・ハサンとデスピナの娘マル
タMarta（ハリーマḤalīma，アラムシャー
ʿAlamshāhとも呼ばれる）とジュナイドの
息子ハイダルとの間に生まれたのがイスマー
イールである。サファヴィー朝史料における
この侵入に関する言及の少なさは，王朝創設
者の父方の祖父が母方の祖母の郷里を侵略し
たことへの言及を避けた結果かもしれない。
ここで再び前述の『アシュクパシャザーデ
史』と『ハヤーティー史』との齟齬について，
ジュナイドのトラブゾン侵入を当時の国際関
係の中に位置付けつつ検討すると，やはり後
者の方が信憑性が高いようである。『アシュ
クパシャザーデ史』に基づけば，ジュナイド
は各地を放浪した後に何の後援もなくトラブ
ゾン軍を圧倒し，その後にトレビゾンド帝国
と同盟交渉中のウズン・ハサンと姻戚関係を
結んだという，不可能とは言えないまでも聊
か不自然な状況を想定しなければならなくな
る。それよりは『ハヤーティー史』が伝える
ように，姻戚関係を背景にウズン・ハサンか
ら兵力を借りたジュナイドがトラブゾンを荒
らし，ウズン・ハサンはそれを圧力としてト
レビゾンド帝国との外交交渉に利用した，と
考える方が自然だろう9）。

7）	 ただし，カルココンデュレスの記事ではこの侵入がヨアンネス 4世の即位（1429年）に続いて「し
ばらく後（meta de tinas chronous）」のことだとされており，ジュナイドの活動期には合わない
ことになる［Savvidēs 2009: 150］。しかしこのトラブゾン侵入に関する箇所は同書に対する同時代
の加筆であることが知られているので［Kaldellis 2014: 21–22］，別典拠からの挿入時に年代的な
齟齬が生じたと考えられる。

8）	 当時のウズン・ハサンの支配域を示す地図として，Woods［1999: 76］やHewsen［2001: 142］を参照。
9）	 ロエマーはジュナイドのトラブゾン侵入はウズン・ハサンの宮廷に現れる前であったことを前提

に，ジュナイドが自分の保護者であるウズン・ハサンの宮廷からその親類への攻撃に向かうことは
考え難い，と述べているが［Roemer 1989: 238］，ウズン・ハサンがトレビゾンド帝国と姻戚関係
を結んだのはその侵入の 2年後のことである。
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その後ジュナイドはアルダビールに帰ろう
とするが，やはりおじジャアファルに阻まれ
ることになる。

　（ジュナイドは）ディヤールバクルから
教導の家アルダビールに向かった。ミール
ザー・ジャハーンシャーは敬虔者たちのス
ルターンがアルダビールに入る前に，かの
お方がスルターン・ハサンと一致と友好
の姻戚関係を結んでいたこと，また彼ら
がディヤールバクルから故郷に向かって
いることを知り，再び急使によってシャ
イフ・ジャアファルに手紙を送った。「今
回はシャイフ・ジュナイドを出迎えてや
れ（＝殺せ）。もしその狙いが実現しなけ
れば，再び町から追い出せ。」シャイフ・
ジャアファルは再び敵意と反抗の旗を掲
げ，羞恥の文字を自らの状態のページから
抹消した。そしてアルダビールの人々を，
かのお方（ジュナイド）を子供や追従者
共々殺害と追放をするよう促し，自らの冷
酷な弁明と忘恩の心を「岩のように固く，
いやもっと固く」（Q2-74）し，男気や親
類関係をまったく顧みなかった。［Ḥayātī: 
132–133］

ジュナイドは一度はアルダビールに入った
ものの，人々の敵意を感じたため結局そこを
出て，数日間町の外に留まった後にシール
ヴァーンシャーとの戦いに向かうことを決心
する10）。

5．サムツヘ侵入

次いで『ハヤーティー史』は，ジュナイド
の「クルクラのグルジスターン（Gurjistān-i 

Qurqura）」侵入について述べる。クルク
ラとは，南西グルジア～北東アナトリアの
サムツヘ Samtskhe（中心都市アハルツィ
ヘ Akhaltsikhe）を指す。この地方はイル
ハーン朝期以来アタベクの称号を与えられ
たジャケリ家が統治しており［北川 1977; 
Bedrosian 1979: 182–185; Kırzıoğlu 1992: 
148–162; Peacock 2012］，クルクラとは君主
名クヴァルクヴァレ（Q’varq’vare）に由来
する。当時の君主もクヴァルクヴァレ 2世
（在位 1451–98）である。

　トラブゾンに対する聖戦の後，栄光の旗
はクルクラのグルジスターンの方へと進撃
の手綱を向けた。なぜなら敬虔者たちのス
ルターンは11），多神崇拝と頑迷さの持ち主
たちに対する聖戦への限りない志向と言葉
にできないほどの望みを持っていたからで
ある。そして彼は，「財産と生命をかけて
神の道において努力した者たちは，神の許
で最高の位階を得る」（Q9-20）という気
高き報酬を望み，一時たりとも寝床で休息
することはなかった。そして再び聖戦の旗
はハサンカイフから移動を重ねて二千人の
憎悪を抱く戦士たちと共にクルクラのグル
ジスターンの周囲に到達した。クルクラは
勝利の痕跡をもつ軍隊の到着を知ると，不
信仰者たちからなる無数の兵を集めて敬虔
者たちのスルターンを迎えた。しばらくし
て両隊列が激突した。
　　山の如き両軍は動き出し
　　　その鳴動で世界が慄いた
　　角笛の呻き声がとどろいて
　　　手足に熱と震えが生じた
聖戦士たちのバフラームの報復の剣が突然
の厄災の如く不信仰者たちの頭上に振り下

10）	『ハヤーティー史』はこの部分に続けて，信頼できる情報によればジュナイドがアルダビールに向
かった時既にジャハーンシャーは死んでいたことが分かる，と言い添えているが，年代的にはあり
得ない。またシュティッケルはḤabīb等を根拠に「ウズン・ハサンはジャハーンシャーに勝利し
た後ジュナイドを再びアルダビールに据えた」と述べているが［Stickel 2019: 103］，史料の当該
部分にそのようなことは述べられておらず，何らかの誤解と思われる。

11）	 原文 sulṭān al-azkiyā’の後に後置詞 -rāを補って読む。
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ろされ，血を吸う矢の鏃が正確な意味の如
く心臓に突き刺さった。血液は血管内で沸
騰し，心臓は身体の中で叫んだ。剣は頭の
中で奥まで達し，槍の舌は霊魂と共にしゃ
べり出した。
　　混乱が起こり，戦いは続いた
　　　誰もが剣と矢に手をかけ
　　剣はよく研がれて輝き
　　　一瞬たりとも仕事を怠らなかった
　　槍はよく肝臓に達して
　　　ただちに胸の秘密を知らせた
そして，夜色の黒き幕の軍団が青き日の幸
運の額に突撃し，中国からホータンまで，
イエメンからアデンまでを暗黒にした。
　　夜の麝香の巻毛が梳られ
　　　夜陰の印が世に書きつけられた
戦闘の門が開かれた。不信仰者たちの軍は
自らの状況のページに無力と危機の跡を見
いだすと，手を逃走の裾にかけ，堅固な場
所と堅牢な地に避け場を求めた。勝利の行
為たる聖戦士たちは彼らを追跡し，略奪の
手をグルジア人たちの財産に開き，村々や
地域から多くの戦利品を手にし，無数の捕
虜を得てそこから移動してアゼルバイジャ
ンに向かった。［Ḥayātī: 134–135］

ジュナイドのこのサムツヘ侵入について
は他史料には記録がほとんどなく，わずか
に『アシュクパシャザーデ史』がジュナイ
ドが不信仰者に対する聖戦のためにアヒスハ
（アハルツィヘ）とグルジスターンに向かう
ことに触れているのみである［Âşıkpaşazâde: 
331］。またこの出来事はグルジア側の史料
にも記録がないが，もともとこの時代はグル

ジア史料の空白期なので12），史料上の記述が
僅少であることはジュナイドのサムツヘ侵入
自体を疑う理由にはならない。むしろ『ア
シュクパシャザーデ史』が僅かに触れている
出来事が『ハヤーティー史』によって確認さ
れたと考えるべきだろう。
この『ハヤーティー史』の記述からは単に
ジュナイドがサムツヘを侵略し略奪行為をな
したという事実しか分からないが，諸史料に
見える以下の三つの情報は，この侵入の意義
を考える手掛かりになると思われる。
（1）アルメニア史料トヴマ・メツォペツィ
『ティムールとその後継者の歴史』に，アル
メニア暦 889年（ユリウス暦 1440年）に
ジャハーンシャーが「アルダビールの邪悪な
指導者とすべてのカーディーとムダッリスを
（ev zch‘ar arrajnordn Artavilu ev zamenayn 
ghati ev zmutarris）」連れてグルジアに侵入
したという記事が見える［T‘ovma: 119–120; 
Javakhishvili 1948: 40］13）。この「アルダビー
ルの指導者」がサファヴィー家の人間である
とすれば，時期的にはジュナイドの父ハー
ジャ・アリーを指すと思われるが，ジャハー
ンシャーと結んでいることからジャアファル
かもしれない。いずれにせよ，アルダビール
の有力者がグルジアに侵入したのはジュナイ
ドが初めてではなかったことになる。
（2）ウズン・ハサンも何度か対グルジス
ターン遠征を行っており，うちジュナイド
存命中に行われたものがグルジア・ペルシ
ア・アラビア語史料に見える［Kartlis: 477; 
Brosset 1849: 687–688; Diyārbakrīya: 376 ff.; 
Ḥawâdith: 321; Woods 1999: 253–254 n. 5］。
ただしその年代には史料により相違がある

12）	 所謂『グルジア年代記』は 14世紀で断絶しており，18世紀になって編纂された『新グルジア年代
記』も 15世紀については極僅かな記事しかない。そのためグルジア史の概説でもこの時代につい
ては記述が少ないのが常である。ピーコックによるジャケリ家の通時的研究でもやはりこの時代に
関する情報は少ない［Peacock 2012: 56］。

13）	 カラコユンル朝とティムール朝との抗争に乗じて独立を強めていたグルジア王アレクサンドレ
Aleksandre 1世（在位 1412–42）は，ジャハーンシャーへの貢納を拒否したため侵攻を受けた
［Kirakosyan 1997: 100］。この出来事はアルメニア写本の奥書にも記録されている［Sanjian 1969: 
192］。
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［Woods 1999: 255 n. 10］。
（3）教皇ピウス 2世（在位 1458–64）の著
作に，1459年にクヴァルクヴァレ（Gorgora）
がブルゴーニュ公国に宛てた書簡が引用
されている［Tamarashvili 1902: 594–596;  
Javakhishvili 1948: 68］。その中でクヴァル
クヴァレは，キリスト教徒が協力してテュル
ク人と戦おうと呼びかけている。さらに翌年，
ウズン・ハサンとクヴァルクヴァレは共にピ
ウス 2世に使者を送っている［Commentaries: 
70–71］。
このように 15世紀半ばにはアルダビール
のシャイフやテュルクメン諸勢力がたびたび
グルジスターンに侵入しており，そのことが
当時の国際関係を動かす要因になっていたよ
うである。勿論それら度重なる侵入の一つに
すぎなかったジュナイドの行動はその主因
だったとまでは言えないが，要因の一つに数
えることはできるだろう。

6．ジュナイドの最期

その後ジュナイドはシールヴァーン
シャー・ハリール・アッラー Khalīl Allāh 1
世（在位 1417–62）との戦いに赴き敗死す
ることになる。『ハヤーティー史』によれば，
両者の対立を煽ったのもまたジャアファル
だった。

　ハリール・アッラー・シールヴァーニー
のもとにシャイフ・ジャアファルの手紙が
届いた。
「シャイフ・ジュナイドはずっとカリフ位
への願望を抱いており，常に侵略の野心を
抱いています。彼がディヤールバクルに向
かう前に，信頼できる者たちの協力で心配
を取り除きましょう。我々は，ミールザー・
ジャハーンシャーの命令で彼をアルダビー
ルから追放しました。彼はやむを得ずディ
ヤールバクルの方に行きました。スルター
ン・ハサン（ウズン・ハサン）はミール

ザー・ジャハーンシャーに対して抱いてい
た憎悪のゆえに，（ジュナイドとの）友情
の繋がりを姻戚の規範によって強化しまし
た。そしてカリフ位の一家の弟子たちの一
団が，シャイフ・ジュナイドがシャイフた
ちの許から教導の幸運によってこぼれたに
も関わらず，彼に付き従っています。彼を
排除することが御自分に必要だと考え，彼
という文字を存在のページから抹消した方
がいいですよ。」
　シールヴァーンシャーはシャイフ・ジャ
アファルが敬虔者たちのスルターンにとっ
て最大の敵であることを知っていたので，
彼（ジャアファル）の誘惑と煽動によっ
て正しき道から足を踏み外した。［Ḥayātī: 
138］

『ハヤーティー史』はジュナイドとシール
ヴァーンシャーとの戦いに多くの頁を割いて
いるが，その内容にはあまり目新しい情報は
ないようである。ここではジュナイドの死の
場面のみ引用しておこう。

　敬虔者たちのスルターンに向けて方々か
ら矢の雨が射掛けられた。一人の親指から
放たれた矢によって彼の生命の継続が断ち
切られ，彼の（神の）恩寵に満ちた魂は栄
光と芳香の歓楽場たる恵みの楽園の住人と
なり，喜びの破壊者（死）の占有の手が彼
の生命の基盤を破壊した。そしてシール
ヴァーンシャーはこの大きな恐怖と重い出
来事を犯したことにより，自らの住処を
「まさに地獄こそ住まいである」（Q79-39）
の場所に定めた。しかし，不変の天命に抗
うことはできず，不変なる（天命の）差配
には逆らえない。厳格なる（神の）決定が
意志の鎖の天命を揺り動かす時，（神は）

海の中の月さえ空中へと達せしめ，天高く
飛ぶ鳥さえ地面の奈落へと落とすのであ
る。物事の本質を知る者は卑しい現世の虚
栄には目もくれず，消滅の世界などより存
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続の喜びをこそ好んだ。彼と結婚の契りを
結ぶ者の望みの手は願いの胸には達せず，
彼との逢瀬の絆を結ぶ者は心から願おうと
も彼から一夜とて享受しなかった。なぜな
ら，彼において創造主の存続と被造物の消
滅は避け難いものだからである。［Ḥayātī: 
141–142］

おわりに

ジュナイドの死後，息子ハイダルはジャア
ファルと和解してその娘を娶る。

　このようにしてかのお方（ハイダル）が
1～2年にわたってアルダビールに留まる
と，シャイフ・ジャアファルにおいて心の
粗野が柔和へと変わり，時には「神は汝ら
に，預けられたものをその持ち主に返すよ
う命じる」（Q4-58）という言葉に従って
完全なる導師（ハイダル）を教導の地位に
据えようという考えが彼の思念に現れた
が，再び悪魔の囁きと邪魂の欲求が彼の正
義の裾を掴み，彼はミールザー・ジャハー
ンシャーの方を気にかけ，彼との姻戚関係
の泉を濁らせようとはしなかった。雨雲が
心地よい芝の庭に天幕を広げ，アトラス織
のテントが錆色の天をリスのような灰色の
背に背負い，スミレが美女たちの巻き毛の
如きバラのまわりに頭を出し，ヒヤシンス
が香で書いた甘い言葉の文字のような野生
のチューリップと共に現れ，（神の）力の
文字で土のページに「我らはそこに泉を涌
かせる」（Q36-34）という字が書かれ，芝
の上に広げた草のエメラルドの板に「神
の慈悲の跡を見よ」（Q30-50）という姿が

（現れた）季節，シャイフ・ジャアファル
は自らの貞節の娘たちのうちの一人，素晴
らしい善意から生まれた貞淑な女性，「人
間もジンも彼女たちに触れたことがない」
（Q55-58）という夫婦部屋から出た貞節な

女性を，完全なる導師に娶せた。彼女の頬
の優美さは天国のフールたちを嫉妬の炎で
焼き，その歩みの優雅さは直立する糸杉に
艶めかしさを教えるほどであった。…（中
略）…カリフ位の宝石箱の真珠，聖者性の
星，サイイド・ハサン・ミールザーがその
高貴な女性から生まれた。そしてその姻戚
関係の絆により，完全なる導師とシャイ
フ・ジャアファルとの間の友好の鎖に強化
が生じ，（父ジュナイドから）受け継いだ
敵意は完全に良好へと変わった。［Ḥayātī: 
148–149］

ジャアファルの心変わりの理由はここには
示されていないが，後ろ盾であったジャハー
ンシャーが 1467年に没しカラ・コユンル朝
も没落してしまったことが背景にあったのは
間違いないだろう。ジュナイドとジャアファ
ルとの確執に始まるサファヴィー家内部の対
立は，最初から最後までテュルクメン諸王朝
の動向と連動していたのである。
おじジャアファルによってアルダビールを
追われたジュナイドは，姻戚関係を結んだウ
ズン・ハサンの勢力に便乗して各地を荒らし
回りながら信奉者たちと共に戦闘の経験を積
んでいったと思われる。それらの戦いは，ト
ラブゾンでもサムツヘでも大量の戦利品を得
たことから見て略奪行為の面があったのは間
違いないが，『ハヤーティー史』含めサファ
ヴィー朝史料ではジュナイドが不信仰者に対
して積極的に行った聖戦とされている。それ
は，追放されアルダビールを不在にしていた
ジュナイドの後半生を肯定的に説明するため
に都合の良い解釈だったろう。そしてジュナ
イドの死後その集団を継承したハイダルが
ジャアファルと和解したことにより，サファ
ヴィー教団はジュナイドらによって培われて
きた軍事力を取り込むことになった。このよ
うに『ハヤーティー史』はサファヴィー教団
が軍事力を具えていく過程とその背景をかな
り明確にしてくれる。
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ジュナイドは後ろ盾であったウズン・ハサ
ンの力を大いに利用していたが，一方ウズ
ン・ハサンにとっても，直接的には軍事行動
のための兵力として，間接的には外交交渉を
有利に運ぶための圧力として，ジュナイドは
格好の手駒だった。政治的変動期にあった 15
世紀半ばの北西イラン・アナトリア・コーカ
サスに出没したジュナイドの行動は，各地の
政治や外交に直接間接に影響を与えていた。
『ハヤーティー史』はそれらの過程につい 
て考える上でも貴重な史料と言えるだろう。
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アブディー・ベグ版不動産目録 17–18 世紀写本欄外に転記された
シャー・イスマーイールのファルマーン

小　野　　　浩

Commentaries on An Edict of Shāh Ismā‘īl Copied in Ṣarīḥ al-Milk

ONO, Hiroshi

On two manuscripts of Ṣarīḥ al-Milk, Ms. 3719 in National Museum of Iran 
and Ms. 2734 in National Library of Iran, a “sözümiz” edict of Shāh Ismāʿīl 
dated 10 Rajab 928 (June 5, 1522) is copied. The edict reconfirms that the 
farmland named Akhta khāna mazraʿa belongs to the shrine of Shaykh Ṣafī, 
and orders that the tax and rent should be paid to the proper owner–the 
shrine. It seems that the beginning of the copy on Ms. 3719 reflects the form 
of the original edict, though the text is written on the left margin of a folio.

Taking notice of the beginning phrases, there emerge slightly questionable 
points in the copy-text compared to other edicts of Ismāʿīl. In this tentative 
monograph, in order to examine whether this copy-text is genuine or an 
invention, a paleographical investigation was conducted to examine this issue 
in several respects—the extraction of specific epithets from the text to the 
margin, the use of the nisba ‘al-Ḥusaynī’ in the Intitulatio (tughrā), and the 
inscription of the seal. This problem requires further consideration.
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1．テキスト転写 transcription
2．試訳
3．文言と様式からの若干の考察

　3.1 �“ṣafīya ṣafavīya ḥuffat bi al-anvār al-
qudsīyat”の欄外抜き出しによる強調

　3.2 “al-Ḥusaynī”のニスバ
　3.3 印銘
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みられない欄外書き込みがあり，そのこと自体が検討に値する問題であるがそれは本論集渡部
論文に譲り，本稿では博物館写本 3719の［322］および図書館写本 2734の［322］に見える
シャー・イスマーイール（在位 1501–1524）のファルマーンを転記したものにつき，テキス
トおよび試訳を提出し，その上で若干の考察を加えたい。
まずアブディー版 3写本間の成立関係を論じた本論集渡部論文の考察に拠って，博物館写
本 3719と図書館写本 2734のそれぞれに転記されている 2つのファルマーンの本文のみにつ
いて見ると，前者を後者が写しなおしたものと見てよかろう。従って僅かな異同があるものの
基本的に両者同文と看做し得る。ただ後述するように，参照したと思われる元の文書の冒頭の
書式を多少なりとも考慮して転記しているのは博物館写本 3719であり，図書館写本 2734は
その点でより無頓着である。いずれもmazraʿa-ʾi Akhtā-khāna（図書館写本：-khān）……dar 
taṣarruf ast「アフターハーナ農地……占有」の項に斜め書きで附されているが，前者は「欄外
書き込み」の体裁を保っているのに対し，後者では不動産目録本文の行間空きスペースをフル
に占める形で転記されている。

1．テキスト転写 transcription

行表示は博物館写本 3719に従い（1）（2）（3）…とし，図書館写本 2734の行数は下段に①
②③…と示し，図書館写本 2734が博物館写本 3719と異なる箇所のみ下段にそれを示した。

（1）																																																																					 biʾsm allāh al-raḥmān al-raḥīm
																																																																		 ①

（2-1） ṣafīya   ṣafavīya   ḥuffat   bi al-anvār al-qudsīyat      （2-2） yā   Muḥammad   yā   ʿAlī
      ②

（3）																							 Abū al-Muẓaffar   Ismaʿīl   Bahādur   al-Ḥusaynī   syūzūmīz
																							 ③																																																																		sūzūmīz

（4）	 （印銘）  kadkhudāyān   va   muzāriʿān-i   qarya-ʾi   Shamāsbī   bi-dānand   ki
 ④                 																												⑤

（5）		 vukalā-ʾi   zāviya-ʾi   mutabarraka-ʾi   munavvara [       ] namūdand   ki   mazraʿa
									                                            	⑥             [空き] ナシ

（6）		 Akhta-khāna   dākhil-i   qarya-ʾi   Alghir   ast   ki   milk-i   sharʿī
		 Akhtā																																																					⑦ ki（重複）

（7）		 mutaʿalliqa   ba-zāviya-ʾi   mutabarraka-ʾi   maẕkūra   ast   va   hama sāla
		 mutaʿalliq
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（8）		 zirāʿat				namūd   va     māl   va   bahracha-ʾi   ānrā   ba-zāviya-ʾi   maẕkūra
														 namūda（vaナシ）⑧

（9）		 namī-rasānand   binābarīn   muqarrar   farmūdīm   ki   baʿd

（10）	al-yawm   har kas   dar   mazraʿa-ʾi			maẕkūra   zirāʿat
																																				 ⑨             mazbūra

（11）	namāyad   māl   va   bahracha-ʾi   ānrā   az   qarār-i   vāqiʿ   va   rāstī
		 kunad

（12）	ba-vukalā-ʾi   zāviya-ʾi   mazbūra   rasānad   va   ānchi   az
																																			 ⑩

（13）	sanavāt   guẕashta   nazd-i   har kas   mānda   bāshad
														 （guẕashtaナシ）

（14）	bilā   quṣūr   javāb   gūyand   va   tamarrud   va   takhalluṣ   jāyiz
	 ⑪                                     （vaナシ）

（15）	na-dārand   darīn   bāb   qadaghan   dānista   dar   ʿuhda   dānand
																		 ⑫

（16）	taḥrīran   fī   ʿāshiri shahri Rajab   sanat   thamān   va   ʿishrīn
    ⑬

（17）																																											va   tisʿmiʾat
																																									 ⑭

［印銘］（中央）　mawżiʿ-i muhr *
　　　　　　　 ghulām-i   shāh-i   mardān ast           Ismaʿīl   b.   Ḥaydar
　　　　 （右）　gar   kunad   badraqa-’i   luṭf-i   tu   hamrāhī-i   mā
　　　　 （左）　charkh   bar   dūsh   kashad   ghāshiya-ʾi   shāhī-i   mā
　　　　　　［* mawżiʿ 図書館写本2734では明瞭に読めるが博物館写本3719では読みづらい］

2．試訳

4行目以下の本文は左欄外にベタで書かれており，かつペルシア語と日本語の文構成の違い
からも，行数表示は大きな意味を持たないので省略した（発令者イスマーイールの名は，原文
に従い「イスマイール」と表記する）。
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（1） 　　　　　　　　　　　　　　　　慈悲深く慈愛あふれるアッラーの名において
（2-1）サファヴィー家の清浄なる―それが聖なる光に包まれんことを―
（2-2） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　おおムハンマドよ　おおアリーよ
（3）　　　　  アブー・アルムザッファル・イスマイール・バハドゥル・アル・フサイニーなる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 余のことば
（4）－（14）シャマースビー村の村長らと農民ら（kadkhudāyān va muzāriʿān）はかく知るべし：
　　　　 祝福され光に満ちた修道場の代理人たち（vukalā-ʾi zāviya）が提示することには
　　　　 アフタハーナ農地は アルギル村に入っており それは法に適った所有地で 件の
　　　　 祝福された修道場に所属するものである  しかるに［年極めで］例年耕作して
　　　　 いながら その地の税と小作料（māl va bahracha）を件の修道場へ届けていない
　　　　 それゆえ余は次のごとく決定した：今日以降 上記の修道場で耕作する者は皆
　　　　 その地の税と小作料を 本来の正しい取決め通りに（az qarār-i vāqiʿ va rāstī）上記の
　　　　 修道場の代理人たちに届けるよう　また何年も経過して誰のもとにおいてであれ
　　　　 残っている物は不足なく責任を以て納付せよ（bilā quṣūr javāb gūyand）背任と違反は
　　　　 許されぬ　この件については厳命（qadaghan）と看做し 義務であると心得よ
　　　　 928年ラジャブ月 10日に書す

［印銘］　（中央）　（印の場所）勇猛王［アリー］の僕なり ハイダルの子イスマイール
　　　　　（右）　汝の慈愛に余が同道してお護り送ることができるなら
　　　　　（左）　回る天空さえ鞍下を担ぎ余の王位に服さん

3．文言と様式からの若干の考察

上記の修道場ザーウィヤは言うまでもなくサフィー廟のことであり，シャー・イスマーイー
ルによるサフィー廟に関わるファルマーンとして注目される。この種のファルマーンの中では
比較的その内容が把握しやすい部類に属するであろう。
内容としては，アフタハーナ農地はアルギル村に含まれ，サフィー廟の正当な所有地である
が，その地からの税・小作料が何年にも亙り未納であったため，今日より定め通りに納めて，
手元に残っているこれまでの余剰分もきちんと納付せよ，というものである。「占有されてい
る（dar taṣarruf ast）」と明記されるアフターハーナ農地mazraʿa-ʾi Akhtā-khānaの項の欄外
にわざわざこのファルマーンを転記しているのは，やはり発令時点（928/1522年）でこの地
が既にサフィー廟のものとなっている事実を強調したいがためなのであろう。
ただ，本文最初の呼び掛けの対象がシャマースビー村の村長と農民であるのに対し，小作料
等の未納問題が発生しているのはアルギル村に属するアフタハーナ農地となっている。地図で
見るとシャマースビー Shamāspī（現 Shām-asbī）とアルギル Alghir（現 Pīr-alqīr）は，いず
れもアルダビール西南方面に位置し，アルギル―アルダビールからおよそ 12km―とその東北
東シャマースビーとはおよそ 6kmほど離れている。アフタハーナ農地は，行政区画上はアル
ギル村に属しながらもシャマースビー村に近接していたため，シャマースビーの農民らが勝手
に耕作しその村長らが収益を得ていた ― というような状況を想定すべきなのか，この文面だ
けからは確実なところは判然としない。
ここでは内容面にこれ以上立ち入ることを控え，このファルマーンを文書としての様式面か
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ら検討してみたい。と言っても，ここに転記されているファルマーンは Fragner［1980］およ
び Schimkoreit［1982］の文書目録にも記載されておらず，原文書は確認できないため，目睹
し得ない文書裏面はもとより表面でさえも転記という性格上，古文書学的検討の対象とはなし
得ず，わずかに冒頭の数行についてのみの若干の考察に限定される。

3.1 “ṣafīya ṣafavīya ḥuffat bi al-anvār al-qudsīyat”の欄外抜き出しによる強調
さて，まず確認できるのは，このファルマーンが「余のことば」sözümiz（syūzūmīz）の語
を持つ所謂 sözümiz文書であることである。モンゴル時代の üge manu「我ら（余）のこと
ば」に由来するこの語を有する文書はサファヴィー朝でも見られるが，タフマースブ 1世（在
位 1524–1576）以降その数は減少傾向にあり，シャー・アッバース（在位 1587–1629）を経
てアッバース 2世（在位 1642–1666）時代の 16世紀半ば（1550年）を最後にその姿を消す
［Schimkoreit 1982］。
ペルシア語 sözümiz文書は，西欧古文書学用語で Intitulatioと呼ばれる，発令者の肩書を
明示するひとまとまりの文字群―通常は，クンヤ–イスム–称号（バハドゥル，ハン，キュ
レゲン等）–sözümizの語から成る―が特徴である。この Intitulatio ― 以下この用語を用
いる ― の構成要素は時代や王朝により多少の相違はあるが，イスムと sözümizの語は不可欠
である。またアク・コユンル朝とサファヴィー朝の Intitulatioではクンヤ・イスムの上方に
al-ḥukm liʾllāh「命令・裁定はアッラーに属する」の句がセットになって組み込まれるが，こ
れはサファヴィー朝の文書官房用語ではトゥグラ（tughra）と言われる［Röhrborn 1966: 87; 
Röhrborn 1977: 334］。
そして文書冒頭部分が破損せず完全に近い形で残っているサファヴィー朝の sözümiz文書
では，Intitulatioの上方にムハンマドやアリーへの呼び掛けがあり，さらに上方にバスマラが
記される。Herrmannが紹介したタフマースブのファルマーン（sözümiz文書）では，huwa 
allāh subḥāna-hu「その方こそアッラー　讃えあれ」の句がバスマラのさらなる上方に置かれ
ている［Herrmann 1989: 105, 写真版］（ただし写真版からは見えにくい）。以上の Intitulatio
より上方に置かれた句はそれぞれ，本文の行間よりも広く間隔を空けて書かれている。
冒頭も完備したサファヴィー朝期の sözümiz文書として，上記Herrmannが紹介したタフ
マースブのファルマーンを例にとれば，最上段から順に，
（ア）　huwa allāh subḥāna-hu
（イ）　［バスマラ］
（ウ）　ムハンマドやアリーへの呼び掛け
（エ）　al-ḥukm liʾllāhから sözümizまでの Intitulatio
となる1）。
そして，ここでのファルマーン（1）行，（2-2）行，（3）行は，それぞれ上記の（イ）（ウ）

（エ）に対応していることから，博物館写本 3719においては，すぐ横に記した印銘も含め，
書き手は転記に際して元のファルマーンの冒頭形式をそれなりに踏まえたことが看取される。
となると，残る（2-1）行の ṣafīya ṣafavīya ḥuffat bi al-anvār al-qudsīyatとは何か。ṣafīyaと
ṣafavīya，それにアラビア語動詞 ḥuffatはいずれも女性形である。

1）	 （ア）と（イ）が逆転する例もある［Busse 1959: 171, Tafel XXII］。また（ア）はティムール朝・
カラ・コユンル朝・アク・コユンル朝の文書では huwa al-ghanī, huwa al-ʿazīzなどのヴァリアン
トがある。
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結論を言えば，これは（5）行目にある zāviya-ʾi mutabarraka-ʾi munavvara「祝福され光に
満ちた修道場（サフィー廟）」に後ろからかかる修飾句であり，博物館写本 3719ではその箇
所を示す空白が設けられている（図書館写本 2734にはない）。博物館写本 3719でファルマー
ンを転記した書き手は，この点も理解していたと見てよかろう。サフィー廟を指す zāviyaや 
āstānaの語に関しては不動産目録自体の中に，これと似た表現 zāviya-ʾi muqaddasa-ʾi 
munavvara-ʾi ṣafavīya［ʿAbdī I: 54a］，さらにはアラビア語祈願文「栄光ある光に包まれんこ
とを」をも含めた類似表現 āstāna-ʾi muqaddasa-ʾi munavvara-ʾi ṣafavīya ḥuffat bi al-anvār 
al-subḥānīyat［ʿAbdī I: 60a］まで見られるので，この解釈は確実である。
このように特別な語句を欄外に抜き出して強調する書式は，モンゴル時代以降の発令書の類
にしばしば見られる2）。この手法はサファヴィー朝期のファルマーンやフクム（ḥukm）といっ
た発令書にも承け継がれ，父祖の名をこのような手法で文書右上に抜き出して強調するタイプ
のものがいくつかあるが，ここでは上記（2-1）行の挿入句 ṣafīya ṣafavīya ḥuffat bi al-anvār 
al-qudsīyatの句を抜き出し強調している文書の例を見て行こう。
まずは ṣafīya ṣafavīya ḥuffat bi al-anvār al-qudsīyatと同一の挿入句が抜き出し強調されて
いるものとして，Fragnerが紹介したタフマースブ 2世（在位 1722–1732。但し統一領域国
家としての体は失われていた）の命令書 ḥukm 4通が挙げられる［Fragner 1975a: Nr.1(183), 
Nr.7(203f.), Nr.9(207f.), Nr.10(210)］。4例いずれも本文中のサフィー廟（āstāna）［Nr.1: 
āstāna-ʾi muqaddasa, Nr.7: āstāna-ʾi mutabarraka, Nr.9: āstāna-ʾi muqaddasa-ʾi munavvara-
ʾi mutabarraka, Nr.10: āstāna-ʾi muqaddasa-ʾi munavvara）の語に後ろからかかる句で，こ
れが文書本文のはるか上方右側に抜き出し書きされている（文書Nr. 7とNr. 9では抜き出し
箇所が判るよう僅かな空白を設けて小さなしるしを附している）［Fragner 1975a: Abb.4, 10, 
12, 13］。これらはいずれも 18世紀前半のもの（Nr.1: 1724年，Nr.7: 1726年，Nr.9, 10: 1731
年）である。
またこれらより少し以前の例として，スルターン・フサイン（在位 1694–1722）の 1714年
発令のフクム，さらに半世紀以上遡ってタフマースブ 1世（在位 1524–1576）による 1550年
発令のファルマーンが同様の句に右上方への抜き出しを施しており，これらも同じく Fragner
によって発表された［Fragner 1975b: Nr.2, Nr.5］。
スルターン・フサインのフクムでは，ムハンマド・フサイン・ベグが「神聖で，光に満
ち，祝福された門閾（サフィー廟）の新部門の管財人」mutavallī-ʾi sarkār-i jadīdī-i āstāna-
ʾi muqaddasa-ʾi munavvara-ʾi mutabarrakaとされるが（Fragnerの附す行数（4）行目。「新
部門」に関しては近藤論文参照），末尾mutabarrakaの後に続くべき ṣafīya ṣafavīya ḥuffat bi 
al-anvār al-qudsīyatの句が右上方に抜き出される［Fragner 1975b: Nr.5, 192, Abb.6］。
これら 18世紀の諸例に対し，同類の文書としては今のところ唯一 16世紀半ばの在証例が
タフマースブ 1世のNr.2文書である。そこでは父祖サフィー・アッディーンが（10）行目
（Fragner 1975bによる行数に従う）に「聖者たちと真理探究者たちのスルターン猊下（ḥażrat-i 

2）	 ルーム・セルジュク朝年代記である Ibn Bībī著 Al-Awāmir al-‘Alā’īya fī al-Umūr al-‘Alā’īyaのエ
ルズィ A.S.Erziの公刊出版にかかる写本では，モンゴル関連の記事になると，オゴテイŪktāy 
qān，モンケMangū khān，バト Ṣā’in khān，イルハン Īlkhān，ヤルリグ（とパイザ）yarlīgh（va 
pāyza）などの語が欄外に抜き出し書きされ，その箇所には×印が付されており，これは発令書等の
文書類以外での珍しい例である［Ibn-i Bībī. El-Evāmirü’l-‘Alā’iyye fī’l-umūri’l-‘Alāiyye. Ed. Adnan  
Sadık Erzi. I. Tıpkıbasım. Ankara: Türk Tarih Kurumu Basımevi. 1956: 452, 454, 532, 528, 542, 
et passim］。
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sulṭān al-awliyā’ va muḥaqqiqīn）」と表され，それに続くべき彼の名「スルターン・シャイ
フ・サフィー・アッディーン・イスハーク－至高なるアッラーがその貴き神秘を聖なるもの
となし賜うよう－」が文書の一番右上に記される［Fragner 1975b: Nr.2, 178, Abb.2-3］（こ
れは上で触れた人名を抜き出しで強調する一例でもある）。そして文書右最上位のサフィー・
アッディーンの名の下段に，ṣafīya ṣafavīya ḥuffat bi al-anvār al-subḥānīyat ―末尾語のみ al-
qudsīyatでなく al-subḥānīyat。これは最初の ṣafīyaを除けば，上に挙げた不動産目録［‘Abdī 
I: 60a］の表現と同形― が抜き出し書きされ，こちらは（4）行目の āstāna-ʾi muqaddasa-ʾi 
munavvara-ʾi mutabarrakaのあとに挿入して読まれる。さらに（33）行目－（34）行目にか
けての āstāna-ʾi muqaddasa-ʾi munavvara-ʾi mutabarrakaのあとにもこの句が挿入されるこ
とは，（4）行目と同様（34）行目のmutabarrakaの直後に空白が置かれていることより知ら
れる3）。
タフマースブ 1世のファルマーンではもう 1通，抜き出し語は ṣafavīyaの 1語のみであるが，

サフィー廟につき同じ処置を施した文書がある。Martinが紹介した 7通のサファヴィー朝文
書のうちの‘Document III’（1546年）がそれで，サフィー廟 āstāna-ʾi muqaddasaにかか
る語として ṣafavīya「サファヴィー家の」を文書右上方に抜き出し，本文中のその箇所に空き
を設けている［Martin 1965: Doc. III, 185, 248］。
以上より ṣafīya ṣafavīya ḥuffat bi al-anvār al-qudsīyat/al-subḥānīyatの句を抜き出して強
調する例として，管見の限りで 18世紀前半に 5例，タフマースブ 1世時代の 16世紀半ばに 2
例を ― 抜き出し語が ṣafavīyaのみの例も加えて―確認しえた。
では次に，他ならぬイスマーイール自身の文書でサフィー廟を示す zāviyaないし āstānaの

語が現れるものを見てみよう。上に挙げたMartinの紹介にかかる 7通のうち‘Document 
I’と‘Document II’がイスマーイールのものであるが，後者にアルダビールのサフィー廟
を指す zāviyaの語が現れる。すなわちその（5）行目― 行数はMartinのものに従う― 
に zāviya-ʾi munavvara-ʾi muqaddasa-ʾi ṣafavīya-ʾi ʿalīya-ʾi ʿāliya「崇高にして 気高き サファ
ヴィー家の 神聖にして 光に満ちた修道場」とある［Martin 1965: Doc. II, 180, 247］。上記タ
フマースブの‘Document III’では，わざわざ ṣafavīyaの語が抜き出されていたのに対し，
このイスマーイールの文書では ṣafavīyaの語は本文に組み込まれ，抜き出し書きは施されて
いないのである。この際，zāviyaと āstānaとの語の相違は，抜き出しの有無の事由とならな
いことは，これまでの例から明らかである。
以上より，サフィー廟の語にかかる形容句が抜き出し書きされる例は，現段階では 18世紀
前半およびタフマースブ時代の 16世紀半ばに確認されるのみであること，加えてイスマーイー
ルの文書では，サフィー廟の語がありながら ṣafavīyaの語は抜き出されることなく本文中に
収まっていたことも確認された。となると不動産目録に転記された当該ファルマーンにおいて
ṣafīya ṣafavīya ḥuffat bi al-anvār al-qudsīyatの句が記され，さらに廟を指す zāviyaの形容句
としてそれが抜き書きされているのは，イスマーイールの文書としては些か例外的なものとな
る。もちろん不動産目録の博物館 3719写本および図書館 2734写本に転記されたファルマー
ンをその初出例と看做すことも十分に可能であろう。しかしサファヴィー朝の行政・軍事機構
はアク・コユンル朝のそれを直接のモデルとしていること［羽田 1984: 5］，イスマーイール時

3）	 ただし，サフィー廟はほかに（28）行と（35）行に āstāna-ʾi muqaddasa-ʾi munavvara，（41）行
にも āstāna-ʾi muqaddasaと出てくるのに，これらのあとには空白がなく，Fragnerもここでの挿
入は考えていないようである。



188 アジア・アフリカ言語文化研究 別冊 1

代の文書官房は，アク・コユンル朝の文官がいわば横すべりして構成された観が色濃く見られ
ること［Aubin 1959: 51, 60］が指摘されており，また Schimkoreitの目録によればシャー・
イスマーイールの発令文書 28件4）のうち破損したものを除いても 22件が，ティムール朝，カ
ラ・コユンル朝，アク・コユンル朝以来の書式の伝統を引く sözümiz文書で占められている
［Schimkoreit 1982: 110–124］。その後Herrmannが発表した 2通，さらに阿部氏が新たに紹
介したイスマーイール発令文もまたこの伝統的書式に則る sözümiz文書であった［Herrmann 
1986; Abe 2017］。すなわちイスマーイール時代にはシーア派的文言を除けば，以前からの
sözümiz文書の形式に根本的な変革が加えられた形跡は見られず，総じて前代の延長線上に
あったと見てよかろう。その上で，現存のイスマーイール関連文書に，サフィー廟への修飾句
ṣafīya ṣafavīya ḥuffat bi al-anvār al-qudsīyatと，その抜き出し書きによる強調を施す文書の
実例を見ない点に鑑みると，原物が確認されていないこの転記されたファルマーンの真正性に，
一抹の疑念が残るのもいつわらざるところである。次は al-Ḥusaynīのニスバの検討に移る。

3.2 “al-Ḥusaynī”のニスバ
Intitulatioで特に目を引くのは，Abū al-Muẓaffar Ismaʿīl Bahādur al-Ḥusaynī syūzūmīz
の中の al-Ḥusaynīの語であり，言うまでもなくこれはアリーの息子フサインに連なる者とし
てのニスバである。サファヴィー朝期のイランには al-Ḥusaynīのニスバを称するサイイドた
ちが存在していたが，守川氏によればサファヴィー朝王家でこのニスバを有した者として，貨
幣の銘ではイスマーイールとタフマースブの使用例が―タフマースブは 16世紀詩人伝におい
ても―，また文芸作品ではイスマーイールの子息たちの使用例が確認され，そしてバイエルン
州立図書館所蔵の 1写本およびイスタンブル大学所蔵の 1作品の一部「シャー・イスマーイー
ルの書」には，Ismāʿīl  b. Ḥaydar al-Ḥusaynīの名が見られるという［守川 2009: 7, 10–12］。
そうであれば，ここでの Intitulatioにおける Abū al-Muẓaffar Ismaʿīl Bahādur al-Ḥusaynī
もさしたる問題にはならない。だが今このニスバの使用例を検討するにあたり考慮すべきは，
それが現れる「場」― 貨幣，碑刻，史書，文芸作品（詩・散文），文書…等 ―，その「場」ご
との使用例を見て行くことであろう。そこで〈sözümiz文書 Intitulatioにおける al-Ḥusaynī
使用例〉に限定して検証することになるが，その際 sözümiz文書に加え，〈文書本文冒頭で
farmānないし ḥukmと称している発令書〉まで含め検討して行くこととする。
まずタフマースブ 1世の sözümiz文書では，Intitulatioに al-Ḥusaynīのニスバを有するも

のが 1件確認される。Feketeのペルシャ古文書学導論に収められた 1549年発令Nr.69文書
［Fekete 1977: 398f., Tafel 156–158］がそれで，冒頭はつぎのごとくである。

　（1）　　huwa   allāh   subḥāna-hu
　（2）　　al-mulk   liʾllāh
　（3）　　biʾsm allāh   al-raḥmān   al-raḥīm
　（4）　　naṣr   min   allāh   wa   fatḥ   qarīb   wa   yusr   al-muʾminīn
　（5）　　al-muʾayyad   min -ʾind   allāh

4）	 Herrmannによれば，Schimkoreit目録のNr.27文書［Schimkoreit 1982: 123］（Fragner目録の
Nr.114文書［Fragner 1980: 59］）はイスマーイールの発令文書ではないとのこと。また Aubinの
挙げる 1505年付イスマーイールのファルマーン［Aubin 1959: 75 n. 2］が両目録に記載されてい
ないことを指摘している［Herrmann 1986: 289, n. 3］。なお，注 9も参照のこと。
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　　　　 al-ḥukm   liʾllāh
　        Abū al-Muẓaffar   Ṭahmāsb   al-Ṣafavī   al-Ḥusaynī   Bahādur   syūzūmīz
　（1）　　かの方こそアッラーなり　讃えあれ
　（2）　　主権はアッラーに属す
　（3）　　［バスマラ］
　（4）　　援けはアッラーより　勝利は近し　信徒たちの安寧
　（5）　　アッラーの御許より護られしもの
　　　　 命令はアッラーに属す
  　     アブー・アルムザッファル・タフマースブ・アッサファヴィー・アルフサイニー
　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なる余のことば

上記のうち（5）が方形にひとまとまりとなって書かれた Intitulatio部分である。ここでは
「サファヴィー家」の語も附されている。また筆者未見であるが，Feketeはサファヴィー朝期
の sözümiz文書としては最後のもので，アッバース 2世の 1650年付け文書（そしてサフィー
1世の 1634年の文書も同様という）の興味深い冒頭部を転記しているので［Fekete 1977: 
30f.］，それも以下に示しておこう。
          al-ḥukm   liʾllāh
          al-muʾayyad   min -ʾind   allāh     －mīz
        

（12イマームの名前）

  syūzū－
                                            al-Ḥusaynī
                                            al-Mūsavī
          Abū al-Muẓaffar ʿAbbās   Khān     al-Ṣafavī
                             ［3×4の格子の各枠内に 12イマームの名が入る］
Khānの称号が出るのは妙であるが，ここではフサインに加え第 7代イマーム，ムーサーのニ
スバも入っている5）。
また sözümiz文書の Intitulatio部ではないが，タフマースブの臣下の外交書簡にもその例

5）	 ここに述べたことと極めて密接に関わるものとして，アッバース 1世とサフィー 1世に文書起草官
として仕えたアブドゥルフサインなる者がサフィーの命で 1633年に作成した書記官房の決まりご
とに関する，興味深い小論が Röhrbornによって紹介されているので，以下にその一部を訳出し
てみよう［Röhrborn 1977: 326, 334］。

 《発令（nishān）はタァリーク体で書くものと定まっており，初めの 2行が半行〔の長さ〕に書か
れるのは，印璽がトゥグラの下方でその 2行と向き合う〔位置に捺される〕ためである。それの頭
書き（ʿunvān）は以下の如くである：

 huwa allāh subḥāna-hu   al-mulk liʾllāh   biʾsm allāh al-raḥmān al-raḥīm   yā Muḥammad yā ʿAlī
 各行は〔1行ごとに〕それぞれの下に続く。そしてトゥグラは以下の如くである：
	 al-ḥukm liʾllāh   al-muʾayyad min-ʾind allāh   Abū al-Muẓaffar Ṣafī Khān al-Ṣafavī al-Mūsavī
	 al-Ḥusaynī Bahādur syūzūmīz
 このトゥグラは組み合わせ形で（ba-tarkībī）書かれ，12の小枠（khāna）が一緒になり，そこに

12人のイマーム―彼らに平安あれ―の気高き名が書き込まれる。
 イスマーイール陛下（aʿlāḥażrat-i Khāqān-i ṣāḥib-qirān）の時代よりアッバース陛下（navvāb-i 

gītī-sitān）の御代に至るまでトゥグラは次の如くであった：
	 al-ḥukm liʾllāh   Abū al-Muẓaffar   Ṭahmāsb   Bahādur   syūzūmīz
 そしてアッバース陛下の時代に前述の方式に定まったのである。》
 まさしく上に挙げたタフマースブ 1世およびアッバース 2世の頭書きと Intitulatio（tughrā）を参

看して書いたのではないかと思わせるほどの，寸分変わらぬ言い回しとなっている。
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がある。同じFeketeの書物に載るNr.67文書は，タフマースブ時代の著名な大ワズィール，カー
ディー・ジャハーン・カズウィーニー6）がヴェネツィアの総督（Doge）に送った書簡で，裏
面（表面？）に“Qāżī Jahān vakīl”と方形にカーディーの名が記され，その上に主君である
タフマースブの名が“Abū al-Muẓaffar Ṭahmāsb Shāh Ḥusaynī”と長方形にまとめ書きされ
ている［Fekete 1977: 30, 42, Tafel 154］。
以上より Intitulatioでの al-Ḥusaynīは，タフマースブ1世とアッバース2世で確認されたが，

次にはイスマーイールの sözümiz文書や発令書における al-Ḥusaynīのニスバ使用の有無が問
題となる。
実は使用を窺わせる例は今のところ 2つあり，1つは既出Martinの‘Document II’に
捺された印の銘である。Martinは〔ʿarshī〕〔Ismāʿīl Bahādur al-Ḥusaynī〕および年を示す
数字〔90－〕の 3つを読み取るが，写真版からは印の左側に ʿ R Sh Yの文字（ʿarshīか？）

と，その下の S N Y（これを al-Ḥusaynīと読んだか？）は何とか判読できるが，Ismāʿīlや
Bahādurは読み取れない。Martin自身は同一論文の別の頁の注で，この印銘が大変読みにく
いことを認めつつ，判読できた語は〔sulṭān〕〔bahādur〕〔al-Ḥusaynī〕と数字の〔90－〕と
している。同一論文中での〔Ismāʿīl〕と〔sulṭān〕との入れ替りは解せないが，いずれにせ
よ判読に問題を残すこの印銘を以て al-Ḥusaynīの確実な使用例とはなし得ないのではないか，
との考えをここでは残しておきたい。
もう 1つは，Papazjanがアルメニアのマテナダランに所蔵されるペルシア語文書を公刊し

た書［Papazjan 1956］に収載されるイスマーイール発令 sözümiz文書‘Dokument 10’で，
912/1506年の年次を有するこの文書は，イスマーイール治世の初期に属する。Papazjanは冒
頭部を次のように読む［Papazjan 1956: 262f.］。
　（1）　　biʾsm   allāh   al-raḥmān   al-raḥīm
　（2）　　      yā   ʿAlī
　（3）　　al-Ḥasanī   Abū al-Muẓaffar   Ismaʿīl   Bahādur   syūzūmīz
　（4）　　maḥall-i   muhr-i   Shāh   Ismaʿīl
　（1）　　［バスマラ］
　（2）　　    おおアリーよ
　（3）　　ハサン家に連なるアブー・アル・ムザッファル・イスマイール・バハドゥル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なる余のことば
　（4）　　［シャー・イスマイール印の場所］

一見して奇異に感じるのは，（3）の al-Ḥasanīである。上のように読んだ Papazjan自身こ
の語は訳出していない［Papazjan 1956: 55, 175］。ムーサーでもフサインでもなく，ことさら
にハサンを持ち出す積極的事由が見出せない限り，この奇異な感は払拭しえない。ただし al-
Ḥasanīは al-Ḥusaynīの書き損じとも考えられ，その場合は Intitulatioにおいてイスマーイー
ルが al-Ḥusaynīを称した証左となろう。筆者はかねてより sözümiz文書（および sözüm文
書）について，その内容および文書様式における共通点を模索し，まずは Intitulatioを広く
通覧してきたが，この Papazjanの挙げる文書の例は積年の気懸りの 1つであった。だが方形
にまとめ書きされた Intitulatioの実例を集めて見ると，別の解釈も可能となるのではないか。

6）	 カーディー・ジャハーン・カズウィーニーについては Aubinと羽田氏が言及している［Aubin 
1959: 74, 77; 羽田 1987: 58; 羽田 1988: 40f.］。
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以下にその想定を述べよう。
まず，アク・コユンル朝とサファヴィー朝の sözümiz文書での Intitulatio部に al-ḥukm 

liʾllāhの語が上部に組み込まれている点7）―この点でも両朝の文書様式の共通性が指摘できる
―に注目して見ると，al-ḥukm〔ʾ L Ḥ K M〕のカーフKと続くミームMの文字が特異な書
き方であることに気づく。すなわちKに特徴的な斜め線は細くかつ小さく丸めて，K文字の
短く書いた垂直棒の右上に添えられるか，ときにそれすら全く書かれないケースも見られる。
そしてMはKの縦棒下に小さい丸みを施して，下垂れのM末尾形をとらず，線を左やや下
方に伸ばしてから上に跳ね上げる。Ḥの文字も左横に長めに線を引いた形であるため，結果
として ḥukmの語は〔Ḥ S N Y〕と読まれかねない形になる。さきに「書き損じ」と書いたが，
この文書（Papazjanの‘Dokument 10’）は，（4）行目に「シャー・イスマーイールの印の場所」
とある通り君主の印は捺されておらず，実地に発令された正式の文書ではないことから，草稿
ゆえの筆記者の誤読に基づく al-ḥukmの「書き損じ」も十分に考えられるであろう8）。そして
Papazjanはそれを al-Ḥasanīと転写したのではないか。すなわち〈al-Ḥusaynī〉も〈al-Ḥasanī〉
もともに〈al-ḥukm〉の誤記ではないかということである。ただし，この想定が間違っていな
いものと仮定しても，〈al-ḥukm〉と〈al-Ḥusaynī〉の読み違いが元の文書草稿の段階で既に
生じていたか，不動産目録への転記の段階で生じたものかは，決定できない。さらに大胆な推
測であるが，転記されたこのイスマーイール sözümiz文書が全くの創作ないし捏造であった
場合は，博物館写本 3719成立時には Intitulatioにおいて al-Ḥusaynīのニスバが既に使用さ
れていたという時代状況のもと，当時の「あとづけ」で「さかしら」な知識が為さしめた結果
であったのかも知れない。
イスマーイールの文書に al-Ḥusaynīのニスバがある可能性を示す 2つの「証拠物件」が，
証拠としては意外に盤石なものではなかったことは一面では認められよう。しかし，そうは言っ
てもイスマーイールの発令書における al-Ḥusaynīのニスバ使用を完全に否定し去ることも難
しい。さらにまた上に想定したように，筆記者が参照した元の文書に〈al-ḥukm〉とあったも
のを，転記の際に〈al-Ḥusaynī〉と単に見誤って書いたに過ぎないのであれば，その場合この
転記に作為性は認められぬこととなり，実在した元の文書を忠実に写そうとしたもの，という
正反対の評価となろう。それゆえここでは以上の疑義を呈するのみにとどめておきたい。

3.3 印銘
最後に，転記されたファルマーンの印銘について検討しよう。今一度印銘を掲げておく。

7）	 サファヴィー朝に限定せず，al-ḥukm liʾllāhの語が Intitulatio部に組み込まれて書かれる文書の
例を挙げると，［Papazjan 1956: Dokument 6, 7, 9, 11, 18］［Martin 1965: Document 1］［Busse 
1959: Urkunde 2, 3, 4, 6］［Fekete 1977: Dokument 18, 20, 21, 25, 39, 41, 42, 48, 50, 55, 56, 64, 
69］［Mhmet 1976: Urkunde 2, 12, 17］［Herrmann 1986: Erlass I, II］（ただし Iは写真からは読
み取れず）［Abe 2017］など（太字はイスマーイールの発令書）。以上はすべてが sözümiz文書で，
かつこの書き方はアク・コユンル朝とサファヴィー朝の文書に限って見られる。なお本稿では文字
のインク色の問題には立ち入らなかった。

8）	 本稿を草するにあたり，筆者とほぼ同じ見解をHerrmannも有していたことを知り［Herrmann 
1986: 299, n. 40］，大いに意を強くした。と同時に，長年温めてきたとはいえ活字化するに至らな
いまま荏苒時を過ごしたことは反省せざるを得ない。だが何よりも 1986年のHerrmannのこの論
文を今に至るまで見過ごしていたことは紛れもない事実であり，不学怠慢の謗りを免れない。従っ
て当然のこととしてこの見解のプライオリティーはHerrmannに帰せられることはここに明記し
ておきたい。
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　　（中央）　mawżiʿ-i muhr
             ghulām-i   shāh-i   mardān ast             Ismaʿīl   b.   Ḥaydar
　　　（右）　gar   kunad   badraqa-ʾi   luṭf-i tu   hamrāhī-i   mā
　　　（左）　charkh   bar   dūsh   kashad   ghāshiya-ʾi   shāhī-i   mā

発令書に捺された印に関しては，Schimkoreitの文書目録がサファヴィー朝君主の関連文書
に捺された印銘に関しても整理して検討を加えており，極めて有用である。また新たに 2通
のイスマーイールによる発令書に綿密な研究を附して発表したHerrmannの研究論文［Her-
rmann 1986］にも，イスマーイールの印に関して貴重で的確な言及がなされている。ここで
はそれらに基づきつつ，若干の問題点を提起してみたい。

Herrmannが発表した sözümiz文書 2通（1517年・1521年）の捺印の銘は，どちらも次
のような文言となっている［Herrmann 1986: 290, 294, Tafel 29, 31］。

  allāh   /   buwad   /   mihr-i ʿAlī va āl-i ū   /   chūn jān marā dar bar /
　　　　　  ghulām-i   shāh-i   mardān-ast   /   Ismaʿīl b. / Ḥaydar
                           （区切り線は Erlass IIの写真版に基づき筆者が入れた）

この文言は，阿部氏の紹介したイスマーイールの sözümiz文書（1507年）［Abe 2017: 4f.］，
そしてまたMartin論文中の‘Document I’（1508年）［Martin: 174, Plate LIII］に捺され
た印銘とも同一文である（ただしそれぞれの印影から見て印自体は別物）。Schimkoreitによ
れば，FeketeのNr.39文書［Fekete 1977: 271–273, Tafel 106］― 1509年付イスマーイール
の sözümiz文書 ― に捺された印銘も同文である。さらには Soudavarがその著書中に文書
上部のみ写真を載せるイスマーイールの sözümiz文書に捺された印銘も，その英訳―“The 
love of ʿAli and his progeny has embodied me as my soul, [I who am] the slave of the king  
of men [i.e., ʿAli], Esmāʿil, son of Haydar”― から同一文言と看做してよく，確言は出来ぬも 
のの，印自体もまた阿部氏紹介のイスマーイール文書のそれと同一の印とも見える［Soudavar 
1992: 152］。従って現段階ではこの文言が計 6通のイスマーイールの文書に印銘として使われ
ていることになり，イスマーイールは治世のかなり長期に亙りこの文言を刻む印を使用してい
たことが判明する9）。
ひるがえって，今問題としている不動産目録に転記されたファルマーンの上掲印銘と，6通
の文書に共通して見られた印銘とを比べると，前者の中央部と後者の後半とが同一である。一
方この〈ghulām-i shāh-i mardānast　Ismaʿīl b. Ḥaydar〉「勇猛王（＝アリー）の僕なり　
ハイダルの子イスマイール」の文言と似た表現で一部単語を変えたものが，〈banda-ʾi shāh-i 
vilāyat/dīn　［君主名］〉「統治王 /教えの王（＝アリー）の僕　［君主名］」である。そしてこ
の文言は，後代のサファヴィー朝君主―タフマースブ 1世，ムハンマド・フダーバンダ，アッ
バース 1世，サフィー 1世，アッバース 2世，サフィー 2世，さらにはタフマースブ 2世まで
―により王朝滅亡に至るまで印銘として連綿と用いられ続けた［Schimkoreit 1982: 40–69］。
だが，タフマースブ以下の諸君主間ではこのようにして同じ文言を共有したが，王朝創設者イ

9）	 ちなみに Schimkoreitはこの文言の印銘の最も古い使用例を上掲Martinの‘Document I’（1508
年 6月 25日）とするが，今，印銘の確認できるものとしては阿部氏の紹介したイスマーイール文
書が 1507年 1月 11日付け，そして Soudavarが掲げるイスマーイール文書では年月日の箇所は見
えないが，記載によれば“second of Jomādā II of the year 910”（＝1504年 11月 10日）であるので，
この Soudavar著書記載のものが最古の例となる［Soudavar 1992: 152］。
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スマーイールの印銘〈ghulām-ʾi shāh-i mardānast〉を彼ら後代の君主が用いることは決して
なかった。
残るは左右両脇の文言，
　（右）   gar   kunad   badaraqa-’i   luṭf-i   tu   hamrāhī-i   mā
　（左）   charkh   bar   dūsh   kashad   ghāshiya-ʾi   shāhī-i   mā
である。ところがこの句は意外にも Schimkoreitの整理したイスマーイールの印銘の項には
挙がっていない［Schimkoreit 1982: 38f.］。ではここだけの単独孤立例かというとそうでなく，
Schmkoreitはこの 2行句が印銘として，タフマースブ 1世で 12件，サフィー 2世（スライマー
ン，在位 1667–1694）で 1件，スルターン・フサイン（在位 1694–1722）で 1件，それぞれの 
文書での使用例を掲げているのである［Schimkoreit 1982: 33, 40, 54, 63］。つまりこの句はイ
スマーイールでは確認されず，タフマースブ以降の複数の君主では共通に使用されていた。
そしてさらにイスマーイールのこれら 6通の文書で実際に印銘として用いられていた句，
allāh       buwad mihr-i ʿAlī va āl-i ū / chūn jān marā dar bar

について言えば，今度は逆にタフマースブ 1世以降のサファヴィー朝君主の誰一人としてこの
句を使用していない［Schimkoreit 1982: 38–69］という事実が指摘される。
以上を整理すると：不動産目録に転記された印銘のうち中央部の句は，実際のイスマーイー
ルの文書で使用が確認された印銘の後半部と同一であること。そしてその「アリーの僕」を
表明する句－ ghulām-i shāh-i mardān-ast－と同じ意味で単語を置き変えた文言－ banda-ʾi 
shāh-i vilāyat/dīn－が，印銘として次代以降の諸君主により王朝滅亡に至るまで長きに亙り
共有使用されたこと。転記された印銘の左右の 2句は，Schimkoreitのまとめた印銘リストの
イスマーイールの項には存在せず，タフマースブ 1世，サフィー 2世，スルターン・フサイン
により共通して用いられていたこと。そして実際のイスマーイールの文書に捺印された印銘の
前半部－buwad mihr-i ʿAlī va āl-i ū /chūn jān marā dar bar－は，逆にタフマースブ1世以降，
誰一人として使用していない，すなわちイスマーイール専有の句であったと考えられること。
これらの諸点に鑑みれば，不動産目録に転記されたイスマーイールの印銘には，その真正性
につき若干の疑念が生ずると言わざるを得ない。
ところが，かなり後世に属するものながら，上の疑義に対しては明白な反証が存在する。そ
れは 19世紀の末近くに書かれたハサン・ファサーイー著『ファールスナーマ・イ・ナースィ
リー』の記事である10）。すなわちそれによれば，シャー・イスマーイールが 907年アク・コユ
ンル朝のアルヴァンドを打ち破ってタブリーズに凱旋し，ウラマー，サイイド，ハティーブ，
法学者（ファキーフ）らに対して，12イマーム派の教条をおのおのの道で実行するよう命令
した際に，併せて次のことも命じた。
ファルマーンの頭書き（‘unvān）には《al-ḥukm liʾllāh   Amīr   Abū al-Muẓaffar   Ismaʿīl    
Bahādur   syūr》（syūzumīzの誤り）と書け。また印璽の上には《yā   allāh》と，その［印
璽の］円空の中には《ghulām-i   shāh-i   mardān   Ismaʿīl b. Ḥaydar》と，そしてその円
の周縁には（dar kanāra-’i ān dā’ira）《charkh   bar   dūsh   kashad   ghāshiya-ʾi   shāhī-i   
mā   gar   kunad   badaraqa-’i   luṭf-i   tu   hamrāhī-i   mā》と書くようにせよ。
　 ［Ḥasan-i Fasā’ī. Fārs-nāma-’i Nāṣirī. Ed. Manṣūr R. Fasā’ī. 2vols. Tehran. 1378Kh. 

(2.ed.): Vol. I 368］

10）	 この史書に当該文言のあることについては，渡部良子氏よりご教示を受けた。本稿にとり大変重要
な情報であり，ここに特記して謝意を表する。
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些少の違いはあるが，印銘はまさしく不動産目録に転記されたものと同一である。これをどう
解すべきか。まずは 19世紀末のこの情報が，シャー・イスマーイールの同時代ないしそれに
近い時代の史料における史実として確認し得るかどうかの検証が必要となろうが，膨大な量の
年代記史料類の調査は遺憾ながらひとまず爾後に委ねざるを得ない11）。ここでは不動産目録の
イラン国立博物館写本 3719が成立した 17世紀の段階で，こうした情報が既に流布していた
事実だけは指摘しておかねばなるまい。となると 1つの解釈として，「シャー・イスマーイー
ルが生前から実際にこの印銘を用いていたのは事実であり，19世紀，17世紀のこうした事例は，
その史実が後世に伝わった結果である」との想定は十分可能であり，不動産目録に転記された
sözümiz文書は，実在したものを忠実に写したものとなろう。その場合，本節 3-3で掲げた疑
義は消滅するし，前節 3-2においても〈 al-ḥukm 〉と〈 al-Ḥusaynī 〉との読み違いによる誤
記を認めるなら，転記に際しての作為性の問題は生じない。すると残る疑義は 3-1で扱ったも
ののみとなるが，これとても転記された sözümiz文書を〈 ṣafīya ṣafavīya ḥuffat bi al-anvār 
al-qudsīyat 〉の抜き出し書きの初出例と捉えれば，疑問は解消する。すなわち『ファールスナー
マ・イ・ナースィリー』の反証記事の持つ意味は大きいと言える。
だが一方で，タフマースブ以降用いられた印銘の文句がイスマーイール時代に遡って投影
された，との考えを想定するなら，既にそうした情報が普及していた 17世紀の段階で，不動
産目録に転記した筆記者がその際に創作した可能性もやはり皆無とは言えないであろう。と
いうのも，Schimkoreit以降でイスマーイールの印につき広く関連情報を収集して考察した
Herrmannが，印影の形状と印銘および刻印年次と使用年次により Typ Iから Typ IVまで
タイプ分けしたその引用例として，Schimkoreit同様，この 2連句 ― gar kunad badaraqa-’i  
luṭf-i tu hamrāhī-i mā / charkh bar dūsh kashad ghāshiya-ʾi shāhī-i mā ― の印銘を持つ文
書を 1つとして挙げていないからである［Herrmann 1986: 299–301］。Herrmannも当然こ
の 2連句の存在は知っているのだから，彼はこの句をイスマーイールのものと認定していな
かったことになる。さらにハサン・ファサーイーは「そしてその円の周縁には（dar kanāra-’i 
ān dā’ira）……と書くように。」と記しているが，イスマーイールの印璽で円の周縁に句を刻
んだものは見つかっていないともいう［Herrmann 1986: 299］12）。また実際のイスマーイール
文書に捺されていた印の銘 ― buwad mihr-i ʿAlī va āl-i ū chūn jān marā dar bar / ghulām-i 
shāh-i mardān-ast ― について，Herrmannはこれをイスマーイール自作の句と認定している
［Herrmann 1986: 299–301］。そうであるなら，王朝創設者たる人物に対する畏敬・尊崇の念
から，イスマーイール自らの創作にかかる句を後継者たちがそのまま使用することには憚りや
遠慮の念も働いたであろうことは容易に想像されよう。
いささか煮え切らぬ論となったが，印銘に関して遺憾ながらこれ以上の考察は難しいところ
である。後考を俟ちたい。

11）	 とりあえず参照したイスカンダル・ムンシーの『アッバース大帝史』およびサファヴィー朝初期
年代記のハサン・ルームルー『最良史』の該当すると思われる箇所には，イスマーイールによる
ウラマーたちへの 12イマーム派教条の実践命令は記されるが，上に引用した印璽の記事に当たる
ものは見られない［Iskandar Beg Turkmān. Tārīkh-i ‘Alam-ārā-yi ‘Abbāsī. Ed. Īraj Afshār. 2vols. 
Tehran. 1350Kh (2nded.): I 25–28; Ḥasan Beg Rūmlū. Aḥsan al-Tavārīkh. Ed. ‘Abd al-Ḥusayn 
Navā’ī. 2vols. Tehran. 1357Kh: II 80–87］。

12）	 Herrmannは阿部氏紹介のイスマーイール文書および Soudavar著書掲載のそれをともに参 
看していないと思われるが，両者に載る写真版の印影はHerrmannによる分類の Typ I-aとなる
［Herrmann 1986: 299］。
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おわりに

以上，不動産目録に転記されたシャー・イスマーイールのファルマーンにつき吟味してきた
が，その内容には立ち入ることができず，冒頭部のみに関して若干の検討を加えたに過ぎない
ものとなった。このファルマーンが実際に存在した真正の文書を写したものなのか，またもし
真正なものではないとするなら，転記は正確に行われたが参照した元のファルマーンが偽文書
であったのか，あるいは博物館写本 3719作成時の「創作」なのか，その成り立ちに関しては
いくつかの位相が考えられるが，残念ながら決定的な結論を提出するまでには至らなかった。
この種の問題は，動かぬ証拠となる新たな原文書の発見出現により直ちに疑問が氷解すると
いう性質のものである。それを期待しつつ，今はささやかな問題提起をいくつかなし得たとこ
ろでひとまず稿を閉じたい。本稿がこの不動産目録に関するさらなる研究へのよすがともなれ
ば幸いである。
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サファヴィー朝期シャイフ・サフィー廟の管財人とワクフ財
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Waqf Administrators and Properties of the Ardabil Shrine  
during the Safavid Period

KONDO, Nobuaki

This study examines the waqf administrators of the Ardabil Shrine of Shaykh 
Ṣafī al-Dīn Isḥāq (d. 1334), the founder of the Safavid Sufi order and ancestor 
of the Safavids, during the Safavid period. Although the real estate inventories 
of the shrine (ṣarīḥ al-milk) contain detailed information, it remains unclear 
who controlled the properties and how they were managed. This study lists the 
53 waqf administrators of the shrine and discusses the system for the control 
of property.

Unlike other shrines of equal importance, such as Mashhad, Qum, and 
Rey, the Ardabil Shrine was controlled by various groups of people. The 
first group was the Safavid or Shaykhāvand clan, who were relatives of the 
Safavid shahs. The Shaykhāvand, some of whom were Sufis and enjoyed tax 
immunity, lived in Ardabil. When Shāh ʿAbbās visited Ardabil, he always 
met with notable Shaykhāvand and paid respect to them. The second group 
was the Ṭālish and the Qarāmanlū, both old allies of the Safavid order who 
had helped Shāh Ismāʿīl during his exile. The third group was the Qizilbāsh, 
Turkic tribesmen who supported Safavid military campaigns. These three 
groups were rarely found among the administrators of other shrines, 
indicating that the Ardabil Shrine had a particular significance for Sufis and 
Safavid followers.

Another point concerns the shrine’s old and new waqf departments. 
Although previous studies alluded vaguely to them, this study pinpoints 
the timing of Shāh ʿAbbās’s establishment of the new waqf department. 
Specifically, this occurred when he established the Chahārdah Maʿṣūm Waqf  
related to Ḥusaynī sayyids. ʿAbbās appointed a Qizilbāsh amir as the administrator  
of the new department. The central government controlled the new waqf, and 
relevant documents were probably preserved in Isfahan. Consequently, no 
document concerning the new waqf department remained in the shrine, while 
ṣarīh al-milks and other documents on the old waqf department had been 
preserved there.
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はじめに

アルダビールのサフィー廟の財産管理を
研究する際に，廟の不動産目録（ṣarīḥ al-
milk）が最も重要な史料の一つであることは
疑いない。しかし，貴重な情報を含むとはい
え，不動産の目録のみでは，管理されていた
財産の内容や取得の経緯については知ること
ができても，それらがいかに管理されていた
か，情報を引き出すのは難しい。本稿では，
財産管理の主体であったサフィー廟の管財人
について，さまざまな史料を用いながら情報
を集め，問題を整理したい。特に，どのよう
な人物が管財人に就任し，どのような職務を
行っていたかは，廟の財産管理の根幹にかか
わると言えよう。筆者は，以前，テヘラン南
郊レイのシャー・アブドゥルアズィーム廟に
ついて，サファヴィー朝期の聖廟とワクフに
ついて論じたが［Kondo 2015］，本稿の作
業を通じて，サファヴィー朝とサフィー廟の
関係の一端が明らかとなると考える。
サフィー廟の管財人については，すでにア
フマディーらによる論文があるが［Aḥmadī 
& Luṭfī 2009］，その後刊行された史料も多
く，大きく書き換えることが可能である1）。
リズヴィーによるサフィー廟研究も主眼が建
築にあるため，管財人やワクフ財について 
の記述は少ない［Rizvi 2000, 2011］。ルト
フィーの研究はサファヴィー朝期のサフィー
廟全般を扱うが，管財人にかかわる部分は
それほど多くない［Luṭfī 2016–7: 134–48］。
メルヴィルの最新の研究は，シャー・アッ
バース（在位 1587–1629）のサフィー廟へ

の援助を扱っているが，ワクフ全体に関する
視点を欠いている［Melville 2020］。

1．サファヴィー朝の聖廟・ワクフ管理

本論に入る前に，サファヴィー朝下で聖廟
やワクフがいかに管理されていたかを確認し
ておこう。アフガーン政権君主アシュラフ
（在位 1725–29）のもとで作成されたサファ
ヴィー朝行政に関する史料『王侯の慣わし』
［Dastūr］は，国家の官職として 5つの聖廟の
管財人をあげている。1．マシュハドのレザー
廟，2．コムのマアスーメ廟，3．レイのアブ
ドゥルアズィーム廟，4．コムのサファヴィー
朝君主の墓廟，そして，5．アルダビールの
聖廟である［Dastūr: 8–12］。他のワクフ管
財人はこの史料では言及されず，ワクフ施設
としてこれらの廟をサファヴィー朝が特に重
視していたことを示している。シーア派を王
朝としてイラン高原に導入したサファヴィー 
朝が，第 8代イマームとその妹の廟を重視す
るのは当然であり，また，アブドゥルアズィー
ム廟はシーア派の聖地として長い歴史を持っ
ていた。これに対して，コムの君主の廟とア
ルダビールのサファヴィー家の祖廟は，王朝
とのかかわりで重視されたと考えられる。
さて，他の聖廟と異なって，アルダビール
については，聖廟も管財人も複数形で示され
ていることに注意したい。その説明は以下の
通りである。

ア ル ダ ビ ー ル の 聖 廟 の 管 財 人
（Mutavalliyān-i Āstānajāt-i Ardabīl）

はじめに
1．サファヴィー朝の聖廟・ワクフ管理
2．サフィー廟の管財人
　2.1 制度としての管財人

　2.2 管財人就任者
3．ワクフ財の旧部門と新部門
4．管財人の職務
おわりに

1）	 主なものとして，Ḥayātī，Afżal，Fihristなど。
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　彼の職務は，コムのサファヴィー朝の墓
廟の管財人について上述した通りである。
2名であり，一人は旧部門（qadīmī），も
う一人は新部門（jadīdī）［の担当］である。
この廟に関するすべての管理・監督は新部
門の管財人が行い，旧部門のワクフ財にも
関与した。
　彼らの収入の実際については記録がな
い。記憶のかぎりでは，彼らの通常の手当
（rusūm）は［年］700トマーンを超えな
かった［Dastūr: 12］。

ここで旧部門と新部門の 2名の管財人が任命
されていることがわかる。他の 4つの聖廟に
ついては，それぞれ 1名のみ管財人がおかれ
ており，サフィー廟だけが例外である。
しかし，これまでの研究によって，少なく
とも，マアスーメ廟とアブドゥルアズィーム
廟のワクフについては，新旧二つの部門が
あって，それぞれに管財人がおかれていたこ
とが知られている［Mudarrisī Ṭabāṭabāyī 
1976: I 242–49; Kondo 2015: 47–51］。とこ
ろが，この史料はサフィー廟以外については，
一人の管財人しか言及していない。それはな
ぜだろうか。
このことは，サファヴィー朝の全般的なワ
クフの扱いと関連している。『王侯の慣わし』
の宗務の頂点に立つサドル職の説明で，す
べてのワクフ財の監督（ratq va fatq-i kull-i 
mawqūfāt）は 2名のサドルの職務であると
述べつつ［Dastūr: 6］も，以下のような説明
を加えているのである。

ワクフ財の職員の任免は，［そのワクフが］

恩寵によるもの（tafvīżī）であるならば，
特定サドル（ṣadr-i khāṣṣa）2）と一般サド
ル（ṣadr-i ʿāmma）3）に委ねられる。もし，
［そのワクフが］法的（sharʿī）なもので
あるならば，どのシャリーア法官もサドル
も介入しない。その場合，法的にワクフ設
定者が定めた者なら誰でも，管財人や権限
を持つ者となり，管理を行う。これを変え
ることは預言者の聖法に反することである
［Dastūr: 8］。

すなわち，一般の個人がイスラーム法に則っ
て設定したワクフはここでは「法的な」もの
として説明され，君主によって設定された，
もしくは国家によって管理されたワクフと区
分されており，後者については，全面的にサ
ドルによって監督がなされる仕組みになって
いたのである。それを踏まえれば，コムやレ
イの例は，二人の管財人がいても，一人はワ
クフ設定者の定めた規定に基づく「法的な」
ワクフであり，この管財人の管理するワクフ
財は国家の直接の管理を受けなかったために
『王侯の慣わし』では言及されなかったので
ある。
ただし，「介入しない」とされてはいるも
のの，サドルは「法的な」ワクフについても，
裁定を下すことがあった。たとえば，1080
年ズー・アルヒッジャ月 /1670年 4–5月，
一般サドル，アブー・サーリフが発した裁
定（mithāl）4）は，アブドゥルアズィーム廟
の「法的な」ワクフであるはずの旧部門のワ
クフ財からの収入の分配に関するものであっ
た［Hidāyatī 1965–6: 99–100］。また，1118
年ラジャブ月 /1706年 10–11月に特定サド

2）	 特定サドルは，イスファハーン，ヤズド，マーザンダラーン等，ワジールが統治する直轄州のワク
フ財を管轄していた。また，「恩寵を与えられた部門（sarkār-i fayż-āthār）」のワクフの管理も特
定サドルの職務であった［Dastūr: 7–8］。

3）	 一般サドルは，ṣadr-i mamālik（諸州のサドル）とも呼ばれ，直轄州以外の総督や知事が統治する
州のワクフ財を管轄していた［Dastūr: 7–8］。なお，サドルのワクフ管理については Floorも言及
しているが，誤りが多いため利用には注意を要する［Floor 2000: 474–76］。

4）	 このタイプの文書についての最新の研究として，Bhaloo & Rezai 2019。ただし，付録にあるミサー
ルのリストはかなり不完全である。
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ル，ミールザー・ムハンマド・バーキルが発
した裁定は，マーザンダラーン地方の 3つの
聖廟について，以前の管財人が死去し，「法
的な」および「恩寵による」管財人が不在で
あるため，別の人物を任命するものである
［Dānishpazhūh 1966: 593–95］。サドルの介
入は，状況に応じて柔軟になされていたよう
にも見える。
一方，サドルのもとで財務を取り仕切るワ
クフ財財務官（mustawfī-i mawqūfāt）の職
掌については史料により，内容が微妙に異な
る。タフマースブ 2世時代に編纂された行
政便覧は，「帝国において，王が行ったもの
であろうと，他のものが行ったものであろう
とすべてのワクフ財に関する業務（dād va 
sitad）の管理はすべて彼が行う。これらの
ワクフ財から年金や俸給を受領する者への勅
令や命令書はすべて彼が作成する」と述べる
［Alqāb: 67］。これに対して，『王侯の慣わし』
は以下のように述べる。

彼の仕事は，帝国の直轄州5）・非直轄州のワ 
クフ財の大臣達，財務官達，管財人達，担当官 
達（mutaṣaddiyān），差配達（mubāshirīn） 
が自らの財務記録（muḥāsaba）のすべて
をワクフ財局（daftar-i mawqūfāt）に送っ
たものを検証し，支出のための文書を整え，
サドル達の命により，各聖廟（mazārāt-i 
sarkārāt）の精算書（mufāṣā-ḥisāb）と支
出指示書（ṭavāmīr-i nasaq）を作成し，そ
れぞれのワクフ財の管財人と差配に引き渡
して，その通りに運営（dād va sitad）さ
せる［Dastūr: 82］6）。

すべてのワクフ財というよりも聖廟を中心
に管理していたかのように見える。実際

に，17世紀のものと考えられるマーザンダ
ラーン地方の 83の聖廟（具体的にはイマー
ムの子孫のマザール 66とダルヴィーシュ
のタキヤ 17）の管財人とそのワクフ地の広
さ，収入ついてまとめた巻物が紹介されてい
る［Dānishpazhūh 1966］。サファヴィー朝
期にメッカ巡礼以上に，聖廟への参詣が強
調されたことを考えると［Arjomand 1984: 
165–66, 168–70］，サファヴィー朝のワクフ
管理が聖廟のそれを中心に行われていたとし
ても不思議はない。
明らかなことは，サフィー廟の場合，王朝
成立以前からサファヴィー家が管理していた
ため，通常であれば「法的な」ワクフとなる
べきところ，王朝成立後は国家管理となった
という特殊性があって，二人の管財人が行政
便覧において並立することにつながったとい
う点である。サファヴィー家の祖廟としての
性格を示していると言える。

2．サフィー廟の管財人

2.1 制度としての管財人
表 1はさまざまな史料をもとに，可能な
限りサフィー廟の管財人をまとめたものであ
る。就任時期がわからないもの，相互に矛盾
をきたしているものもあるが，すべて含め
て計 53名となる。リズヴィーが言及してい
るのが 11名［Rizvi 2000: 141–46］，アフマ
ディーらが表にしているのが 21名［Aḥmadī 
& Luṭfī 2009: 34–35］，ルトフィーのそれが
28名［Luṭfī 2016–7: 138–39］であるから，
これまでいかに不十分な材料で論じてきたか
が明らかとなる。たとえば，アフマディーら
はシャー・イスマーイール時代（1501–24）
の管財人として，ハーン・アフマド・ベグ

5）	 原文は khāṣṣa. 長谷部はこれを「ハーッセ地」と呼ぶが［長谷部 1990: 30–35］，行政上の区分と税
務上の区分には齟齬があるため，本稿では行政区分としての「ハーッサ」を直轄州と呼ぶ。ロエル
ボルンの国有州（domänenprovinzen）にあたる［Röhrborn 1960: 122–31］。

6）	 なお，テキストが酷似している別の行政便覧 Taẕkirat al-Mulūkでは，「聖廟」の語が落ちている
［Taẕkirat: 44］。
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（4）とスライマーン・ミールザー7）のみを挙
げ，ルトフィーはそれにハージャ・ラフィー
ウ・アッディーン（9）だけを加えているが，
表 1には 9名の管財人を挙げた8）。少なくと
も，この間，一人の人物が安定的に管財人を
務めていたわけではなく，数年で交代するの
が通例だったのである。
管財人の表をつくるにあたり，難しいの
は管財人の職位が複雑であることである。
法的には王朝成立後はサファヴィー朝君主
が法的には管財人であるはずである。しか
し，シャー・イスマーイールは自らの代理
（niyābat）にシャイフ・ナジム・アッディー
ン（2）を任命し，さらにナジム・アッディー
ンはその代理人（vikālat）として，ミール
ザー・アフマド（3）を任命したのである
［Ḥayātī: 89］。もっとも，ナジム・アッディー
ンは中央でも君主の代理にあたるヴァキー
ル職に就任しており［Ḥabīb 490, Savory 
1960: 94–95］，アルダビールの聖廟の諸事を
実際に扱うことができたとは考えにくい。ま
た，ハージャ・ハーン・アフマド（13）は，
『ハヤーティー史』では 935/1528–9年か
ら 1年間管財人を務めたことになっている
が［Ḥayātī: 89］，935年ラジャブ月 /1529年
3–4月の文書では，管財人の代理（vakīl）で
あったとされている［Fihrist: 74］。これに対
して，アブダール・ベグ・ザーヒディー（35）
は，1009/1600年の任命状で，独立の管財人
に任命すると書かれている［Silsilat: 222］。
しかし，1605–6年（巳年）の年代記の記述
では，当時管財人であったズー・アルフィ
カール・ハーン（34）の代理（nāʾib）であっ
たとある［Afżal III: 393］。しかし，後述す

るタフマースブ 2世の二つの勅令（いずれも
1137年ジュマーダー・アルアーヒラ月/1725
年 2–3月付）において，ムルタザークリー・
ベグ（52）が管財人の代理（niyābat）であ
ると述べられているが，この場合の管財人は
君主のタフマースブ 2世という論理である
［Fragner 1975b: 196, 200–01］。
サフィー廟の管財人が地方の知事・総督を
兼ねている例も見られる。カラーマーンルー
部の兄弟，ファルハード・ハーン（33）と
ズー・アルフィカール・ハーン（34）はアゼ
ルバイジャン州総督との兼任について記述が
ある［ʿĀlam-ārā: 454, Afżal III: 113］。ただ
し，当時最も有力な将軍たちで，各地を転戦
していたことから［Reid 1984: 203–04］，上
述のように，実務はさらに代理を任命してい
たと考えられる。アルダビール知事との兼任
が確認できるのはサーム・ミールザー（22），
ムサイヤブ・ハーン（30），カルブアリー・
ベグ（40），ナザルアリー・ベグ（41）であ
る。また，アミール・アシュラフ（19）の
戌年（1538年）の管財人への任命状ではア
ルダビール地方の住民は彼をこの地方の「独
立の管財人であり，知事であり，ダールーガ
であることを知れ」とあり［Ev-oghlī: 233］，
やはり兼任であったことがわかる。一方，ア
ブダール・ベグ（35）の場合は，管財人に
加えて，1607–8年，アルダビールが直轄州
となった際にこれを管理するダールーガに任
命されている［Afżal III: 456–57］9）。ただし，
こうした兼任は，ロエルボルンが述べるほど
［Röhrborn 1966: 72］頻繁ではなかったこ
とも，表 1からは明らかである。
明白なことは，制度的にもサフィー廟の管

7）	 スライマーン・ミールザーはシャー・イスマーイールの弟であるが，彼がサフィー廟の管財人で
あったという史料はない。アフマディーやルトフィーが引く史料は，スライマーンがアルダビール
にいたこと，反乱を起こした際に廟の財宝庫を開けて，金銀の製品を奪ったと述べるもので，管財
権の所在についての言及はない［ʿĀlam-ārā-yi Ṣafavī: 427］。

8）	 新たな情報は主に『ハヤーティー史』によるが，すでに校訂者ゲレグルーにまとめられている。彼
はタフマースブ時代まで計 16名の名前をあげている［Ghereghlu 2018: xvii］。

9）	 この直轄州化については，長谷部も Röhrbornも触れていない［Röhrborn 1966: 118–22; 長谷部
1990: 32–34］。
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表 1　サファヴィー朝期サフィー廟の管財人

年代 管財人 任命者 詳細 典拠
1 1494 Shāh Ismāʿīl* Sulṭān ʿAlīの後任 Ḥayātī 89
2 1500–1以降 Shaykh Najm al-Dīn Gīlānī Shāh Ismāʿīl niyābat. 1509–10年没 Ḥayātī 89
3 Mīrzā Aḥmad Daylamī Shaykh Najm al-Dīn 

Gīlānī
vikālat. 人物詳細不明。 Ḥayātī 89

4 1503 Khān Aḥmad Beg Ṣafavī* 詳細不明 Silsilat 133;  
ʿAbdī II 158

5 Khalaf Beg (Ṭālish) Shāh Ismāʿīl Khalīfat al-khulafā
1514年没

Ḥayātī 89

6 Khvāja Ḥasan Beg Ṣafavī* Shāh Ismāʿīl Khvāja Jān Mīrzā b. Shaykh 
Ibrāhīmの子

Ḥayātī 89;  
Silsilat 133

7 Zayn al-ʿĀbidīn Ṣafavī* Shāh Ismāʿīl 1512年没 Ḥayātī 89;  
Khulāṣat 123

8 Mīrzā Muḥammad Ṭālish Shāh Ismāʿīl Ardabīl付近の勢力 Ḥayātī 89;  
Ḥabīb 448

9 Khvāja Rafīʿ al-Dīn 
Muḥammad

Shāh Ismāʿīl 1506–11年の文書に登場 Fihrist 72–73

10 1524 Khvāja Ḥasan Beg Ṣafavī* Shāh Ṭahmāsb 再任 Ḥayātī 89
11 Ācha Sulṭān Qājār Shāh Ṭahmāsb 2年間 Ḥayātī 89
12 Naẓar Āqā Khāzin Shāh Ṭahmāsb 宦官？ Ḥayātī 89;  

Khuld I 577
13 1528–9 Khvāja Khān Aḥmad Beg 

Ṣafavī*
Shāh Ṭahmāsb Maʿṣūm Khānの父

1年間 Vakīl-i Mutavallī
Ḥayātī 89;  
Silsilat 140;  
Fihrist 74

14 1529–30 Ibrāhīm Beg Qaṣṣāb-uglī Shāh Ṭahmāsb 詳細不明 Ḥayātī 89
15 1530–1 Khvāja Khān Aḥmad Beg 

Ṣafavī*
Shāh Ṭahmāsb 再任　2年間 Ḥayātī 89

16 1532–3 Ḥamza Sulṭān Amāsiyalū Shāh Ṭahmāsb 1年　詳細不明 Ḥayātī 89–90
17 1533–4 Ḥaydar Qulī Beg Shāh Ṭahmāsb 3年　詳細不明 Ḥayātī 90
18 1540以前？ Mīr Ibrāhīm Iṣfahānī Shāh Ṭahmāsb 詳細不明 Ṭahmāsb 43;  

Silsilat 97
19 1536 Amīr Ashraf Awḥadī Shāh Ṭahmāsb アゼルバイジャンの有力者 8年。

他の管財人たちの見本　1544–5
年没　戌年（1538）の任命状

Ḥayātī 90;  
ʿAbdī I 13a;  
Afżal II 262–63;  
Ev-oghli 232–33

20 1543 ʿAlī Beg Takkalū Shāh Ṭahmāsb Ḥayātīでは，1545–6年就任。 ʿAbdī I 52b;  
Fihrist 76–77;  
Ḥayātī 90

21 1543 Maʿṣūm Beg Ṣafavī* Shāh Ṭahmāsb Shaykhāvand Ḥayātī 90;  
Afżal II; Martin

22 1549 Sām Mīrzā* Shāh Ṭahmāsb 王弟。Ardabīl知事兼任
12年間

Khulāṣat 550

23 1563–4 Sulṭān Ibrāhīm Mīrzā* Shāh Ṭahmāsb 任命されるも赴任せず。 Khulāṣat 440
24 1565？ Sayyid Khān Aḥmad Beg* 

Ṣafavī
Shāh Ṭahmāsb Khvāja Ḥasan Begの子？ Fragner I 186;  

Fihrist 79, 154, 
172

25 1567–8 Ẓahīr al-Dīn Ibrāhīm 
Ṣafavī*

Shāh Ṭahmāsb ʿAbdī版の編纂
1569年の取引

ʿAbdī I 8a, 60a

26 1576以前 Abū al-Valī Injūʾī Shīrāzī Shāh Ṭahmāsb サイイド Khulāṣat 664
ʿĀlam-ārā 148

27 Shaykh Shāh Beg* Khvāja Ḥasan Begの子 ; Khān 
Aḥmad Begの弟

Silsilat 133

28 1576 Ibrāhīm Khān Ṣafavī* 取引記録　詳細不明 Fihrist 155
29 1577 Abū al-Valī Injūʾī Shīrāzī Muḥammad 

Khudābanda
再任。1580年，軍の Shaykh al-
Islāmに就任

Khulāṣat 664;  
ʿĀlamārā 148

30 1586 Musayyab Khān Takkalū Muḥammad 
Khudābanda

Ardabīl知事兼任。 Khulāṣat 828

31 1591 Mīrzā Ismaʿīl b. Mīr ʿAbd 
al-Valī

Shāh ʿAbbās サイイド Afżal III 94, 107
Silsilat 110
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財人職には，後述する新旧部門のことも含め
て，かなりのゆらぎがあることである。アル
ダビールはカズヴィーン遷都以降，サファ
ヴィー朝の中央とは距離的に離れてしまい，
対オスマン戦争に巻き込まれ易い場所にあっ
た。このため，行政との関係は政治情勢にも

左右される傾向があったのである。

2.2 管財人就任者
53名の管財人就任者リストから一言で傾
向を述べるのは難しい。ここでは，いくつか
のグループに分けて検討する。

年代 管財人 任命者 詳細 典拠
32 Amīr Ṣadr al-Dīn 

Muḥammad
1591–2年の取引記録あり Abdī III 104, 

106, 187
33 1592–3 Farhād Khān Qarāmānlū Shāh ʿAbbās Āẕarbāyjān総督兼任

1598年死去
ʿĀlamārā 454

34 1592–3 Ẕū al-Fiqār Khān 
Qarāmānlū

Shāh ʿAbbās Āẕarbāyjān総督兼任 1603年
Ardabīl知事兼任　前任者の弟

ʿĀlamārā 638;  
Afżal III 113;  
Ṣafarī 2: 228–9

35 1600 Abdāl Beg Ṭālish Zāhidī Shāh ʿAbbās/  
Ẕū al-Fiqār Khān

1600年の任命状
知事のNā’ib
Mutavallī-i qadīmī

Afżal III 393, 
456, 664;  
Silsilat 218–33;  
Fihrist 81

36 1605–6 ʿAbbās ʿAlī Sulṭān Shāmlū Shāh ʿAbbās Mutavallī-i jadīdī Afżal III 393
37 1616 Shaykh Sharīf Beg Ṭālish 

Zāhidī
Shāh ʿAbbās Mutavallī-i qadīm

Ṣipāhānī版の編纂
1632年失脚

Afżal III 700
Jahānārā 
246–47

38 1624 Qurbān ʿAlī Beg Shāmlū Shāh ʿAbbās Mutavallī-i jadīdī Afẓal III 923
39 1633 Sayyid Aḥmad Husaynī Shāh Ṣafī 詳細不明 Fihrist 84
40 1636–7 Kalb ʿAlī Beg Qājār Shāh Ṣafī Ardabīl知事兼任 Khuld II 241;  

Fihrist 112
41 1638–9 Naẓar ʿAlī Beg Ẕū al-Qadr Shāh Ṣafī Ardabīl知事兼任 Shāh Ṣafī 163;  

Jahānārā 288;  
Khuld II 283

42 1642 Ilāhī Beg 詳細不明 ʿAbdī II 199
43 1656–7 Murtażā Qulī Khān Bījarlū 

Shāmlū
Shāh ʿAbbās II 元 qorchī-bāshī

1668年でも在職
Khuld II 577;  
Jahānārā 612;  
Fihrist 86

44 1663–4 Bāyazīd Beg Shāh ʿAbbās II 詳細不明 Naṣrābādī 699
45 Mawlānā Muḥammad 

ʿĀbid
Shāh ʿAbbās II Ardabīlの Shaykh al-Islāmī家 Afshār 185

46 1674 Muḥamamd Muʾmin Beg Shāh Sulaymān 詳細不明 Fihrist 172;  
Fragner I 190

47 Mīr Ibrāhīm* Shaykh ʿAbd al-Raḥmānの子
孫

Silsilat 97

48 Ḥājjī Sayyed Maʿṣūm 
Begā*

Shaykh Bāyāzīd b. Shaykh 
Ibrāhīmの子孫
Sarkār-i jadīdī

Silsilat 132
ʿAbdī II 105

49 1706–7 Ibn Murtażā Qulī Khān 
Shāmlū

Shāh Sulṭān Ḥusayn Ṣafvat 202

50 1714 Muḥammad Ḥusayn Beg Shāh Sulṭān Ḥusayn Sarkār-i jadīdī Fragner I 192;  
Fihrist 166

51 1724 ʿAlī Qulī Beg Ṣafavī* Shāh Ṭahmāsb II Jadīd-i sarkār Fragner II 183;  
Fihrist 172

52 1725 Murtażā Qulī Beg Ṣafavī* Shāh Ṭahmāsb II Niyābat-i tawliyat-i qadīm va 
jadīd

Fragner II 196, 
200-01;  
Fihrist 166

53 1732 Muḥammad Ṣafī Ṣafavī* Mutavallī-i sarkār-i jadīdī Barati

Afshār=Afshār 1967, Barati=Barati 2020, Fragner I=Fragner 1975a, Fragner II=Fragner 1975b, Barati=Barati 2020, 
Martin=Martin 1965, Ṣafarī=Ṣafarī 1380Kh
*: Ṣafavī家出身者

表 1　続き
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2.2.1 サファヴィー家／シャイハーヴァンド家
聖廟に埋葬されている聖者の子孫が代々管
財人を務めるのは，しばしば見られる現象で
ある。サフィー廟の場合，子孫は傍流のシャ
イハーヴァンド家を含むサファヴィー家とな
る。表 1で *印をつけたものがこれに属する
ことを示すが，全部で 19名であり，全体の
約 36パーセントで，意外に少ない。もっと
も，由来名がわからないもののなかにも，サ
ファヴィー家のものが含まれている可能性は
ある。
図 1はこれらのうち，続柄がわかるものを
まとめた系図であり，数字が表 1に対応して
いる。王家そのものよりもサファヴィー家／
シャイハーヴァンド家から広く管財人が出て
いる。シャイハーヴァンド家では宰相も務め
たマアスーム・ベグ（21）が有名であるが
［羽田 1987: 40–42］，彼とは異なるジュナイ
ド系ではない家系からも，管財人になるもの
が現れており，中央で彼らが失脚したのち
も10）その状況は変わらない。
預言者の子孫サイイドとされたシャイハー
ヴァンド家はアルダビールに居住していた

［ʿĀlam-ārā: 100］。1635年の日付を持つ史料
によれば，免税特権を持ち，税収からの手当
（suyūrghāl）を持つシャイハーヴァンド家
などのスーフィー 600名が，アゼルバイジャ
ンにいたという［Afżal III: 1004］11）。シャー・
アッバースがアルダビールを訪れた際には，
管財人などサフィー廟の関係者に対するのと
同様に，シャイハーヴァンド家の者達に謁
見の機会を与えた［Afżal III: 107, 125, 442, 
572, 596, 922］。アッバースは以下のように
も述べたという「アルダビールはこの王朝の
灯火の礎であり，ここでは大仰なことはしな
い。シャイハーヴァンド家は自分の親族であ
り，アルダビールの人たちは同郷者である」。
このとき，終日，アルダビールで最も立派な
庭園である，シャイハーヴァンド家のバーヤ
ンドゥル・ハーンの庭園で過ごし，朝から
夜まで酒宴を続けたという［Afżal III: 517］。
このようなシャイハーヴァンド家の特別な地
位が，彼らが聖廟の管財人を輩出する理由
だったのである。
2.2.2 ターリシュ，カラーマーンルー
イラン系のターリシュはもともとアルダ

10）	 具体的には，コルチバシであったイーサー・ハーンの 1632年の処刑を指す。
11）	 Ghereghlouの翻刻本は財務数字については誤りも多いため，写本でも確認した。

図 1　サファヴィー家／シャイハーヴァンド家系図
Silsilatに基づく
（）内の数字は表 1の管財人に対応
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ビール周辺に居住する集団であり［Astarian 
& Borjian 2005: 44］，ある史料はシャイフ・
サフィーやサドル・アッディーン，ハイダル
と歴代のサファヴィー教団長に従っていたと
する［Āmīnī: 259, 268, 274］。トルコ系のカ
ラーマーンルーは 15世紀初めにはアラス川
以北のバルダア，ガンジャ付近に定着してい
た［Woods 1999: 196］。シャー・イスマー
イールが即位前にギーラーン地方ラーヒー
ジャーンで亡命生活を送ったとき，彼に付き
従っていたいわゆる「ラーヒージャーンの
スーフィー達」のなかに，ターリシュが 1名，
カラーマーンルーが 2名含まれていた［羽田
1978: 41; Aubin 1984: 7–8］。表 1のハラフ・
ベグ（5）は，この中の大ハリーファ（khalīfat 
al-khulafāʾ）として知られるターリシュ出
身のハーディム・ベグのことを指す。ファ
ルハード・ハーン（33）とズー・アルフィ
カール・ハーン（34）は，このカラーマー
ンルー出身のスーフィー達の一人バイラー
ム・ベグの孫にあたる。この二人は軍人とし
ても栄達を遂げ，アゼルバイジャン総督やア
ルダビール知事を務めた。ターリシュ出身
のミールザー・ムハンマド（8）はイスマー
イールがラーヒージャーンを出発した後，彼
を匿い，キジルバシュに先んじて彼に仕えた
［Ḥayātī: 225–26; Aḥsan: 42–43］。同じくター
リシュ出身のアブダール・ベグ（35）とそ
の弟シャイフ・シャリーフ・ベグ（37）12）は
シャイフ・サフィーの師，シャイフ・ザーヒ
ド・ギーラーニーの子孫でもある［Silsilat: 
222, 234］。
政治史的にはサファヴィー家に古くから仕
えた譜代集団はキジルバシュの台頭により，
力を失った。しかし，サフィー廟の管財人に
はスーフィーと繋がりのある古くからの縁者
が名を連ねていることが興味深い。ファズ

リーは，アルダビール，ターリシュ，カラー
チェダーグ，アルシャク，モガーンの税収に
よる手当を持つ 1500名のスーフィー達に言
及しており［Afżal III: 1004］，彼らの存在が
管財人の任命に影響を与えた可能性もある。
なお，1632年，コルチバシであったシャ
リーフ・ベグの子チェラーグ・ハーン13）の
処刑に伴い，シャリーフ・ベグも捕られ
て財産を没収された［Khuld II: 118–19; 
Jahānārā: 249］。その後，ターリシュやカ 
ラーマーンルーの管財人を見いだすことはで
きない。
2.2.3 キジルバシュ
キジルバシュ出身の管財人も散見される。
アーチャ・スルターン（11），アリー・ベグ
（20），ムサイヤブ・ハーン（30），アッバー
スアリー・スルターン（36），クルバーンア
リー・ベグ（38），カルブアリー・ベグ（40），
ナザルアリーベグ（41），ムルタザークリー・
ベグ（43）およびその息子（49）である。
彼らの任命の背景には，治安上の問題のほか，
罪を逃れるためにサフィー廟に逃げ込む事例
があるなど［ʿĀlam-ārā: 199, 260; Khulāṣat: 
708］，キジルバシュにとってこの廟が信仰
の対象であったことと関係があるのだろう。
アッバース時代の新部門の管財人 2名がキジ 
ルバシュであり，また，シャリーフ・ベグ以
後，キジルバシュの管財人が 3代続く。ム
ルタザークリー・ベクはその前にコルチバシ
職を務めた有力者であった。少なくとも，マ
シュハドのレザー廟，コムのマアスーメ廟，
レイのアブドゥルアズィーム廟にはサファ
ヴィー朝期にキジルバシュの管財人がいた形
跡はないのと対照的である［Sawhāniyān-i 
Ḥaqīqī & Naqdī 2019–20: 51–52; Mudarrisī 
Ṭabāṭabāyī 1976: I 198–201, 242–47; Kon-
do 2015: 57, 62］。

12）	 Rizviはシャイフ・シャリーフ・ベグを単にアブダール・ベグの親族とする［Rizvi 2000: 146］。
13）	 Melvilleはチェラーグ・ハーンがサフィー廟の管財人であったとするが，息子である彼が管財人

である父に君主より下賜された布を届ける記述で，史料の誤読である［Melville 2020: 132; Afżal: 
964］。



206 アジア・アフリカ言語文化研究 別冊 1

2.2.4 サイイド，ウラマー
アルジョマンドはコムとアルダビールの管
財人を彼の言うところの「聖職者名士（cleri-
cal notables）」，すなわち，もともとスンナ
派であったがサファヴィー朝成立後にシー
ア派に改宗して，法官や宗教関係の官職に
就いた名士たちが占めたとする［Arjomand 
1984: 124］。表 1が示すように，実際はアル
ジョマンドの定義にあうサイイドやウラマー
は極めて少ない。典型的な例としては，ミー
ル・アブルヴァリー（26）（29）とその息子
イスマーイール（31）が挙げられる。彼の
家系はシーラーズのサイイドの名家で 963–4
年にメッカから移住してきた人物の子孫で，
大規模なワクフの管財人となっていた［Fārs-
nāma: 948–50］。最初はレザー廟の管財人，
そのあとガーザーン・ハーンのワクフの管財
人を務めたのち，タフマースブ時代の末にサ
フィー廟の管財人となり，ムハンマド・フ
ダーバンダからも再度任命された［Khulāṣat: 
664; ʿĀlam-ārā: 148］。その後，軍のシャイフ・
アルイスラーム，軍のカーディーと地位を上
げ，アッバース時代は 20年に亘って宗務部
門の長であるサドル職を務めた［Khulāsat: 
997–98; ʿĀlam-ārā: 1089］。
しかし，それ以外にサファヴィー家出身者
を除いて，サイイドやウラマーであった可
能性があるのは，ミール・イブラーヒーム
（18），アミール・アシュラフ（19），マウラー
ナー・ムハンマドアービド（45）くらいであ
る。他の廟の管財人のほとんどがサイイドや
ウラマーであることを考えれば，大きな特徴
である。

以上のようにサフィー廟の管財人には他
の聖廟とは異なる特徴があることがわかっ

た。サファヴィー家／シャイハーヴァンド
家，ターリシュやカラーマーンルー，キジル
バシュの管財人が見られる一方，ウラマーや
サイイドの出身者の数は少なかった。ただし，
廟のワクフの制度面では，もう一つの重要な
点，旧部門と新部門について検討する必要が
ある。

3．ワクフ財の旧部門と新部門

第 1章で見たサフィー廟の旧部門と新部
門の起源はどこにあるのであろうか。フラグ
ナーはコムの例を引きつつ，いつアルダビー
ルについて部門が分かれたのか不明であると
する［Fragner 1975a: 214］。管見の限り，最
も古い史料の記述はファズリーが，1596年，
シャー・アッバースの父ムハンマド・フダー
バンダの埋葬について述べた部分である。こ
のとき，先帝の遺体を運んだアッバースア
リー・スルターン・シャームルー（36）に対
して，アルダビールにある偉大なる帝王達の
墓廟と新しいワクフ財（mawqūfāt-i jadīdī）
の管理権を与えたという［Afżal III: 209］。
別の箇所でファズリーはこのことを「シャイ
フ・サフィー廟の新部門の管理権（tawliyat-
i jadīdī-i Āstāna-ʾi Shaykh Ṣafī）をアッバー
スアリー・スルターンに委ねたこと」と言
い換えている［Afżal III: 14］。それ以前に
シャー・アッバースがアルダビールを訪問
した際の記述でも，ズー・アルフィカール・
ハーン（34）やミールザー・イスマーイー
ル（31）との面会は記録されているものの，
新部門の管財人については全く言及がない 
［Afżal III: 107, 125, 208］。これが初めて新部門 
の管財人をおいた事例と考えてよいだろう14）。
それでは，彼が管理していたワクフ財はど

14）	 Melvilleはこの事例を引いているが，その意味を十分に理解していない。また，ʿAbbās ʿAlī 
Sulṭānをシャイフ・サフィーの父の廟があるアルダビール近郊 Kalkhurānの管財人であったと
するが，史料は単に造営事業を担当しただけのように読める［Melville 2020: 116, 132, 134 n.39; 
Afżal III: 393］。Kalkhurān村自体は廟の不動産目録に載っているので，サフィー廟とは別の管財
人がいたとは考えにくい［ʿAbdī I: 63a–65a］。
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のようなものであったのであろうか。史料に
明示されているのは，アラス川の北にあるバ
イラカン Baylaqānの事例である。シャー・
アッバースの命により，幅 50ザルウ（≒50 
m），深さ 2ザルウ（≒2 m），長さ 4ファル
サング（≒24 km）の水路がアラス川からバ
イラカンまで引かれた。工事にはカラバーグ
地方の部族民が動員された。完成後はこの水
を利用して 100畝の水田と 1000の桑園が作
られ，住民が集められたという。1605年，シー
ルヴァーン遠征ののちに，この地に立ち寄っ
たアッバースは，住民への税を免除し，収益
の 3分の 1を農民に与え，3分の 2を自らの
ものとして取った。そして，バイラカンが復
興したのちに，その（自らの分の）収益をサ
フィー廟のワクフとし，新部門の管財人であ
るアッバースアリー・スルターンに委ね，毎
日 120マン（≒360 kg）の米を炊いて，貧者
や善人に与えるよう定めた［Afżal III: 433］。
この経緯を見る限り，新部門とはアッバース
によって設定される新たなワクフであると考
えられる。
アッバースによるワクフの詳細な記述は，
ファズリーの未年 /1607–8年の項にある
［Afżal III: 468–71］。驚くべきことに，ファ
ズリーはチャハールダフ・マアスーム（預言
者ムハンマド，その娘ファーティマと 12イ
マームの 14名を指す）に対するワクフと一
体のものとして説明している。アッバースの
チャハールダフ・マアスームのワクフにつ
いてはすでにマクチェスニーの研究があり
［McChesney 1981: 170–78］，1013/1604–5
年の日付を持つワクフ設定文書のテキスト
も公刊されている［Qiṣaṣ: 188–92; Sutūda 
2005］が15），主にシーア派信徒でフサインや
ファーティマの子孫であるサイイド達のため

のものである。このワクフ証書のなかでアル
ダビールについては，金の器や首飾り，大小
の絨毯をサフィー廟に寄進したことのみが書
かれている［Qiṣaṣ: 194］。他の史料でも，さ
まざまな陶器をサフィー廟に寄贈した記録
［ʿAbbāsī: 563–64］やペルシア語の図書をこ
の廟に寄贈した記述［ʿĀlam-ārā: 761］など
がある。しかし，サフィー廟に対してシャー・
アッバースが本格的にワクフを設定した記録
は知られていなかったのである。
ファズリーの記録によればワクフ財は，ア
ゼルバイジャンのワクフ財とベイラカンおよ
びハーニ・アーリヒーKhān-i Ārikhīからの
収入であった［Afżal III: 469; Melville 2020: 
125］。このハーニ・アーリヒーもカラバー
グ地方，バイラカン付近にあった［Afżal III: 
661］16）。同時に設定されたチャハールダフ・
マアスームのワクフ財が，イスファハーンや
カーシャーンなどイラン高原中央部に分布し
ていることを考えれば，ワクフ財とその対象
を地方ごとに分けたと見ることができる。
ワクフ収入の用途としては，前述の毎日

120マンの米の食事の貧者への提供のほか，
旧部門の予算に入っていない 1200名の廟関
係者への服飾費と食費の提供，男女 40人ず
つの孤児のための教師，孤児一人あたり一日
20ディーナールの文房具・書籍代，毎年，3
着の衣服の提供，教室への毎日 12マンの米
の食事提供，毎週金曜日の孤児の入浴，散
髪，衣服の洗濯，教師への現金，穀物，食事
の提供が挙げられている。孤児達が成人する
と，能力があればサフィー廟の諸部門で働い
て，俸給を得ることになり，本人が望まなけ
れば解放された。母親がいる子供には通いで
通学することも認められ，孤児の女性が結婚
する場合には 3トマーンの支度金が新郎に

15）	 後者は前半だけで終わっているが，前者で欠落している語が含まれている。McChesnyは Qiṣasの
テキストを Sepantāが翻刻したものを用いているが，このテキストの質は低い。チャハールダフ・
マアスームのワクフの管理については近藤 2007: 15–16も参照。

16）	 Melvilleは『アッバース史』を引用しつつ，ハーニ・アーリヒーをバイラカンの別名とするが，史
料の記述はそうは読めない［Melville 2020: 135 n.51; ʿAbbāsī: 494］。
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与えられることになっていた。さらに，修道
場（tawḥīd-khāna）に対して，毎日 30マン
の米，20マンの小麦が肉とともに提供され，
50マンの葡萄シロップ，50マンの砂糖菓子
用の油，100マンのパン用の粉とともに，スー
フィー達に供された［Afżal III: 469–70］。
これがアッバースによるワクフの概要であ
るが，メルヴィルが指摘するように，バイラ
カンの復興そのものがティムールの過去の事
業の再現であるという側面があり［Melville 
2020: 117–18］，ファズリーの記述でも「ティ
ムールのワクフ財」17）とアッバースのそれと
を一体のものとして捉えているようである
［Afżal III: 470］。これがまさに新部門のワク
フと考えられる。さらに，上述のワクフの記
述で旧部門のワクフを補うかたちで，新部門
のワクフが設定されている部分もあることが
わかる。
なお，現状では，直接的にこの新部門のワ
クフ財の全容を知る手段はない。サフィー廟
の二つの不動産目録も，廟に残され伝世して
いる証書類も基本的に旧部門のワクフに関
するものだからである18）。中央管理であった
チャハールダフ・マアスームのワクフに準ず
るものと考えれば，さまざまな文書類も中央
で管理されていた可能性が高い。
アッバースは，アッバースアリー・スル
ターンのあと，1624年にクルバーンアリー・
ベグ（38）を管財人に任命した。しかし，アッ
バースのアルダビール訪問の記事を見るかぎ
り，彼らが『王侯の慣わし』の述べるような
旧部門の管財人に優越する立場にあったとは
言えない［Afżal III: 572, 664, 922–23］。また，
サフィー期以降は，新部門の管財人の情報が
少ないが，たとえば，元コルチバシであった

ムルタザークリー・ハーン（43）以上に権力
のあった新部門の管財人がいたとは考えにく
い。『王侯の慣わし』の示すような新部門管
財人の優越的な地位は，かなり後の時代のこ
とを示しているのであろう。
なお，これとは別に，イスマーイール，
タフマースブら君主や皇子たちの墓廟はサ
フィー廟構内にあったが，別のワクフが設定
されており，アッバース時代にはスルターン
ハリール・ミールザーが管財人を務めていた
［Afżal III: 470, 518］。別の史料にも，これよ
りあとの時期と考えられるが，イスマーイー
ルの墓廟の管財人として，ハーン・ザマー
ン・ミールザーなる人物の名前があがってい
る［Silsilat: 133］。いずれもサファヴィー家
の出身であった。アッバース時代において，
サフィー廟に関しては不動産のワクフ財を管
理する 3名の管財人がおり19），アブディー・
ベグとスィハファーニーによる廟の不動産目
録は，そのうちの一人，旧部門の管理人が管
理するものだけに関係していたのである。

4．管財人の職務

ここまで，サフィー廟の管財人について，
制度や就任者について述べてきたが，実際に
管財人はどのような職務を果たしていたのだ
ろうか。それを多少ともうかがわせる記述が，
1009/1600年のシャイフ・アブダール（35）
に対する任命状にあるので紹介しよう。
・聖廟にすべての取引は彼の意見によって
行われなければならない。彼に知らせずに
取引を行ってはならない。
・すべての支払割付書（barāt）や条件書
（sharṭ-nāma）は彼の印があるかぎり有効

17）	 このMawqūfāt-i Tīmūrīが何を指すのかは議論の余地がある。少なくとも同時代の記録にはティ
ムールがバイラカンをワクフとしたという記述はない［Ẓafarnāma: 1218–20, 1225–27］。

18）	 ただし，アブドゥルアズィーズ廟の場合のように，旧部門・新部門の区別がなくなった 18世紀以
降のワクフ財リストからある程度再現できる可能性は残されている。

19）	 なお，不動産以外では，ファズリーは，別にワクフとされた図書の管財人として，Mīrzā ʿAbd al-
Muʾminなる人物の名前も挙げている。彼の一族はティムールの時代から代々ワクフ財の図書を管
理してきたという［Afżal III: 460］。
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である。年金（vaẓāyif）や俸給（mavājib），
手当（marsūmāt）の支払いは彼の手形

（ḥavāla）や支払割付書で支払われる。
・聖廟の財務官（mustawfī）は，彼の
指示書（raqam）によって，年金や俸
給，手当の支払割付書を発行する。日録
（rūznāmajāt）や手間賃（ujra）の手形
（tamassukāt）は，彼の印と添書がない限
り無効である。
・聖廟の管理官達（mushrif）は，毎日，
賽物（naẕr）の日録に彼の印を受ける。
・アルダビール知事は決して聖廟の重要事
に介入してはならない。聖廟にかかわる臣
民の間で争いが起きた場合には，聖廟の管
財人と監督人（nāẓir）がウラマーと法官
の同席のもと尋問し，解決する。
・聖廟の監督人で宴席食事係のアリー・ベ
グは，管財人の監督のもとに食事の提供を
行い，管財人がこれを吟味して，毎日，日
録にその印を押し，聖廟の財務官が管財人
と監督人の印を受けて，財務上の処理を
する。
・管財人は聖廟での勤めと秩序維持に全力
を尽くし，聖廟の諸費用の管理と収入，取
り分，前払いの決定に努めなければなら
ない。
・聖廟に関する諸事のための努力と義務へ
の取組を陛下にご覧に入れ，官衙によっ
て作成された聖廟の支出指示書と予算書
（dastūr al-ʿamal）のすべての項目を遵守
し，ワクフ設定者達の指示や条件に反して
はならない［Silsilat: 223–24］20）。

財務上の手続きには必ず管財人の印が必要で
あったこと，聖廟内の事件については裁判権
も有していたことがわかる。また，食事の提
供の監督があえて挙げてあることには，この
ことがこの聖廟の重要な機能の一つであった
ことを示すのかもしれない。財務上の用語は，
国家の財政で用いられているものと同様であ

り，同様の技術が用いられていたと考えら
れる。
一方，『サファヴィー家系譜集』はシャイ
フ・アブダールの 18の事績を挙げている。
そのうち最初の 5が聖廟そのものの建物の修
理や建設，次の 4つが店舗や小庭園，商館な
どワクフ財となるアルダビール市内の建物の
建設，残りの 9がワクフ財である農地や村落
の改修や改良である。どのような事績が優れ
た管財人のそれとなるのかをも示していると
言えるだろう。

おわりに

本稿が明らかにしたのは，サフィー廟の
財務管理の中核を担った管財人をめぐる制
度と実際の就任者の性格であった。管財人
は，時期によって，知事やダールーガなどの
行政官との兼任があり，あるいは代理が実務
にあたるなど，必ずしも一貫したものではな
かった。管財人には，サファヴィー家／シャ
イハーヴァンド家の出身者，ターリシュやカ
ラーマーンルー，キジルバシュなど，古くか
らサファヴィー家にゆかりのある人物が任命
された一方，他の聖廟で主流である一般のサ
イイドやウラマーは，ほとんど見ることがで
きなかった。サファヴィー朝下で同様に重要
であったシーア派系の聖廟，すなわちレザー
廟やマアスーメ廟，アブドゥルアズィーム廟
は，基本的にサイイドやウラマーに管理され
ていたのであり，その様相は大きく異なって
いる。
ワクフの新部門と旧部門の起源や実態につ
いても，新たな知見が得られた。新部門は
シャー・アッバースによって設定されたもの
を起源としており，チャハールダフ・マア
スームのワクフと同時に行われたものであっ
た。チャハールダフ・マアスームのワクフが
イラン高原中央部のワクフ財に基づいていた

20）	 この部分は，Luṭfīにも参照されているが，ごく簡単にまとめている［Luṭfī 2016–7: 137］。
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のに対し，サフィー廟に対する新たなワクフ
はアゼルバイジャンやその周辺のワクフ財に
基づいていた。新部門のワクフ財は，チャハー
ルダフ・マアスームのワクフ同様，中央で管
理されたと考えられる。このため，サフィー
廟に残る文書群にも廟の不動産目録にもこの
新部門のワクフ財についての記述はあまり
残っていないのである。廟の不動産目録はあ
くまで旧部門のワクフ財にかかわるものであ
り，サフィー廟のワクフすべてにかかわるも
のではないことに注意する必要がある。
サフィー廟と他の聖廟との相違は，巨視的
に見るならば，サファヴィー朝の母体となっ
た神秘主義とサファヴィー朝が政策的に導入
した 12イマーム・シーア派のそれぞれの拠
点の相違とみることもできるだろう。1635
年時点で，依然 1500名のスーフィーがいた
アゼルバイジャン周辺とイラン高原中央部
とは信仰のあり方も異なったと考えられる。
アッバースが同時に設定した二つのワクフは
それぞれの信仰に合わせて行われたのであ
り，いわばサファヴィー朝の二つの顔を象徴
する事業であったと言えるだろう。
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聖都アルダビールとサファヴィー朝下のサフィー廟
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The Holy City of Ardabil and the Shrine of Shaykh Ṣafī al-Dīn  
under the Safavids

MORIKAWA, Tomoko

This paper examines the development of the holy city of Ardabil, where the 
mausoleum of Shaykh Ṣafī al-Dīn (d. 1334), the founder of the Sufi order of 
Safaviyya and the ancestor of the Safavid Empire (1501–1736), is located, 
using two shrine-related Persian documents (ṣarīḥ al-milks and Tārīkh-i Ḥayātī);  
a drawing and descriptions by Adam Olearius, who visited the site in 1637; 
and European travelogues of the sixteenth and seventeenth centuries.

A quantitative analysis of the endowments in the Catalogue of the Safi 
Shrine Properties (ʿAbdī Beg’s Ṣarīḥ al-Milk) shows that land purchases and 
endowments were concentrated during the reigns of the second master of 
the Safaviyya Order, Shaykh Ṣadr al-Dīn (d. 1391), and the second Safavid 
monarch, Shāh Ṭahmāsb (r. 1524–76). At the same time, peculiar buildings 
such as the Chilla-khāna (retreat), the Jannat-sarā (assembly hall), lodgings, 
and a bath in the shrine, which are not found in other Imams’ mausoleums 
or Imamzādehs, reveal the unique character of the Shaykh Ṣafī mausoleum, 
which began as a Sufi training place.

Ardabil, known as a pilgrimage site of the Ṣafī Shrine, was also a commercial  
center under the Safavid Empire, as it was located at a strategic point in 
northern Iran and was surrounded by silk-producing areas such as Shirvan 
and Gilan, which were the main exports of the Safavid Empire. Foreign 
travelers’ accounts of Ardabil as a “pilgrimage site” suggest that its location 
at the nexus of caravan routes was another important factor in the popularity 
of pilgrimages to the Ṣafī Shrine, which enjoyed the patronage of the Safavid 
royal family.

The Shrine of Shaykh Ṣafī was established as a saint’s mausoleum with the 
basic structure of a Sufi order; later, in the Safavid period, it was repositioned 
as the ancestral mausoleum of the royal family and their “private treasury,” 
with an enormous wealth of endowments and donations. In this process, 
Ardabil came to be known as the “Dār al-irshād” (Capital City of Guidance), 
with the Shrine of Shaykh Ṣafī at its center.
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はじめに

アルダビールは王国の中で最も古く，最も
祝福された町のひとつである。ペルシアの
数人の王がそこに住んでいたという理由だ
けでなく，とりわけ，彼らの宗派の長であ
るシャイフ・サフィー（Scich Sefi）がそ
こで生き，死んだことによる。［Olearius: 
238］

アルダビールは「ダール・アルイルシャー
ド（Dār al-Irshād）」，すなわち「教導の
都」と呼ばれる。この語がいつごろから使
われ始めたのか正確なところはわからない
が，ヒジュラ暦 912年（西暦 1506–07年）

にはその名称が見られるようになり，サファ
ヴィー朝期（1501–1736）に入ってからは頻
繁に用いられている［Shaykh al-Ḥukamāyī 
2009: 151 (No. 610); Fragner 2013: 75; Ṣarīḥ 
al-Milk: 9b; Ḥayāṭī: 43］。「教え導く」とい
うのは，サファヴィー教団の名祖にしてサ
ファヴィー王家の始祖であるシャイフ・サ
フィー・アッディーン（1252/3–1334）がこ
こに居を構え，教団を率いて弟子を導き，そ
してこの地に眠るからである。

本稿では，サフィー廟およびサフィー廟を
擁するアルダビールがいかにして発展した
か，またサフィー廟がアルダビールやサファ
ヴィー朝にとってどのような意味を持ってい
たのかについて，サファヴィー朝のシャー・
タフマースブ（在位 1524–76）治下で編纂さ
れたサフィー廟不動産目録 Ṣarīḥ al-Milkお
よび『ハヤーティー史 Tārīkh-i Ḥayātī』の 2
点のサフィー廟関連史料と，16～17世紀に
アルダビールを訪れたヨーロッパ人の旅行記
を用いて検討する。

1．アブディー・ベグ版サフィー廟 
不動産目録に見るサフィー廟所有物件

最初に，アルダビールで最も重要な建造物
であるサフィー廟の拡大過程をサフィー廟不
動産目録 Ṣarīḥ al-Milk（アブディー・ベグ著）

からたどってみよう1）。同不動産目録は，証
書のあるものを収録した第 1部（全 396件）

と，証書がなく物件名のみを記載した第 2部
（全 229件），およびサフィー・アッディー
ン一族で子孫がおらずサフィー廟に埋葬され
ている者の不動産 67件をリスト化した終章
に分かれている2）。第 2部はすべて日付がな

はじめに
1． アブディー・ベグ版サフィー廟不動産目
録に見るサフィー廟所有物件

　1.1 �アブディー・ベグ版サフィー廟不動産
目録（1570年編纂）

　1.2 地域別・時代別分析
2．スーフィー聖者廟としてのサフィー廟
　2.1 サフィー廟の建造物
　2.2 �『ハヤーティー史』とサフィー廟の建

造物

　2.3 サフィー廟とレザー廟
3． ヨーロッパ人の旅行記にみるサファ
ヴィー朝下のアルダビールとサフィー廟

　3.1 17世紀のアルダビール
　3.2 ヨーロッパ人の見たサフィー廟
　3.3 �サファヴィー朝下の「聖都」アルダ

ビール―その宗教的・経済的重要性
を中心に

おわりに

1）	 本稿で用いる Ṣarīḥ al-Milkは，本共同研究会（代表・渡部良子「イスラーム聖者廟の財産管理に
関する史料学的研究：イラン・サファヴィー朝祖廟を事例として」（2018–20年度））で主に検討対
象としたアブディー・ベグ版で，特にイラン国立博物館所蔵の 3718写本のみに限定する。

2）	 数字はいずれも暫定である。1枚の証書に同一地域の複数の物件がまとめて記載される場合も ↗
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いため3），行論上ここでは第 1部のみを対象
とする。

1.1  アブディー・ベグ版サフィー廟不動産目録
（1570年編纂）
アブディー・ベグ版（イラン国立博物館

3718写本）のサフィー廟不動産目録第 1部
には，396件の売買もしくはワクフの証書を
もとにしたサフィー廟所有の不動産が収載さ
れている。項目は地域別（アルダビールの場
合は不動産の種類ごと）になっており，「ア
ゼルバイジャン／アルダビール／「教導の
都」（＝市内）」，「市外（＝アルダビール郡
部）」，「アゼルバイジャン／アルダビール以
外」，「ギーラーン」，「シールヴァーン」，「イ
ラーケ・アジャム」，「ファールス」となる。
試みにこれを，サファヴィー教団のシャイ

フ（教団長）ごと，すなわち，①サフィー・
アッディーン期（ヒジュラ暦 700–35/西
暦 1301–34年），②サドル・アッディーン 
期（735–94/1334–91年），③端境期（794–
899/1391–1494年），④シャー・イスマーイー
ル期（899–930/1494–1524年），⑤シャー・ 
タフマースブ期（930–77/1524–70年）の 5
期に分類してみると，表 1のようになる4）。
シャイフごとの案件数を見ると5），サ
フィー・アッディーン期（①）には 40件

（10％），サドル・アッディーン期（②）に
は 151件（38％）の売買文書やワクフ文書
が確認されるが，その後の約 100年間（③）

にはわずか 12件（3％）と激減する。サファ
ヴィー朝を創設したイスマーイール（在位
1501–24）のシャイフ期（④）の 30年間に
は 12件（3％），そしてタフマースブ期（⑤）

↗ あれば，単一の証書でも物件が複数の地域に跨っている場合もある。前者の場合はまとめて 1件と
なり，後者の場合は地域ごとに複数回カウントされる。そのため，数え方によってかなりの増減が
ある。

3）	 229件のうちの一部には，欄外に「744（1343）年ラジャブ月にワクフとされた」「946（1539/40）
年に聖廟のワクフとなった」という記載がある。アブディー・ベグ版 3718写本の中で最も新しい
日付の「1022（1613/14）年」もまた，同じマラーゲの項目の欄外に見られる［Ṣarīḥ al-Milk: 153a］。

4）	 なお，サドル・アッディーン没後からシャー・イスマーイールまでの約 100年の端境期には，ホー
ジャ・アリー（832/1428没），シャー・イブラーヒーム（851/1447没），ジュナイド（864/1460没），
ハイダル（893/1488没）らがいる。899/1494年は，イスマーイールの即位年ではなく，兄スルター
ン・アリーの死去年である。さらに，タフマースブの在位は 984/1576年までであるが，ここでは
サフィー廟不動産目録の完成年である 977/1570年までとする。

5）	 サフィー廟不動産目録等を用いた教団長ごとの廟財産形成の経緯や特徴については，Gronkeが包
括的にまた非常に精緻に検討している［Gronke 1993: 294–357］。

表 1

シャイフ
年代

ヒジュラ暦
（西暦）

アルダ 
ビール 
市内

アルダ 
ビール 
郡内

アゼル 
バイ 
ジャン

ギー 
ラーン

シール 
ヴァーン

イラーケ・ 
アジャム

ファー 
ルス 合計

① サフィー・ 
アッディーン

700–735
（1301–34） 2 17 19 2 0 0 0 40

② サドル・ 
アッディーン

735–794
（1334–91） 21 73 50 6 0 1 0 151

③ 端境期 794–899
（1391–1494） 0 5 5 2 0 0 0 12

④ シャー・ 
イスマーイール

899–930
（1494–1524） 4 0 4 1 0 3 0 12

⑤ シャー・ 
タフマースブ

930–977
（1524–70） 43 22 48 3 2 1 7 126

⑥ 不明 -- 8 24 21 1 0 1 0 55

合計 78 141 147 15 2 6 7 396

第 2部 -- 1 12 33 9 4 169 (1) 229
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には 126件（32％）が数えられる（グラフ 1
参照）。
なお，アブディー・ベグ版不動産目録の中
で最古の日付は，ザンジャーン地方のチョ
ラル村（チェナール村）の売買文書に見え
る「684年ラビー・アルアッワル月」である
［Ṣarīḥ al-Milk: 114b］。同じ箇所には，「686
年ジュマーダー・アルアッワル月末」の日付
のある土地の売買証書が現認できる物件があ
る。ただし，これらはその信憑性が疑わし
く，実際には，サドル・アッディーンの息子
ズィヤー・アッディーン・ムッタハルが 100
年後の 786～787/1384～85年に証書に記載
のある人物たちから譲渡もしくは買い戻して
いる［Ibid.］6）。さらに，ヒジュラ暦 680年
代というのは，サフィー・アッディーンの師
シャイフ・ザーヒドが亡くなって彼が教団を
引き継いだ 700/1301年よりも前のことであ
り，サフィー・アッディーン自身がそのころ
から土地購入などの活動をしていたかどうか
は不明である。そのため，これらの最古層の
日付については，実際に買い戻された日付を
優先し，表には含めていない7）。

1.2 地域別・時代別分析
次に地域別（グラフ 2）に見ると，アルダ
ビール市内が 78件（20％），アルダビール
郡内が 141件（36％），アゼルバイジャン地
方にある物件が 147件（37％），その他の地
域はギーラーンが 15件（4％），シールヴァー
ンはわずか 2件で，イラーケ・アジャムと
ファールスがそれぞれ 6件（1％）と 7件

（2％）である。
ここからわかるように，サフィー廟が所有
する不動産は，アルダビールの内外にあるも
のが主であり，さらにはアゼルバイジャン地
方のものを含めると，その不動産の 9割以上
（93％）が「地元」にある。ちなみにアゼル
バイジャンの項には，オルドゥーバード（現
ナフチェヴァン自治共和国），ウルミエ，タ
ブリーズ，メシュキーンシャフル，チュフー
ルサアド（現アルメニア），ギャルムルード，
マラーゲ，モガーン平原，ハシュトルードが
含まれるが，なかでもアルダビールに近いメ
シュキーンシャフルやギャルムルード近郊の
村々や農地が多く設定されている点が特徴的
である。

6）	 アブディー・ベグ版のもうひとつの写本であるイラン国立博物館 3719写本も同様［254–255］。
7）	 Luṭfīはシャー・アッバース時代の 17世紀初頭の日付をいくつか記しているが，これらの日付は

アブディー・ベグ版の 3718写本には現れない［Luṭfī 2016: 231, 242–243, 254–255］。なお，特に
同写本第 2部（証書なし）に頻出する「1022年」といった後世の日付などの欄外書き込みについ
ては，本論集の渡部論文を参照されたい。

グラフ 1　シャイフ別案件数

アルダビール市内

アルダビール郡内

アゼルバイジャン

ギーラーン

シールヴァーン

イラーケ・アジャム

ファールス
グラフ 2　地域別案件数
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サフィー・アッディーン期には，アルダ
ビールの郡部やハルハールの村を中心に，
733年シャッワール月 5日 /1333年 6月 19
日の日付のあるワクフが 10件ほど見られる
が，これこそは，サフィー・アッディーンが
亡くなる数年前に全財産を寄進した，とされ
ているものであろう。サフィー・アッディー
ン自身も相当な財産を有しており，教団の発
展と，死後，自身の墓が巡礼地となることを
企図していたことが明らかとなる。
アルダビール郡内に限ると，サドル・アッ
ディーン時代が 73件と全体の半分を占める。
また，全体的な数でもサドル・アッディーン
時代に 151件の購入・寄進文書があり，全
案件の 4割近くが彼のシャイフ時代に設定さ
れたことがわかる。この数は，サファヴィー
家が王朝を創設した後のタフマースブ時代と
ともに突出して多く，また，サドル・アッ
ディーン没後からサファヴィー朝成立までの
およそ 100年間にわずか 13件しかないこと
に鑑みると，サドル・アッディーンがいかに
サファヴィー教団の祖にして父親の墓廟の発
展に精力を傾けていたかをうかがい知ること
ができる。
一方，アルダビール市内（グラフ 3）の場
合，タフマースブ時代の寄進財産が半分以上
の 55％を占める。そのうち 11件を数える家
屋の案件はすべて初期の数年間に集中してお
り（943–49/1536–42年），そのほとんどが
時の管財人（mutavallī）8）によって高値で購
入されている。ここから，サフィー廟周辺
は，サファヴィー朝に入ってから，それもタ
フマースブ時代に改めて整備が進んでいった
ことがうかがえる。なかでも 1530年代後半
から 40年代初頭にかけて廟の隣の家屋数軒
を購入しているが，これは，「「楽

ジャンナト・サラー

園の館」の
庭園とその周辺の整備のため」と目的が明記

されており［Ṣarīḥ al-Milk: 13b］，周辺の土
地を買い占め，廟の敷地の拡張に努めている
様子がはっきりと確認できる。ちなみにアル
ダビール市内の場合，購入対象となる物件は，
家屋，店舗，浴場，隊商宿，屠殺場，水車小
屋，紙漉き小屋，クローバー畑，庭園，土地
と幅広い。郡部や地方になると，村が多くな
るが，庭園や水車小屋や浴場も散見される。
また，母数が少ないながらにイラーケ・ア
ジャムのイスマーイールによる寄進がやや目
立つことから，サファヴィー朝の支配領域拡
大に連動した，祖廟サフィー廟への寄進地の
地理的拡がりが確認できる。このことは次代
のタフマースブになるとより顕著で，シール
ヴァーンやファールスといったアゼルバイ
ジャン地方以外の土地の寄進が増加してお
り，教団から王朝への質的変化がここにも現
れている9）。ただし，参考までに挙げた第 2
部を見ると明らかなように，売買文書などの
証書のない物件では，169件（74％）がイラー
ケ・アジャムの土地となっており，そのうち
の 153件は，サドル・アッディーンと同時
代の 14世紀後半のロルのアターベクたちに
関連する。もっとも，これらの物件は，不動
産目録編纂時にも特定が不可能であったもの

8）	 サフィー廟の管財人については，本論集の近藤論文を参照のこと。後出するサファヴィー朝期の管
財人たちについても同様。

9）	 本稿で扱わなかった終章には，811–12/1409–10年と 823/1420年のバグダードの物件が 5つある
［Ṣarīḥ al-Milk: 169a–170a］。

グラフ 3　アルダビール市内のシャイフ別案件数



218 アジア・アフリカ言語文化研究 別冊 1

であり，サフィー廟の占有物件とはされてい
ないため，廟所有の不動産の推移を見るに
あたってはさほど重要ではない10）。また仮に
これらの第 2部の物件を加算したとしても，
アゼルバイジャン地方の比率は 66％であり，
半数以上が同地方内の物件であることに変わ
りはない。
以上のように，サフィー廟不動産目録から
は，サドル・アッディーン時代とタフマー
スブ時代に廟が拡大していったことや，サ
フィー廟の不動産はその半数がアルダビール
とその近郊の村落にあったこと，そして文書
や証書の裏付けのあるものとしては，圧倒的

多数がアゼルバイジャンに限定されることが
明らかとなる。すなわち，16世紀中葉まで
のサフィー廟はきわめて「ローカルな」聖者
廟だったのである。

2．スーフィー聖者廟としてのサフィー廟

2.1 サフィー廟の建造物
サフィー廟不動産目録には，サフィー廟
の最も主要な不動産である「聖廟（zāviya）」
の各建物がリストの冒頭（アルダビール市
内の項の筆頭）に挙げられている［Ṣarīḥ al-
Milk: 9b–12b］（図 1参照）11）。

10）	 不動産目録 3719写本の欄外書き込みでは「非占有」とされている［Ṣarīḥ al-Milk: no. 3719, 332］。
11）	 個々の建物の詳細については，Morton 1974–75; Rizvi 2011; Luṭfī 2016を参照のこと。
12）	 この建物は，シャー・アッバースの命によって 1611年に建てられた「陶器の館（Chīnīkhāna）」

のあたりにあったと想定されている［Rizvi 2011: 89, 143–155］。
13）	「ハディースの館」の東西両側にはシャイフの子孫たちの墓があり，この建物の裏手には道を 1本

隔てて Sayyid Shaykh Shāh b. Khvāja Ḥasan Beg Ṣafavīの家があった［Ṣarīḥ al-Milk: 10b］。
14）	 Rizviは「殉教者の地」をサフィー・アッディーンらの墓のあるほうに想定しているが［Rizvi 

2011: 12, 80 (Figure 2), 145 (Figure 10), etc］，不動産目録には「楽園の館のドームの北側に位置
する」とあり［Ṣarīḥ al-Milk: 11a］，また後に拡大していったサフィー廟の墓地は楽園の館と陶器
の館の北東側にあるため，当時の墓地もまた楽園の館のそばにあったと考えられる。

15）	 サフィー・アッディーンが利用していた旧館の場所は不明のため，ここでは新館の場所を⑨として
図示する。

16）	 スープ室には台所のほか，米や小麦を貯蔵する釜室（Dīgkhāna）や，北側には食器室（Ayāqkhāna） 
などがある。

17）	 2階建ての貯蔵室も古くからあり，一部の建物はタフマースブの時代に購入され，増床された［Ṣarīḥ 
al-Milk: 12a］。

図 1　サファヴィー朝期のサフィー廟
Morton（1974–75）および Rizvi（2011）をもとに作成

① 聖域（Ḥaram）
② クルアーン暗唱者（ハーフィズ）の館（Dār al-ḥuffāẓ）
③ 王子たちのドーム（Gunbad-i Shāhzāda-hā）12）

④ ハディースの館（Dār al-ḥadīth）13）

⑤ 中庭（sāḥta）
⑥ シャー・タフマースブの母の墓
⑦ 「楽

ジャンナト・サラー

園の館」（Jannat-sarā）
⑧ 「殉教者の地」（Shahīdgāh）14）

⑨ 新旧の「参
チェッレ・ハーネ

籠の館（Chillakhāna）」15）

⑩ 奉納品管理者（żābiṭān-i naẕr）の房舎
⑪ アミールや近侍やシャイフの子孫らの墓室
⑫ 泉水のある空き地（ʿarṣa）
⑬ 浴場（ḥammām）
⑭ スープ室（Āshkhāna）・台所（Maṭbakh）16）

⑮ パン室（Khabbāzkhāna）
⑯ 飲料室（Sharbatkhāna）
⑰ 執務室（Daftarkhāna）
⑱ 貯蔵室（Ḥavījkhāna）17）

⑲ 太鼓室（Naqqārakhāna）と貯水槽（Saqqākhāna）
⑳ 薪室（Hīmakhāna）
㉑ 房舎（敷居の右手）
㉒ 房舎（敷居の左手）
㉓ 二つの房舎のあいだの敷居（Dargāh）
㉔ 空間（fażā）
㉕ マドラサ
㉖ 塀（muḥavvaṭa）



219守川知子：聖都アルダビールとサファヴィー朝下のサフィー廟

16世紀のサフィー廟は，おおむね図 1の
26の不動産登記される建物や敷地から構成
されていた18）。なお，ひとつ注意しておき
たいことは，サフィー廟で最も名高い「陶
器の館」は，シャー・アッバース（在位
1587–1629）治世下で「王子たちのドーム」
（③）の上か近くに建設されるため，アブ
ディー・ベグ版のサフィー廟不動産目録には
現れない。
空き地のままの空間や，マドラサのわきに
漆喰と焼成レンガで造られた塀でさえも記載
されていることから，いずれにしても，サ
フィー廟所有の不動産を記録するサフィー廟
不動産目録（Ṣarīḥ al-Milk）には，敷地内の
すべてを逐一記録しようとする姿勢が見てと
れる。

2.2 『ハヤーティー史』とサフィー廟の建造物
ここで，1570年に編纂されたサフィー廟
不動産目録と時代的にきわめて近い 1560年
ごろに執筆された『ハヤーティー史』のサ
フィー廟の建物の箇所を確認しておこう。
『ハヤーティー史』によると，サフィー・
アッディーン自身がもともと建築活動に関
心がなかったために，サファヴィー教団
の「本拠」となるこの場所には，「集会の
館（Jamāʿatkhāna）」と呼ばれた参

チェッレ・ハーネ

籠の館の
旧館と，礼拝所（maʿbad）の 2つしか建物
がなかった。サフィー・アッディーンが亡 
くなると，第 2代シャイフとして 1334～91
年の 60年近くにわたって教団を率いたサド
ル・アッディーンは礼拝所に遺体を安置する
ことは適切ではないと判断し，新たな建物
の造営に着手した。こうしてサドル・アッ
ディーンのもとで，サファヴィー教団の修
行場は大きく拡張した。彼が 1337～46年の

10年間をかけて最初に建造したのが，トル
コ石色のドームのあるサフィー・アッディー
ンの墓所である。そして敷地内に水を引き，
参
チェッレ・ハーネ

籠の館の新館と，台所とパン室，浴場と手
洗所（ṭahāratkhāna）を建設し，女性たち
が埋葬されている場所にもドームを設けた
［Ḥayātī: 83–87］。
サファヴィー朝期に入ると，サフィー廟
の建造物は，管財人やサファヴィー王家関
係者らによっても増改築されていく。その
中の主要なものはタフマースブ期に集中し，
イスマーイールの妻のタージュルー・ハー
ノムによって 1538/39年から 1547年にかけ
て造られた墓廟のドームが筆頭に挙げられ
る19）。また，楽

ジャンナト・サラー

園の館の正面に，病院（Dār 
al-shifāʾ）とハディースの館を両側に配し
た20）イーワーンや，管財人のアミール・ア
シュラフ・アウハディーによる楽

ジャンナト・サラー

園の館
のイーワーン（1533/34完成）と宿泊施設

（mihmānkhāna）（1543造）があり，さらに，
飲料室，執務室，貯蔵室，そしてマドラサが，
ハイダルクリー・ベグ，マアスーム・ベグ・
サファヴィー，タフマースブの弟のサーム・
ミールザーら時々の管財人によって建設され
た［Ḥayātī: 87–88］。先に見た不動産目録と
の記述とあわせると，サドル・アッディーン
期とタフマースブ期に大規模な拡張工事が行
われたことがここからも裏付けられる。

2.3 サフィー廟とレザー廟
続いて，サフィー廟の特徴をつかむにあた
り，マシュハドのイマーム・レザー廟と比較
してみたい。イマーム・レザー廟は，言う
までもなく，シーア派第 8代イマーム，ア
リー・レザー（アラビア語ではリダー）の
殉
マシュハド

教地（818没）にして墓であり，ティムー

18）	 Mortonや Rizviは以上の聖廟の建物に続けて浴場や水車，いくつかの房舎についてさらに訳出を
試みている［Morton 1974: 42–44, 63–64; Rizvi 2011: 192–197］。

19）	「サフィー・アッディーンの墓の隣に」とあるのみで，どの建物を指すのかは不明。
20）	 病院とハディースの館はのちに場所を動かされた。病院の改修は，サーム・ミールザーが管財人の

任にあった 1551/52年のことである。
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ル朝（1370–1507）期に拡張し，サファヴィー
朝下ではイラン唯一のシーア派イマーム聖廟
として，特にタフマースブの関心と庇護のも
と，大きく発展した［守川 1997］。
サフィー廟でもレザー廟でも最重要な場所
たる墓のある「聖域（ハラム）」に加えて，
「ク

ハ ー フ ィ ズ

ルアーン暗唱者の館」，モスク，ハディー
スの館・マドラサ，聖廟で仕える者たち
（farrāsh）が休息や寝泊まりをする「従者の
館」，台所などは，レザー廟にも同様の機能
を持っていた建物群が確認される。もっとも，
規模は圧倒的にレザー廟のほうが大きく，レ
ザー廟ではモスクやマドラサが 16世紀初頭
ですでに複数存在している（図 2参照）。ま
た，聖廟の外側に展開する一般墓地も両者と
もにある21）。
一方，サフィー廟にあって，レザー廟
では見られない建物として，参

チェッレ・ハーネ

籠の館と，
楽
ジャンナト・サラー

園の館と呼ばれる大広間が挙げられる22）。
また，サイイド・シャイフ・シャー・ハーン
やサイイド・アリー・ベグといったサイイド
が暮らす個人の家がある点も，レザー廟とは
大いに異なる23）。これらのなかでも，注目す
べきは「参籠の館」と「楽園の館」であろ
う。「参籠の館」は，ペルシア語で「チェッ
レ・ハーネ」と呼ばれるもので，「チェッレ」
というのは「40」を指し，すなわち「40日
間のお籠り」をする場所のことである。スー
フィー教団にとってこの 40日間のお籠り
はきわめて重要な修行のひとつであり，サ

フィー廟にこの場所があるということは，こ
こがサファヴィー教団にとっての修行場であ

21）	 レザー廟には，「殺害の地（Qatlgāh）」あるいは「洗浄の地（Ghuslgāh）」と呼ばれた墓地があっ
た。サフィー廟の「殉教者の地」は，1514年のシャー・イスマーイールとオスマン朝のセリムが戦っ
たチャルディラーン戦などでの戦死者たちの墓地であったという。

22）	 これらのほか，大勢の弟子たちが寝泊まりする修行場の必要施設であるハンマームは，レザー廟に
は表向き現れないが，『ハヤーティー史』にあるように，ハンマームが浴場のみならず手洗所を指
すのであれば，レザー廟にも存在したことは疑い得ない。もちろん，聖域の拡大とともに，端のほ
うへと移動していったと考えられる。ただ，やはり薪室やボイラー室もある浴場がサフィー廟にあ
ることは，他の聖廟やイマームザーデとは異なるサフィー廟の特徴を示していよう。

23）	 Ṣarīḥ al-Milk: 10b. ほかにもサイイド・ベグ・サファヴィーなど，サフィー廟にはサファヴィー家
にとって重要なサイイド個人の家があることから，レザー廟の「サイイドの館」に近い働きを持っ
ていたのかもしれない。両者の比較については，今後の課題である。なお，モンゴル時代に，ムハ
ンマドの末裔であるサイイドのために君主の意向で各地で建てられた「サイイドの館」については，
岩武 1992が非常に参考になる。

図 2　サファヴィー朝期のレザー廟
‘Uṭāridī（1992）およびMāhvān（2007）をもと
に作成
① イマーム・レザーの墓
② クルアーン暗唱者（ハーフィズ）の館
③ サイイドの館
④ ゴウハル・シャード・モスク
⑤ パリーザード・マドラサ
⑥ 御頭（バーラー・サル）マドラサ
⑦ 御頭（バーラー・サル）モスク
⑧ 唯一神（タウヒード）の館
⑨ アッラーヴェルディ・ハーンのドーム
⑩ ハータム・ハーンのドーム
⑪ 古中庭（シャー・アッバースの中庭）
⑫ 宴の館
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ることにほかならない。このサフィー廟の
参
チェッレ・ハーネ

籠の館は先にも見たように新旧のふたつが
あり，旧館はサフィー・アッディーンが座し
ていた場所で，一方は中庭に面し，一方は建
物の房舎や楽

ジャンナト・サラー

園の館や台所や「殉教者の地」
に向かう廊下に面していた。また，新館はサ
ドル・アッディーンが建設したもので，タフ
マースブの時代にタイルが施され，立派な
ドームが造られた。新館は上下階に 40の小
部屋がある［Ṣarīḥ al-Milk: 11a］。旧館はサ
フィー・アッディーンが修行用に個人で利用
していたが，新館は 40もの小部屋があるこ
とから，サドル・アッディーン時代に弟子の
数が大きく増えたことがうかがわれる。後述
するように，オレアリウスは白い服を着てこ
の中で声をあわせて唱名する人々について言
及している。一方の大広間の楽

ジャンナト・サラー

園の館もまた，
サファヴィー教団の修道場として重要であ
る。ここでは教団の儀礼の根幹であるサマー
ウ（舞踊や旋回）やズィクル（唱名）が行
われた［Luṭfī 2016: 58–59; Zarinebaf 2019: 
305］。
以上見てきたように，サフィー廟にはスー
フィー教団の修行場に特有のお籠りの場所や
大広間といった施設があることが，レザー
廟などのイマーム聖廟との大きな違いであ
る。確かに，1608年にシャー・アッバース
が預言者ムハンマドや娘ファーティマと 12
人のシーア派イマームたちからなる「無謬
の 14人」に対して行った寄進の内容から判
断されるように，クルアーンやアラビア語の
ハディース学や法学の書物が主に寄進され
たレザー廟と，歴史や詩などの手稿本のほ
か，1162個の中国陶磁器，翡翠，紅玉髄の
器などが寄進され「陶器の館」が増改築され
たサフィー廟とは，「シーア派信仰を体現す
るイマーム聖廟」と，「王家の聖廟」という
明確な相違があった［Iskandar Beg: II 702; 

Rizvi 2011: 143］。アルダビールのサフィー
廟がサファヴィー王家の富の一部を移管した
「王家の聖廟」であったことは言うまでもな
い。しかし，サフィー廟の建造物から明らか
になるように，サフィー廟は王家の祖廟であ
る以上に，「参

チェッレ・ハーネ

籠の館」と「楽
ジャンナト・サラー

園の館」を擁
する「スーフィー教団の教団長の聖廟」であ
り，その伝統は 2世紀以上を経てもなお維持
され，教団が王朝となってからも王家の庇護
のもと脈々と受け継がれていたのである。

3．ヨーロッパ人の旅行記にみる 
サファヴィー朝下のアルダビールとサフィー廟

サファヴィー朝下のイランには多くの外国
人がやってきたとはいえ，アルダビールを訪
れたヨーロッパ人はさほど多くない。その中
で最も古い記録のひとつと思われるものに，
1590年 4月にアルダビールに至ったフォン・
トイフェルのものがある24）。彼は次のように
言う。

　［4月］26日，我々は「アルドフィラ
（Ardofila）」［アルダビール］の町に到着
した。イマームクリー・ハーンが道路を封
鎖したために，我々は 48日間かけて通常
ではない道を通らなければならなかった。
さもなければ，カズヴィーンからここまで
は 10日間で簡単に旅行できる。
　この町はアルダビールと呼ばれる。さほ
ど大きな町ではないが，それにもかかわら
ず有名である。なぜならシャー・ソフィー
（Schach Sophy）の王墓があるからであ
り，私はその墓をぜひとも見たかったため
に，ペルシア人の司祭にいくばくかの金を
払って中に入れてもらった。この墓はとて
も美しいモスクで，外側はすべて彩釉タイ
ルで覆われている。入る際には，慣習どお

24）	 オーストリア出身のHans Christopf von Teufelは，エルサレム巡礼の後，バスラ＝ホルムズ経由
でペルシアを訪れ，シーラーズ，イスファハーン，カズヴィーンとめぐった後，タブリーズからア
ナトリア経由で帰国するにあたり，アルダビールを通過した［Von Teufel: 1–42］。
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りに靴を脱がなければならなかった。（中
略）モスクの外側には大きな台所があり，
金曜日にはたくさんの米が炊かれ，神のた
めに貧者に与えられる。私はこれこそがペ
ルシア全土で見たもののなかで最も美しい
と思った。［Von Teufel: 32］

3.1 17世紀のアルダビール
サファヴィー朝下のアルダビールについて
最も詳細に伝えるのは，ホルシュタイン使節
団の書記官であったオレアリウスである。オ
レアリウスはカスピ海西岸からコーカサスを
抜ける北方ルートから 1637年 4月 10日に
アルダビールに入り，2か月滞在した後，6
月 12日にアルダビールを発った。彼は，ア
ゼルバイジャンの最も主要な町として「アル
ダビール（Ardebil）とタブリーズ（Tauris）」
を挙げ，さらに，冒頭に掲げたように，アル
ダビールはサフィー・アッディーンが暮らし
たことゆえに「最も祝福された町」だという。
また，交通量が非常に多い場所であり，「東
方の中で最も重要な都市のひとつに数えられ
る」と記している［Olearius: 198, 238］。
このような 17世紀のアルダビールは，ペ
ルシア語話者よりもトルコ語話者が圧倒的に
多く，町（図 3）は非常に小さいが，シール
ヴァーンの首府であるシャマーヒーよりも少
し大きく，町の手前で分岐する川はあるが，
市壁がなかった［Olearius: 238–239］。市壁
がないというのは，前近代の西アジアの都市
ではきわめて珍しい。ちなみに，どの家にも
庭があるため，アルダビールは遠くからは町
ではなく森に見えるという25）。春になると増
水して氾濫を起こす川のほかに，町にはたく

さんの小路があり，両側に「街路樹のある 5
本の立派な大通り」があった。プラタナスが
まっすぐに大通りの両脇に立ち並ぶ光景は，
イスファハーンのチャハールバーグ大通りを
彷彿させる。ただし，アルダビールの家々は
土でできており，通りは凸凹で汚く，狭かっ
たともいう［Tavernier: 58］26）。また町のあ
ちらこちらには「王室の所有する美しい庭
園」があるとされており［Ibid.］，推測の域
を出ないが，おそらくその大半はサフィー廟
に属したのだろう。
さて，サファヴィー朝期のアルダビールに
は，サフィー廟，金曜モスク，バーザールの
3つの中心があった27）。この中で，小高い丘
の上の金曜モスクについてはあまり言及がな
く，ヨーロッパ人の旅行記では，「町の中心
にあり，金曜日や祭日には大勢の人がこのモ
スクを訪れ，美しい尖塔がある」［Olearius: 
239］と記されるにすぎない。ただし，オレ
アリウスは，金曜モスクの前にある泉水は，
のちに大宰相となるサールー・タキー（1645
没）がアルダビールの財務長官として赴任し
ていたときに町の 1リーグ先から水を引いて
掘削したことに触れている［Ibid.］。
「市の立つ広場，すなわち広場（Maydan）
は大きく，立派である。長さは 300歩，幅
は 150歩である。両側には実に整然と並ぶ
店舗がある。商人組合もギルドもないが，専
用の区画がある」とオレアリウスは続けて述
べる。その右手には，サフィー廟の裏手に
「彼らの 12聖人の子孫の 1人」であるイマー
ムザーデ・サーリフの埋葬されているモスク
がある。広場を出ると，バーザール（Basar）
に行き当たり，「皇帝市場（Kaiserie）」と呼

25）	 17世紀中葉に数度にわたってイランを訪れたタヴェルニエもまた，庭付きの建物のために「町で
はなく森に見える」と，イスファハーンについて同じように述べている［Tavernier: 389］。

26）	 そのためかどうかはわからないが，オレアリウスは「朝はアルダビール，昼は鋤の埃だらけ Saba 
Ardebil, Nimrus Kardebil」というペルシア語の押韻句を伝えている。

27）	 Pīrbābā’īほかも同様の指摘をした上でさらに，町の中心にあった広場がこれら 3つの主要建造物
の結節点の役割を果たしていたと論じるが，やや牽強付会にすぎる［Pīrbābā’ī et al. 2020: 80］。む
しろ絵図からは，イスファハーンなどの都市と同様に，広場とそこに隣接する「皇帝市場」とバー
ザールが中心に位置していると考えられる。
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ばれるアーチ状の正方形の大きな建物があっ
た28）。そこでは「金糸・銀糸の織物，あらゆ
る種類の貴石，絹織物といった，この国の貴
重な商品のすべてが売られてい」た。そこを
出て 3つの門を通ると，アーケードのある
何本もの小路があり，店が建ち並び，ありと
あらゆる商品が販売されていた。そして，通
りには「トルコ人，タタール人，インド人な
どの外国人商人」の便宜のために建てられた
隊商宿（Caravanseras）がいくつもあった。
ちなみにオレアリウスはこのバーザールで，
陶磁器や漆器を売りに来た 2人の中国人を
見かけたと言う［Olearius: 239］。このバー
ザールの店舗の一部は，先述のように，サド
ル・アッディーンやタフマースブのもとでサ
フィー廟のために購入され，ワクフが設定さ
れている［Ṣarīḥ al-Milk: 14a–23a］。
オレアリウスによると，アルダビールでは，
アーシューラーのフサインの哀悼行事が町を
あげて盛大に挙行され，シーア派信仰が浸透
している様子がうかがえる。一方，飲酒の慣
行は多々見られたとはいえ，イランのほかの

都市と異なり，アルダビールには娼婦がいな
かったようである［Olearius: 235, 319］。

17世紀のアルダビールは，市壁のない小
さい町でありながらも，街路樹の並ぶ整然と
した大通りや，町の中心に位置する広場と
「皇

カイサ リ ー エ

帝市場」，そしてその隣にアーケードのあ
るバーザール街など，サファヴィー朝の都で
あったカズヴィーンやイスファハーンと同じ
ような造りになっている。金曜モスクへの水
路の掘削といった開発事業もサファヴィー朝
の要人によってなされていることから，この
町は，サファヴィー朝の首都に準じる位置づ
けにあったということができるだろう。

3.2 ヨーロッパ人の見たサフィー廟
シャイフ・サフィーとペルシアの最近の
王たちの豪華な建物は広場の近くにある。
ペルシア人たちはその場所を「メザール
（Mesar）（マザール）」と呼ぶ。［Olearius: 
240］

サフィー廟は「参
マ ザ ー ル

詣地」であり，多くの巡

28）	「皇帝市場」はサファヴィー朝の首都のカズヴィーンにもイスファハーンにもあり，主たる広場に
面して造られた。

図 3　17世紀中葉のアルダビール（Olearius, Moskovitische und Persische Reise）
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礼者を惹きつけた。それは，ヨーロッパ人た
ちも同様である。フォン・トイフェル，オレ
アリウス，タヴェルニエなど，アルダビール
を訪れたヨーロッパ人たちはみな一様に「あ
まりにもその聖なる墓所を見たかったため
に」頼み込んで，サフィー廟の中に入った。
そのような彼らの旅行記からは，ペルシア語
史料ではうかがい知れないサフィー廟の様子
がわかる。以下，簡単に見ていこう。
サフィー廟の前庭や中庭は，アルダビール
市中の未舗装の通りとは異なり，石が敷き詰
められていた。前庭の両側にはアーチがあり，
イスファハーンの「王の広場」のように，中
には多数の商人や職人が店を構え，“門前町”
を形成している29）。中庭では武器を預け，そ
の先は靴を脱がなければならない。敷居門や
サフィー・アッディーンの墓所の入り口には
白い大理石があり，「その上を足で踏んでは
ならず，右足を先にして跨ぐこと，何兆もの
人が口づけしてきた場所で，足で冒瀆するな
どもってのほか」であった［Olearius: 240］。
聖域の敷居に口づけし，右足から入るという
のは，イラクやイランのシーア派イマーム廟
でも推奨されている参詣作法であり，とり
わけサファヴィー朝期には，シャー・アッ
バースの法学顧問であったシャイフ・バハー
イー（1621没）がイマーム廟の参詣作法と

して記している［守川 2007: 112–115］。そ
のアッバースが 1611年に行ったマシュハド
のレザー廟への徒歩参詣は有名であるが，こ
こアルダビールでも，アッバースは幾度とな
くアルダビールの半リーグ（2～3キロ）先
から靴を脱ぎ，裸足で廟まで歩いてきたとい
う［Olearius: 241］。
サフィー・アッディーンの墓所では金や
銀のランプが灯され，床は大理石で，あた
り一面に金が豊富に施され，墓には金色の
絹の布がかけられていた。その手前のクル
アーン暗唱者の館は絨毯が敷きつめられ，壁
にもタペストリーがかかっていた。オレア
リウスらの一行が廟に入った際，参

チェッレ・ハーネ

籠の館
（Thschillachane）では，白い服の修道士た
ちが壁際に座したまま体を左右に揺らし，声
をあわせて大声で歌っており，またここは，
サフィー・アッディーンが毎年斎戒のために
40日間籠り，1日にアーモンド 1粒のみを食
した場所であると教えられている。楽

ジャンナト・サラー

園の館
（Tzenetsera）は図書室になっており，アラ
ビア語やペルシア語やトルコ語の豪華な装丁
本が壁に並び，壁龕には 300～400個以上の
陶器が置かれていた［Olearius: 240–241］。
ところで，サフィー廟の中に入った者は，
廟で食事が供されることにも注目をしてい
る。イマーム廟でもワクフの使用目的の中に

29）	 Olearius: 240; Tavernier: 59. イスファハーンの王の広場とその周辺の商業空間については，拙稿
2020を参照されたい。

図 4　サフィー廟（Olearius絵図部分）
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貧者への食事や衣服の供給があるが［Mori-
kawa & Werner 2017: 25–26］，サフィー廟
では毎日，台所のそばで食事が振舞われた。
タヴェルニエは，サフィー廟には 25～30の
竈と同じくらいの数の炉があり，貧者や廟
の関係者らのために肉や米が調理されたと
いう［Tavernier: 59］。また，オレアリウス
によると，食事は 6時・10時・15時の 1日
に 3回あり，1000人にポタージュ・米・肉
が供された。そしてこの朝の 2回の食事のた
めに，1日あたり 50クラウンがサフィー廟
の財から支出され，午後の食事は王室からの
喜捨で賄われたという［Olearius: 242］。貧
者への施しとは別に，ホルシュタイン使節団
一行は，前アルダビール長官にして管財人で
もあったズー・アルフィカール・ハーンの建
てた邸宅を滞在用にあてがわれたが，毎日の
食事はサフィー廟から運ばれた。滞在初日
には米や肉の 32皿の大皿料理が運ばれ，最
終的に 2か月間の滞在で「パン―1960バト
マン30），ワイン―6250バトマン，卵―9300
個，羊―477頭，ラム―472頭」もの量になっ
た［Olearius: 230］。ここからは，本来であ
れば宮廷が行うべき国賓の饗応を，サフィー
廟が請け負っていたことが明らかとなる。サ
ファヴィー宮廷にとって，サフィー廟は「祖
廟」というだけではなく，タヴェルニエが
言うところの「王室の邸宅（cette maison 
Royale）」［Tavernier: 59］であり，イラン
北西部の要衝に位置した「王宮」や「城砦」
だったと言えるのではなかろうか。
加えてオレアリウス一行がアルダビール
に入る際，盛大な歓迎がなされたが，その
中に先導する 2人の若者がおり，彼らは
「ムハンマド，アリー，シャー・サフィー
（Schach-Sefi）」を讃える文言を唱え続けた
という［Olearius: 229］。ここでの「シャー・
サフィー」は君主を指す可能性もあるが，他

の都市では見られないことから，サフィー・
アッディーンの名と考えることができよう。
それほどまでに，アルダビールは町をあげて
サフィー・アッディーンに帰依していたので
あろう。また，これも重要な点であるが，タ
ヴェルニエはサフィー廟が犯罪者や逃亡者の
「避難先」たる「バスト」の場所であること
にも触れている［Tavernier: 59］。
また，オレアリウスはサフィー廟の所有下
にあるものを列挙している。すなわち，アル 
ダビール市内の家屋 200軒，公衆浴場 9軒，隊 
商宿 8軒，「皇帝市場」とその広場すべて，
牛肉・小麦・塩・油が販売されるバーザール
にある店舗 100軒，青空市場の露店用台，33
のアルダビール周辺の町や村，サラーブの 5 
つの村，タブリーズ市内の 60軒の家屋と 100 
軒の店舗，2つの村，カズヴィーンおよびギー
ラーンやアースターラーのいくつかの隊商宿
と浴場，モガーン地方の 2つの村の租税，ほ
かの村々の租税の一部，である。ここに，シー
ア派のタタール人やインド人から送金される
ものや，旅行や病気や宗教行事の際に送られ
てくる各地からの奉納品，それらに加えて，
あまたの贈り物，寄付，遺贈があるという。
しかも馬・ロバ・ラクダ・羊・金などありと
あらゆるものがサフィー廟に奉納される31）。
こうして実際にサフィー廟の富を目の当た
りにした者は，その潜在的な富と力に圧倒さ
れる。「このメザールは，かなり強力な軍隊
ともなり得るだろうし，国王以上に金を準備
して供出することができるだろう」というオ
レアリウスの言葉は慧眼以外の何物でもな
い［Olearius: 243］。そして，2か月の滞在
でサフィー廟について熟知した彼は，サド
ル・アッディーン（Sedredin）とジュナイ
ド（Tzinid）が教派の確立と発展に熱心であ
り，時間の経過とともにこの教団は非常に強
力になり，「シャイフはシャーとなり，彼ら

30）	 1バトマンは 6.5ポンド［Olearius: 230］。
31）	 これらの奉納品の管理をするのが“Nassurtzchan”，すなわち「奉納品管理者（naẕrchīyān）」で

ある［Olearius: 243］。ここに挙がる寄進地と不動産目録の照合は今後検討していきたい。



226 アジア・アフリカ言語文化研究 別冊 1

の預言者たちはその性質を国王へと変えた」
とさえ述べるのである［Olearius: 372］。

3.3  サファヴィー朝下の「聖都」アルダビール 
―その宗教的・経済的重要性を中心に
ペルシア全土からシャー・サフィー（Cha-
Sefi）の墓廟へ巡礼者が訪れ，大規模な絹交 
易とともに，アルダビールは王国の最も重
要な町のひとつとなっている［Tavernier: 
59］。

タヴェルニエのこの言葉に象徴されるよう
に，サファヴィー朝下のアルダビールの重要
性は 2点ある。ひとつは巡礼地として発展し
ていることであり，もうひとつは生糸・絹製
品交易の最重要な中継地として認識されてい
ることである。
まず，アルダビールを巡礼地として挙げて
いるヨーロッパ人たちの記述を見てみよう。
1670年代前半にイランを訪れたベディクは，
ペルシア人が巡礼する場所を 4つ挙げている
が，メッカ，カルバラー，マシュハドに次ぎ，
最後にアルダビールを挙げる。

最後に，おそらく最も重要な巡礼の場所は
アルダビールの町である。そこはかつて有
名なスーフィーのシャイフ・サフィーが住
んでいた。とても壮麗な建物の下に彼の墓
が今もあり，あらゆる種類の宝物にあふれ
ている。とりわけ，ペルシアでは，王の戴
冠式の際にはこの墓で祝福を受けなければ
ならないほど，この場所は信仰の対象と
なっている。本人が直接受ける場合もあれ
ば，巡礼者の仲介で本人に代わってこの祝
福を受ける場合もある。［Bedik: 113］

同様に，1680年代にイランを訪れたケ

ンペルは，マシュハドのレザー廟，コムの
ファーテメ廟，そしてアルダビールのシャイ
フ・サフィー廟こそは，王室の壮大さや荘厳
さにおいて他の墓廟を凌駕していると述べる
［Kaempfer: 94］。ここからも，アルダビー
ルがとりわけサファヴィー朝の君主たち，す
なわちサファヴィー家の者たちにとって重要
であったことがわかる。
もうひとつの「絹交易の中継地」としての
アルダビールであるが，サファヴィー朝が王
室として生糸の独占交易を行っていたことは
周知の事実である32）。タヴェルニエは，アル
ダビールがギーラーン産の生糸の最初の一大
交易地として有名であると折に触れ述べてい
る［Tavernier: 58］。

アルダビールは，王家の廟があるというだ
けでなく，ペルシア全土から巡礼に来るこ
とで名高い。時にラクダ 800～900頭にも
のぼる絹の隊商の到来は，この町の名声に
いっそう寄与する。［Tavernier: 83］

この絹交易の中継地としての役割が，旅行
者が比較的多くアルダビールを訪れていたこ
とにつながる。特に，16～17世紀には，オ
レアリウスのように，ロシアやカスピ海西岸
を経由する北方ルートをたどってイランに入
る旅行者も多く，ギーラーンやシールヴァー
ンといった王家が専売した生糸の生産地に近
いという地の利がアルダビールにはあった。
本節冒頭で見たように，フォン・トイフェル
は道路封鎖でより時間がかかったにもかかわ
らず，タブリーズに行く前にわざわざアルダ
ビールに立ち寄っている。これは，同道した
隊商の都合であり，この当時でさえも，アル
ダビールは商人らにとって迂回してでも行か
なければならない町だったのである33）。

32）	 サファヴィー朝の生糸交易については，さしあたりMatthee 1999および Baghdiantz McCabe 
1999を参照されたい。

33）	 1590年ごろ，オスマン朝との国境はアルダビールから 2日行程のサラーブにあった。また，Von 
Teufelは，マランドでペルシアが終わり，大アルメニアが始まると述べる。彼自身は隊商にあわ
せてアルダビールに 8日間滞在した［Von Teufel: 33, 36］。
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アルダビールの重要性はマシュハドと比較
するとわかりやすい。少なくとも，サファ
ヴィー朝期にマシュハドまで足を延ばした
ヨーロッパ人はきわめて少なく，16～17世
紀のレザー廟の様子はさほど明らかにはなっ
ていない。マシュハドやレザー廟に比して，
アルダビールはオスマン国境に近く，ロシア
からの南下ルート上に位置するという地の利
と，サファヴィー朝の主要輸出品であった生
糸や絹製品の集積地・中継地であることか
ら，断片的であるとはいえ，マシュハドより
も相当多くの情報が集まる。この点に関連し
て，最後に，サファヴィー朝下のサフィー廟
は外国人に対してもオープンであり，そのこ
とが交易目的であれ対オスマン同盟政策であ
れ，「ペルシア」を目指したヨーロッパ人を
惹きつけたことを挙げておきたい。
異教徒の外国人であっても廟内に入れたと
いう事実は，イマーム聖廟とは大いに異なる。
中国で捕虜となり，中央アジア経由で逃れて
きたアンデルセンは，1650年にマシュハド
にたどり着いた。「マシュハドはホラーサー
ンで最も重要な町である。それは大きく，頑
丈に造られており，堅固な壁に囲まれている。
ペルシア式の堅牢な塔がいくつもある。これ
らのおかげで外から見た町は，中から見るよ
りもいっそう立派に装飾が施されている。た
だし，アリーの子孫の一人であるレザーの墓
は別である。外から見てもレザーの墓は非常
に美しく，建物はすばらしい。私は中を見て
いない。なぜなら中に入ることは許されてい
ないからである」と述べている［Andersen: 
140］。
一方，オレアリウスはマシュハドには行っ
ておらず，ポルトガル人のテイシェーラの記

録をもとにしているが，レザー廟を説明する
にあたって，「この町には，ペルシアの 12人
の聖人のうちの 1人であり，アリー家の者で
あるイマーム・レザーの墓がある。墓の規模，
収入，そして富については，アルダビールの
それに匹敵する。そこでもまた，すべてのこ
とが同じ儀礼で執り行われる」と，サフィー
廟を基準にしてレザー廟について述べている
ほどである［Olearius: 199］。
サファヴィー朝末期の 1700年にイランを
訪れたシリンガーは，タブリーズで同宿した
フランス人たちから，アルダビールをぜひと
も訪れ，サフィー廟を見物するよう強く勧め
られた。その際，彼はアルダビールのことを
「ペルシアのイスラーム教の第二の創設者の
生まれた場所」と言い，サフィー廟のことを
「ペルシア人の誇る壮麗さ，並外れて美しい
メザール（mesar）であるシャー・サフィー
とのちの数名の王たちの墓廟」と表現してい
る。さらに，「このメザールは，3つの主要
な前庭のある宮殿のようなものだと言われ
て」おり，聖廟は「数百万の財産を有してい
るが，それは偉大なる王たちの寄進と，今で
も毎年なされる奉納品ゆえである」と述べ
る［Schillinger: 229–230］。ここからも明ら
かなように，サファヴィー朝が緩やかに下り
坂に入っていたこの時代においてさえも，サ
フィー廟はサファヴィー朝の“富の集積地”
とみなされており，宝石がちりばめられた棺
をはじめ，絹織物やタペストリー，絨毯，陶
磁器，金銀の調度品の数々は，廟の中に入る
ことを許された外国人たちを驚嘆させた34）。
サファヴィー王家の蓄財は，サファヴィー朝
が成立した最初期からサフィー廟を「宝物
庫」として連綿と続けられ，そしてアルダ

34）	 サファヴィー朝期（特に 16世紀）には，アルダビールより 100キロほど北西のカフカハ城砦が牢
獄および財宝の保管場所として知られていた。ここに幽閉されたのは，タフマースブの弟のアルカー
ス・ミールザーや，サフィー廟の管財人をも務めたサーム・ミールザー，そして即位前のシャー・
イスマーイール 2世（在位 1576–77）らである。王家の“反逆者”たちの牢獄として名高いが，人
里離れた山中にあるこの城砦は，王家の私的な宝物庫でもあった。サフィー廟が整備されるにつれ，
宝物庫の役割が移譲された可能性もあろう。シーア派信仰を推し進めたサファヴィー朝下の「聖廟」
の役割については，今後さらに検討していきたい。
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ビールは，サファヴィー王家やひいてはサ
ファヴィー朝そのものの隠し財産とも言える
サフィー廟の存在ゆえに，ヨーロッパ人を魅
了し続けたのである。

おわりに

1555年のアマスィヤの和議の締結後，
シャー・タフマースブはサファヴィー家の祖
廟に対して，様々な施策を行った。その一環
として，文人官僚のアブディー・ベグに命じ
て不動産登記を整理し，不動産目録を作成す
ることで廟財産の把握に努めるとともに，ハ
ヤーティーには新たな教団史を編纂させた。
アブディー・ベグのサフィー廟不動産目録か
らは，サファヴィー教団設立から 200年ほ
どの財産形成の過程がおぼろげながら浮かび
上がる。一方，『ハヤーティー史』では，サ
フィー・アッディーンが建設活動には熱心で
はなく，常に「人々の心の修復」に専心して
いたと述べられている［Ḥayātī: 83］。しかし，
サフィー廟不動産目録には，少ないながらに
サフィー・アッディーン自身が購入し寄進を
行った農村や土地が見られることから，教団
を経済的に維持していくためには，相応の不
動産が必要であったことが明らかとなる。
何よりも，二代目シャイフのサドル・アッ
ディーンが並外れた尽力をしたことにより，
サファヴィー教団は教団としての足場を得た
のであろう。この点は，王朝創設と領土獲得
のための戦いに明け暮れたイスマーイール
と，その後，半世紀以上の長きにわたって統
治したタフマースブの関係と重なる。事実，
サフィー廟不動産目録からは，イスマーイー
ルのサフィー廟への“貢献”はさほど多くは
ないことが読み取れる。反面，タフマースブ
はきわめて熱心にサフィー廟の発展に寄与し
ている。もっとも，それらの活動の多くは，
任命された廟の管財人たちの努力のたまもの
であり，それをタフマースブ個人に帰するこ
とはやや無理があろう。だが，「創設者」と

は別に，二代目の尽力があって初めて，王朝
であれ教団であれ，足場を固めてより発展す
ることができる。その際，彼らは不動産をワ
クフ設定することにより，永続的に財政基盤
が安定することを望んだ。きわめて意図的に，
また率先して，土地や農地や商業施設を購入
し，廟に寄進し，廟運営に積極的に関わった
のである。こうしてサフィー廟は「ローカル
な聖者廟」から「国家の祖廟」へと位置づけ
を変えていく。
タフマースブの没後のサファヴィー朝そ
のものの混乱と，オスマン朝との国境紛争
を経て，国境の最前線ともなった 17世紀の
サフィー廟は，名実ともにサファヴィー朝お
よびサファヴィー家の祖廟として重要な位置
を占めた。サフィー廟を擁するアルダビール
は生糸や絹の交易の中心地として経済活動が
活性化し，多くの巡礼者が訪れ，そして巡礼
者経済による再循環から，あまたの金品がサ
フィー廟に寄進され奉納された。このような
中で，サフィー廟は，レザー廟やイランの他
の聖廟やイマームザーデとは異なり，異教徒
の外国人たちを聖廟の中に招き入れ，食事す
ら提供した。これはひとえに，教団長でもあ
るサファヴィー家の君主たちの意向次第で可
能なことであるが，他方，サフィー廟はサファ
ヴィー王家にとっての“私的な宝物庫”とし
て，首都イスファハーンの王宮には保管して
いない金や銀や絹製品や絨毯や舶来の中国陶
磁器などの莫大な富や，信徒たちからの動
産・不動産の寄進や奉納によって支えられ蓄
えられてきた圧倒的な経済力を，内々に見せ
る意味もあったのだろう。
イスファハーンに遷都したシャー・アッ
バースにとって，イラン北東部のマシュハド
と並び，イラン北西部に位置したアルダビー
ルは，外敵からの防衛のための「門」や「砦」
であり，王家ひいては王朝を守る「守護聖者」
の眠る「聖地」であり，そして賓客をもてな
す際の「王宮」にして「副都」だったのでは
ないだろうか。「教導の都」という称号を冠
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するサファヴィー朝下のアルダビールは，サ
フィー廟を擁する聖廟都市であるとともに，
「神に護られたる」サファヴィー朝領域の北
西の要衝として機能していたのである。
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サフィー廟年表
（歴代サファヴィー教団教団長・サファヴィー朝君主および在位期間）

13世紀末 ①シャイフ・サフィー Shaykh Ṣafī al-Dīn Isḥāq Ardabīlī（1252/3–1334）によ
るサファヴィー教団の創設

1334 シャイフ・サフィー没，自らの修行場（zāviya）に葬られる＝サフィー廟の成立
14世紀～15世紀　サファヴィー教団時代：歴代教団長のもとでの廟の発展
1334–91 ②サドル・アッディーンṢadr al-Dīn Mūsā b. Ṣafī al-Dīn：イルハーン朝（1256–

1335解体）滅亡後の政治的混乱期に教団を拡大，廟のために多数の不動産を獲得
1391–1427 ③ホージャ・アリーKhvāja ʿAlī b. Ṣadr al-Dīn：ティムール朝（1370–1507）創

始者ティムール（在位 1370–1405）との邂逅の伝説が後世に生まれる
1427–47 ④イブラーヒーム Ibrāhīm b. Khvāja ʿAlī
1447–60 ⑤ジュナイド Junayd b. Ibrāhīm：教団指導権をめぐる争いの中，過激シーア主

義を採用，トルコマーン遊牧集団の支持を獲得
1460–88 ⑥ハイダルḤaydar b. Junayd：トルコマーン遊牧軍から編成されるキジルバ

シュ軍を創始，教団はアク・コユンル朝（ca. 1378–1508）とも競合する地方軍
事勢力へと変容

1488–94 ⑦アリー ‘Alī b. Ḥaydar
1494–1501 ⑧イスマーイール Ismāʿīl b. Ḥaydar：1501年，アク・コユンル朝の首都タブリー

ズを征服，サファヴィー朝を樹立
16世紀～18世紀　サファヴィー朝時代（1501–1736）：王家祖廟としての発展
1501–24 ①シャー・イスマーイール 1世 Shāh Ismāʿīl
1524–76 ②シャー・タフマースブ 1世 Shāh Ṭahmāsb：サフィー廟ワクフ財管理の整備，

アブディー・ベグ版不動産目録の編纂（1570）
1576–78 ③イスマーイール 2世 Shāh Ismāʿīl II
1578–87 ④ムハンマド・フダーバンダMuḥammad Khudābanda
1587–1629 ⑤シャー・アッバース 1世 Shāh ʿAbbās：サフィー廟への大規模なワクフ（新

部門ワクフの成立），スィパーハーニー版不動産目録の編纂（1628）
1629–42 ⑥サフィー Shāh Ṣafī
1642–66 ⑦アッバース 2世 Shāh ʿAbbās II
1666–94 ⑧スライマーン 1世 Shāh Sulaymān
1694–1722 ⑨スルターン・フサイン Shāh Sulṭān Ḥusayn
1722 アフガン族のイスファハーン占領（アフガーン政権の支配 1722–29），サファ

ヴィー朝の事実上の滅亡
1722–32 ⑩タフマースブ 2世 Shāh Ṭahmāsb II
1725–32 オスマン朝のアゼルバイジャン占領，アルダビールとサフィー廟ワクフ地，一時

的にオスマン朝の支配下に
1730 アフシャール族ナーデル・クリー（ナーデル・シャー）によるアルダビールの回復
1732–36 ⑪アッバース 3世：サファヴィー朝滅亡
18世紀～19世紀　サファヴィー朝滅亡後の廟の衰退と存続
1736–96 アフシャール朝



1736–47 ナーデル・シャー：サフィー廟のワクフ地接収が行われ、廟財政基盤の打撃に
1796–1925 カージャール朝
 建国者アーカー・モハンマド・シャー（在位 1796–97）が即位前に廟を訪問し，

サファヴィー朝君主の剣を手にしたとする後世に創作された伝説がある
1804–13，1826–28　イラン=ロシア戦争
1828 ロシア軍によるアルダビール占領，多数の廟所属写本の略奪
1848–96 ナーセロッディーン・シャー期：ロシア軍占領以来，破損・荒廃のままとなって

いた廟の修復
20世紀～21世紀　サフィー廟の文化遺産としての保存
1925–79 パフラヴィー朝
1926 文化省 (Vizārat-i ʿUlūm)と財務省 (Vizārat-i Mālīya)により廟の所蔵物の調査

が行われ，アブドゥッラヒーム・ハルハーリー Sayyid ʿAbd al-Raḥīm Khalkhālī 
が廟所蔵品についての報告を発表

1970 ユネスコ関連調査にもとづく文化財報告書の中で，M.E. Weaverが廟の文書（ア
ルダビール文書）の「発見」を報告

1979–現在 イラン・イスラーム共和国
2010 サフィー廟のユネスコ世界遺産登録（アルダビールのシャイフ・サフィー・アッ

ディーン廟の歴史的建造物 Sheikh Safi al-din Khānegāh and Shrine Ensemble 
in Ardabil）

地図：サファヴィー朝期のイラン高原とアルダビール周辺

出典：Jackson, Peter. and Lawrence Lockhart eds. 1986. The Timurid and Safavid Periods (The Cambridge 
History of Iran, v. 6), Cambridge: Cambridge University Press: 348–349.
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イラン北西部アルダビール州州都アルダビール，サファ
ヴィー教団名祖シャイフ・サフィー・アッディーン・
アルダビーリー廟（2010年ユネスコ世界遺産登録）の
「アッラー・アッラーのドーム」。シャイフ・サフィーの
墓所にあたるこのドームの名は，外壁を一面に覆う神の
名 Allāhのモザイクに由来する。 （撮影／阿部尚史）
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